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本書は、長野県上水内郭飯綱町牟礼に所在する表町遺跡の緊急発掘調査報告書です。

本調査は、飯綱町教育委員会が平成21年度に行なった発掘調査に基づき、 4年以上の整理編集作業を

経て成果としてまとめることができました。

この遺跡は、南の三登山から伸びる丘陵上に広がり、北に戦国時代の城址を残す矢館山があって、城

下の「表町」があったと伝えられてきた一帯です。その伝承が幻ではなかったことは、平成16-19年度

に一帯を縦断する県道長野荒瀬原線バイパス建設に先立って長野県埋蔵文化財センターにより実施され

た発掘調査により、全長約350mに及ぶ戦国時代の集落跡が発見されたことで実証されました。地域の

伝承が真実を伝えていたことに感動を覚えた出来事でした。

本書にまとめられた調査成果は、上記県道バイパスの接続道路として計画された町道建設に先立つ発

掘によるものです。着手前の見通しでは、隣接する県道地点の調査成果と照らし合わせるに、さほど遺

構や遺物は検出されないだろうと予測していました。しかし、いざ着手してみると県道地点には無かっ

た貯水・用水施設をはじめ建物跡や鍛冶工房跡が多く発見され、多様な遺物も多量に出土し、予想に反

して極めて濃密な遺跡であることがわかり驚嘆した次第であります。

この成果は、従来の表町遺跡の概念に一石を投じるものであり、地域の歴史を考える上で、この遺跡

のもつ可能性の大きさを教えてくれるものであると考えます。本書が今後の研究発展と文化財保護機運

の醸成の一助になることを願ってやみません。

最後になりましたが、酷暑の中で発掘調査に従事していただきました皆様をはじめ、ご指導、ご協力

をいただきました関係各位に御礼申し上げますとともに、とりわけ、心血を注いで調査成果をまとめあ

げていただいた笹津浩先生に深甚なる感謝を申し上げ、序といたします。

平成26年3月31日

国王劃二

飯綱町教育委員会

教育長　寺島　政次



例言

1.本書は主要地方道(県道)長野荒瀬原線町道表町取付け道路建設に係る表町遺跡の発掘調査報告書である。

2.使用した地図は国土地理院発行の25,000分の1 (使用許可基準範囲内)、飯綱町全図2,500分の1をもととした。

3.発掘調査の測量は簡易遣り方実測法で実施したが、一部業者委託による空中測量(三次元)によった。なお、

国家座標は旧測地系である(詳細「発掘調査の方法」)。

4.発掘調査及び報告書作成にあたって以下の諸機関等と諸氏に、業務委託または協力を得た(敬称略)。
・長野県立歴史館、長野県埋蔵文化財センター、長野市埋蔵文化財センター

・測量・空中写真撮影(株)共栄測量設計社

・写真の現像・焼付　ナカムラフォト(信濃町)

・中・近世陶磁器鑑定　市川隆之(長野県埋蔵文化財センター)田中暁穂(長野市埋蔵文化財センター)

・石器・石製品の石材鑑定　中村由克(野尻湖ナウマンゾウ博物館)

・自然科学分析・木製品保存処理(株)吉田生物研究所　パリノ・サーヴェイ(株)

5.報告書作成に係る作業分担は下記のとおりである。

遺物実測　陶磁器一高山いず美・峯山真由美　土器一宮岡麗子　石器・石製品一原田勝美・高山・峯山　木

製品一原田・富岡　金属器一高山　拓本一鈴木千秋　遺構図整理一原田・柳澤まち子　レイアウト・トレー

スー笹津・柳澤・横山かよ子　観察表作成一笹津・原田・鈴木・柳津　写真撮影一笹津　写真図版一横山

6.本書の編集は笹津がおこない柳澤・横山・鈴木が補助し、執筆は下記のとおりである。

原田:第1章、第3章第3節2(1)-(5)小柳義男:第2章　笹津:第3章第1・2節　第3節1、 2

(6)・(7)、 3、 4　第4章　吉田生物研究所:第5章第1節　パリノ・サーヴェイ:第5章第2節

7.遺跡の記録類ならびに出土遺物は飯綱町教育委員会が保管している。

凡例

1.遺跡名は「表町遺跡」とし、記号は長野県埋蔵文化財センターに従い「MOM」 (中野2009)とした。

2.遺構記号は以下のとおりであり井戸跡を除く土塊番号のみ県埋文センターに準じた通し番号としたが他は新

たに番号を付した。

SA:柵列　　SB:建物跡　SD:溝跡　SB:井戸跡と類似遺構　SF:炉床跡と類似遺構

SG:貯水池跡　　SH:集石・配石跡　SX:肥溜・木製桝跡ならびに性格不明な遺構

3.遺構・遺物実測図・遺物写真の縮尺は大旨下記のとおりであるが、例外は図中のスケールによられたい。

また、遺構図の方位は真北、レベルHは海抜である。

発掘図1:300、 1:100　掘立柱建物・陥し穴1:60　素掘り井戸1:50　木製桝1:20

石組井戸ほか遺構図1 : 40

遺物実測図　　土器1:4　陶磁器・土師器皿1:3　粉挽臼・大型凹石・石鉢・五輪塔・板碑1:6　石器・砥

石1:3　石鍛2:3　叩石・凹石1:4　鞍緒通し管・和鏡・銅鏡1:1銭貨・銅製品2:3　釘など1:2　短

刀・刀子・鉄津1:3　漆器椀・曲物・匙・木札・栓など1:4　四乳ソl)・板材・盆など1:6、 1:8、1:10、

1:12、 1:20　　拓影図1:3　　遺物写真1:2、 1:3、 1:4、 1:6

4.石材の略称は下記のとおりである。

輝石安山岩Andl　角閃石輝石安山岩And2　無班品質安山岩And3　ホルンフェルスHf　砂岩Sa

緑色凝灰岩GT　石英閃緑岩Qt-Dio　チャートCh

5.土器・陶磁器実測図の断面は珠洲を含む須恵器は黒色、灰粕陶器・陶磁器・瓦質土器はアミ掛けとした。ま

た遺物の表面に煤・炭化物・漆・鉄粕など塗彩・自然付着の場合と遺構図における焼土(炉床)はアミ掛け

とした。なお、漆器は2色として赤漆を赤、黒漆は黒色とした。

6.図・表・写真の遺物表示は原則として同一番号で統一し、欠くものは整理番号により( )を付した。
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第1節　調査に至る経緯

第1章　調査の概要

第1節　調査に至る経緯

仁　調査の経緯

主要地方道(県道)長野荒瀬原線町道表町取付け道路建設によって表町遺跡が破壊されることになり、事前に

飯綱町教育委員会が主体となって組織する調査団が発掘調査を実施し記録保存をすることとした。県道荒瀬原線

予定地区の表町遺跡などの埋蔵文化財発掘調査は長野県埋蔵文化財センターにおいて平成16年から19年の4ヶ年

にかけて既に実施済みであり、その結果に基づいても表町取付け道路建設予定地区に埋蔵文化財が存在すること

は確実視されていたことによる。

2東　発掘調査対象地・予定面積・調査期間

対象地　長野県上水内部飯綱町大字牟礼字表町

調査対象面積　900請

発掘調査期間　平成21年(2009) 7月13日へ11月16日

3。発掘作業

(1)調査体制

表町遺跡発掘調査団

団長　　　　笹津浩

調査主任　　原田勝美

調査補助員　富岡庸子　柳澤まち子　鈴木千秋　高山いず美

調査作業員　諏訪栄一　常田範夫　深溝豊晴　松木幸三　峯山真由美　瀧澤誠　中島満　岡村文雄

鈴木三善男　野村善和

4重　整理作業

(1)期間

平成21年11月17日一平成26年3月31日

(2)体制

埋蔵文化財調査整理特別指導員　笹津浩

埋蔵文化財調査指導員　　　　　原田勝美(へ23年3月31日) ・横山かよ子(23年4月-)

埋蔵文化財整理作業員　　　　　富岡虚子　柳澤まち子　鈴木千秋　峯山真由美(-24年9月30日)

高山いず美(-25年3月31日)

(3)経過

小野遺跡(2012年3月刊行)ならびに芋川氏館跡、願生寺跡(推定)遺跡(2014年3月刊行)と併行して実施

(4)事務局(平成21年4月一平成26年3月)飯綱町教育委員会

童画=



第1章　調査の概要 ヽ

教育長　　　相澤蕎(-22年11月9日)寺島政次(22年11月10日-)

教育次長　　長澤照和(-22年3月)寺島政次(-22年11月9日)早川ひさ子(23年4月-)

生涯学習係(21年4月-23年3月まで担当制、 23年4月以降は係制)

早川ひさ子(-23年3月)

平井喜一朗(23年4月へ12月)藤津哲彦(23年12月-25年3月)

宮本裕満(25年4月-26年3月)

小山丈夫(23年4月-)小林貢(24年4月-25年3月)

梨本克裕(21年4月-22年3月)小山丈夫(22年4月-23年3月)

小林貢(21年4月-24年3月)小山丈夫(-22年3月)

米澤忍(22年4月-26年3月)大川明美(24年4月-)黒岩潤也(25年4月-)

産業建設課　主査　久保田和祐(21年4月-22年3月)

いいづな歴史ふれあい館　館長　小柳義男(24年4月一)

調査協力者(順不同)

市川隆之　青木和明　中村由克　矢野恒雄　龍野正道　大竹憲昭　上田典男　岡村秀雄　笹津正史　原明芳

飯島哲也　田中暁穂　河西克造　宮坂清　中野亮一　白沢勝彦　水澤教子　中島庄一　福島永　鋤柄俊夫

平林彰　遠藤公洋　賀田明
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第2節　調査の方法

第2節　調査の方法

1 。発掘調査の方法

発掘調査にあたって飯綱町独自の調査手順等は特に定められていないために、 『埋蔵文化財発掘調査の手びき』

(文化財保護委員会1966)を基本に長野県埋蔵文化財センター(以下県埋文センター)や長野市教育委員会の調

査方法も参考としながら実施した。とくに、 2004年8月から2007年6月までの4年間にわたり表町遺跡など県道

長野荒瀬原線(四ツ屋バイパス)建設に先立つ発掘調査を実施した県埋文センターの経験を参考にした。

しかしながら、今回の発掘予定地の約半分は小河川の谷地部にあたるため、県埋文センターと異なることも予

想されたのでⅢC地区に本調査前の試掘調査を重機を用いて実施した。試掘箇所は県埋文センターでも谷地部分

にあたるため遺構がないと判断した未調査地区(いわゆる3区)に接していたが予想に反し、多くの中世遺物と

集石(SHOl)のあること

が判明し、予定地内全域を

調査対象とし、低湿地遺跡

を含む調査方法も視野に入

れることとしたのである。

表土剥ぎは耕作土を中心

に重機を入れて実施した。

廃土置き場を用地内に収め

ざるを得ないため当初は調

査予定地をほぼ2分し南側

から実施し、生じた廃土を

北側に運搬することにした

が、予定地内の中央を部分

的に入れた試掘現によって

遺跡が全面に渡ることが判

明したことにより、廃土置

き場を県道設置場所に急遽

求めることとした。また、

調査予定地の農道より北側

の矢筒城外堀とされる束西

谷(三島2000)の斜面部分

は削平されて駐車場として

使用されていたため、この

部分を北側の仮置き場とし

た。なお、念のため事前に

重機による小トレンチを入
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第1図　表町遺跡グリッド設定図(1 :5タ000)
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れ、包含層がないことを確認した。

調査予定地内には最近まで使用されていた水路が何本かあった。それらも調査対象の一部とするため、それぞ

れ溝名をつけたのち、地元の農業従事者と確認・了解のうえ、廃棄または取り付けを行った。 ⅢC地区のSD22

と調査地のほぼ中央を南北にはしるSD29であり、後者はすでに10年ほど前に現行水路に付け替えられ未使用で

あった。また、 ⅢBし7からⅢBO15にかかる排水路は、調査の進展状況によっては調査対象とする予定であった

が居住域ⅡとⅢの境界にあたり遺構が周辺部にないことによりこの部分の約10壷を予定地から除外した。

調査区の設定(第1図)は県埋文センターによった(中野2009)。表町遺跡を工へⅥ地区の大々抱区(200×

200m)に区分し、さらに大々地区を25区画(40×40m)とした。さらに2×2mの小地区(ダ)ッド)で区分

し南北に算用数字1-20を東西にアルファベットA-Tを付与した。起点はいずれも北西隅である。ただし、県

埋文センターでは中区画(8 × 8m)を設置し、これを区画の基本単位としているが本調査では中区画は採用し

ていない。これはグリッドで取り上げた遺物の記録化のためにも、より小区画が適正と判断したことによる。な

お、地区割りは国土地理院の旧測地系(日本測地系)第8系によっている。これは使用した飯綱町の旧都市計画

図及び県道四ツ屋バイパスの測量図がこれに従っていることによる。また、表町遺跡KBM3-1はⅩ=82,659　Y

= -23,395 (日本測地系)、 Ⅹ=83,011 Y二-23,676 (世界測地系)、 H=520.895mであり飯綱病院前町道沿い

にある。

なお、県埋文センターの報告書(中野2009)では「世界測地系」とあるが「日本測地系」の誤りである。

測量は業者委託(株式会社共栄測量設計社)による基準杭をもとに簡易遣り方で実測した。また、石組井戸

SBO7. SBO8 ・ SGOlなどのⅢB-ⅢC地区は微地形などを表現する方法として空中測量(三次元測量)を併用し

た。また、実測にあたっては遺構の上端と下端をより的確に表現するために省略法は採用せず「ケバ」等で表現

した。地図などの表現に準じた実測の基本に従ったものである。

2宴　基本土居

表町遺跡のある台地の地層は考古学的調査の対象としては、今から2 -4万年前に堆積した湖沼堆積物で下部

の泥炭層とその上部の堆積物である牟礼層である(中野2009)。牟礼層の上部は火山灰土が水成作周を受けて堆

積した黄褐色粘質土層(シル下士層)であり場所によって砂粒の含有量などで異なる。その上部に黒褐色土が載

る腐植土である。この層は場所によって異なるが丘陵上では浅く、大部分が現行の耕作土であり下部の基盤層で

ある黄褐色粘質土(ローム)にまで耕作が及ぶ。各地部では黒(褐)色土の堆積は厚く、色調及び含まれる黄褐

色土(ローム)粒の違いによって分層される。発掘調査における遺構検出は尾根裾部では主として黄褐色粘質土

(ローム)でおこなったが、各地部では黒褐色土となる。幸いにも中世遺構の多くは基盤層を掘り込むため、埋

土内にこの黄褐色粘質土をブロック状に含み遺構検出の目安となる。この基盤層下部は素掘り井戸SEO2の土層

観察がある(第29図)。ここでの基本土層は大部分の遺構がのろ基盤層Ⅳ層(黄褐色シル下層)、下部はⅤ層の明

黄色粘質土、 Ⅵ層灰白色粘質土を経てⅦ層の泥炭層となる。 SEO2の下位にある素掘り井戸SEO6も基本は共通す

る(第30図)。ただし、各地部では泥炭層上部はグライ化した青灰色粘質土である。

このように表町遺跡の発掘調査に直接係わる土層は湖沼堆積物であるため、地点によって土層が異なり、報告

書の中でも層名が異なる場合は当然起こり得る。なお、泥炭(ピート)層下部は飯縄火山の噴火に起因する牟礼

岩層なだれ堆積物である(長森他2003、中野2009)。
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第2節　調査の方法

3看　整理作業

道構図・写真などの記録類の整理と遺物の洗浄・注記と実測などの記録類も町独自のものはない。今後の課題

として、とりあえず遺構図はシート別に、断面図もそれぞれどの部分のものか平面図と対応できるように一体化

をしてある。遺物の実測はすべて手作業で実施したが、とくに木製品は保存を前提に実測・整理を試みた。本町

には対応施設がないために「いいづな歴史ふれあい館」内に-時的な仮設備を設置し計画的に外部委託で保存処

理をおこなってゆくこととしている。

遺構や遺物の実測図などの記録類と遺物の保管などは活用をはかるべく整理作業を実施してきたが一体的な保

管と言う点ではさまざまな面で今後の課題として残されている。特に叫斯内については早めの対応が強く望まれる。

4置　発掘調査日誌(抄)

平成21年(2009)

7月3日　表町調査事前打ち合わせ(町水道建設課・町教委・調査団)

7月6日　調査地内の草刈り

7月7自　県道長野荒瀬原線町道表町取付け道路のBCポイントーECポイントまでの調査地内ほぼ中央に幅

70cm深さ50cmを試掘。トレンチを設定。

7月8日-9日　廃土場所を調査地内U区・ Ⅴ区に一次ストックし、調査抱区を2分割した。 B ・ C区の表土

30-50cm剥ぎ取りをバックホーにより行う。併せて調査地内の現状水路SDの切りまわし。

7月13日　調査開始式、発掘機材及びテントの設営。県埋文センター実施の地区割に基づいて調査区設定(第

1図)。 ⅢC地区の道路取り付け部より遺構検出作業始める。

7月17日　ⅢCC13ダ)ッドとその周辺に集石SHOlとそれを囲むようにほぼ円形状の落ち込みを検出、集石の

全体構造を把握することにし、又大規模な円形落ち込み(SGOl)の調査方法の検討。 ⅢCB13ダ)ッドより2基

目の桶(SXO2)検出。

7月21日　素掘り井戸SEOl. 02検出。 ⅢCB16. C1571)ッド検出の土坑SK1660は掘込み深く壁面に小さな

掘削痕があり調査に慎重を期す。

7月29日　C地区の遺構検出終了、 B地区P-Tラインダ)ッドの調査開始、但しSXOl、 SGOl、 SEOl.02

及びⅢB. C地区の土塊を引き続き調査を進める。 ⅢBR14ダ)ッドに径2m前後の炉床SFOl検出。

7月30日　ⅢB ・ C地区東南地域は小高い丘陵地形で低い谷地に向う、上部斜面からの集水による自然流路の

溝と、未検出を含め10数条の流路溝跡を確認した。また、 ⅢB地区は黒褐色土、黄色ブロック混じり黒褐色土の

整地面で遺構検出は難しい。

8月3日　SHO工の集石検出終了、平面実測始める。貯水池(SGOl)平面把握ほぼでき東西方向に観察用土手

を残して東南壁面より埋土掘下げ始める。

8月12日　SGOl南壁は黄色糖質土の掘下げを確認。 SGOl東西土層断面実測の後西側の黒色土掘下げ始める。

8月19日　SXOl ・ 02の平面・立面見透視図実測し桶取上げ。

8月24日　SEO2の埋土中層に石臼(81)、曲げ物(26)、木片検出、実測し取り上げる。

8月28日　SFOl焼土範囲再検証、埋土層追加実測。

9月1日　本日から作業従事者3名新たに参加、作業班を2斑に分け1班は引き続きⅢB・C地区の遺構検出、

2班はB地区C-Kグl)ッドラインの調査を開始する。

9月3日　BC地区全体写真撮影。日V地区の仮置きした廃土を県道建設予定地へ運び出しする。
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第1章　調査の概要

9月4日　飯綱町文化財調査委員会委員来跡。

9月10日　BC地区遺構平面、溝SD43.44断面実測。 B地区H3、 H4、 I4、 I5グリッド全域に土師器皿細片、

焼土、炭化物が混入する褐粒多量混じり黒色土層が確認された。土器焼成を含めた工房跡を視野に調査を進める。

9月17日　SHOl下部に貯水施設SEllを検出。 I日・ Ⅴ区の表土をバックホーにより廃土始める。 B地区素掘

り井戸SEO6の掘下げ始める。県埋文センター上田典男調査課長来跡。

9月24日　石組井戸SEO7検出。県埋文センター市川隆之氏来跡。

9月29日　I日・ Ⅴ地区掘立柱建物など遺構検出始める。

10月2日　I V地区A16、 A17、 B17、 B18グリッドに小型の素掘り井戸SEO3へ05の3基検出。

10月6日　SGOl内に検出した石組井戸SEO7. 08の全容検出。石組最下端はSGOl底部のピート層上部の青灰

色土層上5 -10cm上に構築。 SEO7北井壁に沿い南にずれてSEO8北井壁を確認。 SEO8西井壁が間仕切り構造物で

なく、 SEO8はSEO7の再構築であることが判明。

10月9日　前日の台風の降雨で完全に遺跡全体が冠水。午前中排水作業に終わる。もともと低地で湧水がある

上に降雨のたび排水には毎回徒労作業を強いられる。安全法面を確保してきたがB地区北側法面崩落。バック

ホーで土砂除去する。

10月20日　SEO6の埋土掘り上げ完了。

10月23日　空中写真撮影　ⅢB ・ C区の空中写真測量の実施。

10月24日　現地説明会実施　55名乗跡。

10月30目　SEO7. 08の石組取り外し、 SGOlの底部検出、併せて石組の据え付け痕跡を検証。 SElOの北井壁面

右横の見通し図、 SD48の実測。調査区全域の南北土層実測を始める。

11月3日

11月4日

11月5日

11月12日

11月16日

SD47検証の為北側法面拡幅、石組の一部を検出し実測する。貯水施設(SEll)とした。

長野市長沼歴史知りたい会　20名乗跡。

SGOl遺構断面実測。 BUV地区のピット群・レベル未実測遺構の検証及び実測をはじめる。

土層実測。確認の再検証でB地区G7-H8、 D2-E3グリッドに2基の縄文時代の陥し穴確認。

各遺構の再検証および実測。全体調査作業終了。

現地説明会

作業風景

臆6臆

発掘参加者



第2節　調査の方法

1.土師器皿(カワラケ)　工手づくね　Ⅱロクロ成形
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第2図　型式分類1。土師器皿(カワラケ) (1:4)　2。内耳鍋(1:10)
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第2章　遺跡の環境

第1節　地理的環境

1。遺跡の立地と地形(第3図)

飯綱町は、日本海に面する新潟県の高田平野と長野盆地を結ぶ途上にあり、日本海(新潟県上越市)までは約

50kmの距離である。古くから信濃と越後を結ぶ交通の要衝に位置しており、古代の官道である束山道から分かれ、

越後国府(上越付近)に至る束山道の支道や、江戸時代初期に整備された北国街道が通っていた。

飯綱町からは、北信濃において北信五岳の名で親しまれている飯縄山、戸隠山、黒姫山、妙高山、斑尾山を一

望できる。町域の西部には飯縄山、北部には斑尾山の山麓が広がる。五岳の西端に位置する飯縄山は起伏を繰り

返しながら束へと裾野を広げ、その末端部分の盆地状の地形に牟礼地区が立地している。

遺跡は、これらに囲まれた牟礼盆地のほぼ中央、 JR信越本線牟礼駅から南西約1.2kmにある矢筒山(標高

567m)の南に位置する。地形的には、飯綱町と長野市との境界に位置する三登山北麓斜面の先端部に立地する。

この斜面は、遺跡北方約1kmを束流する鳥居川まで続くが、鳥居川の支流である人蛇川やそれに注ぐ滝沢川等の

河川などによって浸食され、尾根と谷とが入り組んだ地形となっている。

地質的には、飯縄山の火山活動に伴う牟礼岩層なだれ堆積物と、それを覆う形で堆積した牟礼層とよばれる湖

沼堆積物上に立地する。飯縄山の火山活動は約34万年前に始まり、途中休止期をはさんで約19万年前項再び活動

が活発化した。最後の噴火は約6万年前とされている。牟礼岩層なだれ堆積物は、この間の火山活動に伴って堆

積したものである。その上に堆積した牟礼層は、火山噴出物によって鳥居川の峡谷が堰き止められ、一帯が湖と

化した時期に形成されたものである。牟礼層の堆積時期については、同時期形成とされる野尻湖層の14c年代値

や長野県埋蔵文化財センターが調査した表町遺跡の牟礼層の14c年代値から、約2-4万年前頃と考えられてい

る(中野2009)。遺跡周辺では、耕作土直下に牟礼層が確認されるところが多いようであるが、谷状地形の部分

では牟礼層上部に腐植土層が堆積する。

遺跡から飯綱山を望む
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第2節　歴史的環境

飯綱町では、牟礼地区(39.55舶)で

113遺跡、三水地区(35.66軸)で32遺跡

が確認されている(註1)。

中世の遺跡では、三水地区に若宮城跡、

鼻見城跡等の山城や芋川氏館跡、小野遺

跡、鐘山遺跡、岩袋遺跡等が、牟礼地区

には醤山城跡、矢筒城館跡等が知られて

いる。

若宮城跡、醤山城跡、矢筒城跡につい

ては縄張図等の検討が進み、新たな知見

も知られるようになってきた(矢野1993、

三島1999、牟礼村教育委員会2000、遠藤

2009、遠藤2013、小山2013)。しかし、

発掘調査は矢筒城館跡の一部で実施され

ただけで、実態が十分解明されていない。

1。三水地区

芋川氏館跡では4次にわたる発掘調査

が実施されており、 3冊の報告書が刊行

されている。 1 ・ 2次調査では、館の西

堀のほぼ全域と南堀の一部を検出した。

西堀は内法62†訪こおよぶ。中央南寄りに

幅2子方の土橋を持ち、断面は箱形をして

いる。堀は底に障壁を持つ長方形の土坑

等がある障子堀であることが明らかに

なった。障子堀は、県内初の確認例と

なった(笹津2003)。遺物には茶白、風

炉の威信財や「松と波文」を刻んだ石硯、

漆器類、輸入陶磁器等が出土している。

岩袋過疎/

圏
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第3図　表町遺跡の位置と中世のおもな遺跡分布図(1 : 50夢000)

ほかに、多量の手斧による削り屑と薄板ならびに桜皮が確認されており、館内での建築用材の加工や曲物の製作

があったことを指摘している。

3次調査では、堀の内側の土塁の存在と芋川氏館の規模、あわせて館の束南地区の芋川氏に従属したと推測さ

れる人々の居住区が明らかになった。隣地の田中下士浮遺跡では、中世の掘立柱建物2棟以上が検出され、豪族

館(芋川氏館)とそれに付随した集落跡を一体で明らかにした貴重な調査例となった(笹津2004)。

小野遺跡においては12世紀後半から13世紀前半、 13世紀中葉の前後、 13世紀後半の3期に渡って計画的に営ま
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第2節　歴史的環境

れた母屋と倉庫群からなる建物群が検出されている。報告者は芋川圧の現地管理者である在地領主層の館の可能

性が高いことを指摘している(笹津・小柳・市村・中村2012)。これらの調査によって、草月慨跡や芋川種につ

いての具体像がしだいに明らかになってきた。

石造物には、町地区の健翁寺裏に虎御前の墓と伝承される多宝塔がある。粟岩英治氏は「草月「雑記」の中で

「鎌倉末期から足利初期のもの」で「頭部を除き-枚石の製作だから驚く、恐らく、石造多賀塔の模型とすべき

ものだろう」と述べ、その重要性を指摘している(栗岩1933)。御所之人の旧世尊庵跡には、永享2年(1430)

銘の「南無阿弥陀仏」の名号が刻まれた板碑がある(現在健翁寺境内に移転)。両側面には20数名の交名が刻ま

れ二字法名・阿号・大法印号の他、中には犬御前・馬四郎といった姓のない俗名もふくまれ、何らかの宗教行事

を広範な結衆によって執行した記念の供養塔とみられている。姓を持たない身分の者を含めた結衆による石造物

としては県内最古のものという(小山1992)。

また、長野県立歴史館に移築された滝沢家住宅の移築前調査のおり、下層から水田跡と柱穴が検出されている

(檀原1997)。滝沢家は享保15年(1730)に近いころに建てられ、下層の建物跡は近世前期とそれを遡る時期のも

のと推定されている。滝沢家の所在した町地区は鼻見城跡のふもとにあり、芋川氏が開基したと伝える苔翁寺や

健翁寺ともほど近い地で、調査者は「町家的な集落の存在を推測」している。

芋川氏館跡から町地区にかけて(さらには御所之入地区にかけても) 「町家的な集落」が広がっていた可能性

を示すものとも考えられる。

牟礼地区との境を流れる鳥居川沿いの低地には、鐘山遺跡、岩袋遺跡がある。鐘山遺跡からは柱穴と思われる

ピット群が検出されている。岩袋遺跡からは珠洲焼の大窪・壷・措鉢、天目茶碗や土師器皿(カワラケ)、曲物

の破片などが出土している。

2.牟礼地区

矢筒城館跡では、これまで試掘を含め6次の発掘調査が実施されている。 1次調査では館跡と推測される地域

を調査した。トレンチによる調査で全体像はつかめなかったが、平安時代に遡る掘立柱建物跡やピット群、右列

等が検出されている。遺物は平安時代の須恵器、土師器から14世紀から15世紀を中心とする珠洲焼(大襲)、土

師器皿(カワラケ)、陶器、茶目、石臼等が出土している。ことに、茶目の破片の多いことに注意が向けられて

いる(牟礼村教育委員会1981)。

2次調査では内堀の一部が調査された。幅9 -12字引こおよぶ堀で、深さは堀の外側に盛られた土塁状の上部か

ら3武訪こなる大規模なものであった(牟礼村教育委員会1988)。

4次調査では、 1次調査で発掘できなかった範囲の一部を調査している。数多くの柱穴と少なくとも4棟の掘

立柱建物が検出されている。遺物は中世の内耳銅、カワラケ、陶器などが出土している。報告書未刊(横山

2011)。

6次調査は、個人住宅の建設に伴う小規模なものであったが、城の東側にも中世の土坑及びピット韓を確認し

ており、城館跡や町屋の広がりを知る新たな手がかりを得ている(横山2011)。

付近には、永正四年(1507)の銘を持つ石造地蔵尊があり、 「全国的にも類例の少ない、道立年代の明らかな

石寵に入っており、中世における石造地蔵尊の基準作として貴重である。銘文から「本阿弥陀仏」なる者が両親

の供養のために道立したことが明らかで、 「本阿弥陀仏」という時宗(浄土宗の-派)に関わる道立著名がある

ことは、時宗系統の浄土信仰が中世にこの地域にまで及んでいたことを示し、信濃における民衆の信仰を考える

歴史資料としても大事である」として長野県宝に指定されている(飯綱町教育委員会2004)。

=劃=



第2章　遺跡の環境

3喜　表町遺跡

表町遺跡の字「表町」は矢筒城下の表に広がる町屋に由来すると伝承されている。明治8年諏訪神社(現牟礼

神社)が長野県庁へ提出した由緒届書には、矢筒城を島津氏が治めていたころは「市中人民…字表町に居住」し

ていたと記されている(飯綱町役場文書) (註2)。

表町の耕地からは、打製石斧や須恵器が採集されていたり、昭和60年には20点余の石臼が出土したり(矢野

1998)していたが、埋蔵文化財の包蔵地として周知されるのには、平成9年に始まった牟礼村遺跡詳細分布調査

を待たなければならなかった(牟礼村教育委員会2000)。

この分布調査をうけて、県道長野荒瀬原線(四ツ屋バイパス)建設に伴う発掘調査が、平成17年から19年まで

の3か年実施され、南北約350字引こわたる15世紀後半から16世紀前半の大集落が確認された。集落は掘立柱建物

や井戸跡など居住域を示すものばかりで、墓と思われる遺構は確認されていない。基域は調査域外に想定される。

最も戦国期の遺構が集中していたのは矢筒城館跡に近い北部で、大型掘立柱建物群や東西に走る溝跡、超大型

の竪穴状遺構が軸を東西あるいは南北方向にそろえてならんでいた。配置された大型建物群などの状況から矢筒

城館跡に関係する施設や建物が集まっていた可能性を指摘している。中央部付近は小規模な建物が多く、臼や曲

物などの出土遺物とあわせ生活・居住の場と考えられている。南部からはそり・曲物・漆椀などが出土した井戸

跡や小規模の建物跡の他、鍛治津や羽口などの鍛冶関連遺物がみつかった溝跡が確認されている。付近に鍛冶工

房などの作業場の存在を想定している。大規模な調査によって、場所によって異なる土地利用がされていた状況

を明らかとしたことは貴重な成果であった。

註1鳥居川を挟んで並ぶ両地区でこれほどに遺跡数が異なるのは、牟礼地区で詳細分布調査が実施清なのに対し三水地区では

未実施であることも鵜因と思われる。三水地区でも平成25年度より平成27年度にかけての3か年計画で詳細分布調査が開始

され、新たな遺跡の発見が続いている。

註2　註3史料参照
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第1節　縄文時代の遺構と遺物

仁　陥し穴・土坑

(1)陥し穴(第5・6図)

溝状の陥し穴SK1670とSK1669の2基がある。ともに中世遺構検出面下部において検出された。中野亮一氏

分類のI群である(中野2009)。 SK1670はⅢBD3に検出された。長辺260、幅12cmで長軸方向N55OWである。深

さはSFO3炉底から35cmまで確認。掘り下げは垂直である。 SK1669はⅢBG7に検出し、長辺330、幅25cmである。

掘り下げは西側に偏る。長軸方向はN420Wである。

陥し穴は中世遺構検出面下部の基盤層において検出され、とくにそれを目的として調査は実施しなかった。し

かし、多数の中世柱穴群の調査で確認しており、見落としはなかったものと思われる。各地部には認められな

かった。県埋文センターでの分析に従うならば(中野2009)、 SK1670、 SK1669を北端とする南西方向に伸びる

新たな2系列の陥し穴群となり、それぞれをJ列とK列とするが各地部では陥し穴列は跡切れる。狩猟対象の動

物の水飲み場である谷地部とからめて、どう陥し穴を設置したか興味ある課題である。時期については明らかに

なし得なかったが、県埋文センターの調査成果では縄文時代後期を想定している。広い丘陵上での狩場のあり方

を考えるうえで今次調査でも新たな資料を加えることになった。

(2)土坑(第19図)

土坑SK1656　ⅢCD15に検出された平面不定形の土境で、中世の土坑SK1657によって切られている。長辺

150、深さ30cmで埋土は黒色砂質土であり、壁面に小さな凹凸のある掘削痕がある。埋土内から磨滅した中期末

の縄文土器片(2)が出土した。文様は不鮮明であるが「u」字状の洗練区画内に斜縄文を充填したもので、 Ⅲ

BD4出土の中期未の土器片(3)と同一時期のものであろう。ただし、この抱域の土坑群は大半が中世のもので

あるので、 SK1656もまたその一群の可能性はある。

2真　綿文土器・石器(第7図)

包含層出土の縄文土器は2点あり、いずれも中期後半である。 1は加営利E式系土器の深鉢でありⅢBS12出

土。 3も逆「u」字状況線の区画内に縄文充填の深鉢でⅢBD4出土である。

石器は石鉄が4、打製石斧2、磨製石斧1、使用痕のある剥片2がすべてである。このほか、中世遺物とした

凹石の中に縄文時代のものもあり得るが識別はできないためここでは扱わない。

石鍛(7-10)黒曜石(7・8)、頁岩(9)とチャート(10)製であり、重量は1.0(7)、 1.2(8)、4.3

(9)、 1,1g (10)である。出土地別ではIVB20 (7)、 ⅢBBl (8)、 SD44 (9)、 ⅢBD3ピット(10)である。

打製石斧(4 ・ 5) 4は縦12.8cmの黒色粘板岩製で正面右辺に自然画が残る。 ⅢBRll出土で全体に磨耗が目

立ち98gである。 5は黒色粘板岩製で使周による磨耗が全面に著しい。とくに裏面は著しくミガキが加えられ正

面先端部近くに、線刻状の洗練が山形状にあるなど、ミガキも含め中世に石製品として再使用されたかも知れな

い。上端は折れている。 100gでⅢBT12出土。

磨製石斧(6)いわゆる蛇紋岩製でⅢBQ工工。定角式の小型品で先端は使用による磨耗が著しい。 53g。

-13-
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(中野2009により作成)
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第1節　縄文時代の遺構と遺物

使用痕のある剥片(11・12)いずれも

黒曜石製である。 (11)は縦長の剥片基部

に使用痕が認められる。 1.5gでSEO3埋土

出土。 12は不定形の剥片の両面にノッチが

ある。 6.3gでⅢBD2出土。他に黒曜石製の

剥片1点(ⅢCA12)がある。

縄文時代の遺物は以上で全てである。土

器が中期末で、かつ、剥片類が殆んどなく、

それに反して石器類が多い点で通常の縄文

時代の集落遺跡とは大きな違いである。陥

し穴猟に関係した遺物であろうか。だとす

るならば陥し穴の年代も県埋文センターの

想定よりも古く、中期末まで遡ることにな

る。
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目星腰
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第6図　縄文時代陥し穴SK1669・1670 (1 :60)
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第7図　縄文時代の土器・石器(1二3、 2二3)
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第3章　遺構と遺物

第2節　古代の遺構と遺物

平安時代の須恵器・土師器と灰粕陶器がⅢB. C地区の各地部分とこの地区にあるSHOl、 SBO7、 SBO8、

SEll、 SGOlやSD47などの埋土から比較的まとまって見られた。このほか、 IV ・ U地区にもごく少量が出土

している。遺構では溝SD46が唯一平安時代の遺構(第27図)であり後述する。黒色土器杯(265)がある。 9

世紀後半か10世紀前半であろう。

SD46以外は包含層出土とし一括して以下に述べる(第37・ 39 ・42 ・45 ・46 ・ 50 ・ 52図)。須恵器はロクロ成形

で糸切り痕を残す杯C (1へ4 ・268・276へ278)、付け高台の杯B (5)、蓋(279・280)、藷(26-28・92・

163 ・ 165 ・ 166 ・261 ・264・281 ・489 ・494・ 503)がある。杯Cの4は底部の周辺を打ち欠き内面は磨滅痕が著

しい。塗料を溶いたパレットであろう。 26の聾底部は30とともに在地産の中世陶器(須恵器)の可能性がある。

長野市豊野町中ノ丁遺跡(笹津・佐藤・市村ほか2001)に類例がある。 165内面のタダキは2種類の青海渡文が

ある。上段は格子目に刻んでいる。車輪文・菊花文(坂井1984)の仲間で越後地方と関係の深いもので、飯綱町

前高山古窯址(笹津・原田・佐藤・小林1986)に類例がある。須恵器類は大略9世紀代のもので、前高山古窯址

群・家岸窯址(横山・矢野・小柳1998)や上ノ山1号蕪址(小柳・矢野1992)の製品であろう。

土師器は杯(7)碗B (10・167・274・275)、藷(21・22・266)、小型聾(23・156)黒色土器は杯(6 ・

8 ・ 9 ・269)、碗B (11へ14)、と皿の小片がある。灰粕陶器は碗B (15・16)、皿B (17-19)、手付瓶(20・

256)などがある。手付瓶20を除き東涯の光ケ丘1号窯・大原窯でありこれより新しい古代灰粕陶器は認められ

ない。

今次調査ではSD46以外に遺構は認められなかった。しかし、数量は少なく包含層出土とは云え平安時代前半

代の土器類はほぼ出揃っている。灰粕陶器も9世紀代後学のものが中心で平安時代後半代のものはないが、これ

も鳥居川水系の灰粕陶器の基本的あり方である。よって、調査区周辺に平安時代前半の集落があることはまず間

違いない。

県埋文センターの調査では各地部の東方の台地(大地区I )に平安時代前半期の集落跡が明らかとされている。

今次調査区に接して竪穴住居SBO5、掘立柱建物ST30. 31を南限として、北へ90mの範囲にわたり弧状に竪穴

住居跡7棟と掘立柱建物15棟である。遺構に一部切り合いが認められるが出土遺物から9世紀代後半の集落跡で

ある。中野亮一氏は集落跡が小規模であることから桐原健氏の論考(1968)を引いて長期間で移住を繰り返す

「山中で炭焼きなどを生業とする人々」の跡としている(中野2009)が、はたしてそうであろうか。前高山古窯

という善光寺平でも古代須恵器生産の一大生産地を目前に置く地にあって中野氏の描く表町遺跡の実相は余りに

も淋しい。確かに善光寺平の大規模な古代集落遺跡と比較すればそうした結論もあり得ようし、一大窯業地帯

の隣接地にあるにしては須恵器の出土量も余りにも貧弱である。しかし、芋川の田中下士浮遺跡でも住居数は調

査範囲内だけを見れば表町遺跡と大きな違いは見出し難い。むしろ表町遺跡の100mにも及ぶ範囲に居住域が展

開していることにこそ重視すべきものと思われる。恐らく今後の調査の展開によって、善光寺平中枢域と異なり、

決してそれらより大規模ではありえないが、鳥居川水系の古代集落の性格として認識されるべき、備後沢川など

を利用した水田農耕を基本とした太田荘内の一農村の存在をイメージできる古代集落が明らかとされるものと思

われるのである。
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第3節　中・近世の遺構と遺物

仁　掘立柱建物と関連遺構

(1 )居住域の設定(第12図)

掘立柱建物からなる居住域は北西から南東にある低い丘陵尾根(南北尾根)とそれに併行する小沢川とその周

囲の各地に挟まれた尾根東斜面上にある。尾根の長軸は西に45度ずれる。居住域は低地である谷地を避けた斜面

に展開するが、尾根の大半は調査外となるため丘陵頂部への居住域の広がりは不明である。しかし、本調査地に

接し、いわゆる表町遺跡のある台地(仮に表町台地と仮称)を横断する形で調査した県埋文センターによると丘

陵上には井戸を中心とする数棟の掘立柱建物群が検出され、各地部は居住域としていなかった(中野2009)。つ

まり、丘陵斜面上こそ居住地として占地されていたことになる。また谷地部では掘立柱建物は見当たらず、これ

も県埋文センターの調査地点と同様であろうが、大きな違いは本調査地点では上水道関係の施設が調査地上部に

集中して検出されたことである。掘立柱建物及びそれの柱穴と思われる掘方及び柱穴群は、調査地の3ヶ所にほ

ぼ等間隔で分布し掘立柱建物とそれと関係した柱穴群などはこれら井戸をとりこんで分布する。つまり、井戸を

中心として居住域が成立しているのであり、県埋文センターの調査区と共通する。もともと表町遺跡とその周辺

の丘陵地帯は水に恵まれず今日でも水田は見られない。果樹または畑作地帯でありリンゴの消毒用水確保のため

に井戸を多属しており、ここを居住地とする限り井戸など生活局水確保は絶対的条件であり中野亮一氏によって

指摘されている(中野2009)。さらに幸運とも云うべきはピート層の存在がこの地域一帯にあり、量は決して多

くはないものの、その上部は湧水層となり井戸の多くは現在でもこの層まで掘り下げて水を確保しており、ピー

ト層の存在が表町遺跡成立を決定づけたとすべきであろう。よって、井戸を中心とした集落(町)構成を考える

ことは、ごくあたり前のことでもあるし、調査の結果でもある。

表町遺跡のある丘陵は前高山の北斜面上にあるが比較的大形の備後沢川を除いて大形の河川はなく、ほとんど

が斜面上部の湧水から来る小河川であり、各地の発達も小さく各地間の尾根状丘陵との比高差も小さい。各地と

西側尾根との比高差は4m、東側尾根とは2m、調査地の北と南の比高差は4m前後であって、いずれも傾斜角

は小さい。

整地は斜面上の地山である黄褐色粘質土を削平し埋め立てていた。多くは黒色土を混じえた黄褐色糖質土であ

るが黄色粘質土単層もあり、黒色土上に埋め立てていた。しかし、雨水による流出と表土が20cm前後と浅いため

に耕作による削平も加わって、整地層は安定せず面的広がりはなく局部的であった。よって遺構の検出は残った

整地面を手がかりに面的調査に小トレンチ調査も併せ実施した。とくに掘方の場合には整地層と同様に黄褐色粘

質土を混じえていることが多く両者の識別が必要であって、黒色土で充填された柱痕跡と掘方の深さを持ってお

こない、柱配列を確認した。また、柱穴や掘方と整地土との関係も見極める必要があった。柱穴等の新旧決定の

根拠となるからである。

このような基本的操作を経て実施したが結果的には未調査地を西側に多く残すために掘立柱建物は居住域工で

SBO5. 06. 07. 08の4棟、居住域ⅡでSBOl. 02. 03. 04の4棟、居住域皿でSBO9の1棟の計9棟分を確認し

たにとどまる。建物間の切り合いも多く、また居住域工では10基の炉床も加わり複雑であった。掘立柱建物は規

模や構造は異なるが、井戸を伴う建物の配置が各地に面した丘陵裾にそってあり、建物に新旧はあっても配置は

基本的に変わらない。また県道地点でも指摘されているとおり(中野2009)建物内に方形土塊などの構造物は認
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められない。

(2)居住域エ(第13・14図、 Pし3)

調査地の最北端にある溝SD48より高東寄りでⅢBD5からⅢBGlにかけたライン寄りの西北一帯でありSD48よ

り北は東西谷の北斜面となる。 SD48の東寄りにSBO3-05. 09. 10の5基からなる小規模な井戸群で少数の土抗

と炉床を含む柱穴(ピット)群からなる。この居住域では他と異なり比較的規模の小さい炉床が掘立柱建物群跡

とともに多く認められた。炉床は2形態がある。いずれも平面形は楕円形で粘土を張った船底形底部となる点は

共通する。単体である炉床Aと、直列状に群となる炉床Bがあり、前者は径70-80cmと比較的大型のSFO2.

03. 06と、径30-40cmで小型のSFO7. 11. 12がある。炉床Bは掘立柱建物の東側側柱にそって径20-30cmの規

模の小さなSFO4. 05. 09. 10がある。 SFO4は掘立柱建物SBO6の柱穴によって切られているので古い。 SFlOも

整地土下部に検出しているので古く、同様にSFll ・ 12も整地土下にあり炉床にも掘立柱建物と同様に新旧があ

り、炉床が単体であるのではなく掘立柱建物と一体であることを示している。

掘立柱建物SBO6 (第18図8、第44図、 Pし9-8)居住域Iの南端にあり柵列SAO工を介して南2mに居住域Ⅱ

のSBOlがある。これら2棟の梁行とSAOlとの方向は一致する。桁行4間、梁行2間またはそれ以上の南北棟

と思われ南側に麻がつく。桁行5.4m、梁行3m以上である。側柱建物で筆問ではない。掘方も比較的小さい。

東側柱の柱筋にそって柱穴1と3の間に炉床SFO4. 05. 09. 10がある。うちSFO4は掘方2で切られSFlOは整

地土下で検出されているのでSBO6よりは古い。炉床は建物内に大型のSFO2. 03. 06がある。 SFO6が側柱ぞい

とすれば、それも西側柱ぞいにあることになる。ただし、 SBO6が梁行2間と仮定してのことである。建物内に

は炉床SFllもあるが整地土下部に検出されSBO6より古いので除外すると内部にあるSFO2. 03とSFO6の扱いが

問題となる。県道地点の調査では掘立柱建物STOlの側柱列にそって小規模な炉床が認められている(中野

2009)ので、少なくとも表町遺跡の中世後半の掘立柱建物の中には側柱にそって炉床が付属していたと考えるこ

とができる。だとするならばSFO6は保留とし少なくとも側柱ぞいのSFO5. 09は付属施設とすることができよ

うし、古いとしたSFO4・ 10も改築前の炉とすることも可能である。ただし、調査中の所見ではこれらの点につ

いては未確認である。掘立柱建物内の炉跡は予想されてはいるものの、確認例は少なく今後の類例を待たなけれ

ばならないが、掘立柱建物内の付属施設に複数の炉床を持つとするならば掘立柱建物の規模と構造から一般住

宅とするよりは炊事場か工房跡とも考えられるが、それを証明する出土遺物は建物内には認められなかった。し

かし、 SBO6など炉床から排出されたと思われる焼土粒を含んだ炭層が部分的ではあるが柱穴間をはじめSBO6の

周辺部に広く認められる。また、後述のとおり周辺部における鉄津・羽口の出土(第8図)は、新旧の炉跡の存

在とともに相当期間炉床を中心とした行為一鍛治が継続的に行われていたことを示すものと思われる。

SFO2 ・ 04の埋土からは土師器皿(224 ・ 227)が出土しているが、これらからの時期決定は困難である。

掘立柱建物SBO5 (第18図7) sBO6の西側に重複し主軸を同じくする、南北棟の掘立柱建物である。東側桁

行5間分と梁行1間分が検出された。桁行6.9mである。掘方は小さく柱痕跡とほぼ同規模である。掘方5は切

り合いがありその中ではもっとも新しく、 SBO5はSBO6にそって西側に再建されたことを示している。建物内に

はSFO2. 06とSFO7がある。側柱にそって炉床があるとすればSFO2. 07はSBO5に付属することになり、炉床を

持つ建物としてSBO6に継ぐ建物とする根拠ともなる。

掘立柱建物SBO7 (第18図5) SBO6の北側にある桁行3間以上梁行2間の東西棟の側柱建物で柱間は異なる。

建物西側は未調査地である。掘方は小さくほぼ柱痕跡と一致するが各柱穴の深さにはバラツキがある。 SBO5 ・

08と重複するが、直接新旧関係は明らかになし得なかった。居住域工では唯一の東西棟であり柱筋も僅かにずれ

る。
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掘立柱建物SBO8 (第18図6) SBO5 ・ 07と重複しSBO6の北側にある桁行2間2.5m、梁行2間1.6mの小規模

な南北棟である。掘方と柱穴がほぼ一致する。

(3)居住域Ⅱ (第14図、 Pし3)

居住域Iの南側にある掘立柱建物群で、中央に素掘り井戸SEO6がある。居住域Iとの境は柵列SAOlで区画

される。掘立柱建物はSBOl. 02 ・ 03 ・ 04の4棟が確認でき、 SBO2と03が東西棟、他は南北棟である。建物の立

地と主軸方向は基本的には居住域Iと一致し、居住域Ⅱは居住域Iと同様に井戸SEO6を中心に一体的な町造り

がなされているものと思われる。また居住域Ⅱは居住域工と比較して柱穴数と掘立柱建物の棟数が少なく、かつ

大型建物がある。加えて炉床は全く認められず、居住域工と回生格が異なる。

掘立柱建物SBO「 (第17図1)居住域Ⅱの北端にあり柵列SAOlと方向を葛にする。一辺40ないし50cmの方形

掘方。桁行4間以上、梁行2間以上の南北棟の掘立柱建物で桁行8m、梁行4m以上となる。桁行は筆問で柱間

隔は2.1m (7尺)、梁行も筆問と思われ柱間隔は2.4m (8尺)である。表町遺跡では唯」の計画性のある大型の

掘立柱建物である。 SAOlで区画されSEO6に近接しており、住宅跡と思われる。

掘立柱建物SBO2 (第17図2)未調査地を多く残すため不明部分が多いが、恐らく桁行2間以上、梁行2間

の束西棟の掘立柱建物と思われる。 SBOl内にあり梁行方向は東側にある束西棟SBO3とやや相違する。掘方は方

形で20へ30cmで小型である。

掘立柱建物SBO3 (第17図3)桁行3間以上、梁行2間の束西棟建物である。井戸SEO6によって切られてお

り、 SEO6より古い。柱間は桁行1.5m、 1.8m、梁行は1.25mである。掘方は小さく柱穴とほぼ等しいが計画性の

強い建物と云える。 SBO3の建立はSEO6の構築に先立つ所から15世紀代に遡るものと思われ、表町遺跡で年代の

推定しうる中世の建物ではもっとも古いものとなろう。

掘立柱建物SBO4 (第17図4)居住域Ⅱの最東端でもっとも各地寄りにある2 × 2間の小型の側柱建物であ

る。桁行3.2m、梁行は筆問で3.Omである。掘方は認められず柱穴のみである。南北棟である。

火焚跡SFO8 (第33. 44. 66図、 Pし7) ⅢBH3を中心に各地にある大規模な火焚跡で多量の焼土粒と炭・灰

を含む。南北8、東西2mに及ぶ。西側には火焚によって生じた厚さ2cmの焼土壁が弧状に南北3m以上にわ

たり見られるが、高さも5cm程度で下部に炉床は認められない。焼土壁は火熱を受けて壁となっていたが粘土を

届いて壁としたものではなく、火焚の結果生じたものである。それは厚さ10cm前後の焼土・炭層の底部も同様に、

粘土で炉床が作られた痕跡は認められなかった。つまり、 SFO8は大規模な火焚跡と考えられるもので、そこで

生じた多量の炭・焼土が広範囲に拡散したものである。

この焼土・炭層からは土師器皿ⅡA ・ ⅡD型(228-232)と大窯工期の端反皿・天日(233 ・234)や青銅製品

(25)が出土した。しかし、これらには火熱を受けた痕跡はとくに認められないので焼土・炭層堆積直後に混入

したものであり、大規模な火焚が16世紀前後におこなわれたことを示している。この付近には掘立柱建物は認め

られないところから、谷地の空間部を利用して建物の建て直しなどで生じた廃材等を処理した跡であり、土地利

用の面から云えば、少なくとも道路などの施設はこの所にはなかった事になる。

(4)居住域Ⅲ (第16図、 Pし2)

居住域Ⅱの東側、旧水路から束一帯を云う。炉床SFO工とその北側のSGOl. SEO7. 08とそれらとの関連する

SBllやSD47をはじめとする7本の水路(溝)及び最東端の素掘り井戸SEOl. 02、掘立柱建物SBO9からなる。

ただし、柱穴群はSFOlの周辺に少数が認められるのみで、大多数はSGO工の南東方向の高台にある。 SFOlと高

台の柱穴群との間にはSGOl及び溝(水路)に流れ込む6条の自然流水路がある。よって居住域とはしたが調査

範囲ではその名にふさわしい地域はSGOlの南東高台であり、ここにはSBO9の擁立柱建物と少数の柱穴群および
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遺構名 �ｩ'R�剄¥造・規模 劔�(ﾈｭHｭHｧR�估�_ｸ�Y(ﾈﾈ｢�儖Xﾖﾂ�

居住域 �4�8ｨ6(6����_ｸﾏﾂ�方位 �(ﾈｭI�B�桁行(cm) 處�ﾗ2�8萪��桁行(cm) 處�ﾗ2�6ﾒ��平面形 亢ｹlﾒ�

SBOl �R�ⅢB �$��-�*��南北棟 斐�v��4(以上)×2(以上) (筆問) 塔C����2��480(以上) �#���240 兩ｸﾆ��40-60 �(i�8郢�ﾒ�YIZｨﾉ���

SBO2 ��b�ⅢB 播��-�*��東西棟 斐���"�2(以上)×2 (筆問) �3c����2��300 �����150 兩ｸ�X冷�40-50 兀IZｨﾉ���

SBO3 �5��ⅢB 売��-�*��ク 斐C�R�3(以上)×2 (筆問) 鼎�����2��250 ��S��S����125 ���20-30 ��b�

SBO4 ��b�ⅢB 閥��-�*��南北棟 斐#6��2×2 �3#��300 �����S�C��120・180 ���20 ��I(ﾈﾉｩZ��

SBO5 儘��ⅢB �4���-�*��ク 斐#���5×2(以上) 田���300(以上) ��S��S���150 ���20 ��I(ﾈ自YHﾉ���&)n慰影ｸ*�����4d�(�R��h�S�r�

SBO6 �5��ⅢB �4�"�-�*��ケ 斐�靖r�4×2(以上) 鉄C��300(以上) ��c��S�C��R�����160・140 兩ｸ�X冷�50-20 �&)n慰影ｸ*�����4d��R��X�S���S���

SBO7 �4��ⅢB �$��-�*��東西棟 斐ェ�"�3(以上)×2 �#C����2��200 涛��S�#��R�c��S�3��100 ���20-30 ��I(ﾈ自YHﾉ���

SBO8 �4��工Ⅴ �##��-�*��南北棟 斐3���2×2 �#S��160 �����S�c��R��s��S���80 ���20-30 ��I(ﾈﾉｩZ��

SBO9 �b�ⅢC 任�R�-�*��〃 斐#6��2×2 �#���260 ��#��S�c���3��S�S��120・140 ���20-40 �4��

表1表町遺跡検出の掘立柱建物一覧表

第8図　居住域工　鉄澤・羽口出土状況(1:100)
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土塊群がある。しかしながら県埋文センターの調査(4区) (第12図)を参考とすれば居住域皿とした地区よ

り東側の南北尾根にも建物群の存在が予想されるので、上水道施設を含めた一帯を居住域皿とした。

また、調査地北側の小沢川を含む谷勤まSGOlの高台東側で大きく南西方向に折れる。東西尾根もその谷地に

そって続く。県埋文センターの調査でも各地には柱穴群は認められず中世末期の井戸SK1478 ・ 1480と束西棟の

掘立柱建物ST39とST40が調査されている(中野2009)。谷地部の掘り下げは未実施のため詳細は不明であるが

現状で見る限りST39の軸方向は谷地の方向と一致している。県埋文センター調査地と今回調査地点との間は未

調査のため不明であるが、恐らくSEOl. 02あるいはSK1478. 1480にともない掘立柱建物があるものと思われ

る。

掘立柱建物SBO9 (第16 ・ 44図) 2× 2間の側柱建物で桁行2.8梁行2.6mの小規模な南北棟建物である。西北

隅は土塊SK1657によって切られている。 SK1657は平面楕円形の長径150cm、深さ70cmの土塊である。不定形の

土坑SK1656を切る。後者から縄文中期後半の土器細片が、前者からは鉄粕を施した陶器轄鉢(216)と珠洲Ⅴ

期と思われる揮鉢が出土している。いずれも土塊埋土内出土であるがそれぞれの土境の年代を推定し得る。ただ

し、陶器轄鉢(216)は越中瀬戸の胎土に似るが越中瀬戸の揺鉢には見られない器形で産地・年代とも不明であ

るが、中世までは遡り得ないものと思われる。以上から掘立柱建物SBO9は中世末期の建物と云える。

土坑鞘SK1656-1660 ・ 1666 (第19 ・ 44 ・ 50図)

SK1666は1658. 1659と複雑に切りあったうえにSK1660によって切られる。 SK1660埋土からは古代の須恵器

聾の口綾部を再加工した、砥石片(219)が出土している。恐らく再加工した時期は古代ではなく珠洲片利用の

砥石と同様に中世後半であり15世紀以降であろう。また、これらSK1658 ・ 1659 ・ 1660 ・ 1666などの土塊は平面

形が複雑な上に地山である黄色粘質土の掘り込みも深くかつ、不規則で統一を欠く所から、カワラケ用の粘土採

掘抗とも推定したが、とくにその根拠は得られず不明である。 SK1656 ・ 1657についても同様である。

炉床SFO「 (第20図、口絵2)居住域皿の西寄り、居住域Ⅱとの境のⅢBR14にある。黄褐色糖質土層中に検

出され、周辺部に少数の柱穴が認められた。東寄りに上水施設に流入する溝群があるのでこれを以って居住域を

区画とするならば、 SFOlを居住域Ⅱの中に含めることもできるが居住域ⅡとⅢの間に柱穴群が認められないの

で、幅10m前後の空白帯を境としてSFOlを居住域Ⅲに含めた。背後の尾根の実態が不明である現段階では便宜

的に捉えたことと、 SFOlをどう理解するかにも係わってくる。

炉床SFOlは居住域Iで認められた小型の炉床群とは異なり、平面楕円形で長軸方向がN390 B,長径1.8m、

短径1.3mの大型炉床である。床は中央が僅かに窪み、白色粘土で固め火熱で硬化していた。焼土は4層にわた

り認められ最下層は厚さ6cmである。周辺の柱穴は炉床の覆屋と関係しょうが、建物として確定するには至らな

かった。炉床内から年代を知る資料は得られなかった。

(5)出土遺物(第44・67図、 Pし15)

居住域工・ Ⅱで掘立柱建物に直接係わる遺物についてふれる。

鍛治工房関係では騙羽口と鉄津がある。今次調査では羽口2点(47・48)と鉄津20点があり、うち羽口1点

(48)と鉄津11点(49-54)が居住域工の掘立柱建物群を半円状に取り囲むように出土し(第8図)、残りは調査

地全域に散在していた。全体量が少ないことと、掘立柱建物内の小型炉床を、鍛治遺構とするには、ややためら

いもあるが鍛冶関連遺物をひとつのまとまりと捉えれば、炉床を置く掘立柱建物群を鍛治工房跡とすることがで

きよう。なお、鉄津は椀型であるが、多くは細片である。

掘立柱建物の掘方や柱穴(ピット)、炉床からもごく僅かではあるが、土師器皿などが出土した。少片が多い

うえに、土師器皿の編年研究が不十分な現状では、年代決定の資料に用いられないが、将来の検討に備えておく。
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炉床ではSFO2 (224)、 SFO4 (227)、掘立柱建物SBOl掘方5 (218)があり、組合せ不明の掘方、柱穴(ピッ

ト)にはⅢBB4 P.58 (222. 223. 235)、 ⅢBCI P.151 (225)、 ⅢBBI P.198 (238)、 ⅢBJ9 P.71 (242)などがあ

る。また、居住域I内のP.311には肥前陶磁器Ⅱ期の丸皿(241)がある。 P.311の位置が不明であるが居住域I

内の掘立柱建物が17世紀前半まで存続していたことを知る資料である。

(6)居住域工・ Ⅱの掘立柱建物の配置と年代

居住域工と居住域Ⅱではそれぞれ谷地に画した尾根東斜面に最少4棟ずつからなる掘立柱建物群がある。これ

らは居住域工では柱間が異なる側柱建物が主体で複数の炉床を持つ建物とそれに付属する小型建物からなり、鉄

津・輔羽口の出土から鍛治工房の存在を推定した。ここではほぼ主軸が一致し、炉床を持ち規模も似る南北棟の

新旧2棟がこれらに付属する小規模な側柱建物からなる。

居住域工は「まち」のもっとも北寄りの「まちはずれ」にあり、複数の小型井戸を伴なう。井戸群の北側は東

西方向の谷となり、東西の溝SD48で「町域」 (城下)と「山城」 (城館)が区画される。

居住域Ⅱは柵列SAOlによって居住域Iと区切られ、東はSBO6の東側までであり、炉床SFOlとSGOl.

SEO7. SEO8などの上水道施設の区間を経て居住域Ⅲとなる。よって居住域IとⅡは遺跡全体の中では一体と考

えるべきものであり、工とⅡの区別は便宜的なものにすぎない。

居住域ⅡはSBO6構築以前と以後のSBOlとSBO2の切り合いから少なくとも3時期にわたる建物群からなり、

後半は素掘井戸SEO6を持つ住宅地でSAOlの北の工房群と一体である。 SEO6の構築が別項で検討したとおり15

世紀後半とされるので、 「まち」のはずれの一角に鍛治工房を備えた職人の居住域(居住域Ⅱ)の成立が15世紀

代後半とすることが許されよう。つまり、城館と一体の「まち」の成立は戦国期を迎える16世紀代よりも早かっ

たと云えるが、この点は別に再述する。

2喜　貯水池・石組井戸・集石・肥溜

(1)検出状況

調査地の南寄りでゆるい各地地形の谷部にあり、石組井戸SEO7. 08、貯水池SGOl、集石SHOl、肥溜

SXOl ・ 02など性格と時期の異なる4種類6遺構が検出された。これらを検出手順で見るならば、調査区最南

端の現代の農業用水路SD22より南側は別項で説明する井戸SEOl ・ 02がある。多数の土抗や溝などがある東西

丘陵のゆるい斜面上にあり、 SD22より北側は急に落ちこむ。つまり、基盤となる黄褐色粘質土(ローム)を深

く掘り込んだ円形の貯水池SGOl、そして長径80cm前後の板状の大石を含む大小の礫と五輪塔や粉挽き白などの

石製品や陶磁器類などの破片を相当数含む集石SHOlの存在が分かるにつれ、類例のないこの落ち込み(SGOl)

とSHOlとの関係や性格付けなどが調査上の大きな課題となった。よってトレンチによる集石下部の状態を探る

一方、 SGO工周辺部の調査を併行して進めた。その結果、幅60cm、深さ20cm前後の溝が6条(SD31-36)あり、

うち3条(SD31. 32. 36)は直接SGOlに向かっており、溝SD34.35はSGOlの西寄りにそってめぐり北側で各

地に落ち込む。自然流路であろう。 SGOl. SHOlのトレンチ調査ではSHOlとした集石群が褐色粒混黒色土(2

層)にあるのに対してさらに下部の有機質土層(6層)中にも人頭大前後の多数の玉石などが集中することと、

多量の湧水もあって調査は難航した。特に落ち込みや集石内の多種多様な遺物の出土のため、主要と思われる遺

物の出土状態の記録とともに花粉分析用に層位ごとの土壌採集などを実施した。また、 SGOl南壁斜面上に斜位

に打ち込まれた杭列は護岸に伴う保護施設に係わるものと判断され(Pし5-8、第23図セクションC-C′) SGOlが

貯水池とする根拠が得られた。

一方、 SGO工、 SHOlの西側各地部では溝SD38など溝が検出されるに及んで、溝とSGOlとの関係に新たな課題
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が生じた。

集石SHOlからは五輪塔や板碑など墓地に係わる石製品が多数認められる(第24図、 Pし4)所から、調査当初

集石は中世墓地や経塚の可能性も視野に入れて調査を進めた。加えて底径90cmの円形の桶2基(SXOl. SXO2)

が集石内に併置されていたため墓地の可能性が強まった。しかし、 1基(SXOl)は底板だけであったが、いま

1基(SXO2)は竹のタガで固定された側板が残っており、さらに側板外周は10cm幅を白粘土で貼付していた

(Pし4-1)。明らかに液体のもれを防止するためのものであり、当初予想した座棺ではなく肥溜用の桶であること

が判明するに及んで、少なくともSXOl ・ 02は墓地である可能性が薄くなった。また、集石が墓地であるという

想定は集石群下部に検出された石組井戸SBO7 ・ 08に五輪塔を石組の素材に使用されていると層位的にも識別さ

れる(第22図、 Pし4・5)ことから、集石基地説は大きく遠のいた。とくに人骨など墓地を示す遺物が見られな

い点は決定的であった。桶内にはこぶし大の円礫が充填されていたが集石SHOlの構成石とは大きさも異なり、

肥溜廃絶後埋め立てられた状況であり、集石SHOlを切ってSXOl ・ 02は作られた。ここの遺構群ではもっとも

新しいものである。

石組井戸SEO7とSEO8はSHOlの下部で間層を挟んで検出された。 SHOlが黒色土を主とした2層にあり、間層

(3層)を挟んでSEO7 ・ 08が検出された。泥炭層を基底部に右横(石組)されており、埋土は有機層主体の互層

であり、有機物の一部には多量に青色の藍鉄鉱が付着していた。明らかに水没下または、低湿地状態の堆積状況

であり、 SHOl構築時の乾燥状態とは異なる。また、石組の上部は井壁の崩落が著しく井壁上部でのSEO7と

SEO8の新旧の判断はできず、また、北側が直線的・一体的でなくSEO8の北井壁が内側に寄っていることから、

南井壁を共用しながらもSEO8の西井壁と北井壁を内側に縮小して新たな井壁を再構築したことが判明したが、

東井壁は崩落が激しくはっきりさせることはできなかった。北井壁の確定によりSEO7が古くSBO8で新しいこと

が判明し、両者ともに五輪塔と板碑が使周されていることにより、墓地が別の地点にあり、その-部を破壊して

井戸の建築材として利用したことにより、石組井戸も五輪塔や板碑の年代を越えるものではないことが判明した。

よって、 SGOl細SEO7-SEO8-SHOl-SXOl. SXO2という構築順が明らかとなった。あとは出土遺物と遺構群全体の

中での年代の比定である。

(2)肥溜SXO「.SXO2 (第21図、 Pし4)

肥潤と思われる遺構で、集石SHO工を切って20cm間隔で併置されていた。マツ属を用材とし加工痕は不明であ

る。底径85cmで底板は6枚使用し、竹のヒゴで側板を結い止める。幅10cmの白粘土で固定し液体の流出を防いで

いた。屋外の肥溜例は.6基併置された長野市水内坐一元神社遺跡に調査例がある(青木・遠藤2010)。年代は不

明であるが集石SHOlの構築が後述のごとく17世紀後半から18世紀と考えられるので、それ以降のもので表町遺

跡が完全に農地化されていたことを示すものである。

(3)集石SHO「 (第21図、 Pしl.4)

貯水池SGOl埋土上層(2層　褐色粒混黒色土)に検出された集石であり、その広がりは円形で径9mに及び

貯水池SGO工のほぼ全域にあたるが、径80cmの不定形な大型平石はⅩ =82,576ラインより北側に集中し径2mの範

囲に集められ、五輪塔や板碑・粉挽き白などもその中に見られる。この大型平石群の南側には拳大から人頭大の

自然礫が集められその中に肥溜SXOl ・ 02が構築されている。ただし、南側の集石は疎らであり、レベルが下位

にあるものも合むなどSHOlとした礫の中には下位の石組井戸SEO7. 08の上部のものと層位的に識別が困難な

ものもある。集石そのものは特別の意図があって作られたものとは思われず、後述のとおり、 SHO工はSEO8が廃

絶し集落から農地へ転換した際に不用となった大小の石を集めたものと思われる。

SHOlの大型の平石は13石で2m四方の範囲に1ないし2段、平坦面を上下にして、石を敷きつめた状態であっ
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たが不規則でその目的は不明である。第2層(褐色粒混黒色土)中にあったが2層は石組井戸SBO7 ・ 08埋没後

生じた窪地に深さ60cm前後と厚く堆積していた。 SHOl出土の遺物も集石及びその下位にあり、一部は3層(褐

色粒少量混黒色砂質土)に及び、 SHOl構築時の前後も含むものであり、礫の一部と同様に不用物として窪地へ

投げ込まれたものと思われる。陶磁器や土器類、石製品、金属器、木製品などは12世紀代に遡るものもあるが、

大半は16世紀代前後が最も多く、そのことを示している(第21図)。よって、 SHO工の構築時期は出土した陶磁器

のうちもっとも新しい肥前陶磁器皿へⅣ期(66)の年代である1650-1780年(大橋2000)頃をもって終了したと

いうことになる。つまり、 SHOlは表町遺跡の集落が牟礼宿へ移住などにともない、農地化される中で、不要と

なった平石などがSEO8埋没後の窪地へ投棄されたものと考えられるのであり、 18世紀前後には表町遺跡の農地

化が始まっていたのである。

(4)石組井戸S巨O7.SEO8 (第22.59-61.73図、口絵2. Pし5. 13)

貯水池SGOlの北西寄りに構築された石組井戸でSEO7が初めに、ついでSEO8を1m東へ、西井壁と北井壁を

ほぼ直に構築し南井壁はSEO7のそれを再利用して構築されたと考えられるものである。北井壁はSEO7よりも20

cm内側にある。粟井壁は崩壊しており不明であるが、崩壊した礫群から石組井戸の規模は方形で一辺がSEO7は

約2m、 SBO8はやや小さく1.8mになるものと思われる。

SEO7　北井壁は上部の崩落があるが高さ1.2mまで認められた。 SBO7の西井壁はSGOlの西岸ぎりぎりに一辺

50ないし60cm前後の玉石と平石を4段以上に布積みし、一部を径12cmの丸太杭2本を打ち込んで石組を補強して

いる。他の石組の井壁と同様に固い泥炭層を基礎としている。控積は五輪塔など多量の石を用いているがSEO7

の西井壁にはSGOlの西岸が掘方として利屈されており、控積は認められない。これは、 SEO7の西井壁がSD45

など排水溝とSGOlとの位置関係からSGOlの西岸として考えられるもので、 SBO7西井壁構築に際しては垂直に

掘方とするなどSGOlを大きく変更することなくごく小さな造作であったことを意味する。

井壁西北隅には水輪(58)、北井壁には火輪(55)が石組の部材として使用されていた。五輪塔はSEO8西井壁

(67)や南井壁(73)にも認められる。控積にも五輪塔や板碑が用いられており、井戸の構築に際し墓地を破壊

して用材として運搬され用いられている。中世の城壁構築などに同時代の墳墓や古墳を破壊して用材を確保した

例は全国的に多い(田淵1975)。井戸の用材確保に五輪塔を利用した例は小布施町玄照寺跡(鶴田・中島・土屋

1997)にある。これらは一般的には戦国時代における旧秩序否定の動きとして説かれている(田淵1975)が宗教

的行為とする見解(小和田1995)もある。

SEO8　粟井壁を除いてかなりの部分が現存していた。西井壁はSEO7の東側1mに、 SEO7西井壁に併行して新

たに築かれたもので、東側に面をそろえた布積みである。長さは内法で1.8m、高さは1.2mまで確認できる。中

央部分に長さ159、幅17、厚さ9cmのカツラの半割り材を石組部材(枕木) (71)として入れ、下部は人頭大の玉

石を4段に乱積みし、部材上には60cm前後の大石を2段に積み上げ、間に小石を充填している。また、基盤は

SGOl底部の固い泥炭層であるが、 SEO7の基底より約10cm前後下げている。南井壁はSEO7のものを再利用し、最

下段に地輪(73)を含む玉石を1段配置しその上に長さ180、幅23、厚さ10c皿のカツラの半割り材(72)を置い

て石組部材(枕木)とし、上に60-70cmの大石を1段に置いている。高さは70cmまで確認できる。

(5)貯水池SGO「 (第23図、 Pし6)

各地の中軸線を南側に少々ずらした地点で東西丘陵南斜面の裾部を大きく掘削して構築された飲料水周貯水池

(小型のダム)である。各地の中軸線をずらしたことは、各地の水よりもより良質な湧水が得られることと、降

雨時の異状出水による池の埋没をさけたからと思われる。しかしながら、各地部分は調査外となるため両者の関

係は推定の域を出ない。
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SGOlの上方肩部にはSEOl. 02とSGOlに向かう数本の流路跡と土抗などが認められた。なお、 SEOl. 02は別

項で検討のとおりSGOlよりは新しい。

SGOlは南北6.6、東西5.7mで、平面形は円形状であるが西側の出口部分は直線となる。 SEO7西井壁構築による

ものと思われるが、むしろ出口部との関係もあろう。また、南辺部は丘陵南斜面上部からの雨水などの流水

(SD31-1、 31-2)により大きくえぐられていた。基盤となる黄褐色粘質土と下部の泥炭層(新)を掘り抜き泥

炭層(旧)の上部を底部としている(第23図土層図A-A′、 B-B′)。固い泥炭層(旧)が不透水層で砂質の泥炭

層(新)が湧水層であり、井戸SEO2、 SEO6と共通する。検出面からの深さは東岸で2.1、西岸で0.8mであり、

恐らく西岸上は堤があっていま少し高かったものと思われるが、 SEO7などの構築でかなり削平されたものと思

われるが調査では未確認である。底面は深さ10cm前後の円形の凹凸が無数認められたが固い泥炭層の掘削痕であ

ろう。南岸の壁斜面には斜位に打ち込まれた杭が6点認められ中央の3点は杭列で間隔は各20c皿であった(第23

図、 Pし5-8)。横架橋材も一部が認められ、南側高所からの流水に対応した護岸施設の-部であり、 SGOlが石組

井戸構築の掘方ではないかという調査当初の予想を打ち消すこととなった。このほか、粟井壁の立ち上がり部分

にも杭が1本認められたので護岸設備は他にもあったものと思われるが調査では確認できなかった。壁面は粘質

土で砂礫を含まず粘性が強く安定していたために護岸設備は小規模であった。出口部には止水用の設備があった

ものと思われるが調査では未検出で、流路跡のみ確認できた。なお、出口部の状態については溝の項で詳述する。

(6)遺物の出土状態と遺物(第24・25・38-42・53-70図、口絵2 ・ 3 ・ 4、 Pし4・5・10へ15)

貯水池、石組井戸、集石、肥酒という年代と性格の異なる遺構が400年ほどの期間内に順次構築された。しか

も冠水状態の堆積土と少なくとも上・下2層にわたる多量の集石は出土遺物の取り扱いも難しく、主要遺物と思

われるものは位置、層位とレベルを記入しながら取り上げた。しかし、出土層位の確認が特にSGOlでは難解で、

必ずしも十分とは云えなかった。すでに述べたとおり埋土の形成が井戸壁の崩落によるとともに、それはSGOl

内の埋土形成にも係わったと思われるものであり、土器片や木製品などはかなりの移動が予想されたし、石製品

についても軟弱土層では沈下することもありうるからである。よって、遺物の取り上げに伴う記録化は-部に限

定したが土器片と木片を除く遺物については9割方実施した。

SHO工出土の遺物は上層(2-4層)出土のものであり、厳密にはSHOl形成時のものとSBO8埋没後の層も含

まれる。

主要な出土遺物には中世の土器や陶磁器では土師器皿(カワラケ・燈明皿・底部穿孔土器) (37-61)、香炉

(62)、内耳鍋(99-115)、肥前陶磁(63-66)、中国産青花(67・68) ・青磁(69-77・80・81) ・白磁(84) ・天

目茶碗(78)、古瀬戸(79・82・85)、珠洲(87-89・91・93・95-97・164)、在地の瓦質土器など(83・86・

90 ・ 94・ 98)がある。これら図化した資料以外に細片も相当数あるがほぼ傾向は知りうる。中国産輸入陶磁器で

は15世紀から16世紀前半が多い。また、同安窯の碗(72)は12世紀代である。このほか中国産天目茶碗は15世紀

末16世紀代で、茶目とともに茶の湯の風習を考える上で貴重であるし、肥前陶磁(66)はSHOlの下限を示すも

のである。

石製品では粉挽き白(1-11・14・124)、茶目(12・13・15・126・127)、石鉢(33・34・128・129・131)、

凹石(28-32 ・ 41-47)、砥石(36 ・ 72 ・ 98-100)、円礫(115)、五輪塔(48-54)、板碑(75-77)、金属器は

銭貨に嘉祐元宝(1)、元豊通宝(2)、元祐通宝(3)、永楽通宝(4)があり、そのほか和鏡(24)、不明鉄器

(39へ41)、木製品は曲物片(16 ・25)、柄杓底板(21)、棒状加工品(39)などがある。なお41は丸釘で新しく混

入品である。

五輪塔、板碑はSEO7 ・ 08構築に部材として墓地から搬入されたものが再度集石内に集められたもので、粉挽
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第3章　遺構と遺物

五輪塔、板碑はSEO7 ・ 08構築に部材として墓地から搬入されたものが再度集石内に集められたもので、粉挽

き臼などの中にも建築材として再利用されたものが多数あろう。

SEO7 ・ SBO8からも中層以下に多量の出土遺物が認められた。多くは中層から下層にかけての有機土層からの

出土であるが、五輪塔・板碑や粉挽き臼など大型石製品は出土状態から、ひとつは石組の部材、いまひとつは控

積用である。前者はSEO7の西井壁(56)、 SBO8の西井壁(67)、南井壁にある五輪塔(73)である。井壁下に転

石として出土した五輪塔(59・63・69)も石組の一部であったものが崩落したものであろう。いっほう、 SBO8

北井壁北側から出土した五輪塔6点(57・61 ・ 62・ 68・70・71)は石組の控積として多くは利用されたものであ

る。同様に東北隅の五輪塔(64へ66)、板碑(74・78・79)、粉挽き臼(25)がまとまって出土しており、井壁隅

の部材か控積であろう。このほか、粉挽き臼(18・20・23)、石鉢(35)も南井壁と想定される位置からの出土

で部材の一部であったものと考えられる。なお、下目23は半壊し一部はSEO2埋土上部出土のものと接合したも

ので、 SEO2が埋没した後にSEO8が構築されたことを示している。

SEO8床面からは短刀3振(29-31)と肥前陶磁Ⅱ期の染付け碗(整理番号2009)と瀬戸・美濃大窯Ⅲ期の内

禿皿(147)が出土した。短刀は別項でふれる。後者はSEO8の下限を考える資料である。この他SEO7埋土内か

らは中国産青磁(158)、古瀬戸(159)、珠洲(157 ・ 160へ162)があり、 SEO8では土師器皿(131-144)、中国

産青花(146)と青磁(148 ・ 149)、土師器鉢(145)と内耳銅(150-155)がある。金属器では鞍の緒通し管の

一部がSEO7埋土から出土している(23)。

(7)石組井戸SEO7. S巨O8の年代と性格

井戸に関するすぐれた考古学的研究はいくつかあるが弥生時代以降中・近世の発掘資料を集大成し分析した宇

野隆夫氏の型式分類は井戸研究の到達点にあるものである(宇野1984)。その宇野氏の分類によればSBO7 ・ 08は

Cl類石組方形井戸となり稀であると云う。つまり、類例が少ない上にSGOlからSBO7そしてSEO8と至る過程は

例がない。以下この点を検証する。

宇野氏によれば井戸は井桁(地上施設)、井戸側(地下壁面の施設)、水沼(底の施設)からなり、水沼は井戸

の底部を莱ねるか別に設ける場合があるとする。 SEO6などは前者でありSEO2は後者である。さて、宇野氏の指

摘にもあるように石組は井壁の保護施設であり、当然のことながら井壁を組むための掘方と石組を固定する控積

もSEO7 ・ 08の土層も含めて検討されなければならない。

SEO7とSBO8はともに埋土は有機層を主体とした土層の互層からなる。 SHOlを含む上層(2-4層)は有機

物主体の6層(a-d層)上部の6b層の窪地に堆積し、 SEO8の石組上端と石組の部材がSBO8の内側に崩落し

だ状態であることが読み取れる。 6層下部(eへh層)は西井壁からの流れ込みを含む堆積土であり、 6層上部

は西井壁の多くの部材が東側へ崩れ落ちだ状態であることが分かる(第21図セクションA-A′)。石組の部材は

それぞれ井壁にそった6層下部にも多数認められたので、石組の崩落は数回にわたったものと思われる。 6層は

有機土層であり、基本的には冠水状態の中で堆積していったものであるが、その堆積が石組上部の崩落から始

まったと見てとれる。一方、 SEO7の6層上部(5. 6層)は水平堆積も認められるが、別の土層ではSEO8側へ

傾斜堆積が認められる。 SBO7の6層下部は記録化していないが、発掘時の所見では有機物を含む黒色粘質土か

らなり、 SBO8とは異なる。つまりSEO7、 SBO8の土層は廃絶後、石組井壁上部の崩落によって同時堆積したもの

と考えられ、 SEO7の6層下部はSEO8構築時の控積と見られる。

以上からSEO8の構築はSBO7の廃棄に伴うものと考えたのである。そしてSBO7の構築は使用されている五輪

塔と板碑から15世紀末は遡り得ない。別項で検討したとおり板碑や五輪塔が一旦墓地に設置されたのちに石組の

部材として持ち込まれたものであることから、 SEO7の構築は16世紀前半代となり、 SEO8の廃止は底部から出土
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した肥前陶磁器Ⅱ期の染付碗(整理番号2009 ・口絵4-1 )から下限は17世紀前半代かそれに近い時期となろう。

次にSEO7とSEO8がひとつの遺構とした場合、つまり、 SBO8が主、 SBO7が従となる「副式井戸」として機能

と構造面から検討してみる。まず機能面で見た場合井戸は湧水を確保し、より良質の飲料水を確保することにあ

るが、両者は構造上ではそれぞれ独立しており、水の交流は上部の越水においてのみ可能であるが、各井戸の上

部構造が不明な所からこの点の確認もできないし、 2基併設とする合理的説明ができない。前例がない点もこの

点にあろう。

構造面では2基併設の場合にはSEO8西井壁が両者を左右に区切る障壁となるが、竪杭2本と石組中段に架橋

した割り材では控積がなければ安定した構造物とはなり得ない。よってSBO8の西井壁は井壁面が東側を片面と

して整備され、両面を持つ障壁とはならないという発掘時の所見によって「副式井戸」としなかったのである。

石組の下に割り材を置く方法は長野市松代城の石垣構築に際し材(胴木)を土台に用いる(矢口・前島1995)

手法にも通ずるものがあり、年代的にも近似するとともにそれが石組の簡略化と見るかはむずかしい。 SEO7と

SBO8に共通した石組技法と呼べるものであり、時間差はあまりなく、構築が同一技術によっていると考えても

さしつかえないものと思われる。恐らく同一または同じ職人集団が井戸構築に関与していたものと思われる。木

材架橋の石組は湧水点が高く、 SGOlを再利用することと低い井壁ゆえのものであったからであろう。 SEO7. 08

は井戸としては規模が大きいがこれも井壁が低いことと関係して、深い井戸掘削よりは技術的に容易であったこ

とと関係があろう。

黒崎直氏によれば奈良県平城京では井戸にも格式があって身分などによって使用が違っていたと云う(黒崎

1976)。同様の見解は宇野隆夫(宇野1989) ・水澤幸- (水澤2002)両氏にもある。 SEO8底部に置かれていた3

本の短刀は構築に際して井戸の安全を祈願して井戸底に埋納したものと思われ、そこに表町遺跡の支配層の関与

が認められる。 3本という数も井戸集配と無関係とは思われないが、素掘り井戸との構築の違いや設置場所から、

遺跡全体の大切な水嚢として表町遺跡の支配層、恐らく矢筒城主が係わった共用井戸であると思われるのである。

3重　溝・貯水施設・木製桝

溝跡は調査地全域で19条である。溝SD22. 29は現行のものでSD22は居住域Ⅲで、 SD29は調査地のほぼ中央

で居住域I . Ⅱにわたる南北溝である。 SD48は居住域Iの西隈にあり居住域と城館を区画する区画溝の可能性

があり別項でふれる。 SD30は居住域Ⅱにある。その他の大多数の溝は居住域Ⅲにある。 SEO7. SBO8. SGOlの

西側の谷地内で傾斜にそって東から西に向かう1群と、これら溝に向かう丘陵南斜面にある。前者はSBO7 ・

SEO8. SGOlと深く係わる1群と、これらの溝に流れ込む南斜面上の溝群からなる。前者は層位ごとに検出され

た自然流路を含む水路で東西溝でありSD38. 41-47があり層位的に検出され、後者は自然流路でSD31-36が

ある。以下前者の東西溝は上・中・下層に分け述べるとともに開通する貯水施設・木製桝についてふれる。

(1)溝SD38 (第26図、 Pし7)

層位別ではSD38がもっとも新しく上層に、 SD41. 42. 43とSD44がSD38の下位の中層にある。 SD38は水平

堆積された第3層(黄褐粒少量混黒色土)中にある。幅70、深さ30cmで埋土内に多量の黄褐色粘土粒を含む黒色

砂質土で底部は船底形で薄い黒色砂層がある。各地にそって小さく蛮曲する。東が僅かに高く調査範囲7m間の

高低差は16cmである。なお、中層溝の方向はSD38にそっている。

SD38は井戸SEO8と結び付くと考えられる。直接結び付く遺構は未検出であったが井戸に接したSD38の末端

は人頭大から拳大の円礫が2m範囲内にあり(集石SHO2)、その一角に玉石で1段に組んだ左右両側壁からなっ

ていた(第34図、 Pし7-2)。側壁部は東西2mにわたる。 SHO2は石を敷きつめるなど企画性は認められず、両側
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壁と係わるものと思われるが、本来の構造は明らかにできなかった。恐らく井戸SBO7. 08とSD38間の簡易な

踊場があってその残骸が集石SHO2と思われる(第26図)。

出土遺物にはSD38から中国産青白磁梅瓶体部小片など中国産青磁細片があるが混入である。

(2)溝SD41-SD44 (第26.27図、 Pし4.7)

中層は4層以下で南斜面を侵蝕して作られた各地に水平堆積した層で4-7層からなる。 SD38の下層となる

6層(暗黒色土) 7層(有機少量混黒色土)を切り、間層4層(黄褐粒を多量に混じえた黒色土)に覆われ

SD41. 42. 43. 44がある。 SD41はSD42が切る。 SD41の幅は50cm深さ20cmである。 SD41. 42の埋土は黄褐粒を

多量に混じえた黒色土でSD41は黒色がより濃い。 SD38の北側に沿い、南ではSD38の下部に伸び、集石SHO2

(第26図)で終っている。出土遺物及び遺構の検出状況からSGOlあるいはSBO7の排水路であろう。後述の遺物

が出土しており、遺構の検出状況から15世紀後半から16世紀代のものと思われる。

(3)溝SD45 (第27.46.57.66.68.70図、 Pし7)

幅90cm、深さ40cm前後の断面U字形の東西溝で斜面に沿ってほぼ直線的に構築されている。その方向はSD47

と一致するところから、 SD47廃棄後の堆積土(10-13層)が完全に埋没する前に、 SD47にそって規模を縮小し

てその上部に復元されたものであるが、貯水施設・木製桝は再構築されなかった。貯水池SGOlと接する部分に

は構造物は認められなかったがSD45の東端〇〇〇七GOl寄りには、配石を伴う簡易な木組で側壁の一部としていたこ

とにより、 SGOlから直接溝SD45に水を落としていたものと思われる。木組は有機質土を切って構築されSD45

の埋土内にも一部にそれが認められる所から、常時SD45とSGOlの間は冠水状態にあり、必要に応じて溝の入

口部は簡易な修理を実施していたものと考えられる。

出土遣物は平安時代の土師器類(274-282)と中世の遺物に大別される。後者には在地の土師器皿(カワラ

ケ) (283-294)、瓦質土器措鉢(304・ 307・ 308)、能登産珠洲の聾・壷(297・299-301)揺鉢(302・ 303 ・

305 ・ 306)、古瀬戸卸皿(298)と中国産青磁の皿(295) ・碗(296)がある。青磁は古代末期の12世紀後半で画

花文をもつ。卸皿と珠洲は13世紀代で中世前期の所産である。土師器皿や在地産揺鉢を含めた編年的検討は後述

されるが、その検討からSD45の構築年代は14世紀後半代となる。このほか凹石(38 ・40)、砥石(39)、漆器

(4 ・ 5)、小型の木製器類(33-35)と銭貨5点(10-14)がある。銭貨は溝底部出土でⅢBSll ・ 12に比較的

まとまって出土しており、溝祭祀に係わるものであろうし、一括投棄されたとすれば、そこに嘉泰通宝以降の新

しい銭貨や明鏡を含まない所からも、 SD45の下限は下がっても15世紀前半となる。

(4)溝SD47、貯水施設SE「l.木製桝SXO3 (第28.42・44.45.50.51.71-73図、 Pし6.7)

最下層に検出された溝(水路)を中心とした、上水道に関係した諸施設と思われる遺構である。地表から溝底

までは2.5m前後である。調査区の境界にありトレンチ北側斜面は安全法面の確保もあって全掘できず不明部分

を残すことになったが、ほぼ全体像は把握できたものと思われる。

溝SD47　幅は推定3m、深さは1m前後で断面は逆台形である。底部は泥炭層を掘り込んでいる。 SEll、

SXO3を中に取り込んだ東西溝で直線的に構築されている。

SD47の底部にその主軸方向より北側にややそれた方向に主軸を持つ、板で組んだ木製桝SXO3がある。平面を

板4へ5枚で組んでいる。長軸110、短辺35cmである。板(70)を一重または二重に立て、短辺に部材を入れ子

状に入れて作った箱形の桝である。

出土遺物は平安時代の土師器聾(266)、珠洲措鉢を利用した砥石(267)、桝の部材(70)、不明木製品(68)

などがある。

貯水施設SE「l　東西2.8m南北2mの平面長方形の貯水施設と考えられる遺構である。北壁は玉石を3段に
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304

第9図　溝SD38・41-47断面図と遺物出土状況図(1二40)

(土器・陶磁器1二8、 「 :6)

わたり乱石積みし、他壁は地山を掘り下げ壁としている。底部は湧水層である泥炭層上部まで掘り下げており、

素掘り井戸SEO2. SEO6、貯水池SGOlと共通する。壁高は南壁と北壁では60cm、束・西壁は低く40cmである。

東壁沿いに多量の玉石が認められたが、それ自体では構造物とは認められず、東壁と貯水池SGOl間にある堤の

構築材の一部をなすものと思われる。石粗壁以外の壁(土手)の立ち上がりは垂直とはならず、とくに南壁はゆ

るやかに立ち上がる。明らかに井戸の壁とは異なる。壁高は残存高よりは高かったものと思われるが、壁構造が

井戸と異なる点を考えると、それほど高くはない。また南壁はSD47の南壁と一致するところから、 SD47と結び

付いた貯水施設と思われる。底部は固い泥炭層を掘り下げてはいるものの水平ではない。底部は湧水層にあるこ

とから井戸の機能も兼ねていたものである。また、 SGOlとの間は幅40cmほどの蛇行した深さ10cmの流水路跡が

あり、 SGOlから溝でSEllに導水されていたことを示すものである。

出土遺物は平安時代の土器類(268 ・ 269)以外に珠洲Ⅱ期の措鉢(270)、龍泉窯青磁碗(272)、羽子板形木製

品(61)、杭(59・60)と加工木製品(63・64・68・69)がある。よってSEllは珠洲Ⅱ期以降の年代を示してい

る。また、 SGOlとの接合部分、自然水路上部から珠洲Ⅱ期の壷片利用の砥石(271)がある。古代の須恵器襲片

(163 ・ 219 ・ 503)や珠洲指鉢片(267 ・459 ・ 504・ 505)を利用した砥石は珠洲としては硬質であり古代のものが

多く、 271も同様であり、自然流路の埋土の年代は珠洲Ⅱ期よりは新しいが、その年代を大きく下がるものでは
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第3章　遺構と遺物

ないと考えることが自然である。よって、 SGOlとSBllとの関係からSEllの年代は14世紀代中葉を下るもので

ないと思われる。

(5)溝SD46 (第27・45図)

SGO工西側の清祥のうちでも、もっとも南寄りで東西尾根北斜面裾部に蛇行しながら西流する溝で小河川跡と

思われる。 SD47によって切られた16層(茶褐色粘質土)を切り底部は地山層(黄色粘質土)を一部切る。幅70

Cm、深さ20cm前後である。埋土内から平安時代の黒色土器1点(265)が出土しSD46が今次調査で確認された

唯一の古代遺構である。

4。素掘り井戸・区画溝

(1)素掘り井戸SEO「.SEO2 (第29図、 Pし8)

調査区東南隅寄りの居住域皿の一角に検出された。今次調査区では最高所にあり、 SGO工の南側掘り込みの肩

の部分にあたるが直接の切り合い関係にはない。両井戸跡に近接して最近まで使用されていた溝SD22と、近接

して農業用コンクリート製井戸があり、溝SD22によってSEOlの西側肩部分をわずかに切り取っている。検出

面は耕作土下の褐色粒をまじえた黒色土(Ⅲ層)である。 SBOlとSEO2は切り合い関係にあり、 SEO2がSEOlの

東側肩部を切っており、 SEO2が新しい。

SEO車　検出面の平面形は不整楕円形で長径135cmであるが、束井壁上部は崩落が著しい。埋土は8層で自然

堆積である。井戸下部の井壁面は径70cmで安定しており、急角度で立ち上がり、底は9層(泥炭層)上部にある。

以上からSBO工上部は崩落もありはっきりしないが、径70cm、深さ150cmの隅丸方形で、上部は円錐状の素掘り井

戸である。出土遺物はない。

SEO2　井戸SBOl東側を切って構築された。検出面で径170cmの平面円形の素掘り井戸である。井壁面は安定

しており、崩落はみとめられない。深さ209cmであり検出面から150cmで泥炭層に達し、さらに約40cm下で径75cm

深さ20cmに穿って方形の桝を作っている。

埋土は19層にわたるが堆積は大きく5段階である。底部から第1段階の最下層(16-19層)、第2段階の下層

(8-15層)、第3段階の申-1層(6 ・ 7層)、第4段階の申-2層(5層)、第5段階の上層(1-4層)であ

る。最下層は冠水状態での堆積であり、第2-第4段階は砂質土と粕質土の互層であるがグライ土層(11 ・ 13

層)を合むなど常時冠水状態に近い堆積状態を示している。ここからは曲物(26-29)やオオムギ・イネ・ソ

バ・キビ・アサ・アブラナなどの栽培種やモモなどの有用植物などとともに、囲輔やゴミムシ類の可能性のある

昆虫類が出土し、生ゴミや木製品、さらに石臼(81)などの短期間の廃棄場所であった(第5章第1節)ものと

思われる。

第5段階は凹抱に多数の粉挽き臼(23 ・ 80 ・ 82-87)を投げ込んだもので堆積状況から人為的に数回にわたり

埋め立てた可能性がある。なお、粉挽き日下田(23)は半壊したもので、 SBO8出土と接合しており、 SBO2が第

5段階を迎えた時期にSEO8が構築されたものと思われ、 SEO2とSEO8の時間的前後関係を知る資料である。

出土遺物(第44・ 62 ・ 69図)古代の灰粕陶器碗(207)、土師器皿ⅡA2 (204・205)、中国産青磁輪花皿

(206)、内耳土器A2 (208)粉挽き白(80 ・ 82-87)が第5段階の土層から、粉挽き臼(81) ・曲物類(26-32)

と自然木類が第2段階の土層から出土した。曲物(26、 Pし8-6)はつぶれだ状態であったが底板から復元図が得

られた。なお、出土した中国青磁が15世紀後半であり、埋没時期の上限が知りうる。

(2)素掘り井戸SEO3.SEO4.S巨O5 (第30.44図、 Pし9)

調査区の最北端でもっとも低地にある井戸群である。居住域工とした掘立柱建物群の北限にあたり居住域工の
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専用井戸であろう。南からの綬傾斜が井戸群の北側で傾斜が急に落ち込んで矢筒城跡南側の東西にはしろ谷とな

るがその傾斜変更線にそって恐らく区画溝と思われる溝SD48があり、その延長線上に井戸SElOがある。 SEO3

-SEO5の3基はまとまり、やや北に離れてSEO9とSBlOがある。

3基の井戸は1-1.5m間隔でまとまり規模・構造・埋土の状態も共通性が強い。居住域工の鍛治工房と係わ

りがあろう。平面形は検出面で円形、底部付近で壁も垂直となり平面形も長方形(SEO3)、または、楕円形であ

る。規模はSEO3が145×125、 SEO4が100×85、 SEO5が100×95cm、底部はそれぞれ85×65、 60×45、 55×45cm、

深さも115、 108、 92cmと浅く、泥炭層まではともに掘り下げない小型の素掘り井戸である。これは、南北方向の

自然流路に近く、この程度の掘削でも必要な湧水が得られたからであろう。埋土はいずれも自然堆積の状況で、

SEO4の埋土土層からは土師器皿ⅡC3 (209)が出土しており埋没時期が中世未頃である。位置・規模・構造上の

類似性から、確証はないが3基が順次掘られたものであろう。

(3)素掘り井戸S巨O6

遺構(第30. 31図、 Pし8. 9)居住域Ⅱ中央南東寄りに検出された長径120、短径90、深さ340cmの素掘りの井

戸跡である。検出当初は径300、深さ20cmの土塊SK1662としたが、下部に井戸跡の存在が明らかとなり、土塊

とした埋土と井戸上部の埴土の堆積状況、とくに炭層の在り方から、独立した土坑ではなく、井戸の継続した堆

積過程にあるものと判断した。したがって、井戸上部は崩落が激しいが検出面から70cm以下は井壁面が安定し、

この部分の長径が125cmで以下粘質土を平面不正円形に急角度で、さら.に固い泥炭層以下を平面長方形にほぼ直

に150cm掘り下げ床面とし、その規模は長径110×80cmである。泥炭層は保水層のため県道地点をはじめ多くの井

戸跡で泥炭層を掘り下げているが、本遺跡の下方のSBO3などの井戸跡は浅くそこまで掘り下げておらず、本井

戸までである。

土居の堆積と出土遺物(第31 ・43 ・ 63 ・ 65 ・ 68 ・ 71図)井戸内の土層は18層確認されたが堆積状態からは大

きく6層となる。堆積状況を復元的に見るならば底部に黒色土を微量まじえたグライ化した砂質土(10層)が、

ついで有機質土(9層)、黒色土をまじえた青灰色粘質土(8層)が順次水平に堆積している。 9層から曲物底

板(8)、 8層からは平坦な玉石が、その上部から曲物(7 ・12)が出土している。また、 8-10層のサンプリ

ングによる種子鑑定ではタンポポやハコべなどの雑草類とともにアブラナ、ソバ、コムギ、ウリ、イネなどの栽

培植物やトチノキ、オニグルミ、モモ、スモモ、キイチゴ、ノブドウなどの食用植物が出土している(第5章第

1節)。表町遺跡の食生活の一端が分かるとともに、伴出しているハエ類の囲輔やゴミムシ類の外骨格から植物

残津などの生ゴミが投棄されていた(第5章)もので、一定期間いわゆるゴミ捨て場の状態であったことが知ら

れる。しかもこれらの粘質土はグライ化が激しく冠水状態の中で安定的に堆積したことを示すものであり、井壁

の崩落も認められず井戸廃絶後それほど時間は経過しなかったものと思われる。しかし、 7層より上位は粘質化

が見られるもののグライ化はみとめられない。これは、井壁の構成土が泥炭層でないこととも関係があろう。 3

層は黒色を基調とした粘質土が5層(a-e)にわたり水平堆積し、そこへ黄色粘土をまじえた土層(4 ・ 5 ・

7層)が落ち込んだ状態で見られる。井壁の崩壊により堆積したもので、ここからは遺物は認められない。 3層

そのものは外部からの流れ込みによる堆積も認められるが、基本は水平堆積で順次堆積したと思われる。ここか

らは各種の遺物がある。下部6層から石臼片(89)と土師器皿の-部、 3層からは茶目(90)木製品(49 ・ 50)

内耳土器(195-197 ・ 200-203)土師器皿(181-189)、中国産青磁皿(190)大窯工期の天日(192)古瀬戸後

期Ⅳ期の平碗(194)などがある。恐らく3層出土土器はさして時間差を置かずに投棄されたものであり、置活

性が強い。

埋土上層は1 ・ 2層で、井戸の大半が埋没し深さ70cm程度の窪地となって、炭を含む第1層が堆積する。この
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層はa-dの4層に分層され遺物はどの層からも出土したが、特に1a層に集中していた。 1c. d層は自然堆積

の状態を示すが1a ・ b層は水平堆積で整地に伴い埋め立てたものと思われる。

第1層からは内耳銅(174・ 198・ 199)、大窯工期の端反皿(172・ 173 ・ 175)、大震Ⅱ期の丸皿(176)、 15世紀

末から16世紀前半の青花皿(177 ・ 191)と青磁碗(179)、同じく13世紀代の画花文碗(180)があり、中国磁器

及び国産陶器の年代はもっとも新しい大窯Ⅱ期であるところから、整地(堆積)時期は16世紀中葉前後(1530-

1560年頃)、第2段階は大窯工期(1480-1530年) (藤沢2007)のうちということになる。

以上井戸SEO6の廃絶後の埋没時期は大きく3段階で第1段階は冠水状態の生ゴミを含むゴミ捨て場、第2段

階は井戸上部の崩落がはじまった段階、そして第3段階は井戸の大半が埋まり窪地となった所へ、恐らく整地に

伴う埋め立てで完全に消滅したというプロセスが考えられるのであり、出土陶磁器類から第2段階は大震工期、

第3段階は大窯Ⅱ期とすることができよう。廃絶時期は第一段階の堆積状態に井壁の崩落が認められないことか

ら、廃絶から第2段階への時間的経過はさして置いていないことが考えられるのでSBO6の構築は井戸の使用期

間を25年とすれば(宇野1989) 15世紀中頃から後半にかけてと思われる。

出土遺物は土器と陶磁器、石製品と木製品がある。陶磁器は中国産青磁と青花、国産の古瀬戸と大窯期の瀬

戸・美濃の陶器である。中国産磁器は大部分が15世紀末から16世紀前半期、国産陶器の多くもその幅の中に収ま

るが、龍泉窯系の鉢(178)や画花文皿(190)は13世紀代に遡る。土師器皿はすべて3e ・ 6層(第二段階)出土

でA型(181-187・ 189)とB型(188)がありA型は法量により細分される。極めて画一化されていて、内耳鍋

とともに16世紀前後の基準資料となりうる。なお、 3e・ 6層は大半が3e層出土であり、同時取り上げした結果

であるが、これらに型式差は認められない。

内耳鏑は大草が3c ・ d層出土であるが1層出土が3点ある(174・ 198 ・ 199)。しかし、後者は小片で資料とし

ては心もとない。内耳鍋は基本的にはすべてA2型(201へ203)である。 202は底部立ち上がりにカキ目がある。

なお、 195は口縁部内面に一条の沈線をめぐらしており類例はない。また、口縁端を平坦に面取りされた例もあ

る(196・198)。

石製品は6層から粉挽き臼と3c層から茶目が出土し、木製品は曲物が下部(6 ・ 8 ・ 9層)から側板(9-

13)や底板(7 ・ 8)も含め出土したが多くは細片である。また、 3層下部から一部炭化した建築部材(49・

56)など出土した。投棄されたものであろう。また8-10層から出土した自然遺物は、 15世紀代中頃の多様な食

生活の一端を示すとともに、当地方の栽培植物を知りうる上で興味深い。このほか、 3c層から鋸歯状の刻目の

ある竹製品3点(132-134)と鋸歯状刻目を持たないもの1点が出土した。マダケ製であり用途は不明である。

(4)素掘り井戸S巨「O.SEO9、区画溝SD48、集石SHO5 (第32.44.63図、 Pし3.9)

井戸SBlO.溝SD48.井戸SEO9.集石SHO5は調査区最北端で、今次調査区ではもっとも標高が低い地点に

ある。広い南北丘陵の東斜面と小沢に伴う小谷地からなる緩斜面は束西谷北斜面に接続し、この接続部分が傾斜

変更線である。この小谷地は調査区北壁などのトレンチ調査では中世末期には埋没し、窪地状ではあるが谷地形

ではなかった。これは居住域I ・ Ⅱにも共通する(第32図セクションD-D′)。

溝SD48　幅120、深さ30cmの東西溝で傾斜変更線に沿っている。谷斜面の肩にあたる個所である。 SD48は調

査の当初には東西谷に沿って続くと予想したが、各地部でははっきりとしない。 SE工Oの北井壁より中央寄りに

SD48の北壁に沿って平石を用いて6段に及ぶ右横があり、背後に控えの粟石を少量入れていた。この右横は溝

SD48の構築に際して井戸SElOを廃棄(縮小)して作られたものである(Pし9-5 ・ 6)。 SD48の東側延長線上には

集石S且O5があるが遺構としてのまとまりは認められない。なお、調査区北壁の土層図には、谷地形の落ち込み

を示し調査.時点では落ち込みの始まる肩部分が溝の西端と考え、 SD48がSElOの点で直角に曲がると思われたが、
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溝は未検出であった。 SD48は「まち」の北端にあって外堀とされる束西谷(第4図)を画する区画溝と思われ

るが、現状ではこれ以上の追跡は困難である。ただし、区画溝と仮定すれば、 「まち」の形成過程を知る資料と

なり得るもので今後の調査が期待される。

素掘り井戸SE「O　径230cmの平面円形ですり鉢状であるが、下部は垂直となる。 SD48の構築と関係があろう。

下部の径は約100×110cmで楕円形であり、深さは120cmである。出土遺物は粉挽き白(91. 92)と土師器皿

(211 ・ 212)、内耳鍋(213)があり、粉挽き臼は下部、他は埋土上部出土である。

素掘り井戸SEO9 100×80cm深さ110cmの平面楕円形の素掘り井戸である。井壁下部は垂直である。出土遺物

はない。

集石SHO5　南北の谷地形の埋没後に構築された、東西1.3、南北1.5mの範囲に人頭一挙大の安山岩自然礫

四十数個を集めたものである。検出状況から17世紀以降のものであり、すでに現地形がこの頃には形成されてい

たことを示している。
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第4章　成果と課題

第1節　出土遺物の検討

1喜　土師器皿

(1)性格と研究史

中世の武家社会では素焼きの土師器皿(カワラケ)は宴会などのハレの場で使用され、使用後は汚れを嫌い、

土抗などに埋め立てられて再使用されることはなかった。浅野春樹氏によると東日本ではすでに13世紀と15世紀

後半から16世紀の2時期に土師器皿の大量廃棄が認められるという。これは社会的緊張の高まりの中で誓約など

土師器皿を用いた儀礼が盛んであったことを示すものである(浅野1991)。北信地域にあっても15-16世紀代の

城館跡遺跡から土師器皿の出土がとくに多く認められることは、甲越の戦いなどに象徴されるように、戦国時代

の時代相を良く示しているものと云える。土師器皿は極めて政治的・社会的な遺物であり、一般の集落遺跡から

出土することは少ないと云ってよい。しかし、土師器皿は燈明皿にも用いられるため、一定量は一般集落遺跡で

も保持されていた。つまり、土師器皿の出土量が多いほどその遺跡が支配階層と関係が深いことを意味する。

かように土師器皿は戦国時代が終わり、幕藩体制が確立して来ると急速に消滅し、神事などごく限られた場でし

か使用されなくなる。したがって、土師器皿は在地産土器として数量が多く文献史料の少ない中世において、遺

跡の年代を知る尺度としての役割と、支配階層の政治的・社会的動向や儀礼などを探る資料として研究が進めら

れて来たものである。中世の土師器皿はロクロ成形(Ⅱ群)とロクロを使用しない手づくねの皿(I群)に2大

別される。東日本では13世紀代には京都系の手づくね皿が主体であったが鎌倉系のロクロ皿にとってかわる。長

野県も同様であるが、諏訪地方など諏訪信仰圏の強い地域では手づくね皿が長らく主流であった(柳川2005)し、

越後も手づくね皿の分布域に属していた(品田1999)。土師器皿は時代相を受けて、 15世紀代の東日本では変化

し小地域ごとに特徴を持つに至る。服部敬史氏によると古利根川を境に東西の小地域ごとに地域性を見せていた

土師器皿は「椀形」と「外反皿形」という二種の形態の異なる土師器皿に集約分布することになり、後者の領域

からは後北条氏や武田信玄など戦国大名が出現する地域で、北信地方もこれに属すると云う。こうした東西に器

形の異なる土師器皿の出現は鎌倉型の「椀形」皿を止揚し、新たな東西分布域を出現させた契機として、後北条

氏などの戦国大名の成長にあり「外反皿形」を主流としたと説く(服部1996)。こうした服部氏の見解は広域編

年の研究成果でもあり、極めて示唆に富む論考である。

北信地方の土師器皿の縞年研究は中島庄一(中島1993)、原明芳(原1991)、鋤柄俊夫(鋤柄1997)、服部敬史

(服部1996)、市川隆之(市川1997 ・ 1999)民らによって進められて来ている。その学史は市川氏がすでにふれて

いる(市)旧997)のでここでは省くが、各氏に共通する点は13世紀代の手づくね皿が14世紀代にロクロ皿へと変

遷し、以降内蛮口縁の皿形から外反形態と移行する。移行する時期については微妙に異なるが大局的には中島氏

以来の伝統的考え方として共通する。とくに市川氏は器形とともに胎土や色調なども取り込むとともに、同じ在

地産土器類である内耳銅や措鉢も含めた編年であり、この方法は鋤柄氏にはじまり(鋤柄1986)松本平の資料を

用いて検討した野村氏(野村1990)や長野市栗田城資料を元にした原氏の編年方法(原1991)を踏襲するもので

ある。勿論各氏とも広域流通品である陶磁器や珠洲との共伴から実年代を求める点は共通する。しかし、特に14

世紀代以前については資料が極めて少なく大系的な編年には至っていない。とくに編年の定点となる資料の収集
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と縞年の基準を、対象が小型で変化に乏しいという制約の中でどう分かりやすく表示するかが課題である。

本稿では学史を踏まえて、こうした土師器皿の基本的な課題解決を目標とし報告する。ただし、分類(第2

図)にあたって手づくね皿(I群)は数量も少なく確実性に欠けるので、対象外とした。ロクロ皿(Ⅱ群)は調

査地全域で出土した(PしlO)。大半が破片であり、総点数の約30%、 156点を資料化した。遺構別ではSHOl、

SBO7、 SBO8、 SGOl、 SEO6、 SEO2、 SEO4、 SElO、 SK1667、 SK1661、 SFO2、 SFO8、 SBOlなどと複数の柱穴

(ピット)、 SD29、 SD41、 SD44、 SD45である。しかし、すでに各遺構で述べたとおり複数で比較的安定した出

土状態にある土師器皿はSEO6、 SFO8、 SD41、 SD44、 SD45出土のものであり、これらについて以下述べる。

なお、土師器皿の胎土にはAとBがある。胎土Aは混入物を含まず明黄灰(白)色軟質、胎土Bは砂粒を多く

含み硬質で濃褐色である。このほかA ・ B中間型のCがある。

(2)溝SD41. SD44. SD45出土の土師器皿(第45.46図)

これらの溝はSD38、 SD41-43、 SD46、 SD47と新旧関係にあるとともに、 SHOl、 SEO7、 SEO8、 SEll、 SGOl

とも関係することはすでに述べた。その結果新旧関係では溝はSD46がもっとも古く古代に属し、以下中世で

SD47、 SD45、 SD44、 SD41、 SD42、 SD43、 SD38の順で新しくなる(第9図)。出土した中世の焼き物類は

SD45では珠洲Ⅱ-Ⅲ期の壷・聾類(297 ・ 299へ301)と措鉢(302 ・ 303 ・ 305)と市月眠分類(市川2002)の瓦

質土器轄鉢B類(304 ・ 308)とD類(307)があり、 D類を含むので市川氏の編年に従えば14世紀末から15世紀

前半となる。ただし、 307は口緑端部が丸味を帯び水平とはならず、 B類からD類への移行期のものと思われ類

例は他にもある(463)。だとするならばその年代はD類に先行することになり、かりにB-D類とする。他方伴

出資料に複数の珠洲がありⅡないしⅢ期であるところから、 SD45出土土器類は在地産措鉢D類より先行し14世

紀後半とすることができよう。下層遺構SD47. SBllでは波状の卸し目のある珠洲Ⅱ期の揺鉢(270)と細密・

羽状の叩き目のある壷(271)と龍泉窯碗(272)が出土している。よってSD47の年代を13世紀代まで求めるこ

とも可能ではあるが、 SD47と関係するSBllやSGOlから13世紀代を代表する土師器皿I群は極めて少ない

(116)ことを考慮に入れると、 14世紀代中葉までとなりSD45の年代もそれに続く年代となろう。

SD45からは土師器皿B型9点(283.284.286.288-293)とA型2点(285.287)でB型が主流である。と

もに大・中・小がある。底径が口縁に比較して大きく器高が低い、いわゆる皿形である。胎土はBが多い。器壁

は厚く底部見込みにナデが多くに認められ、結果として底部内面の体部立ち上がりに稜線ができ(283など)底

部に板目圧痕を残している(284など)。表町遺跡ではB型は全域に散見できるが量は多くなく(188 ・238 ・

257. 388など)、 SD45に集中していることになり、 SD45土師器皿一括性の裏付けとなる。底径が大きく見込み

の強いナデとその結果生じた稜線は器壁の厚さと係わりがあり、板目痕が多い点もB型の属性である。ただし、

見込みのナデと板目との関係は不明である。類例は長野市粟田城館遺跡SK12の一括資料がある(原1991)。こ

れはほぼ同量の中・大形の土師器皿、古瀬戸花瓶と須恵質の在地産措鉢D類からなり、 SD45と同様の年代が与

えられる。なお、ちなみにSD45底面から宋銭4点と南宋銭1点が出土している。後者はもっとも新しい嘉泰通

宝(1201年初鋳)で明鏡は含んでいない(第66図、表7)。

SD44はSD45の2層上層の第8層に、 SD41. 42は第6層中にそれぞれ構築されている。 SD44埋土中からは土

師器皿ⅡBl (257)とⅡA3 (258)が、古瀬戸前期様式の卸皿(259)、土師器鉢(内耳鍋) (260)と共伴してい

る。土師器皿はともにロクロナデされ、 257は体部内面に斜め方向のヘラミガキ痕が認められ胎土はBである。

土師器鉢(内耳鍋) (260)は硬質でD類であり、外面に煤が付着している。出現期の内耳銅の可能性が強い。遺

構の検出状況と鉢D類から15世紀末頃となりSD45に続く土師器皿となる。

SD41はSD42に切られるが、さして時間差はないものと思われる。埋土中から土師器皿ⅡA2 (249 ・ 250)、 H
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A3 (251)、 ⅡC3 (252)、 ⅡDl (253)の5点がある。いずれも小片で全器形を知りえないが、傾向は読みとれ

る。ここではA-C型の小型品が多く、新たに底部を手持ちのヘラケズリされた大型のD類(253)が加わる。

A-C型では小型品であることにも起因し、口緑部の立ち上がりが急となる碗形は見られない。伴出した中世焼

物は珠洲藷細片(255)と瓦質揺鉢D類(254)であり遺構の検出状況と市川編年に従えばSD41出土の土師器皿

の年代は16世紀代となろう。

最上層のSD38からは威信財である中国産青白磁の梅瓶(273)など輸入陶磁器類の細片で土師器皿の出土は

認められなかったために、遺構からの検討は不可能である。ただし、 SEO7. SEO8との関係が予想されるので、

すでに求めた各港の年代はこの点からも是認される。

(3) sFO8出土の土師器皿(第44図)

厚さ10cm前後の焼土内から出土した、土師器皿ⅡA2 (231)、 ⅡA4 (232)、 ⅡDl (228. 229)など5点がある。

これらに大窯工期の端反皿(233)と天日(234)がある。よって、土師器皿は15世紀末から16世紀前半代となる。

SD41とほほ同一時期でD型土師器皿が主要な器種の一部であるとともに小型のA型皿が共伴していることを示

している。かつて服部氏はこの「外反皿形」を関東地方の中世土師器皿編年の最終段階に位置付け15世紀後半と

した(服部1996)し市川氏も同様の見解を示した(市川1999)。この大型で胎土AのD型土師器皿は京都系手づ

くね土師器皿が主体の越後においてもロクロ成形土師器皿が加わるという(品田1999)。

上越市至徳寺遺跡は越後守護の迎賓館跡とも云われ、青磁酒梅毒など当時の一級威信財などとともに関東管領

などをもてなすための多量の土師器皿が出土している。 SXOO4出土の土師器皿D型である(鶴巻2003 836-838)。

焼成の良い手持ちケズl)で調整され、善光寺平との関係も覗えるが15世紀後半とされている。なお、 D型は底部

を手持ちへラケズリされる(228 ・ 365)がむしろ糸切痕のままのものが多い。その多くが胎土Aであり15世紀か

ら16世紀代前半の土師器皿として注視しなければならない。

(4) s巨O6出土の土師器皿(第43図)

井戸埋土3e ・ 6層から9点の土師器皿が出土した。大半は3e層出土であるが一部は6層にも及び、分離でき

ないものもあったため一括して取り上げた。いずれも小破片である。 ⅡA2 (181・183)、 ⅡA3 (182・185・

186)、 I[A4 (189)、 ⅡB4 (188)でいずれも小型である。胎土はAが多い。 188の体部下半には手持ちケズ1)が

認められる以外は、小型で碗形のA型が多く規格性が強い。これは土師器皿に一括性が強く、井戸SBO6の埋没

第2段階にさして時間差を経ることなく埋まったことを意味している。よって、第3層出土遺物とも時間差は小

さく-活性が強いと考えられるので、大窯工期の示す年代である16世紀前後の資料とすることができよう。ただ

し、大窯工期の天日(192)がより上位の3a層出土であることを重視すれば、土師器皿を含む3e層はそれよりも

古いことになる。大窯工期の瀬戸・美濃とともに出土した一括性の強い土師器皿は長野市松原遺跡県道地点の

SDl. 2がある(中殿1993)。ここの土師器皿は極めて規格性が強く赤焼きの胎土BでAは含んでいないが、い

ずれも表町分類に近い形態であり、 SBO6の土師器皿は松原遺跡例よりは先行する可能性があり、両者の内耳鍋

にもその傾向が認められそうである。よって、 SBO6の土師器皿は松原遺跡SDl. 2に先行する16世紀に近い年

代が与えられるものと思われる。

(5)今後の課題

表町遺跡出土の土師器皿の変遷について述べてきた。それは土師器皿BからA、そしてDへの変遷である。こ

れは服部氏や市川氏の変遷観に近いが、土師器皿AはBからDへと変遷する中で存続している点であり器高の深

い碗形から背の低いB型とは異なる小皿化である。今後はこの点の変遷過程とB型からD型への変遷の契機も併

せて明らかにすることが望まれる。
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表町遺跡の土師器皿は同一遺跡で層位的に重複した小型の溝と井戸跡など資料に恵まれていた。しかしながら、

土師器皿の持つ多量使用(製作)多量廃棄資料ではなく、破片からの検討で資料不足は否めない。加えて珠洲と

の関係で割り出された在地産措鉢の年代比定の妥当性もさらに検証されねばならないであろう。

2簾　内耳鍋

(1)研究小史

内耳鍋は長野県内の中世後半の遺跡で土師器皿・粉挽き臼とともに良く見かける、いわば御三家とも呼ぶべき

煮炊き用の鍋である。直径30cm前後でバケツ形、内面に一対の釣手用である環状の耳を付け、底は体部に比較し

て薄く、その体部外面には多量の煤が付着しているが、内面にはほとんどオコゲなどの残存物は認められない。

耳にも釣る際に生じる磨耗痕は-股には認められない。しかし、長野市松原遺跡県道地点の溝SDl ・ 2では明

らかに磨耗痕があり、破損した耳にかわり、新たに開けられた孔にも磨耗が認められることから、釣手によって

下げられて使屈されていたものとしてよいが、むしろこれらは例外である。

内耳鍋(土鍋)を多角的、広域的に検討した服部敬史氏は東日本の後期の中世社会では煮炊き用の道具として

鉄鋼との併用説を示した。服部氏は高価で入手が困難な鉄鍋の代替として内耳土鍋を製作し使用するとともに少

量の鉄鍋を使用したとの指摘(服部1998)は内耳鍋の実態に照らした見解と思われる。具体的な使用法について

はふれていないが、戦前の農村社会では、煮炊き用の鉄鍋とともに煎るための焙烙が備えられていたことを前提

としたものであろう。内耳鋼の使用法は重要な検討課題である。

県内の内耳鍋の編年研究は小林秀夫氏に始まり(1982)その後、野村一寿(1990)、服部敬史(1997 ・ 1998)

そして市川隆之(1997 ・ 1999)の諸氏と引き継がれ今日に至っている。大規模発掘によって資料の増加があり、

編年観などに見解の違いはあるものの、基本的には小林説の補説あるいは発展的見解と考えてよい。小林氏は内

耳鍋にはA型(銃型)、 B型(浅鍋型)、 C型(焙烙型)の3種があり、 A型は口綾部が「く」の字形に折れる、

いわゆる外反日縁から、頭部のくびれが目立たなくなる直立口緑へと推移するとともに器高も低くなりC型へと

推移することを示した。この編年観は基本的には野村・市川民らの県内研究者に引継がれて今日に至っている。

野村氏は内耳銅の口綾部内面の調整「回転横ナデ」を重視し調整によって生じた四線の回数によって分類を試

み、編年の基準としている(野村1980)。しかし、いわば調整技法の相異を編年に用いようとする試みは考古学

的な検討方法として正論ではあるが、氏の云う調整回数が時間差を表すのか、その根拠が示されていないため説

得力を欠くとともに、根本的に内耳鍋の基本的成形に係わる点で、用語も含めて誤解がありこの点は後述する。

市)I幌は小林・野村・服部各氏や小山岳夫氏の小林説への批判(小山1986)も含めて長野盆地南部の内耳鍋に

ついて検討を加えている(市川1999)。とくに重視した論点をまとめるならば小林氏の形態論、野村氏の成形

技法論と小山氏が小林氏の型式分類は同時存在のバリエーションという主張に対する見解である。これについて

は服部氏の先にもふれた鉄鍋・土鍋同時使用という見解と石川条里遺跡や松原遺跡出土の丸底の内耳鍋の存在か

ら鉄鍋からの影響を常時内耳鍋は受けているために器形上のバラエティーが生じたとし、具体的にいくつかの例

を示しているが、一方で小林氏の形態論を受け継ぎながら鵜方では鉄鍋の影響から器形のバラエティーが増すと

いう自己矛盾的で論点が分かりにくくなってしまっているように思える。

市月幌の編年論では口綾部内面の調整痕は凹凸のある調整(氏のB類)から次第に平滑となり、体部との境目

(頸部)にある突出も鋭いもの(Cl.C2)から鈍くなり(C3)、やがて棒で押さえるだけのものとなる(D)と

いうものである。 Cl-C3類の検討は今後に残しているが成形技法が器形に与えた点を指摘していることは、大

きく評価できる。ただし、 C類の頚部内面の屈曲部を鉄鍋の影響としている点については後段で検討する。
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次に鉄鍋が内耳鍋成立の契機となったという点についてふれておきたい。これも内耳銅成立時の影響(小林

1982 ・野村1990)と常時影響説(服部1997 ・ 1998、市川1999)とに二分される。中世後期(14世紀代)に突然と

東日本の社会にあらわれた内耳銅についての評価は服部氏の論文に詳しいが、その母体となった在地産須恵器や

瓦質土器については鋤柄俊夫氏(鋤柄1985)以来、原明芳氏の指摘(1991)がある程度で研究が進展していない。

貯蔵具である須恵器を土師器に転用して煮炊き具として用いられるのか、根本的な問題とともに中世前期の在地

産土器の実態が不明であるからである。

さて小林氏分類でB類とした外傾の強い内耳鍋についてふれておきたい。これは恐らく、松原遺跡などで出土

している丸底の内耳鍋にあたるものと思われ、まさに鉄鍋そのものの模倣品とすべきものであり、類例が石川条

里・前山田遺跡などで増加しつつある(市川1999)。したがって内耳銅の分類にあたっても、平底と丸底という

器形上の相異と鉄鋼の影響を顕著に残すという点では小林氏の分類の妥当性が示されるものであり、 A型(平底

の銃型)、 B型(丸底の浅鍋型)、 C型(焙烙型)の3種とし、以下諸属性に従って細分すべきであり本稿もこれ

に従っている。ただし、 C型は後述のとおり焙烙と17世紀代には機能分化し系譜を異にすることも予想され、内

耳銅と区別されるべきと思われるが、今回はC型(焙烙)を使用しておく。

内耳銅の成形についてふれる。かつて佐原真氏はM ・フォスターの定義を利用して「ロクロ」とは「回転運動

によって生じた遠心力を利用して粘土魂から器の形を挽き出す装置」であり、これに「台上で粘土紐を積み上げ

るなどしてあらかたの形を作り『遠心力を利用して細部を仕上げる』装置をも」加えた(佐原1983 ・ 1986)。つ

まり、ロクロは広義の回転台の一種ではあるが遠心力を生み出す装置である点で、畿内の中期弥生土器などに用

いられる回転台とは区別しているのである。よって須恵器などの細部調整はロクロの遠心力を利用しているもの

で、ロクロナデやカキ目などがある。 「回転ヨコナデ」 (野村1990)や「回転ナデ」 (市川1999)はロクロナデで

あって学史上はふさわしい局語ではない。 「ヨコナデ」もまた口綾部の調整に遠心力を利用しない手法(藤沢

1943 ・佐原1986)で体部等の類似調整痕は「横方向のハケ」などと使用すべきである。

内耳鍋の成形はロクロ台の上で粘土紐(帯)を積み上げて形を成形する。この際に台上には離れ砂を敷いて、

成形後に台から離れやすくする。ほとんどの広い平底の内耳鍋では底に砂が付着している。これは底部を器壁よ

りも薄く仕上げる工夫でもある。使用時に火熱を早く受けるためと思われる。またそれ故に体部から口縁部にか

けての成形は粘土紐(帯)を積み上げた後、体部の最終調整はナデなど頭部から口綾部にかけてのみロクロナデ

(巻きまたは積み上げロクロ法)される。ロクロナデが全面に及ばない点は広い平底の成形と深い係わりがある。

そして最後は環状の耳(内耳)を貼り付けて完了する。

(2)表町遺跡出土の内耳鍋(第39-44・47・ 51 ・ 52図)

表町遺跡から出土した内耳鍋は破片総数で約828点あり、そのうち器形の分かるものの大半は図示し、その総

数は58点であり、とくに検討の対象となる口綾部から頭部にかけての点数は34点である。内耳鍋は遺跡の全域か

ら出土したがSHOlとその周辺遺構、井戸跡とその周辺部から多く出土した。すでにふれてきたとおり本遺跡の

内耳鍋は小林秀夫氏分類のA型(鍋型)であり、 B. C型はない。 A型は「く」の字形となる外反口縁Al型と

直立ぎみに立ち上がるA2型がある(第2図)。これらは市川氏の先述の分類(市川1999)とは正確には一致し

ないが、 A2型は市川氏のC ・ D型を含む。 A型はさらに口縁部から頚部(口辺部)の調整方法の相異からa ・

bの2種がある。いずれも器形にその結果が表現される。 a種はハケ・ナデ・オサエ・ケズl)などの体部成形の

のちにロクロナデをする2段調整、 b種はa種同様の体部成形ののちに口縁部をロクロ成形したのち頭部外面を

棒で沈線を描く(104・151)か、ヘラ(コテ)でナデル(99・123・153)、あるいは頚部を強くナデ(124・317)

る3段調整がある。これらはいずれもロクロの回転を利用しており、その意味ではa種の中にはロクロナデを口
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縁端部にかけて連続して調整した場合にも結果としてb種に類似した調整痕が残される(103)。しかし、例えば

棒で描く洗練などは小破片では全周するか部分調整であるものかは判断できない。よってa ・ bはさらに類例を

求めて判断されねばならないので、ここでは仮案として使用している。また、口縁部のみならず体部をロクロナ

デで調整した以下の例がある。体部下半内面(101)同じく外面(115)、体部から口縁の内面全域(151)、内外

面全面(201)、外面全面(474)である。またカキ目(113・202)もロクロ利用に伴う調整痕である。ただし、

体部内面のロクロナデは砂底成形によるためであろうか、十分な遠心力を生み出すには至っておらず回転痕にバ

ラツキがある。ロクロナデは内耳鍋の内外面に凹凸のある調整痕を残すがとくに口縁部では著しい。よって、内

耳鍋の調整は器面全域を対象として観察されねばならないし、一面でとらえられるべきものではない。

口辺部の2段調整aはAlでは8例(108 ・ 474 ・ 501など)、 A2では20例(101-103、 201-203 ・ 213 ・ 315な

ど)、 3段調整bはAlでは1例(151)、 A2では6例(99.104.123.124.153.317)となる(PL12)。

頭部成形と器形とは直接の関係は指摘できそうにない。つまり、口綾部の器面調整から内耳鍋の器形変化を読

み取ることは現段階では困難であるが、器面調整によって生じる僅かな器形変化は読み取れるはずであり、編年

研究に活用できると考えられる。頚部調整bはaよりも手数が多く、それだけに丁寧な成形でbがaより先行す

ると思われるからであるが、今後の課題である。

表町遺跡の内耳鍋には原則として胎土内に雲母を含んでいる。同じ在地産の土師器皿には殆んど含んでない。

明らかに意図的に合ませたものか、雲母を含んだ粘土を素材として使用されたかのいずれかである。表町遺跡の

所在する鳥居川流域は火山岩地帯であって雲母を含む深成岩類は原則として上赤塩の円礫層中の少量の礫にしか

産出しない(中条1980)から雲母を含んだ粘土はない。つまり、内耳鍋の製作は雲母を混和材として用いるか、

雲母を含んだ粘土を素材としていることになる。ただし、雲母の混入量がごく微量であるし、含まないものもあ

る(151)のでむしろ後者ということになる。内耳鍋の製作に際しては少なくとも遺跡周辺の雲母を含んだ粘土

を素材として搬入していることを意味する。市川隆之氏の教示によれば内耳鍋の製作には工人集団が移動してあ

たったというのである。だとするならば、工人集団は素材の搬入も含めて各地を移動生産と販売したことになる。

上流に広域の花崗岩地帯をかかえる犀川起源の粘土か盆地南部の閃緑岩地帯起源の粘土を素材としている可能性

が強い。かつて、坪井良平氏は河内鋳物師集団が梵鐘を移動生産したことを説いた(坪井1976)し、市川氏もま

た粉挽き臼についても同様の見解を示した(市川1999)。中世後半の社会における物作りの解明に、その製作技

術とともに素材の問題も課題となってこよう。

次に内耳鍋の年代についてである。表町遺跡で年代の知り得る資料はSEO6出土の内耳鏑である。すでに遺構

の項で述べたとおりSEO6廃絶後の埋積途中で廃棄されたもので埋没は第2段階にあたり、大震工期つまり15世

紀末頃から16世紀前半かそれ以前となるAl型(200)とA2型(198 ・ 201-203)がある。口綾部成形はいずれ

も2段成形でありロクロ成形が顕著に認められる(201 ・ 202)。長野市松原遺跡県道地点SDl. SD2出土の内耳

銅はA2型では大窯I期の丸皿が伴出しておりほぼ16世紀前半のものである(中殿1993)。 A2型は市川氏のC2類

にほぼ該当する。市川氏はC2類を16世紀中頃と想定しているがA2型は16世紀前葉としてとらえておきたい。

松原遺跡SDl. SD2出土の内耳鍋は土師器皿とともに編年の基礎資料となり得る善光寺平では数少ない好資料

である。溝SDl. SD2に一括廃棄された土器類で数量も多く伴出した大窯I期の小皿によって15世紀末から16世

紀前半の年代が与えられ、市川氏も活用されている。内耳鍋はB2型と鉄鍋模倣の丸底内耳鍋に少量のC型内耳

鍋(焙烙)の3種があり、以下の点で重要である。 1点目は鉄鍋の影響についてである。市川氏は丸底内耳鏑の

存在によって、鉄鍋は内耳鍋成立当初のみならず、以降も内耳銅に影響を与え、それが頭部内面の突出や口縁内

面の凹凸に見られるとした。鉄鍋の常時影響は服部氏も主張されているが、少なくとも市川氏の指摘はロクロの
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成形技法に係わるものであって、鉄鍋の器形を意図的に模倣したものとは思えない。内耳鋼の基本的推移はすで

に多くの研究者によって指摘されているとおり「く」の字形口縁から直立口緑、そして頚部のくびれ部の消滅で

ある。頭部内面の突出や器面の凹凸はそうした内耳鍋の変化の中におけるロクロ技術の変化と理解すべきものと

思われ、鉄鍋模倣とは直接関係はない。内耳銅と丸底内耳銅は少なくとも松原遺跡SDl. SD2では両者が独立し

た器種として並行して使用されているからである。

2点目はB2型内耳銅とC型内耳鍋(焙烙)の共存である。 C型内耳鍋は小林秀夫氏以来内耳銅の器高の減少

に伴って17世紀代に成立してきたという内耳鍋発展説とも云うべき考え方が支配的である(小林1982)。これに

対して内耳銅と焙烙は機能が異なる別系統とする服部敬史氏の考え方がある(服部1998)。松原遺跡例はまさに

服部説を実証するものであり、 16世紀前半、おそくとも中葉には焙烙が成立し、両者が並行して使用されていた

ことになる。

松原遺跡の内耳B2型の内耳には耳に使用による磨滅痕が著しく、欠損した耳の位置に円孔を穿孔し、それに

も磨滅痕が著しい。従来耳に磨滅痕が殆んど認められないところから、耳の役割は吊ることを目的としたもので

はないという指摘もあったが、それを否定するものである。内耳鏑の底部は体部に比較して薄く作られている。

また、外面には多量の煤が例外なく付着しているが内面には「オコゲ」などの付着物は認められないところから、

鍋としての機能を否定する研究者もいたが、大きくて薄手の底部、吊るための耳、器外面における煤の付着は、

鏑の機能を否定するものではない。

飯綱町芋川氏館跡第4次調査では内耳鏑と焙烙が層位的に出土した。内耳鍋は背が低く器高12cmで頭部のくび

れがなく口縁から底部まで内脅する器形でA3型とする。口綾部は強くロクロナデされ、以下はユビオサエされ

るかカキ目を残すもので器壁は薄い。焙烙は口緑から底部まで丁寧にロクロナデされている。なお、ちなみに焙

烙は胎土内に雲母を含んでいない。内耳銅は、芋)「旧館跡廃絶後の束堀埋土で、 1637年創建の妙福寺塔頭と寺伝

にある福正寺整地土下部と、福正寺の西側流路跡SDO7出土の内耳鍋A3型、さらに善光寺地震(1847)で大打

撃を受けた福正寺跡の整地層(第一検出面)出土の焙烙(内耳鍋C)である。東堀埋土は17世紀中頃、第一検出

面は18世紀末頃であるからSDO7は17世紀後半から18世紀代となる(笹津・原田2014)。つまり内耳銅A3型は17

世紀中葉、内耳鍋C型は18世紀末頃のものとなる。内耳鍋の終焉は16世紀代とも思われ焙烙へ変化する(小林

1982)と云われていたが服部氏が指摘したとおり、内耳鍋から焙烙への変化ではなく、内耳銅の機能分化であり

両者の併存(服部1998)は松原遺跡SDl ・ 2にも見られ(中殿1993)、 16世紀前半には内耳銅A2型と焙烙が同

時使用されていたことになる。

内耳銅は中世考古学資料ではもっとも一般的資料でありながら、ナゾの多い資料であり多くの先学の努力にも

拘らず研究が遅れている。すでに問題点にもふれてきたところであるが、研究視点が焦点化されていない所にひ

とつの原因があると考える。ひとつは前述したとおり内耳鏑が「く」の字形口縁から直立口縁、そして頚部のく

びれの消滅、器高の減少化、とそれに対応した器形の変化である。製作技術ではロクロの使用であり、他の成形

技法とともに、とくにロクロ技術に直視した検討が望まれる。

よって、内耳鍋は「く」の字形口緑からくびれの消滅、器高の減少化という形態変化の枠の中で検討すること

を基本とし鉄鍋の影響とする考え方はとるべきではないと考える。器形の変化には道具としての用途がある。内

面にオコゲなどが見られないことも事実であるが例外的に痕跡が認められる(201)。耳の磨耗痕も含めて用途の

検討も望まれる。中世・近世の食生活を考える上でも重要である。また、内耳鍋の成形技法は素材も含めて検討

することによって生産体制も明らかになろう。

本遺跡で内耳鍋の年代を推定する根拠となる資料はSEO6出土資料と芋川氏館跡の諸資料であり、他遺跡出土
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資料も加えて地域ごとの検討がまず求められるものである。

3喜　揮鉢・鉢・蓄・壷・風呂・香炉(第37-39・41・42・45-48・50-52図、口絵4、 PしlO・11)

能登の珠洲と在地産の瓦質土器や須恵質土器(須恵器)がある。前者は広域流通品であり東北信地域に広く分

布する。表町遺跡では壷・聾と措鉢があるが越前や瀬戸、常滑の貯蔵具は確認されていない。珠洲は吉岡編年

(吉岡1994)のⅡ期からⅥ期まである。壷・聾類は体部の破片で器種名さえおぼつかないが器外面の叩目からお

よその時期は知りうる。細密な打圧密度は珠洲Ⅱ-Ⅲ期であり(96・ 127・ 164・262・301・483・484・487)、綾

杉文はおよそⅡ期(271)またはⅢ期(486 ・488)である。打庄密度が粗であるⅣ期以降の珠洲(95 ・ 97・ 126 ・

162)は前者とほぼ同数である。この傾向は珠洲の措鉢でも同様でⅡ期(467・468) Ⅲ期(302・ 303 ・466)、 Ⅲ

ないしⅣ期(157・469・470) ⅤないしⅥ期(380・435・436・461・502)である。とともに珠洲の時期比定は

小片が多く厳密性を欠くものもあるが、大略の傾向は知り得る。つまり、珠洲は壷・聾や輯鉢を伝統的に導入し

生活用品としていたと考えられるのである。

つぎに、在地産の揺鉢・鉢についてふれる。これらは珠洲の補完として、珠洲焼を摸して抱元で生産されたも

のであり、鋤柄俊夫氏によって最初に指摘され(1986)、原明芳氏(1991)を経て市川隆之氏(2002)によって、

伴出する陶磁器類とともに土師器皿や内耳土器の編年樹立の基準資料として多角的に検討されている。市川氏に

よれば、在地産揺鉢の器形は珠洲に近いが成形技法と胎土に大きな違いがあり、珠洲の模倣を続けた結果、器形

は珠洲と同様の変遷をたどれるとした。ただし、その模倣が成立期ではなく、普及期のものとした(市川2002)。

これは伴出する陶磁器類との年代観よりも古くなるためと思われる。何故普及期とするかの説明が十分ではない

が、口縁端部の断面形が三角形(外傾)をA類、方頭をB類、内傾をC類、水平をD類、円頭をB類、その他を

F類とし、 A類は軟質の須恵器、 B類を硬質の須恵質、 C類を瓦質土器、 D類は土師質としA類を13世紀から14

世紀前半、 B類を14世紀中葉から後半、 C ・ D類を14世紀末から15世紀前半としたものである。本稿も市川氏の

分類を用いるが「須恵質」は日本考古学の土器分類上は還元炎焼成によるもので、須恵器の範疇として考え、古

代の須恵器と区別する上で中世須恵器とするが未だ生産実態が不明であるので、便宜的に「須恵質」も用いてい

る。

表町遺跡で出土した中世須恵器を含む瓦質土器などの在地産土器は中世須恵器では揺鉢B類(86)、 C類

(508)、瓦質土器では措鉢B類(304・308)、 D類(98・254・307・338・465)土師器(瓦質)では揺鉢D類

(382 ・ 464)がある。ただし、瓦質土器と須恵器には識別困難のものもあり、厳格には市川氏分類にあてはまら

ないものもある。鉢では中世須恵器(170)、土師器(260)の2点があり、後者は措鉢D類と共通するところか

ら内耳鍋の祖形とも考えられる。また、古代須恵器とは異なる硬質の中世須恵器襲(30)がある。長野市豊野町

中ノ丁採集の護に似る硬質で赤紫色の発色を器面の一部にとどめる(笹津・佐藤・市村ほか2001)。器形がとも

に不明のため存在のみとし、今後の資料増加に期待しておく。

珠洲及び在地産鉢・揺鉢類は遺跡全域から出土しているが、 SD45などの溝跡とその周辺部に多い。

このほか、土師器皿胎土Aと同様の胎土である土師器香炉(62)と瓦質土器の風呂(375)がある。前者は市

川隆之氏の分析があり(市川1999)、後者は唐草文が体部下半に付せられており、茶の湯の風習と係わり、町内

では芋川氏館跡から出土している(笹津2003)。ともに威信財である。

4,石製品

表町遺跡で出土した石製品は、縄文時代に属する石器類を除けば大多数が中世後期を前後するものである。
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生活局具と信仰・集配に係わるものとに大別される。前者には粉挽き臼・茶目・石鉢・凹石・叩石・砥石があ

り後者には五輪塔・板碑がある。縄文時代と異なり鉄製品など金属器が普及し、石製品は限定した領域の道具と

して普及した。

石製品総数は129点で内訳は粉挽き臼37、茶目12、石鉢7、凹石17、叩石3、砥石21、五輪塔26、板碑6点で

ある(表5)。

遺跡内の出土状況は五輪塔・板碑類は、井戸跡や集石SHOlに集中し、居住域からの出土は現代の溝SD29出

土の地輪1点を除き認められなかった。五輪塔など信仰・集配遺物は墓域または信仰遺構に設置されるべきもの

であり、石臼類は保管も含めた使用場所にあるべきものである。その意味では製造場所でもない限り、特定地域

に集中していることの意味は、転用か廃棄かを十分考慮に入れておかなければならない。

大型石製品は廃棄にあたり、新たに土境を穿って埋めこむか、井戸跡など凹地に廃棄したものであろう。表町

遺跡にみる大型石製品の出土状態は後者を意味する。ただし、石臼は廃棄にあたり、民俗伝承に見る「霊ぬき」

行為の結果、石臼を破壊したのではないかという三輪茂雄氏の説(三輪1978)を踏襲した、小山高夫氏の佐久市

大井城跡(黒岩城跡)の石臼の分析結果もある(小山1986)。反面、石臼の破損は構造上の性格からくる自然破

損で「素朴な信仰形態」に基づく人為的破損を否定した市川隆之氏の説もある(市川1999)。素材・使用状況・

破損状態など多角的検討が必要である。

(1)粉挽き臼(第53-56・62・63・65図、 Pし14)

上白と下目がある。穀類から粉を製粉する道具であるが、製粉のみならず、豆腐や味噌、さらに金鉱山での製

粉や火薬の製造など多岐にわたる。食生活の変遷や産業史を知る重要な道具であるが、意外に起源や型式学上の

変遷など考古学上の研究は立ち遅れている。それは形態差が乏しい上に、現在でも使用例があり研究対象として

積極的に取り組まれては来なかったことによる。また、出土量が多いとは云え、確実に年代を知りうる資料に恵

まれて来なかったことにも起因する。本報告でも、基本資料を提示することを第一義的とした。

粉挽き臼は上白26、下田11の計37点である。すべて破片であるが下田1点が異なる井戸SBO8とSEO2から半壊

状態で出土し、復元されたものが売品としては唯一である(23)。残存状態では70%が上白2、下田1、 50%が

上白4、下目3、以下が上白21、下田6で上・下目はともに残存率は極めて低いことになる。これは復元された

個体を含むので、 50%以下がさらに多くなる。つまり、粉挽き臼はほとんど破損したために廃棄されたことにな

る。

表町遺跡県道調査地点でも、井戸を中心に28点の粉挽き臼が出土している。上白は14点でうち11点が、下目も

14点のうち13点がともに残存率50%以下である(中野2009)。

芋川氏館跡でも同様で、堀跡または堀内の右列跡から、上白5、下目7の総数12点が出土し8点までが50%以

下である(笹津2003 ・ 2004)。佐久市金井城跡や長野市小滝・北之脇など中世とされる諸遺跡出土の粉挽き臼に

も共通する。上白は凹状のくぼみ部・供給孔・挽き孔、下目は芯棒孔穿孔を容易とするための、底部の深い操り

なども、臼の強度を弱体化させている。つまり、粉挽き臼の破損は臼の持つ構造に起因するのであり、人為的破

壊とするにはそれを証明する根拠を明示されねばならない。

上白は穀物を入れるくぼみ(皿)部と、下田に固定された芯棒を受ける芯棒受孔、穀物を下白すり面に流し込

む補給孔、上白の側面に回転用の挽き木を設定するための挽き木孔がある。芯棒受は臼の中心に設置され一般に

は貫通させていない。補給孔はくぼみ部の一方に片寄らせ、挽き木孔は多くが平面長方形である。芯棒受孔は芯

棒回転に伴う磨滅痕が、挽き木孔は挽き木固定による磨滅が認められる。

くぼみ部は上線とくぼみからなり、立ち上がり部、上線端ともに別々に丁寧にハツl)成形される。この結果、
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底部と立ち上がり部の接線は浅く洗練となる(2 ・ 4 ・ 7 ・20・25)。上線端部は断面方形で多くに手ずれ痕が

ある。側面はタテあるいはナナメ方向に丁寧にハツル。

すり面にはすり目(溝)が刻まれる。目は10数日を1単位(分画)に5-8分画され、供給孔からすり面に対

象物がスムーズに流れるように物くぼりと呼ぶ四部がある。すり目と物くぼりは確認可能な資料はいずれも手の

運動法則にそった左(反時計)まわりである(佐原1959、三輪1978)。分画数は6分画が11例(1 ・ 2 ・ 18・80

など)、 5分画が2例(83・91)で、 6分画が圧倒的に多く下目も同様である(11・14・23など)。県道地点でも

確認できる粉挽き臼は、上・下目合わせて推定も含め6分画は14例、 4ないし5分画が1例、芋川氏館跡では6

例中8分画・ 4分画各1で他は6分画で本例と同一の傾向を示している。 6分画の粉挽き臼が長野県に多い点は

すでに三輪氏によって指摘されていて(三輪1979)、地域的特徴と云える。

下目は上白の凹面状のすり面に対応した凸面状のすり面と、中央の芯棒孔に固定された芯棒に、上白の芯棒受

を載せ、上白を回転させ、すり面から製粉を落下させる。このため、芯棒固定のため貫通させた孔の下部は円錐

形として、そこにクサビを入れて固定したものであり、芯棒孔設定にあたり、底部をあらくハツっているが1例

のみ非貫通の下田がある(26)。これは後に凹石として再利用されたものである。

粉挽き臼の遺構別点数は、集石SHOl 13、有紀井戸SEO8 10、貯水池SGOl l、素掘り井戸SEO2 8、 SBO3 1、

SEO6 2、 SBlO 2である。 SHOlでは集石内またはその下部からの出土で、集石の-部をなしている(1-11.

14. 124)。 SEO8では西井壁崩落の石群(21)北井壁控積(22)粟井壁崩落石群(23. 25)に見るようにSBO8の

右横の控積として他の石製品類とともに再利用されたものである。したがってSHOl-SGOl出土の石臼のうち

SEO8埋土出土の石臼5点(17-20.24)は、控積用石材の4例(21-23.25)より新しく、 SHOl出土石臼より

は古いことになる。また、下田23は近隣する井戸SBO2埋土上部(第3層)出土であり、 SBO2がほとんど埋没し

た窪地に同じ上層から出土した7点(80. 82-87)とともに投げ込まれたものであり、 SEO8構築がSEO2埋没後

であることを示している。またSEO2では埋土中層から1点の上白(81)がある。曲物など植物質遺物とともに

出土している。他に井戸SEO6では上白(89)が第6層から出土している。別章の検討のとおり第6層は15世紀

後半から16世紀前後が考えられ、本遺跡で年代が想定しうる例である。黒灰色輝石安山岩製で軟質の地元産の岩

石を素材としているが、破損が多く不明な点が多い。器面調整は丁寧である。すり面はふくみ高が高く分画数は

不明であるが目の間隔は大きい。目の並びが不規則であり再目立てによるものか不明である。より古式の目の在

り方かと思われ、今後の資料を待ちたい。また、 3c層から茶日下田(90)があり、これも16世紀前後の基準資

料となる。

以上から石臼類の出土状態、遺構間の接合関係、各遺構の層位関係、遺構の構築と廃棄状況などから、粉挽き

白の時間的前後関係は概ね以下のとおりとなる。

1500年　　　　　　　　　　　　　1650年　　　　　　　　　　　　1700年

②　　　　　　③　　　i　　　④　　　　　　　⑤

SEO2上層　　　SBO8井壁控積　　　SEO8埋土　　　　　SHOl

(80 ・ 82-87)　(21-23 ・ 25)　(17-20 ・ 24)　　(1へ11 ・ 14)

しかしながら、これらの粉挽き臼は遺構の前後関係にそって配置したもので、白類の変遷を明示していること

にはならない。なぜならば、より長い時間幅で編年を組む縄文時代であれば型式変化を示して編年が可能となろ

うが、短い時間幅の中で編年が要求される歴史考古学資料では、いくつかの課題も付加して検討されねばならな

い。ひとつは型式的変遷が150年前後の時間帯の中で追求が可能かという点と、石臼の製作時から廃棄に至る時

間幅をどう編年に取り込むかである。石臼は土器類より長期間使用される上に目立て直しによる再利用もあるか
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ら、これらを前提とした変遷観が必要となる。しかし、資料数や完形品が少ないこともあって、石臼の器形上の

変化追求には限界があり、ここでは石臼の機能面の心臓部であるすり面の目の構造についてふれてみる。

すり面は上・下目一体で考えられるので、資料数が多ければそれだけ信頼性も得られる。ただし、使用による

磨耗や目立て直しなど製作時とは異なる場合が予想されるのでこの点も含んでおかなければならない。

目は主溝・副港からなり、 10数本単位で1区画となり、目幅の相異と副港の本数・区画数、さらにすり面の直

径、ふくみ高によってすり面の構造が決まって来る。すり面の径は側辺が直立する限り石臼の径と一致する。本

資料では、すり面と石臼の径が一致し、加えて直径が最小で28.4cm (92)、最大で35cm (24)で32cmを中心に30

へ33cmの間に大多数が収まる。すり面のふくみも1.4 (27)から4.5cm (83)とバラツキはあるが計測可能な資料

ではその数値の中にある。ふくみ、つまりすり面の曲線のバラツキは破片からの復元値に基づくものであるだけ

に今後の課題ではあるが、 -走の範囲に収まる。

目脂1cm以下をA、 l-2cmをB、 2cm以上をCとして、遺構ごとにまとめる(表2)とCは各遺構に数こそ

少ないものの分布する。 Aは遺構が新しくなるにつれて多くなるのに対して、 Bは逆の傾向にある。ただし、

SHOlでは逆の結果を示しているが、 SHOlはより時間幅の広い遺物を含むからである。目幅の広狭による新旧の

判断は、さらに機能面や民俗例も加えた検討が必要であるが、ひとつの目安として有効であろう。

目幅 ���B �2�不明 佗b�

1cm以下 ��ﾓ&6ﾒ�2cm以上 

SEO6 �� ��ャ鋳� ���

SEO2(8-15層) ��1(81) �� ���

ケ(1-4層) �"ャ��Sコ��4(83・84・ 　86・87) ��ャ"�� 途�

SEO8(部材) ���#���1(23) ���#"��1(25) 釘�

SEO8(埋土) 迭��rﾓ#��S#B�� �� 迭�

SHOl �2�(�SH�Sb��6(1・3・8・ 10・11・14) ��ビ��2(5・9) ��"�

計 ����12 釘�3 �3��

表2　目幅の広狭差による粉挽き臼の遺構別数(注)目脂の距離は概数( )は図番号

(2)茶目(第54・55・63・65図12・13・15・16・90・125-127、 Pし14)

上白3、下田9計12点がある。遺構別ではSHO1 6、 SEO81、 SXOl l、 SBO6 1と居住域I、同Ⅱから1と表擬

が1であり、表町遺跡内では県道地点(中野2009)で7、旧学校の水田跡で2、矢筒城館跡で1 (牟礼村教委

1981、矢野1998)、が出土または表採されている。

上白3点のうち2点は図化可能でSHOl (12) SBO8 (16)である。 12は小さな欠損はあるものの完存してい

る。茶目は挽き木孔が対面に一個ずつあり装飾凸帯をもつ。 2段に四辺が弧状となる2段重弧状四角文を浮彫り

するもの(12、 Pし14)と、恐らく弧状とはならない右投の重四角形文(16)がある。 6分画(12)と8分画

(16)である。後者は目の在り方からこぼれ目型(三輪1978)であるが、目間隔にバラツキがあり、目立て直し

の結果であろう。器面成形はタテハツl)でともに丁寧であり、くぼみには黒漆が塗彩される。県道地点では7点

の茶目上白が出土し、 6点に挽き木孔があり、 3段重四角形文(中野2009-262)、 2段重四角形文(同-266)、

2段重弧状四角形文(同-264)である。旧学校水田出土のものは右投の重四角形文をもつ。芋川氏館跡では3

-44-



第1節　出土遺物の検討

段重四角形文の上白がある(笹津2003-1)。本例(12)は県道地点264と同一であるが、今のところ類例は他に知

られていない。

町外では長野市北之脇・前山田(市川1999)石川条里遺跡(市川1997)に2段重四角形文を装飾凸帯とする上

白が各1点ずつ認められる。佐久市大井城跡(小山1991)上越市子安遺跡(戸板2004)でも認められており、飯

田市南の原遺跡には重菱形文がある(三輪1978)。重四角形文を装飾とする茶目は東北信などを中心にかなり広

い分布域を示すようであり、少なくとも飯田地域とは異なるエリアとなる。

下田は9点がある。器形を示せる例は3点(13 ・ 15 ・90)で、他は受け皿部の破片(125-127)など小片であ

る。凸形のすり面と抹茶を受ける受け皿からなり、中央には芯棒を固定するための芯棒孔が穿孔される(13 ・

15 ・ 90)。孔の上部は芯棒を差し込むために円筒形に、下部はつめ木を入れるために円錐形としている。円筒部

分は芯棒を受けて磨滅している。受け皿の端部は弱く欠損する(125-127)。すり面はいずれも8分画であり細

く直線的な目を配しているが、 15は目に重複や乱れがある所から目立て直しされた結果であろう。成形は上白同

様に丁寧である。

素材は輝石安山岩(15)、角閃石輝石安山岩(12)以外は、在地の黒灰色輝石安山岩である。後者は前二者に

比較して軟質で加工しやすいが、茶目の作成にあたっては多孔質の素材を明らかに避けている。輝石安山岩は飯.

縄火山岩にもあるので黒灰色輝石安山岩製とともに在地生産品であろうが、角閃石輝石安山岩は長野市西部の郷

路石で県道地点の上白にも1点認められる(中野2009-262)。

茶目は破茶を抹茶にする道具であり、茶の湯の風習は武家や寺院など中世社会でも上流階級の間で盛んとなっ

たものである(三輪1978)。それだけに、茶目の製作には粉挽き臼とは異なり、丁寧さと装飾が加わった。挽き

木孔の装飾凸帯や黒漆塗り(16)はそれの現われである。つまり、装飾性の強い茶目の存在は、それを保持して

いた社会に上級階層の存在を示すものと云ってよい。表町遺跡では矢筒城館跡を含め本地点で12、県道地点で9

点をはじめ合計24点の茶目が出土しており、数の多さからも本遺跡が単なる農村遺跡でないことを示している。

なお上白の側面は一般にタテハツl)であるが、県道地点の上白は郷路石製で横方向に丁寧にハツって仕上げて

おり、成形技法の点でも地元産と異なる所から素材の類似点も含めれば12とともに郷路石崖地域(長野市西長

野)からの搬入品とすべきである。

(3)石鉢・凹石・叩石

素材を全面または一部を加工したくぼみを道具として使用した石器である。全面加工し一定の器形とした石鉢

と、一部加工または自然石にくぼみのある凹石がある。後者は小型の凹石Aと大型の凹石Bがある。 Aは縄文時

代の凹石と、 Bは石皿と共通する特徴を持つが系譜は明らかでない。また、石鉢は「容器」としての深さを前提

として作られている一方、多くの凹石Aは縄文時代のものと同様に使用の結果生じたものと、当初からくぼみを

意図して作られたものとがあるが、実際には識別がしにくい。

一般に臼は韓日と挽臼があり、主と・して前者は脱穀、後者は製粉として用いられ、機能と器形は明らかに異な

る。問題は農業用収穫具以外も含めて、韓日をどう理解し、把握するかにある。それは木製や土製品の補完器種

もあろう。鴇臼は穀類を鳴き脱穀するための道具であれば、当初より目的に応じた道具作りを行うはずであり、

くぼみとその在り方が機能(用途)とどう結びつくか検討がなされて、器種名が決定されることになる。この点

の分析が不十分であり本稿では石鉢とし、 「鴇臼」の名称は使用していない。今後の課題としておく。

こうした前提に立脚して決定した器種は、石鉢7、凹石17と叩石2点である。叩石は凹石と一対の石器である。

遺構別では、 SHOlがもっとも多く、石鉢5、凹石12、 SEO8から石鉢1、凹石1. SD45から凹石2であり大半は

SHOlとその周辺に集中していたことになり、石製品全体と同様の傾向にある。
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石鉢(第57 ・ 65図33-35、 128-131)郷路石製の1点(130)を除けば加工しやすい軟質の黒灰色輝石安山岩

を素材として、ノミでハツl)ながら加工している。素材の入手が容易で、黒色で多孔質の石材を使用している。

このことは素材入手・加工の容易性とともに多孔質であっても使用できる道具であったことを示しており、石鉢

の用途を考える上で重要である。口径は推定で20へ35cm、器高は20cm前後で台が付く。片口(128. 131)で台付

が多かったが、県道地点では無台もある。町内では矢筒城館跡(牟礼村教委1981)、芋川氏館跡(笹津2003)鐘

山遺跡(百瀬1984)などに類例がある。

凹石(第56-58・ 63 ・ 64図26・28へ32・ 38・40-47・93 ・95、 Pし14)凹部を道具として使用した石器で、小

型の凹石A (28・29・38・40・44-46)と大形の凹石B (26・41へ43・47)があり、後者には片口(47)や規模

の大きいカール状の凹部のある例(26・41-43)もあり、 Aの凹部と異なりAとBでは機能上の相異があるもの

と思われる。なお、 26は粉挽き臼の下目を再利用している。素材は黒灰色輝石安山岩または輝石安山岩製で在地

石材を利用しているが、片口付きの凹石は醤山産の角閃石輝石安山岩製で製作地は異なる。

叩石(第64図115. 116. 118、 Pし15)長さ12へ16cm径5cmの円筒形の円礫の先端に敲打・磨滅痕がある。ホル

ンフェルス(115)硬めの輝石安山岩(116)石英閃緑岩(118)製で、凹石とセットで使用されたものと思われ

る。凹石の量から云って出土点数が少ない点は注目しなければならない。

(4)砥石(第57・60・64図36・37・39・72・98-113・117、 Pし15)

携帯用のA (36・37・98・99・101-111・113)、固定用のB (100・112)とC (39・72・117)がある。総数

は21点でうちAが16、 Bが2、 Cが3点である。出土地点別ではSHOl、 SGOl内とその周辺部(居住域Ⅲ)に集

中していた。 Aは断面四角形で長方体の3ないし4面を砥石として利周する。砥石面は使用により菅田し、使用

痕は斜方向に残る。紐をとおすための穴は本資料には認められない。端部に切断痕がある(36 ・ 106)。鎌用の砥

石であり、すべて緑色凝灰岩製である。

Bは板状の直方体で砥石面が平坦で管状とはならない。緑色凝灰岩製であるがAより細粒である。ヤリガンナ

などの仕上げ砥石であろうか。

Cは不定形の安山岩製の自然礫に鉄製刃器の先端研磨痕のあるもの(39 ・ 72)と石英質砂岩製の荒砥用砥石

(117)がある。

砥石A ・ Bの素材が裾花凝灰岩層で産出する緑色凝灰岩であり、長野盆地西綾部に広く分布する。その産出地

は不明であるが、緑色凝灰岩製の砥石を生産する工人集団が盆地西綾部に存在していたことは確かである。長野

盆地東縁部の北之脇遺跡など中世遺跡で出土する砥石の大部分が頁岩などで緑色凝灰岩製は少ない(市)旧999)

ところを見ると、盆地の西と束で素材の異なる砥石の製作集団が存在していたものと思われる。

砥石の主体はAであり、県道地点でも同様である。砥石Aが鎌周砥石とするならば表町遺跡の住人の多くが

農業に係わっていたことを示すことになろう。砥石Aの機能面の追及も今後の課題となる。

(5)板碑(第10・61図、 Pし13)

器形・成形・素材　完形品4点と上半部欠損の2点の計6点がある。石組井戸SEO8粟井壁崩落石群(74・ 79)、

SEO8埋土下部(78)のSBO8関連の3点と集石SHOl中央(76)同下部(75. 77)の3点である。出土状態につ

いては他の出土遺物とともに遺構のところで分析されるが、板碑のみで見るならば、 SEO8構築部材として用い

られたもの(74・79)とSHOlの集石の一部となるもの(75-77)とに大別される。

このように6点の板碑は出土状態に差はあるものの、素材・器形・法量・成形技法などが極めてよく似る、い

わゆる定形化された「善光寺平型板碑」 (小山2000)であり、屋根形の頭部と塔身部・基台が一体化されている。

頭部は正面が三角形の上部とそれに続く額部、外傾し中軸線の左右を切妻の屋根形とした頭頂部からなる。武蔵
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型に見られた二条洗練は省略されて

いる。塔身部は直方体で正面・両側

面と背面からなる。正面は長方形に

一段掘り下げ、この空間を長方形区

画と呼び、ここに信仰する主尊や年

紀・供養者名・道立趣旨を陰刻する

か墨書をする。これらの銘の一部が

省略されたり、 「無銘」となってい

るものもある。この場合は「無銘」

板碑ではなく、墨書が消失した「銘

不明の板碑」と呼ばなくてはならな

い。本遺跡の6点の板碑はこれに属

する。基台部は長方体で塔身部より

一段高い。かつて独立して塔身が基

正面 側面

藷∈亘
「二二>¥

≡日干

第10図　板碑(左) (仁8)・五輪塔(右) (1 :12)の部分名称

台上に置かれていた両者が結合した表れである。

素材はすべて黒灰色輝石安山岩で輝石安山岩とともに飯縄火山に起因する火山岩である。法量は器高が37,7

(74)、 38.2 (76)、 38.5 (79)、 39.4cm (75)で差は1.7cmである。塔身幅は最小17.0 (77. 79)、最大17.5cm (76)

で、差は僅かに0.5cmである。総数が少ないために一般化するには資料の増加が望まれるが本資料に限定した場

合に、法量的には極めて規格化されていると見てよい。

成形技法にも強い規格性が認められる。その工程を復元的にみた場合に、長方体にあら削りされた素材を、ハ

ツ1)成形する。ハツリ手法は方向から、右下がりをA、左下がりをB、両者併用をA十B、タテをCとする。正

面ではハツリA (75・79)、 B (74)、 A十B (左側右下がり・右側左下がり) (76)、正面頭部はA (74.75) B

(76)である。長方形区画内はすべてハツ1)Aで区画内上端にハyl) Cを加える(76)。区画内のハツ1)は中央が

窪むようにカール状とし、軽い研磨を加える(74・76・79)。基台正面はBである。頭頂部は中軸線を境として

左右でハツl)の方向を変える(74・75)か、一定方向(76・79)の2種がある。側面は右下がりであり、 2段と

する例(79の右側面)もあるが、上・下端の一方向あるいは両端で90度方向を変える。

以上、正面・頭頂部と側面は器面を平坦とすべく丁寧にハツルが、背面は第一次成形段階の粗い大割りで生じ

た高い部分を、正面などの成形具よりも大型のノミなどで大雑把にハツル程度であり、第一次成形時の粗割り痕

を残している。ハツl)はA (右下がり) (74・77)か、結果として「ハ」の字状となるハツl) (75・76・78・79)

である。底部は第一次の粗割りで窪めた部分を部分的にハツル程度で粗割り部分を多く残している。この窪みは

設置にあたり、粘土などを詰めた固定席の工夫であろうか。

以上から板碑は正面・頭頂部・側面を丁寧に、背面と底部は粗割のままか、ごく一部を成形するだけである。

正面から見える部分を特に入念に成形していることは「見映え」もあろうが、それ以上にこれらが、墨書などで

銘を入れるなど重要な機能を担っていたことを暗示する。しかし、本例に見る区画外の空間は極めて狭く、銘

(墨書)を入れるものとは考えられない。むしろ前型式からのレリックの可能性が強く、本遺跡にみる板碑の主

要部は長方形区画内で、ここに主尊や供養著名などが墨書書きされたものであろう。なお、今回は成形痕の観察

は可能な限りおこない、ハツl)技法にA手法(右下がり)の多いことが観察できた。しかし、工具まで想定した

分析には至らなかった。素材も含めた成形技法の分析によって今後は工人集団の存在と系譜、さらに板碑の流通
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形態などが明らかにされるであろう。

善光寺平型板碑の年代　板碑は死者の追善や生前の逆修供養のために作られた中世の石製卒塔婆一供養塔であ

る。武蔵地方で産出する緑泥片岩を素材とし、三角形とした頭部に2重の洗練を刻み、その下方に信仰する主

尊・造塔の趣旨・供養者や紀年銘などを刻む(千々和1976)。

北信地方における板碑研究は途についたばかりであり、小山丈夫氏によって進められている(小山1992 ・

2000)。氏によれば、初期の板碑は武蔵地方からの搬入品で、運搬の便を考えて小型品であった。武蔵型と呼ぶ

もので、頭部に2条の洗練を刻み台石などに差し込むための凸型のソケット(柄)を備えたものであったが、や

がて在地の安山岩を素材とした板碑が作られる。 「善光寺平型板碑」と呼び、その初現は、応永十五年(1408)

の年号を刻む長野市後町十念寺板碑からで15世紀代には出現していた。この初期の善光寺平型板碑は16世紀代に

は台石と塔身が-体化し、高さも40cm前後に統一され形式化し量産化されたが、天文二十二年(1553)を最後に

姿を消し、その理由を甲越の戦いに求めた。この戦いが北信地域の供養の姿を変えたというものである。

この小山氏の研究成果を基本に本遺跡出土の板碑の年代を想定してみたい。まず、初源期の善光寺平型板碑を

A型、塔身と台石から組み合わさる板碑をB型、塔身と台石が一体化した板碑をC型とするならば、 A型は善光

寺大本願明照殿地点出土の「永□四年」銘(宿野2008)、飯綱町旧世尊庵跡(永享二年)、長野市福生院板碑(永

享十一年)がある。福生院板碑は上部を欠損し、旧世尊庵跡板碑は蓮華台にコンクリ」トで固定されており台が

当初からのものか不明であるが、塔身頭部の三角形の作り出し1条の洗練や明照殿地点の塔身下部のソケットは

明らかに武蔵型板碑を模倣したものである。

B型板碑は明照殿地点の永正三年(1506)銘板碑や長野市上松十王庵天文二十年(1551)銘板碑であり、紀年

銘による限りA型より後出でC型と同年代である。 C型板碑は小山氏によれば16世紀初頭に出現する(小山

2000)とされているが明照殿地点出土の文明十六年(1484)銘板碑によって、 15世紀後半まで遡ることが明らか

となった。型式学的にはA→B→Cが考えられるが、紀年銘の実態からつまりA→B ・ Cへの変化は2条洗練の

喪失と不要となった頭部と額部分の縮小は長方形区画の重要視化の表れである。器形と銘文の長方形区画内への

集中に伴い、銘文の一部省略と言う形で板碑の形式化・定形化をまねき、善光寺平板碑C型の成立となった。こ

の経過は例えば初期の善光寺平型板碑である飯綱町旧世尊庵跡板碑は区画外や側面も広くとり碑面を丁寧に研磨

して、そこに供養著名などを連記した。だからこそ、側面も含めた板碑製作であったが、板碑供養の増加に伴い

C型板碑出現の契機となったものと思われる。

本遺跡の板碑は塔頂部と塔身及び側面は丁寧にハツl)成形され、粗い背面の成形とは異なる。とくに長方形区

画内の碑面成形は一部に研磨を加えるなど重視して仕上げられており、ここに供養著名などが墨書されていた

ものと思われる。陰刻と墨書の相違が依頼者(供養者)の社会的地位や経済上の優劣に起因するものか、工人層

との関係、さらに五輪塔など供養塔を含めた信仰に起因するものなのか、中世史の動向の中で多角的に検討され

ねばならない。しかし、少なくとも善光寺平型板碑C型が15世紀後半には在地の信仰形態として成立し、小山氏

が主張するように16世紀半ばには消滅したとするならば、本遺跡出土の板碑群もその年代の中に収まることにな

る。 A型板碑である旧世尊庵跡板碑の素材が表町板碑群と同一石材であることから旧世尊庵跡板碑の道立年であ

る永享二年(1430)には飯縄火山岩を素材とした板碑製作が行われていたことになり表町遺跡の板碑群が旧世尊

庵跡板碑と同一系統の工人の延長上にあったものと云えよう。だからと云って、本板碑韓が15世紀代前葉にまで

遡るという確証はなく上限は明照殿文明十六年板碑の示す15世紀後半までであろう。

板碑は五輪塔とともに墓地に設置された供養塔であるという前提に立てばすでにSEO8. SHOlで検討したと

おり、表町遺跡の板碑群は本来の設置場所から人為的に動かされ、 SBO8構築の部材として再利用されたもので
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ある。 SHOlはSBO8の崩落後の堆積土(2層)中に構築されており、 SHOl出土の板碑(75へ77)はSBO8出土の

板碑(74・ 78 ・ 79)より層位学的には後出的となるが、前段で指摘したとおり、型式学的には同一型式に属する

とともに当初の設置場所から移動しており両者に年代差を認めることは出来ない。この点は五輪塔についても指

摘できる所であり、 SBO8とSHOl出土の板碑の示す年代は、それぞれの遺構の年代を示すものではない。しかし

ながら、五輪塔を含めSHO工とSEO8板碑の再移動後の年代の上限はSEO8、下限はSHOlの年代が与えられる。

SEO8は肥前陶磁編年のⅡ期の17世紀前半代以前に廃棄されているので、板碑群が五輪塔とともに墓地に設置さ

れた時期はそれより以前の生産期間の15世紀後半から16世紀半ばの間、 SBO8の構築は墓地での使用期間を差し

引いた16世紀中葉かそれ以降ということになる。ただし、刻銘から墨書銘という記銘方法の変遷がC型板碑の成

立から大きく時間的な隔たりはなかったということが前提となる。善光寺平板碑の下限は小山氏の主張どおり天

文二十二年(1553)頃だとするならば表町遺跡のC型板碑群の製作年代はおそくとも15世紀末から16世紀代前半

ということになろう。かように板碑は製作年を示す銘が失われても空間約・年代的に限定される善光寺平型板碑

C型は文字資料を補完する資料として有効であり、その意味では板碑の編年研究は今後強く望まれる。それはひ

いては善光寺平の葬送儀礼や社会意識の動向を知る資料としても貴重となる。

(6)五輪塔(第10・59・60図、 Pし13・14)

基本的には中世以降の基地などに建立された石造の供養塔で方・円・三角・半月・固形の五輪からなり、抱・

水・火・風・空の宇宙の五大を表現している。北信地方ではほとんどが、上部の風・空輸を置石で作った四石五

輪である。古い型式では大型品が多いが中世後半には小型品が量産される。梵字や道立趣旨、道立年月日などを

刻んだ銘のあるものと「無銘」とがある。しかし、板碑同様に墨書された五輪塔もあり(中野市教委1994)、本

来は「無銘」ではなく墨書銘があったものと思われる。

近年大規模な開発に伴う発掘調査によって、ようやく五輪塔の考古学的調査が試みられつつある。坂城町観音

平経塚(若林1999)、小布施町玄照寺跡(中島・土屋1997)、中野市がまん淵(西山中世墓地) (檀原ほか1994 ・

檀原2010)、清水山古窯跡(中島1994、檀原2010)、対面所遺跡(中島1998)、長野市松原遺跡(上田2000)、善光

寺大本願明照殿地点(宿野2008)などがある。これらには、正確な実測図の作成と素材も含めた計測と観察結果

が、遺構・遺跡の性格付けも含めて、五輪塔の編年的研究を試みているが、根拠が曖味なものもあり十分な成果

はあがっていない。研究方法を含め抜本的検討に立脚した五輪塔の編年研究が望まれる。本遺跡の五輪塔群の報

告もそうした検討化への一資料として提示するものである。

中世の五輪塔は多量に出土するために、五輪原とか五輪林など地名としても残されることがある。町内でも束

黒川の五輪山はその例であるし、御所之人の墓地には多量の五輪塔を見ることができる。しかしながら、 4石で

組み合わされる五輪塔は、長い年月の間に倒壊し銘も失われ、加えて多数にのぼる所から、組合せはおろか正面

や上下すら不明のものが大多数である。各輪または各輪の型(形態)と素材との関係は、型式学的検討上、重要

な属性であるとともに、一括性が求められる資料の分析が必要となる。

本遺跡出土の五輪塔は空風輸9、火輪8、水輪5、地輪4の計26点である。いずれもSHOl、 SEO7. SEO8の

部材またはそれらの周辺部から出土し、板碑と同様に供養塔として墓域に設置されたのち石組井戸の部材などと

して運搬されて来たもので、製作時から時間的経過を経ているうえ、各輪の数にバラツキが生じている。つまり、

本遺跡の五輪塔は五輪塔の製作と旧墓地への設置- SEO7の石組の構築と崩落- SBO8石組の構築と崩落一埋没一

SHOlの形成という動きの中で捉えられる。よって五輪塔の示す年代が即、各遺構の年代を示すものではない。

素材別では、輝石安山岩製が、水輪2点(58 ・71)と埴輪1点(53)で総数26点のうち11%で、他は黒灰色輝石

安山岩製である。両素材の大きな違いは、ともに飯縄火山岩に属するものであっても、生成条件の相違に起因す
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るところから、見た目にも識別可能なものが多い。輝石安山岩は白っぽくて緻密・重いのに対して、黒灰色輝石

安山岩は葉っぱく多孔質・軟質で加工しやすい反面、破損しやすい。こうした素材の属性の違いは中世の石製品

製作に際し強く反映されている。五輪塔の場合形態上より細部加工が要求される空風輪や火輪に、加工しやすい

黒灰色輝石安山岩のみを多用するのである。加えて、地輪や水輪に輝石安山岩の使用例が加わっていることは、

重量があり安定性を求めた結果とも思われる。このように表町遺跡の五輪塔群と素材の関係が他遺跡でも該当す

るのか今後見極めていかなければならない。

各輪は以下のとおり分類をする。空風輪は半月形の風輪と固形の空輸が一体化されたものでくびれ部以下の形

状には大きな相違が認められないので、空輸が分類の基準となる。なお、空風輪の細部呼称は空輸を最大径で上

下に二分し上部を空輸頭部と頭頂部、以下を空輸下部とし、くびれ部以下を風輪とする。

空風輪A型(48 ・49 ・ 59へ61)空輸頭部、下部、風輪の各長さがほぼ等しいもの。つまり各部位が器高の3等

分に相当する。成形は丁寧にハツl)、方向は原則として各部位では一定方向であり、部位ごとに方向を変え空輸

最大径に稜がつく。くびれ部は横方向にハツl)、この部分を強調する例(59)もある。

空風輪B型(63-65)空輸にまるみを持たせてハツルために最大径に稜ができない。頭頂部は突出させると思

われるが、欠損させ凹ませている。底部に接合用の柄(63)や四部(64・ 65)があり後述する。

空風輪C型(62)器高が低く頭部を大きく半球状とするための空輸下部は小さい。

空風輪A ・ B ・ Cの3種それぞれは丁寧に細かく方向を変えてハツられる。 A型では上部(頭頂部)を左下が

り(ハツ1)B)、下部を右下がり(ハツl)A)または縦方向(ハツ1)C)と、結果として最大径に稜ができる。

ただし、 60は両部ともタテ方向であるが下部を直線とし、意図的に稜を作り出している。空風輪B ・ C型は上部

から下部にかけて同一方向にハツリ、頭頂部に丸みを帯びさせ、結果として稜ができない。逆に云えば稜を作ら

ず円形とするために同一方向にハツツタとも云える。くびれ部はヨコ方向のハツl)を入れた例(62・63・65)と

斜めまたは縦方向に小さくハツリ、くびれ部の稜を造り出している。以上、当然のことながら成形方法(技法)

と形態は密接に結びついている。

火輪A型(55 ・ 56 ・ 67 ・ 68)軒の高さが器高の1/3以下のものである。頂部に箱形の四部がある。

火輪B型(50-52)器高に対して軒の高さが1/3以上を超えるもの。火輪は屋根部と軒部からなり軒高の高さ

(位置)によってAとBとした。器高や底辺の幅によっても火輪の器形が異なるが、軒の位置が屋根や軒下の形

を規定して来るからであり、屋根スロープの反り具合や軒が直か内傾かは両者にあり、分類基準の要素とはしな

い。屋根は寄棟で、ハツl)で成形されるが研磨が加わるなど変化がある。ひとつは、 4面が同一方向であるが軒

先(屋根下部)を帯状(51・68)または一部(52)を研磨しそれが軒部に及び、全面(52)あるいは、隅部分

(51 ・ 55 ・ 68)などがある。屋根下部の研磨は斜面に菅田を与えている。底部は中央を円形にハツl)周辺または

四隅を研磨する(51 ・ 55・56)。水輪との接着面を意図するとともに軒の反りを表現するためのものである。こ

のようにAとBでは、成形方法は共通しているがBでは高く隣り合う軒面2面を研磨し、 1面は光沢が出るほど

であり、この面が火輪の正面であろう。

水輪・地輪　成形は器形とともに差がなく型式細分はしていない。資料が少ない点と、細分することで検討の

方向性が失われることをさけるためである。水輪の上面は平面楕円形で横方向にハツl)平坦であるが、凹状もあ

る(70)。側面上下面に研磨痕は認められず、上下及び正面とする手がかりはない。上・下面の平面楕円形が関

係するのか気になるところである。地輪の上・下と側面は成形の相異で判断できそうであるが数量が少なく手が

かりがない。しかし、上下の判断は可能で丁寧なハツl)面が上である(53 ・ 54と73下面)。

つぎに、各輪の組み合わせについて検討してみる。信頼性のもっとも高い組合せは凸形柄をもつ空風輪B型
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(63)と箱型の凹型柄孔の火輪A (55)や円錐状柄孔の空風輪B (64・ 65)との組合せである。後者は恐らく木

製の柄で組み合わされたものであろう(Pし13)。こうした意味では、これらは接合型の五輪塔とも呼ぶべきであ

り、一石五輪塔との関係が注目されねばならないが、それはさて置き、これらがセットとして組み合わさる以上、

空風輪A ・ Bと火輪Aが同時期に製作されたとしてよい。よって、型式上の変化がある空風輪と火輪、変化の少

ない水・地輪が成形上の斉一性が強い所から、短期間に造り出されたものとしてよい。型式学的に変化の少ない

水・地輪も成形・器形上の類似と合せ考え、接合型の五輪塔と組み合わされるであろう。よって、ここで問題と

なる点は、空風輪A ・ C型の位置付けであるが、成形上の類似点と素材の共通性以外に、他の五輪塔群と同時性

を示す積極的根拠は持たない。しかしながら、板碑の項で検討したとおり、板碑と同様な移設が考えられるとす

るならば、五輪塔群もまた、一括性の強い遺物群として把握が可能で、その製作年代も板碑と同様に15世紀末か

ら16世紀代前半の中に求められるであろう。そして、 A-C型にわたる空風輪は火輪のA ・ B型ともに、同一時

期における型(形態)の相異となる。なぜならば、 「型式」が時期を表示する用語である以上、空風輪A-C、

火輪A ・ Bは型式とはならない。つまり、型式を設定し、編年研究をおこなうには銘のある五輪塔を含めた他遺

跡のものとの比較検討を同一の視点でおこなう必要がある。型の異なる五輪塔群の同時存在が時間差を示さない

とするならば工人の差かあるいは、依頼者の信仰上の理由によるものなのか十分に考慮に入れた検討が望まれよ

う。少なくとも本遺跡の五輪塔は発掘資料としての一括性があり、型(形態)のちがいを含む15世紀末から16世

紀前半の五輪塔群の基準資料として提示できるものである。

5東　出土品に見られる表町遺跡の性格

(1 )陶磁器類の性格と課題

中世社会の支配者層は、その権力を誇示し支配の道具とした。それを威信財と呼び中国からの輸入陶磁器や絵

画など唐物と呼ばれるもので、酒宴や茶の席用の屋敷と部屋をしっらえ飾ったり使用したりした。その有様は

「祭礼草子絵巻」などに見ることができる(河原ほか1990)。

威信財とされる考古資料には茶器・花器や香炉などがある。良質の青磁・白磁・青白磁・青花や天目茶碗など

の輸入陶磁器である。梅瓶や酒梅毒、花器や大皿などの伝世品は一級品として尊ばれたし、古瀬戸などの国産陶

器の一部も含んでいた。よってこれらが遺跡から出土することはその遺跡が当時の支配層と深い係わりがあった

ことを示すものである。それは生活の場であったり威信財を蔵骨器として用いた墓地であってもほぼ同様と理解

される。考古学では中世の遺跡ごとの出土品のうち、とりわけ輸入陶磁器の内容について重視することは、その

遺跡のもつ歴史的性格を紐解く重要な鍵となるからである。勿論こうした遺物が遺構と結び付いたものであれば

よりベターであろうが、北信地方ではそうした例はごく僅かである。当町の芋川氏館跡(笹津2003)や長野市栗

田城跡(矢口・市)旧991、青木・市川・河西1994、千野・市)旧995、田中2013)、中野市高梨氏館跡(中島ほか

1993、中野市教委1999 ・ 2000)や建応寺跡(中野市教委1979 ・ 1980 ・ 1983)などの館跡や寺院址などの調査例が

あり、それら遺跡の性格について出土陶磁器は一定の役割を示している。また、それには茶の湯が浸透して来る

中世末期においては、茶目や風呂も加わり、武器類など威信財は多種多様となり、その識別が大きな課題とな

る。例えば、輸入陶磁器は中世末期には中国大陸で多量生産され、その質を問わずわが国に請来され一般に食器

として用いられたとされる(小野1990)。椀など輸入陶磁器が北信地域の中世、特に末期の社会でどの階層まで

評価され使用されていたか直接に知る資料は乏しい。

善光寺平南部の千曲川右岸山麓裾に近接して営まれた16世紀代の長野市小滝・北之脇・前山田の3遺跡は市川

隆之氏の分析(市川1999)によれば、山頂にある山城(春山城)の在地領主が戦争に備えて作った防衛施設を備
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えだ計画的集落であるが、 3遺跡はそれぞれ性格を異にすると云う。小滝遺跡は道路に画し並列した掘立柱建物

群(A種建物)と谷を挟んだ山裾の礎石建物(B種建物)から、北之脇遺跡はA種建物、前山田遺跡はB種建物

からそれぞれなり、 A種建物は上層階層の屋敷地、 B種建物は町屋で職人層の住まいとした。市川氏は慎重に結

論を保留しているが、文脈から在地領主層が戦争に備え自己の居館と町屋とは別の一時的に作った言わば戦略的

集落で、そこに配下の武士層や職人層を配した3集落ということになる。つまり、それは居館でも農村集落でも

ない第3の集落で戦国時代特有のものと云えるもので、甲越の戦いを中心とした北信地方特有のものなのか、さ

らに検証が必要であるが興味ある指摘である。ここではこれ以上の深入りは避けるが、市川氏はさらにこれら遺

跡から出土した陶磁器について分析をおこない、上層階層の屋敷地の方がより器種と数量が多いという。職人層

と考えられる階層でも輸入陶磁器を食器として使用してはいたが、量も種類も多くないということになる。

以上から輸入陶磁器や国産陶磁など広域交易品から遺跡の性格を論ずる場合には、時代とともに器種や数量と

質が問題となる。ただし、食器に限定した場合には在地産土器類は用途が異なるものが多く別問題となる。また、

木製品などの使用も視野に入れて農民層を含めた食器の組合せなどを検証しておくことは緊急の課題であるし、

中世の上級社会では、伝世陶磁器を重要視し保持していたことも視野に入れておかなければならない。

(2)表町遺跡の陶磁器

輸入陶磁器はすべて中国産で青磁・白磁・青白磁・青花の磁器と天目茶碗の陶器である。須恵器を含む国産陶

磁器は瀬戸・美濃の陶器に肥前陶磁器と若干の越中瀬戸に加えて珠洲の須恵器がある。これらはいずれも広域の

流通品である。後二者は貯蔵具である壷・聾鉢や調理具であり前者には見られないので、ここでは食器や花器な

どを扱う。大多数が破片で細片を多数含むので器種や製作年代が確定できない物も相当数合むが、表町遺跡の陶

磁器の傾向を知るのには特に差し障りはない。

陶磁器類は土師器皿と同様に調査地全域から出土したがSBO8、 SHOl、 SGOlに集中していた。他の遺物と同

様に廃棄されたからである。その他居住域I ・ Ⅱの掘立柱建物群とその周辺にも見られたがとりわけ多いという

ものではなかった。それは包含層そのものが地表に近く傾斜地にあることと、整地などによって動いた遺物も

年代 器種 ��&2�13c ��F2��15c 剴�f2��17c 剴��2��19c 僖���2�W2�k��∠ゝ 晶 

前 ��ﾂ�後 ����中 佩2�前 �(b�後 ����中 佩2�前 ��ﾂ�後 ����

輸 入 陶 磁 器 刧��8 釘� �� ��9 唐�8 �� �� �� �� ��4 鼎��
皿 �"�1 �� �� ���3 �2� �� �� �� �� ��10 

梅瓶・盤・水注ほか ���4 �� �� 釘�1 ��� �� �� �� �� �2�14 

天日 �� �� �� �� ��� �� �� �� �� ��1 

器種不明品 釘�1 �� �� ���2 ��� �� �� �� �� �#"�31 

古 瀬 戸 塑 戸 美 濃 刧��X蒭�X婢蒭�YJｲ� �2� ��1 ��4 �2�8 �2� �� �� �� ��5 �#r�

天日 �� �� 澱�1 ��3 釘� �� �� �� �� ��"�26 

花器 �� �"� �� �� �� �� �� �� �� ��2 

器種不明品 �� �� �� ��2 �� ��2 �� �� �� 釘�8 

厄 前 陶 磁 器 刧��X蒭-�*�� �� �� �� �� �� ����5 �"�5 ��1 �"�29 鉄B�

合計 ��15 ��2�2 ��7 ���19 �#"�26 �2� ��"�5 �"�5 ��1 �"�79 �#�B�

表3　表町遺跡出土の陶磁器集計表(他に越中瀬戸2点あり　珠洲は須恵器とし除外)
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あったものと思われる。

時期別に陶磁器の出土量を見ると、輸入陶磁器とは12世紀末から13世紀代、 15世紀中葉代から16世紀前半と2

ヶ所に山があるが数量は後者が圧倒的に多い(表3)。古瀬戸と瀬戸・美濃は13世紀代から16世紀後半までと幅

があるが16世紀前後が多い。これは大窯製品が比較的多いことと関係がある。肥前陶磁は16世紀末から17世紀前

半に集中し僅かながら18世紀前半にもある。 12 ・ 13世紀代の輸入陶磁器には梅瓶や水注と思われる青白磁などの

威信財、龍泉窯系の鉢や盤と画花文のある椀、あるいは岡安窯の椀など優品が多い。梅瓶は長野県内では長野市

栗田城跡(矢口・原1991、田中2013)、松本市北栗(野村1990)、下諏訪町殿村・東照寺(宮坂1990)、茅野市千

沢城下町(守矢1993)などの遺跡についで5例日である。栗田城跡は信濃の有力豪族栗田氏の居館跡である(矢

口・原1991)。また、諏訪地方の2遺跡は諏訪氏と関係の深い遺跡とも云われる(守屋1993 ・宮坂1990)し、越

後の守護所が置かれ、その迎賓館とも云われる上越市至徳寺遺跡でも梅瓶や酒梅毒などが出土している(水澤・

鶴巻2003)。もとよりこれらの遺物はその遺物の製作年代を持って表町遺跡が13世紀代の遺跡とすることはでき

ない。他の12へ13世紀の輸入陶磁器の大多数もまた同様で表町遺跡の全盛期、恐らく15世紀から16世紀代におい

て、当時にあって伝世品である一級の文物を所轄した人物が表町遺跡にいたことを示すものである。何故ならば

13世紀代を代表する土師器皿工群(手づくねカワラケ)はごく僅かしか出土していないことによる。町内の小野

遺跡では13世紀代の輸入陶磁器や国産陶器をもって遺跡の年代を推定したが、それは土師器皿I群の存在と掘立

柱建物の構造的特徴から判断したものである(笹津・小柳・市村・中村2012)。勿論、表町遺跡にもごく微量の

土師器皿I群が存在する以上、初期の輸入陶磁器も存在した可能性は皆無ではないが、確実にその頃の遺構が見

つからない以上、積極的に13世紀代とすることはできない。かように考えて来ると表町遺跡の12-13世紀代の輸

入陶磁器や国産陶磁器の花瓶なども伝世品として威信財とすることができる。

一方、量的に多く主体である15-16世紀代の陶磁器は在地産土器類や珠洲から表町遺跡の年代を示すものとし

てよい。中世末期の社会において支配者層に茶の湯が盛んであったことは茶目の項でふれた所であるが、天目茶

碗もまたそのことを示すものである。表町遺跡では天目茶碗は総数27点にも及び出土量が多い。 1点の中国製品

(78)とともにほぼ年代の分かる古瀬戸や大窯期の天目茶碗も14点あり、 14世紀末から16世紀代初頭のものであ

る。 14世紀代などは伝世品もあろうが、大多数は15へ16世紀代のものであり、その頃の支配者層の遺跡であるこ

とを示している。また、瀬戸・美濃でも大窯I ・ Ⅱ期の、肥前陶磁でも同工・ Ⅱ期が多いことも輸入陶磁から国

産陶磁器、さらに瀬戸・美濃から肥前へ食器が移行して行ったことを示すものであり、その下限はSEO8の廃絶

に見られた肥前陶磁Ⅱ期の染付け椀の示す年代17世紀中葉はさかのぼらない。肥前陶磁Ⅲ期の碗類もごく少量見

られるので、集落としての廃絶は18世紀代に入ってからであろう。

(3)金属器に見られる表町遺跡の性格(第66・67図、口絵4、表7)

表町遺跡の出土品には土師器などのやきものや石製品以外には金属器と木製品がある。金属器は銭貨・鉄・銅

製品、木製品は漆器椀・木地椀・曲物・蒸器(甑板) ・柄杓・匙・盆・桶・四乳ソリなどと桝・井戸や建築用部

材など多様である。

銭貨は22点出土し、唐銭1枚(5)、宋銭17枚(1へ3 ・ 8-18・20-22)、明鏡1枚(4)である。宋銭は南

宋銭1枚(14)を除けば北宋銭である。このほか不明が3点ある。出土地別ではSHOl、 SBO8、 SGOlに9点、

SD45に5点、居住域工に4、同Ⅱに3、同Ⅲに1点となる(表7)。県道地点では元豊通宝と祥符通宝各1点が

見られる(中野2009)が数量に大きな違いがあり、銭貨にも調査地点の性格が反映されている。

鉄製品にはSEO8底部から出土した3振りの短刀(歴史群像編集部2012)がある(29-31)。 SEO8西井壁下か

ら出土した短刀(31)は先端を僅かに欠損するが現長26.4、最大幅2.8、同厚さ0.4、身の長さは17.2cmである。茎
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(こみ)との境には刃区(はまち)棟区(むねまち)があり茎には関(まち)側に目釘穴がある。重量は90gで

ある。 SEO8南井壁際から出土した2振り(29 ・ 30)のうち29は僅かに先端を欠くが、全長21.5、幅2.2、厚さ0.4

cmで関が大きく茎を細かくしている。目釘穴を欠くので柄へは差し込み式で、関や茎への造作もそのためのもの

である。身の長さは15cm、重量41gである。なお、全体に変形し摸じりがある。 30は全長27.6、最大幅は鍋元

(はばきもと)で2.4、厚さは0.4cmである。身は16.8cmで細身のうえ切っ先は鋭利な締切先(かますきっさき)で

あるのに対して他の2点は丸味をもつ張切先(ふくらきっさき)である。鍋元は幅1cmで刃区・棟区とも小さく

して茎となる。目釘穴が関側にあり茎先はまるく仕上げており31と共通する。茎には鍍目(やすりめ)が多数残

されている。重量70gである。全体に3振りとも保存状態は良い。これらはSEO8構築時に井戸祭配(鎮魂用)

に用いられ、 SEO8構築に際して短刀を所持しうる支配層が関与したという点についてはすでに述べた。このほ

か鉄製品に刀子(27 ・ 28)や釘(33-39)がある。いずれも居住域からの出土である。また41は丸釘でSHOlの

上部からの出土で新しい。そのほか用途不明の鉄製品がある。

銅製品には銭貨以外に和鏡(24) ・馬具(23) ・鋲(26)と不明銅製品残欠があり、いずれも表町遺跡に支配者

層が存在したことを示すものである。和鏡は摸菊文を持つ銃座で、蝶または草木文と思われる文様を配している。

質の良い恐らく自銅鏡かと思われる。器面にねじりが見られ変形している。厚さは0.1、鉦座高は0.3、現存2.9c皿

で、 SHOl出土である。摸菊銃座は藤原時代後期に多い和鏡であると云われる(広瀬1974)。同箔鏡は明らかにし

えなかったため鏡面の文様構成は不明である。これもまた伝世された威信財のひとつと思われる。

23は馬具の鞍金具の一部である鞍(しおで)穴に取り付けた青銅製金具である鞍の緒通し管(原1986)である。

鞍(四緒手)は鞍の前輪と後輪(しずわ)の左右爪先(下端)近くの鞍の緒通し管を通して面懸(おもがい)と

尻懸(しりがい)を鞍で固定する。時期によって鞍の緒通し管は2個1対で計8個であったり1個ずつの4個と

違いがある(末崎1991)。青銅製で長さが6.8、直径1cm、厚さは1mm、重量18.2g、両端で僅かにすぼまるために

平面形では細長の樽型となる。中央に鞍を通すための孔があけられ両端には鞍に通したためのあたり痕が幅0.5

Cmにわたってある。本例は鍛造した青銅板を背面中央で縦位に接合し、その接合線を中央にして左右を無文帯と

して器面の1/2を残し、残りを長方形に細線で区画しその中に柳葉文と思われる植物文と半円を連続した魚子文

(ななこもん)を組合せている。枝は太めに柳葉は細く同一方向から各文様を描く。いずれも毛彫りである。な

お、文様帯下部は腐食のため不鮮明で読み取れない。また、部分的に打圧を受け変形が見られる。出土例は極め

て少なく古代では塩尻市吉田川西遺跡(原1986)に見られる。

吉田川西遺跡では平安時代後半のSX21から多量の土器類とともに出土した。現長3cm、内径0.8cmで中央が僅

かに膨らむ。本例より小型ではあるが器形は類似する。器面は剥離するが残された面に円形の魚千丈が認められ

る。原明芳氏の教示によれば、京都市法住専殿跡でも鞍の緒通し管が出土しており、そこにも魚千丈が描かれて

おり、平安時代の上級貴族(武家)は魚千丈を鏡など人目に触れない部分に使用していたと云う。

本例も含め出土数が全国で3例と数が少なく、現存する馬具も含めて検討例もない中で結論は出しえないが、

現状では本例は平安時代後期の馬具の可能性が強い。こうした馬具はいわゆる飾り馬用であり中世まで伝世され

使用されたとするならば表町遺跡の中世における遺跡のランクが極めて高いことになる。

その他にSFO8出土の青銅製品残欠(25)は長さ5.8、幅3.5cmで重量30gの鋳造品で周縁部は欠損する。厚さは

0.6cmほどで表面にごく僅かな赤色顔料が認められる。断面形では軽く脅曲があり仏具の一部とも思われるが器

種名は不明である。 26は銅製の鋲で居住域I出土である。長さ1.9cmで頭の径は笠状で現状では0.5cmで重量は500

鴫である。身の断面形は方形であり、飾り金具などを打ち止める鋲(釘)と思われる。
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仁　文献に見る表町遺跡と矢筒城跡

表町遺跡と矢筒城跡に係わる同時代の史料はなく、明治時代初期の伝承を記録したものしかない。ひとつは

1875年(明治8年)の「牟礼神社の由緒届書」 (註3)であり、いまひとつは『長野県町村誌』にみえる1880年

(明治13年)に牟礼村より長野県へ提出された矢筒城と表町の伝承(註4)である。 -部に史実と異なる所もあ

るので補足を加えながら表町の係わる点を中心に述べる。

牟礼神社の由緒届書は文字通り、神社の沿革を記したものであり、それによれば、神社は島津権六郎を城主と

する矢筒城南麓の城下である村井(牟礼)の一郭にあって、島津家の鎮守であったが、村上義清と武田晴信の敷

皮にわたる戦いで島津家をはじめ城下ならびに神社は灰塵となり、城下の住民居住するも「表町用水」は「悉く

不便」のため多くが現在の牟礼の地へ転居した。

天正十年武田氏滅亡を受け織田信長は森長町らを派遣し上杉景勝を攻めたが、この時牟礼の地に陣を構え、再

建のために幣吊などを下した。森長町は北信四部を支配し、芋川親正らの反乱を押さえたが、本能寺の変におけ

る信長の死を受けて北信を去り、代わって上杉景勝の支配下となり、牟礼の地は長沼城主島津息直に与えられた。

上杉景勝(由緒届書では徳川家康とあるが誤記)は天正十一年に長沼城と長沼城下保護策として、北国街道を町

一白坂峠一神代一長沼城と定め、善光寺経由を北国往還の横道として禁じた。神社は慶安四年現在抱へ遷座した。

それは「人民の居村今所よりは遥かに遠くして、幼老荘参蝶々敷甚不便」になっていたからである。かつての表

町の賑わいはそこになく、牟礼宿の発展によるものである。

長野県町村誌によれば牟躍町〔字表町に村落をなす、七割、陣場、左軍神、舟繋石、堀形、家老地等の地名あ

り〕 「慶長以来宿騒が置かれ、倍馬の運搬を勤るに至り、又水利の便を以って今の地へ移る。」

『矢筒城墟』は、西は黒川村地内、南は表町、東は西前坂、古屋敷、北は瀧沢川を以って久保田に界す。東西

四町四十間南北三町廿人間で石壁・堀跡・大手口の伝承地「永正の頃島津氏居城、天文の頃是れ毀つ」とある。

「天文の頃是れ毀つ」は「信濃国関係島津氏略系図」によると「権六郎景秀(矢筒山城主天文二十二年信玄に滅

ぼされるに)」に対応する。これについては史料の信嬢性について検討が必要である。享保(禄)二年迄島津権

六居城、村上家に於て課す。黒川村浄土宗長国(谷)寺の開基(『科野さざれ石』)とあるなど伝承にも異説があ

る。また、甲越の争いで牟礼の地における直接の軍事行動は認められない(矢野1996)と云う考え方もあるが、

おそらく伝承からは甲越その他の戦乱の中で城と城下が兵火に見まわれ、やがてゴーストタウン化に向かう姿と

してとらえられる。それは慶長十五、六年頃の牟礼宿誕生の道程でもある。そして興味深い点は表町が「用水」

に難があり、廃町のひとつの大きな理由としている点は重要である。

伝承の中でいまひとつ重要な点は矢筒城及び長町の一体化とそのはじまりについて、どう語られて来ているか

であるが、矢筒城は永正の頃島津氏の居城であり表町はその城下とすれば永正の頃にはすでに成立しており天

文・永禄の頃の甲越の戦いの時には上杉方の重要な居城のひとつであったことは間違いない。それは伝承による

ごとく島津権六郎家が断絶した(島津1989)としても、島津一族の居城として存在し続けたと思われる(長野県

史刊行会1969)。よって問題は矢筒城及び表町がいつ作られたかである。

武礼城主光井修理之介光信、本願寺三代覚如の弟子になり正安二年(1300)越後蒲原郡和納村に草庵を開いた

という、西蒲原郡岩室相和紬、願書寺の伝承によれば13世紀代未には武礼城があったことになるが不明である。
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もともと中世前半に牟礼の地が太田滝に属し赤沼または長沼島津氏との関係で所領関係が指摘されるとあっても、

文献から表町及び矢筒城の存在を15世紀代に遡って語ることはできない。その点では表町遺跡を16世紀代とした

中野氏の指摘は当を得ていると云ってよい(中野2009)。

2重　用水施設の変遷

今次調査で検討した周水施設は各地部に段階的に認めることができた。しかし、調査範囲がその各地部の一部

にあったため未調査地が多く、不明な点も数多く残された。とくに取水・貯水施設であるSGOlやSEO7. SEO8、

あるいはSEllと導・配水施設であるSD47以下の溝との関係である。初期の用水施設はSGOlとSEllを経て桝

SXO3を含むSD47からなり、谷地部を東西に直線的に構築されていたが、 SD45以下は次第に規模も小さくなり

溝も蛇行するなどSGOlからSEO8に至る取水施設に比較して時代が下ろにつれて余りにも貧弱となる。恐らく、

調査地外の北側にSD47そのものかそれに続く導・配水施設があるものと思われる。これらの点は今後の調査に

委ねるとして以下、用水施設についてまとめる。

各地部の谷部軸を外し西側の丘陵裾部を大きく掘下げて作られた貯水池SGOlの西北隅に導水路を通して貯水

施設SEllで貯水・ろ過されたのち、推定上段幅2m、深さ1mの断面台形の導・配水用の溝SD47を通して下方

の居住域I . Ⅱへ飲料水は流されたものと思われる。木製桝SXO3の方向は長軸方向がSD47のN70OWに対して、

N49OWで約20鹿北に振っている。木製桝の南壁板が3mまで確認できる所を見るならば、 SD47の本流とは別に

木製桝SXO3で一部の水を分岐したものと思われる。その先は未調査地のため不明であるが、表町遺跡の初期の

上水施設は想像以上に整備されていた可能性が強い。残念ながら居住域I地区でおこなった各地部での2本のト

レンチ調査(トレンチ2 ・ 3)ではSD47などの構造物は未検出であった。谷地部がトレンチより北側に寄って

いる所を見れば、 SD47の下流は調査地外北側にあたるものと思われる。同様に木製桝SXO3で分岐されたと考え

られる導水路もまた、調査地外となる。

このように、各遺構の項で検討したとおりSGOlとSBll、 SD47、 SXO3の諸施設の設備は14世紀中葉を下らな

い。つまり、表町遺跡の谷地部を中心とした本格的で最初の上水道施設は14世紀中頃まで成立していたものとす

るならば、それを核とした表町の「まち」としての原形がこの頃すでに成立していたことになる。陶磁器類も14

世紀代後半から多くなる(表3)ことも傍証となろう。しかし、 14世紀代と云える確実な掘立柱建物跡は確認さ

れておらず今後の課題として残される。

溝SD45はSEll. SXO3およびSD47埋没後にSD47の方向にそってその堆積土を切って構築されたもので、規

模は幅0.9m前後と小さい。恐らく、 SD47の左岸と方向が一致するところからSD47埋没の最終段階に構築され

たもので、出土遺物と遺構の検出状態から14世紀末を下ることはないものと思われる。そこには貯水・濾過施設

SBl工や分水施設である木製桝SXO3を欠き、 SGOlからの導水部分は簡易な配石で溝側壁としている。上水施設

の簡略化のあらわれで、 SGO工をはじめとする上水道施設のゆきづまりであろうか。以降、導水道は廃水施設化

していったのであろうか、 15世紀代中葉以降溝SD41 ・ 42 ・ 43 ・ 44などは規模も小さく蛇行する自然水路化して

いった。調査地外北側に導・排水路が作られていないとすれば、取水・貯水用のSGOlも本来の機能を失って来

たと云える。つまり貯水施設が飲料水用であれば下流施設である溝との一体的な維持・管理が言わば絶対的条件

であり、少なくとも発掘調査の所見で見る限りSD44以降の溝のあり方からは一体的維持・管理は窺えない。

SEO7. SEO8の構築以前のSGO工の埋土堆積状態がSEO7. SEO8の構築、あるいは崩壊に伴い十分に窺い知り得な

いが、 SEO7構築時にSGO工内の堆積土を掘下げている所を見るならばSBO7構築時と思われる16世紀前半代には

SGOlはかなり荒廃が進んでいたように見える。本来矢筒城下として表町の機能を強化されるべき16世紀代に画
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期的とも云えるSGOl. SEll. SD47からなる上水施設が十分に機能をはたせなくなったことは表町周辺の開発

に伴う環境の変化であろう。当然のこととはいえ町化に伴い遺跡周辺が花粉分析の結果では草原化が目立ち(第

5章第2節)、森林が失われていた以上、狭い地域内では一極集中的なSGOlから安定した湧水は確保できず、素

掘りの深井戸に飲料水を頼らざるを得なかったことになる。それは中野亮一氏が県道地点の調査で指摘したとお

り、恐らく、表町遺跡の最盛期と思われる15世紀から16世紀代にかけて井戸を中心とした「まち」 (集落)が計

られたことになる。明治初年の伝承にある表町遺跡の宿命とも云うべき良水の確保のための次善の策であろう。

この次善の策は表町の城下町としての発展と上水施設貯水池SGOlの機能低下に伴い順次なされたものであろう。

居住域Iの小型の井戸群は鍛治工房周として除外される。居住域ⅡではSBO6が15世紀中頃に居住域ⅢでもSBOl

そしてSEO2とほぼ同じ頃に作られている。そして、貯水池SGOlも井戸SEO7と姿を変えることになる。それは

SEO2の後続の施設でもあり、 SEO2が廃絶後ほとんど埋没した段階でSEO8を構築したことは半壊した粉挽き臼の

出土によって知りうるし、 SEO8がSEO7の作り直しであることもすでにふれた。 SEO7の構築時期は別にあった墓

地を破壊して得た五輪塔や善光寺平型板碑を石組に用いていることにより、構築年代がほぼ16世紀前後に求めら

れ、 SEO8は出土遺物のうち井戸底部から出土した最も新しい陶器が肥前陶磁Ⅱ期の染付け椀である所から、 17

世紀の前半代には廃絶していたことになる。 SEO8の廃絶は表町の廃町と牟礼宿の樹立と年代的に一致するとこ

ろから、表町の最後の上水施設となり、明治初年の表町伝承が歴史を反映したものとしてとらえることができる。

一方、 SBO8を16世紀後半の構築とするならば、これまた表町伝承の反映とすることも不可能ではない。伝承に

は「天文の頃、町が破壊され、その後再建された」ことと「矢筒城主島津権六郎」は村上義清に捕らえられたこ

とも伝える。これが史実を反映したものであれば天文二十二年(1553年)の第1回の甲越の戦(湯本1987)の

時に、矢筒城は反村上(上杉)方でありその余波を受けたことになり、墓の破壊もその反映とも云えようが、戦

国時代における五輪塔などの再利用が既に述べたとおり、しばしば行われており何とも云えない。その後表町は

上杉景勝によって越後の春日山城と長沼城を結ぶ中継点として重視された(矢野1996)。よって、史実は今後の

検証が必要であるが、城下表町の再構築の一環として、 SEO7 (あるいはSEO8)が造られたことになる。

3重　奏町遺跡の変遷(第11図)

表町遺跡町道地点の上水道施設は前項で示したとおり、 14世紀中葉に始まり17世紀前葉まで続くことを明らか

として来た。それは取水・貯水池と水路に始まり、素掘り井戸の段階を経由して石組井戸の3段階に渡る。勿論

これらは一系的ではなく相互に重複して使用されていたものと思われる。かように上水道施設の変遷過程は調査

区が谷地部を多く含んでいたからに他ならないが、調査が谷地部の全域に及ぶものでないだけに不明部分も多く

制約もある。

他方、居住域は谷地部西側の東西尾根裾部の狭い範囲に限定されていたため、ごく一部しか調査は及ばず検出

された掘立柱建物跡も僅か9棟である。多数の柱穴を含む掘方が検出され、相当数の新旧の掘立柱建物の存在は

予想されるが把握できなかった。

居住域工の掘立柱建物は比較的小型で建物内に炉床を持つ。掘立柱建物の側柱にそった線に多くの小型の炉床

を並置させたSBO6と建物内に比較的大型の炉床をもつSBO5があり、物置小屋SBO7を伴う。鍛冶工房跡で少な

くとも2時期があり居住域のはずれに3基の小型の素掘り井戸を持ち、西は区画溝SD48に区画されさらに外側

は東西谷の斜面となる。以上の推定に誤りがないとすれば、表町の工房域は表町の西のはずれに一角を占め東西

谷を挟んで対岸に矢筒城城館と対崎することになる。この東西谷を矢筒城の外堀とする考え方もある(三島

2000)。
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第2節　発掘調査が語る表町遺跡

居住域Ⅱは柵列SAOlを挟んで井戸SBO6を中央広場に持つ比較的大型の掘立柱建物SBOlと付属建物SBO4か

らなる住宅域である。これらは鍛治工房SBO5、 SBO6と一体と考えられるもので、少なくともここでは工房と居

住がそれぞれ分離していたものと思われる。時期はSBO6の存在期間が15世紀後半代と思われるところから、ほ

ぼその年代が下がっても16世紀代初頭となる。しかし、工房跡とするSBO5 ・ 06と居住域ⅡでもSEO6及び建物配

置からそれぞれ3時期は少なくとも認められるので、居住と工房との関係は15世紀代後半には始まり16世紀代を

通して存続するとともに、上限はSBO6の構築以前のSBO3が15世紀代前半にさかのぼる。今次調査で明らかと

なった掘立柱建物の最も古い例である。

上水道施設の項で検討したとおり表町遺跡の「まち」としての形成が14世紀代中葉からと仮定すると、それに

相応した建物跡は調査地対岸の谷地を挟んだ東西の台地も含めて当然あるはずで、今後の検討に委ねられる。

以上、表町遺跡の変遷を語るには、 「まち」地域に多くの未調査地を残し、不明部分が余りにも多い。しかし、

地元に残された伝承と、発掘調査の成果をもとに、おぼろげながら表町の移り変わりが分かりかけて来た。多く

の課題はあろうが、表町遺跡の変遷は第11図としてまとめられる。それは最初の第工期(14世紀中一後半)が、

かなり規模の大きな上水道関係の設備の導入に始まる(1)。それが、最初の居館跡と係わる可能性がある。つ

まり、矢筒山麓に居館が移る前の初期の居館であり、遺跡全体に広く出土する威信財の出土と、比較的規模の大

きい上水道施設の導入はこのことを暗示する。そして、恐らく「まち」の形成も始まったものと思われる。掘立

柱建物SBO3である。

第Ⅱ期(15世紀代)には上水道施設の弱体化に見られるとおり、第一次居館は矢筒山麓に移り、この頃戦国時

代の幕開けと深く係わり、矢筒城と一体化した城館が形成される。それとともに「表町」の建設が本格化する

(2)。 「外堀」に接した「まち」の北はずれに、工房群が作られるとともに、井戸を中心とした「まち」作りが

進み「表町」の全盛期(第Ⅱ・Ⅲ期、 15-16世紀)を迎える(2 ・ 3)。伝承にあるとおり「まち」はしばしば

甲越の戦乱の舞台となったであろうか。その影響と新たな牟礼宿の開設は、やがて「表町」を歴史の舞台から遠

ざけてゆく(第Ⅳ期、 16世紀後半-17世紀前半)。

4。表町の農地化

17世紀の中葉までに石組井戸SEO8が廃絶した後は井戸跡は沼地化し、満水状態で土砂の堆積は進行する。沼

地から陸地化する過程で礫や陶器類、粉挽き白などの石製品、曲物などの木製品などが投棄される。陸化後集石

SHOlが構築される。 60センチ前後の大型の平石を核に五輪塔や板碑などの石製品・玉石などを集めたものであ

るが、その意図は不明である。表町廃町後に生じた不用品を廃棄した石捨て場がSHO工であろうか。そして、そ

の言わば石塚に2基の木桶の埋設がある。肥酒である。時期は不明であるがSHOlの構築後であり、 18世紀以降

である。調査区の全域で出土した最も新しい陶磁器類は肥前陶磁編年のⅣないしⅤ期の陶胎碗類である。県埋文

調査地区でも近代とする掘立柱建物が検出(中野2009)されており、表町遺跡内に住居が全くなかったわけでは

ない。再三ふれて来たとおり「まち」に居住するためには地元で云う「赤ソブ」を含まない良質飲料水の確保が

絶対条件であり、 「まち」が消えた最大の理由もこの点にあろう。よって、今日でも果樹や畑作を中心とした農

地が展開し水田はごく少ない。こうした畑作中心の農業経営は「まち」が消えてから徐々に進行していったもの

であろう。

5.表町遺跡の今後への課題

表町遺跡の出土品には梅瓶など輸入陶磁器類や国産陶器類など12世紀後半から13世紀代の遺物が相当数ある
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(第3表)。また、摸菊紐座の和鏡も平安時代末期から中世前半の製作に係わるものである。梅瓶などの青白磁な

どと共に威信財のひとつである。年代がはっきりしない鞍の緒通し管も含めて、これら威信財を中世後期の国人

層の伝世品を貴ぶ、いわば骨董趣味として表町遺跡の在地領主一島津氏が所轄していたとすれば、その地位は相

当なものであると云える。それは矢筒城の主が、茶の湯に親しみ伝世品を入手し得る財力ある国人層であったこ

とを示している。こうした威信財は一般的には在地領主層の居館跡で出土することが普通だからである。

矢筒城の「居館跡」は1979年の病院建設時と1986年の健康管理センター建設に先立つ2回の調査で堀(内堀)

の検出や出土遺物によって、その外側の平坦部を「矢筒居館跡」とされた(牟礼村教委1981)が居館跡とする直

接の根拠は遺構・遺物ともに得られていない。

発掘調査がトレンチ調査のごく一部であることも起因し、今となっては現状では確認のしょうがない。山城と

居館が一体となったと思われる遺跡の解明に、前記の発掘調査は大きな期待があっただけに千載一遇の機会を

失ったとも云えよう。

しかし、表町遺跡の今次調査で得られた多数の威信財は「矢筒城館跡」の実態が不明な中にあって、調査地点

のごく周辺に「矢筒館跡」があった可能性がある。 14世紀中頃には作られたと思われる施設は、居住域との関係

は推定できても、具体的に関係した遺構ははっきりしない。しかしながら、決して規模は大きくないにしても、

上水道施設の建設には、矢筒城主の意向が強く働いていたと見る方がごく自然であり、改修された石組井戸の建

設にも鎮魂用の3張の短刀が使屈されているのである。よって、上水道施設に付帯した居館跡が今次調査地に近

接してあった可能性があり、 「まち」の原形あるいは「矢筒居館」が従来云われていた戦国期(中野2009)では

なく、 14世紀中頃まで測りうろことを明示し得たことは、今次調査の最大の成果のひとつである。ただし、居館

跡の存在は状況証拠だけでは何とも覚束ない。また、居館跡が移動することも考えられるので、山城と一帯化す

る以前の居館跡とすることは許されるにしても、今後の調査に期待するしかない。

輸入陶磁器など古代末期から中世前期の威信財の存在から、それらを在地領主層の伝世とは考えずに、それら

の相当数が、当初またはさして時間を経ることなく、当地に搬入され廃棄された可能性も否定できない。飯綱町

内には中世関係の遺跡はすでにふれられたとおり決して多くはないが、遺跡の内容が判明している例は当遺跡を

除けば、芋川氏館跡と小野遺跡(笹津・小柳・市村・中村2012)ぐらいである。このうち小野遺跡では中世前期

の支配者に係わる遺構の一部が明らかにされた。ここでは掘立柱建物と輸入陶磁器が土師器皿工群とともに認め

られた。よって、表町遺跡でも古代末期から中世前期の支配層に係わる遺構が発見される可能性がある。こうし

た遺跡は小野遺跡以外に北信地域では明らかにされていない。表町遺跡で中世前半の遺構が見つかれば、伝承に

云う島津氏や太田荘の問題など　当地方のみならず、善光寺平の中世史に大きな一石を投ずることになるととも

に、飯綱町の地理的位置から、越後との関係をも知る上で重要な手がかりを得ることになる。しかしながら、山

城・居館・町屋(城下)が三位一体の遺跡として重要であるという認識はあっても、過去の牟礼村教委の数回に

わたる小規模な発掘調査や、県埋文センターそして今次調査で三位そのものの実態がいまひとつ明らかにされて

はいない。山城の構造・居館跡の位置や構造、町屋の構造などである。とくに後者では、町屋が地名や伝承に基

づくならば相当の規模を想定することも可能であるが、県埋文センターの調査では町屋の規模は散在的で町屋

としてのイメージが湧いてこないが、今次調査によって、外堀とされる束西谷に近接した地点での町構造の一端

がようやく明らかとなった。

長野県内の中世遺跡の大部分は、市街地化などで変容している。表町遺跡は「山城」 ・ 「城館跡」と「城下町」

が一体の遺跡として、景観も含めて良く保存され今日に至っており、今次調査で得られたとおり重要な情報を埋

蔵しており、中世史研究の遺跡としても極めて重要である。可能な限り現状保存を望みたい。
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註3

「牟礼神社の由緒」明治8年(1875年)牟礼村から長野県庁への神社由緒届書

長野県管下第廿六大区萱小区信濃国水内郡牟礼村

鎮座字裏町

諏訪神社　　弐拾七ケ村郷村

祭神建御名方命　御神璽古鎗身

旧神官家系は天文年中隣村芋川村神官近藤家受持其後黒川村旧神官近藤大和へ依頼奉任すと去、其年暦不詳、或日

承応の始と云、数代右大和蔵内三日五位吉田家へ請ひ内二日当社江其官服にて奉仕す、又歳々一月朔且の神拝も当

社を以て首とす。

由緒、当村古城主島津氏は武将頼朝公の落胤にして寿永二年木曽義仲北国へ下り平氏と戦はんと欲して将帥製へ通るの

時、軍師合併して兵卒を出さざるを以て放火に達と。其後常勝有て城郭元の如しと云(年暦不詳)、是を箭筒の城と云。

島津権六郎は又左京進と称す、累代村上家の旗下に属すと世の口碑に伝る侭を記す。当神社は白眉相当高岡に字有名横

吹山と往昔是に鎮座す。其原曲・古記・神器、頻近郷に無比類を以て領主島津家も鎮守となし尊信す。然るに前顕の為放

火の社殿不残焼失す。再び城郭営の後、当城の正束字馬場先(当今吉富と云)西の高みへ勧請あり、則神社領として永五

黄文の地を寄附せられ、厚く崇敬し奉所の神社也。此時は市中人民方今の字表町に居住し村井と云(今の牟礼也)。然る

に永禄・天文度、村上義清、武田晴信と度々戦争ありて村上家終に亡藩に及び、尋て島津家も兵災に逢ひ家族士卒一時に

分散し、可概社殿及び城郭民戸暫時に灰燈となり、此時神宝・古伝。祭器等不残焼亡なし華。然るに人民居住なす表町用

水に悉く不便なるを以、堤陸の柵を切流し方今の地へ転宅なす者多く、焼残りたる者は其侭居住するもあり、

然るに天正十年従来の地へ再建致さんと地形を築き、此時土中より掘出し得たる古槍の身壱本、是を神璽として社殿建

設あり。然るに常勝未だ半はならざる時、織田信長の命に依、越後国蕃白山の城主上杉景勝を攻として滝川左近将監・森

武蔵守両将を下しめ、愛に陣堕を居ひられ、其際細民の微かを以再建の志を感せられ幣吊五両を下され、尚祭肥料として

高輪五石を寄附せられ、翌天正十一年末三月徳川家康公より北国往還の横道を経るの輩を御禁制の御朱印証書並に神社崇

敬之制札等御下ケ渡しに相成。其後延宝六年午八月佐久間大膳亮殿検地の節、従前の除地廃せられ、更に高三石除地に賜

ふ。然るに人民の居村方今所よりは遇に遠くして幼老社参蝶々敷甚不便を以て村民衆議の上、慶安四年方今の抱字裏町へ

御遷座なし奉り於今に崇敬し奉る所なり。

勧請　　　年暦不詳

例祭日　　九月十八日

社殿建坪　三輪三坪

境内反別　萱反歩

旧社領　　三石除地

氏子　　　弐百拾五戸

自該庁距離　三豊三輪丁

以上

明治八年六月

長野県参事楢崎寛直殿

右用掛　　横山四郎兵衛㊥

同　　　　牧野藤治郎㊥

右社嗣掌　丸山理平㊥

戸長　　　柳沢六左衛門⑩

(飯綱町役場文書「自明治八年五月至仝十五年六月　社寺関係書類　牟礼村」級に収載。なお原文カタカナをひらがなと

し、句読点を付した。)
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註4

明治13年(1880年)牟礼村が長野県令へ提出した「牟礼村誌」にみえる矢筒城と表町の伝承(長野

県立歴史館所蔵「郡村誌　上水内郡」 (A-35-80)所収「牟礼村」。のちに長野県縞『長野県町村誌』

1936年として活字化。)

牟彊村

本村古時太田郷、後柳原斑に屈す。牟躍町〔字表町に村落をなす、七割、陣場、左軍和、舟繋石、堀形、家老地等の地名

あり〕黒川村と一村たり。年擁不詳二村となり、牟躍町は慶長以来宿輝を置かれ、倍馬の運搬を勤るに至り、又水利の便

を以て今の地へ移る。同十七年室飯町と改稿す、元腺中再び牟躍町と稀す。天保九年十月牟躍輝と稀し、弘化元年牟薩村

に復す。

(中略)

古跡

【失筒城墟】本村未の方に営れる孤山にして村の中部に聾え、西は黒)I閤地内を堺し、南は字表町に隣し、束は字西前坂、

古屋敷雨字に遣り、北は瀧澤川を以て字久保田に界す。東西四町四十間、南北三町廿人間、周回十町廿三間三尺高さ二百

廿間二尺六寸。登路二條一は本村東の方字備後澤より上る高四町四十九間五尺四寸、一は西の方黒川村界より登る、高二

町二間三尺、鰻の形をなす、伐て矢筒の城と云ふ。峯嶺に至れば石壁猶存す、中段南の方空港あり、下段に堀あと及び大

手口と唱ふる所あり、此所の耕地を馨つ着古金銀銅の欠、陶器の片われ等を得るもの往々有之、永正の頃島津氏居城、天

文の頃是れを毀つと云ふ。嶺に石嗣あり、同氏を祭ると青侍ふ。

【陣場】村の午の方表町南部を陣場と唱ふ。方今耕地にして皆畑なり、其畦径の傍に埋石あり、土中埋入する何尺なるを

知らず、上面に馬足跡の形あり。

【舟繋石】村の午の方字表町田畑の暁闇にあり。大石板の如くに突出せり、其中央に穴突抜たり、直径五寸、周回一尺六

寸、深さ三尺、往昔城廓存在の時、堀江舟繋石と青侍ふ。

(後略)
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第1節　植物遺体の同定

㈱吉田生物研究所

第5章　科学分析

第1節　植物遺体の同定

仁　調査した試料

試料は、遺構SD44 (3試料:試料番号1-3)、 SD45 (2試料:試料番号4,5)、 SD46 (1試料:試料番号6)、

SEO2 (7試料:試料番号7-13)、 SEO6 (23試料:試料番号14-36)、 SEO7 (3試料:試料番号37-39)、 SGOl

(1試料:試料番号40)、 SHOl (6試料:試料番号41-46)と遺構不明(15試料:試料番号47-61)より採取さ

れた61試料である。

2喜　調査方法

試料を実体顕微鏡下で観察し、その形態から種の同定を試みた。その際、石川茂雄(1994年)、大井(1978年)、

北村・村田(1979年)、中山・井之口・高谷(2000年)を参照した。

3置　結果

遺構SD44からはモモとスモモの木本類2種が検出された。 SD45からはモモとスモモの木本類2種が検出され

た。 SD46からは堅果類の木本類1種が検出された。 SEO2からはモモ、サクラ亜属とハシバミ?の木本類3種と、

アサ、ソバ、タデ属、アカザ科orヒユ科、アブラナ科、タンポポ亜科、キビ、オオムギ、イネ、イネ科、ホタ

ルイ属、カヤツリグサ科の草本類12種が検出された。また囲輔と昆虫が確認されている。 SEO6からはオニグル

ミ、モモ、スモモ、サクラ亜属、イヌザンショウ、カラスザンショウ、トチノキ、ノブドウ、ブドウ属、クマノ

ミズキの木本類10種と、アサ、ソバ、タデ属、ハコベ属、アカザ科orヒユ科、アブラナ科、キイチゴ属、カタ

バミ属、ウリ、キカラスウリ、シソ科?、タンポポ亜科、キク亜科、コムギ、イネ科、ホタルイ属、カヤツリグ

サ科の草本類17種が検出された。また囲輔と昆虫が確認されている。 SEO7からはモモの木本類1種とソバ、タ

デ属、ウリ、タンポポ亜科、イネの草本類5種が検出され、また囲輔と昆虫が確認されている。 SGOlからはモ

モの木本類1種が検出されている。 SHOlからは堅果類、モモ、スモモ、カラスザンショウの木本類4種と、ア

サ、ソバ、タデ属、ハコベ属、アカザ科orヒユ科、アブラナ科、マメ科、ウリ、シソ科、オミナエシ属?、メ

ナモミ属、オオムギ　コムギ　イネ、カヤツリグサ科の草本類15種が検出され、昆虫が確認されている。遺構不

明からは堅果類?、モモ、スモモ、サクラ亜属、カラスザンショウ、トチノキ、クマノミズキの木本類7種と、

カナムグラ、タデ属、ハコベ属、アカザ科orヒユ科、カタバミ属、マメ科、ウリ、ユウガオ属、シソ科、メナ

モミ属、コムギイネ科、ホタルイ属の草本類13種が検出され、昆虫が確認されている。以上の各種の写真を示

し(図版)、同定結果を表に記す。学名は北村・村田(1979年)によった。

4喜　まとめ

各遺構共に、モモ、イネ、コムギ、ソバ等の食周植物の残津が検出されている。中でも遺構SEO2、 SEO6、

SEO7においてはトイレやゴミ潤で見られるハエ類の囲輔やゴミムシ類の可能性がある昆虫の外骨格が伴って検

出されており、植物残津等の生ゴミを遺棄する場所であった可能性が推測される。

タデ属、ハコべ属、アカザ科orヒユ科、アブラナ科、タンポポ亜科、キク亜科、イネ科の種実の検出が多い

ことから、遺跡周辺は低木などがまばらな草地が広がっていたと考えられる。　　　　　　　　(汐見　真)
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第5章　科学分析

No. ��騫ﾙMHﾘb�遺構名 �4�8ｨ6(6��出土土居 侘)�B�和名 �洩ﾂ�学名 偃ﾙ}��部位 

1 �#��ﾓ"�"�SD44 �d"ﾕC�"�有機質砂礫混黒色土 ���モモ �6�8���PmブuSpeγSわaBa瞭Ch 冦曳ｲ�核 

2 �#�"ﾓ��"�SD44 �d"ﾕC�"�有機質砂礫混黒色土 ���スモモ �6�8���Pγ妨雅揃CZ枕祝aLindley 冦曳ｲ�核 

3 �#�"ﾓ"�"�SD44 �d"ﾕC�"�有機質砂轢混黒色土 迭�モモ �6�8���Pγu"uSPe7SわaBatsch 冦曳ｲ�核 

4 �����SD45 �� ���モモ �6�8���Pγ鋤郷Pe?証CaBatsch 冦曳ｲ�核 

5 ����ﾓ��"�SD45 �d"ﾕ6ﾆﾂ�漆黒色糖質土 ���スモモ �6�8���PγZ/7硲拙枕わJaLindley 冦曳ｲ�核 

6 ��sb�SD46 �d2ﾕ&ﾆﾂ�黒色砂質土 ��ﾙ�B�堅果類 辻�- 冦曳ｲ�堅果 

7 ��S��SEO2 ��NO32-3 �"�オオムギ �486ﾈ怩�Hb?demまうi′l加移し.Ⅴ祉.微細彬 ���gｲ�果実 

1 �5H4�8�����バラ科 �7V&vV粭6&螂8ｻﾒ�木本 丿｢�

8 ��SEO2 �� ���モモ �6�8���Pn雄踏j)e?SわaBatsch 冦曳ｲ�核 1 �5�987ﾈ7ﾈ恢怩�キク科 �6�6�&柳芳V�R�草本 ���｢�

1 �486ﾂ�イネ科 ��ﾛｷｦ�6�F�-��+R��草本 冢�ｦｲ�

9 ��SEO2 �� �2�タンポポ亜科 �4ﾈ4陷��Cichorioideae ���gｲ�痩果 

1 �486ﾂ�イネ科 簸��ﾈｶ��6�F�-��+R��草本 冢�ﾙ"�

10 ��SEO2 �� ���不明種奨 辻�- 辻�種子 

1 �5ﾈ6ﾘ�R�タデ科 ��(ﾏykﾈ�fﾖU47Y�ﾇH5貳ﾔﾖ&Vﾉ6魔�草本 ���｢�

8 �5�6hｿﾂ�タテ科 ���-�S��ﾄﾈ5趺7���草本 ���｢�

18 �7ｨ5�8ｸ48ｿﾂ�カヤツリグサ科 �66俚ｸ,ﾕ7���草本 ���｢�

17 �4�4ｨ5H怕�(7�8h怩�アカサ科orヒユ科 �6�踟����6V�V�$�ﾖ�&�駭v�6V�R�草本 偃ﾘ���

1 假yNs��一 辻�- 辻�

11 ��SEO2 �� ���キビ �486ﾈ怩�P鋤ic紡nブタタilわceuタブきし. ���gｲ�痩果 

1 �4�7h8�6���アブラナ科 �'&�76�6�6V�R�草本 偃ﾘ���

3 �5�6Y���タデ科 ���(�3��ﾕ7���草本 ���｢�

2 �4�5B�クワ科 �;�7X5貳ﾆ�){�6�囘ｶ�+R��草本 ���｢�

5 �7ｨ5�8ｸ49���カヤツリグサ科 �68誼仆ﾕ7���草本 ���｢�

7 �4�4ｨ5H怕�(7�8h怩�アカサ科orヒユ科 �6�踟����6V�V�$�ﾖ�&�霾ﾆ�6V�R�草本 偃ﾘ���

3 儻9k韶ﾘ���一 辻�- 偃ﾘ���

12 ��SEO2 �� ���モモ �6�8���Pγ鋤uS4e7証oaBatsch 冦曳ｲ�核 

13 ��SEO2 �� 釘�ソノ† �5�6h怩�栖吻γ紡neSCu肋胸ブタ!MbeliCh ���gｲ�痩果 

23 �5�6Xｿﾂ�タデ科 ���-���ﾝyZ�7���草本 ���｢�

4 丶�ﾈｦ��昆虫 辻�- ��ｲ�

3 �ﾙ^2�昆虫 �｢�- 辻�

14 �4ｨ8H688ｨ4�5H怩�カヤツリグサ科 �7��W&�6V�R�草本 �X悗�

6 �486ﾈ怩�イネ科 背&�ﾖ匁V�R�草本 ���｢�

l �6�5h6�7胄�カバノキ科 �6�'綿ﾚ諞V帽<�.H-��ﾆﾈ.ﾔf�66�"�木本 �ｩNr�

58 �4�4ｨ5H怕�(7�8h怩�アカサ科orヒユ科 �6�踟����6V�V�$�ﾖ�&�駭v�6V�R�草本 偃ﾘ���

14 ��cB�SEO6 �d"ﾘﾔモ� ���アサ �4�8���α1illab料satねaし. ���gｲ�痩果 

15 �#�r�SEO6 �� ���オニグルミ �4�8ｸ7陷��履功vns���G6�5竏<��6�ﾖ��ﾗ7V'7��6坊&�F�����木本 丿｢�

16 �#ヲ�SEO6 �� ���タンポポ亜科 �4ﾈ4陷��Cichorioideae ���gｲ�痩果 1 �4ｨ8H688ｨ4�5H怩�カヤツリグサ科 �7��W&�6V�R�草本 ���｢�

4 �4ﾈ4濶���キク科 ��7FW&�FV�R�草本 ���｢�

17 ��SEO6 �� ���外骨格 俑�(��- 辻�- 

18 ��SEO6 �� ���モモ �6�8���Pγ鋤Z/可)e?瞥わaBatsch 冦曳ｲ�核 

19 ��SEO6 �� ���キカラスウリ �4X8ｨ怩�T加hosa/融eskf7.ilouIiiMaxim.var.加yo/読aKitam. ���gｲ�種子 

20 ��SEO6 �� �"�カラスサンショウ �7�4ｨ98怩�Z加融0妙Izmai肋融0〔ねsSieb.etZucc. 冦曳ｲ�種子 2 �6ﾘ7X6�4R�ブドウ科 ��(ﾛｶVﾅ�D���ﾖ�6№��木本 偃ﾘ���

3 �5H4�8�����バラ科 �7V&vV粭6ｶﾕ8ｻﾒ�木本 丿｢�

21 ��SEO6 �� ���ソノ† �5�6X怩�勧n11neSCu胸高uブタまMbeliCh ���gｲ�痩果 

8 �5�8(8"�バラ科 ��<����ﾝr�ﾆ�6�5荐�ﾆ匁FﾆW��木本 丿｢�

22 ��SEO6 �� �2�外骨格 俑�(��一 辻�- 多数 ����ｹ}��節足類 辻�- 辻�

1 冲ﾈｴ���一 辻�- �｢�

23 ��SEO6 �� ���ウリ �4X8ｨ怩�C〃C妨1砿〃タeloし. ���gｲ�種子 

1 假yNr�- 辻�- 辻�

24 ��SEO6 �� �"�スモモ �6�8���Pγ紡硲SCZliciタJaLindley 冦曳ｲ�核 

25 ��SEO6 �� �"�タンポポ亜科 �4ﾈ4陷��Cichorioideae ���gｲ�痩果 

4 �5�6i���タテ科 ���8C��ﾌﾈ5趺7���草本 ���｢�

1 �7X6�4Y���ブドウ科 �舒�7���木本 偃ﾘ���

1 �5(8�4ﾒ�イネ科 �5(8H,ｸﾜX�5��W7F刎S��+R��草本 ���｢�

8 �8(8"�バラ科 ��<��U5�S�8.ﾖ�&�G66��木本 丿｢�

9 冲ﾈｴ���一 辻�- �｢�

2 �ﾙ^2�昆虫 辻�一 辻�

26 ��SEO6 �� �"�クマノミズキ �7�5�4ﾈ怩�Co77�0細Cγゆめ′lわWallichC.crispulaHance 冦曳ｲ�核 

2 儻9k隕ﾘ���ー 辻�- 偃ﾘ���

27 ��SEO6 �� ���スモモ �6�8���Pγ鋤郷Sahc訪aLindley 冦曳ｲ�核 

1 �8(8"�バラ科 ��<��U5�X<�8.ﾖ�&�G66��木本 丿｢�

28 ��SEO6 �� ���不明稲美 辻�一 辻�穏子 

29 ��SEO6 �� ��"�タテ屈 �5�6X怩�Po魂や11uタブタSp. ���gｲ�痩果 1 �5ﾈ6ﾘ�R�タテ科 亂�<�VﾖU8;�ｹuｦﾘｻ傚ｴ6��草本 ���｢�

6 �6�5(7����ナデシコ科 �7FY�<�.ﾗ7���草本 偃ﾘ���
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第1節　植物遺体の同定

No. ��騫ﾙMHﾘb�遺構名 �4�8ｨ6(6��出土土屈 侘)�B�和名 �洩ﾂ�学名 偃ﾙ}��部位 

29 ��SEO6 �� ���不明種突 ��ｲ�- 辻�種子 

1 �4ｨ8H688ｨ4�5H怩�カヤツリグサ科 �7��W&�6V�R�草本 ���｢�

1 �7ｨ5�8ｸ48ｿﾂ�カヤツリグサ科 �66俚ｸ�･7���草本 ���｢�

1 �5h5ﾈ怎��シソ科 犯�&��F�R�草本 兒ｨ悗�

2 �4ｨ5�6�7����カタバミ科 ���ﾉ{�7���草本 偃ﾘ���

88 �4�4ｨ5H怕�(7�8h怩�アカサ科orヒユ科 �6�踟����6V�V�$�ﾖ�&�駭v�6V�R�草本 几����

1 丶�ﾈｦ��昆虫 �｢�- 辻�

30 ��SEO6 �� �"�モモ �6�8���Pn偽uSPersわaBatsch 冦曳ｲ�核 

31 ��SEO6 �� ���スモモ �6�8���PγunuS脇枕iタlaLindley 冦曳ｲ�核 

32 ��SEO6 �� �"�スモモ �6�8���D男�U56�ﾆ�8�&�ﾆ匁FﾆW��木本 丿｢�

33 ��SEO6 �� ���サクラ亜屈 �6�8���Subgen.臼砲拙S 冦曳ｲ�核 

34 ��SEO6 �� ���囲輔 俑�(��- 辻�- 

1 �486ｸ5H985h8x4R�ミカン 物*�u｣�-��ﾆ位H*ｵ46因ｩ4薄遊ﾆ�6坊"觚EｧV62��木本 偃ﾘ���

1 �4�7ﾘ6ﾘ7�5�4ﾂ�ミズキ科 �6&ﾙXﾖﾖ�8<�.H-��ﾉ�v�ﾆﾆ�6�2�7&�7�Vﾆ����6R�木本 丿｢�

1 �4ｨ5�6�7霑ﾂ�カタバミ科 ��ﾍ�/G7���草本 偃ﾘ���

130 �4�4ｸ5H怕�(7�8h怩�アガサ科orヒユ科 �6�踟����6V�V�$�ﾖ�&�駭v�6V�R�草本 �韈��

17 �5�6Xｿﾂ�タデ科 ���%ｩ�d郵�h5�7���草本 �X悗�

5 �486ﾈ怩�イネ科 背&�ﾖ匁V�R�草本 �X悗�

5 �6�5(7����ナデシコ科 �8ﾝvﾈ,ｸ<�吉7���草本 偃ﾘ���

2 儻9k韶ﾙ<ｲ�ー �｢�- �韈��

35 ��SEO6 �� ����タデ属 �5�6X怩�Poめ郎ブタ雄mSp. ���gｲ�痩果 

2 �4ｨ8H688ｨ4�5H怩�カヤツリグサ科 �7��W&�6V�R�草本 �X悗�

l �4ﾈ4濶���キク科 ��7FW&�FV�R�草本 ���｢�

50 �4�4ｨ5H怕�(7�8h怩�アガサ科orヒユ科 �6�踟����6V�V�$�ﾖ�&�霾ﾆ�6V�R�草本 偃ﾘ���

4 �6�5(7����ナデシコ科 �7FVﾉ�吉7���草本 偃ﾘ���

2 �4�7h8�6���アプラナ科 �'&�76�6�6V�R�草本 偃ﾘ���

1 儻9k韶ﾙ<ｲ�- 辻�ー 偃ﾘ���

5 �486ﾈ怩�イネ科 背&�ﾖ匁V�R�草本 �X悗�

2 丶�ﾈｦ��昆虫 辻�- 辻�

36 ��SEO6 �� ���オニグルミ �4�8ｸ7陷��J払g奴郷��&ｨ�ｭ苹Mﾖ�ﾖ��ﾒ�7V'7��6坊&�F�����木本 丿｢�

1 �ﾙ^2�昆虫 �｢�- �｢�

20 �5�6i���タデ科 ����4��ﾄﾈ7X5�*ｵ7���草本 ���ｲ�

2 �6x6�6ﾘ4ﾂ�トチノキ科 ��W60lαSJuγbi?Ja細Blune 冦曳ｲ�堅果皮 

3 �4ﾈ486�59���バラ科 �(5莓)��7���草本 丿｢�

4 �4ｨ5�6�7霑ﾂ�カタバミ科 ��zﾙ��7���草本 偃ﾘ���

6 �6�5(7����ナデシコ科 �7FVﾈ,ｳ�g7���草本 �韈��

6 �4ｨ8H688ｨ4�5H怩�カヤツリグサ科 �7��W&�6V�R�草本 �X愆�

2 �7ｨ5�8ｸ49���カヤツリグサ科 �66俚ｸｻﾕ7���草本 ���｢�

5 �486ﾈ怩�イネ科 背&�ﾖ匁V�R�草本 ���｢�

1 丶�ﾈｦ��昆虫 辻�- 辻�

2 儻9k韶ﾙ<ｲ�- 辻�ー 偃ﾘ���

87 �4�4ｨ5X怕�(7�8h怩�アカサ科orヒユ科 �6�踟����6V�V�$�ﾖ�&�霾ﾆ�6V�R�草本 偃ﾘ���

37 ��SEO7 �d2ﾔ#�2� �2�モモ �6�8���Pγu鋤S4e握icaBatsch 冦曳ｲ�核 

38 ��SEO7 �d2ﾔ#�2� 迭�タデ屈 �5�6X怩�Poめ営0鋤脇Sp. ���gｲ�痩果 

1 �5ﾈ6ﾘ�R�タテ科 凭6~�X.､免馘�7VﾆVﾉ~87X5襍Dﾖ&Vﾂ�6��草本 ���｢�

2 丶�ﾈｦ��昆虫 辻�- 辻�

1 �ﾙ^2�昆虫 辻�ー 辻�

2 �4X8｢�ウリ科 �7V8-ﾈ�c�-蒙X.ﾘ+R��草本 �韈��

2 �5�987ﾈ7ﾈ恢怩�キク科 �6�6�&柳芳V�R�草本 ���｢�

3 冲ﾈｴ���- 辻�- 辻�

39 ��SEO7 �d2ﾔ#�2� 澱�イネ �486ﾈ怩�0タコ膚aSaめaし. ���gｲ�籾殻 

1 �4X8｢�ウリ科 �7V85��c�zﾈ7X5�-ﾆX/�+R��草本 �;���

1 �ﾞw��昆虫 辻�- 辻�

多数 冲ﾈｴ���- 辻�一 辻�

1 丶�ﾈｦ��昆虫 辻�- 辻�

1 �5�6i���タテ科 ���s�ﾄﾆﾕ7���草本 ���｢�

40 �##B�SGOl �� �"�モモ �6�8���Pγ鋤郷j)e握icaBatsch 冦曳ｲ�核 

41 ��釘ﾓ"�"�SHOl �d2ﾔ3�"� �"�モモ �6�8���Pγ鋤u可)e7SicaBatsch 冦曳ｲ�核 

42 ��SHOl �d2ﾔ3�"� 途�ハコべ屈 �6�6h5h5(怩�Stel細γわsp. ���gｲ�稲子 

2 �5ﾈ6ﾘ�R�タデ科 凭6ytH.洩ﾆﾖU485賈vｸｽ�ﾘｻ亡v�6��草本 �X悗�

105 �5�6Y���タデ科 ���-��ﾉ�7X5�7���草本 偸�8ﾂ�

193 �4�4ｨ5X怕�(7�8h怩�アカサ科orヒユ科 �6�踟����6V�V�$�ﾖ�&�蹤��6V�R�草本 �韈��

1 丶�ﾈｦ��昆虫 辻�- �｢�

1 �5(8�4ﾒ�イネ科 菱.ｧHﾜX�5��W7H,ｸ;�7X5��+R��草本 ���｢�

18 �4�7h8�6���アプラナ科 �'&�76�6�6V�R�草本 �/h���

1 �5h5ﾈ怩�シソ科 犯�&��F�R�草本 兒ｨ�b�

1 ��4�7�6�4x5hｿﾃ��オミナエシ科 ���f(ｭ�7���草本 ���｢�

l �8�6�8(7����キク科 �6fVxﾍv&V6ｸ.ﾗ7���草本 �;���

2 儻9k隕ﾘ���- 辻�- 偃ﾘ���
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第5章　科学分析

No. ��騫ﾙMHﾘb�遺構名 �4�8ｨ6(6��出土土層 侘)�B�和名 �洩ﾂ�学名 偃ﾙ}��部位 

42 ��SHOl �d2ﾔ3�"� 釘�カヤツリグサ科 �4ｨ8H688ｨ4�5H怩�Cyperaceae ���gｲ�疫果 1 �4X8｢�ウリ科 �;�85苻�hﾗｲ(戳ﾆ�+R��草本 偃ﾘ���

1 �4�5B�クワ科 �;����){�6�H/��+R��草本 ���｢�

43 ��SHOl �� 釘�スモモ �6�8���Pγum岱Sa枕海aLindley 冦曳ｲ�核 

44 ��SHOl �� ����ソノ† �5�6h怩�助γ鋤き錆Cαh′融1n胸eliCh ���gｲ�痩果 

1 �4ｨ8H688ｨ4�5H怩�カヤツリグサ科 �7��W&�6V�R�草本 ���｢�

2 �4X8｢�ウリ科 �7V7X7X5�*�5跏X.ﾘ+R��草本 偃ﾘ���

1 �4ｨ5i}��ブナ科 杷�v�6V�R�木本 佶�｢�

2 �4�4�8�4ﾒ�イネ科 陪#�ﾆX��h��ﾔﾇf�"驢R��&R�草本 �ｨ���

1 �4ｨ8�5�5X985h8x4R�ミカン科 物*�uｦ�ｸ�&ﾖ7ｨ邉�v柳FW56坊"觚EｧV62��木本 偃ﾘ���

1 �4ｨ8H688ｨ4�5H怩�カヤツリグサ科 �7��W&�6V�R�草本 ���｢�

1 冲ﾈｴ���- ��ｲ�- 辻�

28 �4�5B�クワ科 �;����){�6�Idｶ�+R��草本 ���｢�

45 ��SHOl �� �ｩ���マメ科 �7ﾘ8�怩�L開く〃諭osae ���gｲ�種子 

46 ��SHOl �d2ﾔ3�"� �3��イネ �486ﾈ怩�0ゎ姥aSaめaし. ���gｲ�籾殻 

2 �5�6hｿﾂ�タデ科 ���-�3��Vｦﾕ7���草本 ���｢�

1 儻9k韶ﾙ<ｲ�- 辻�- 偃ﾘ���

7 �486ﾂ�イネ科 枇7X8ｩEf�6�F�-��+R��草本 �X悗�

6 �5(8�4ﾒ�イネ科 �4�6沫Hﾘﾈ*ﾖﾔ�W7F刎S��+R��草本 ���｢�

4 �4�4�8�4ﾒ�イネ科 陪)u仞8椹8�齬Y���+R鑾�5ｲ驢Y,��V｢�草本 �ｨ���

1 �4X8｢�ウリ科 �7V7Vﾙ{��h昏.ﾘ+R��草本 �;���

1 丶�ﾈｦ��昆虫 辻�- 辻�

47 ��s"� �d(��"� ���カナムグラ �4�8���HZm!uh修加eo)読郷Sieb.etZucc ���gｲ�種子 

2 �5H4�8冩xﾋB�バラ科 �7V&vV粭8.ﾓ�･7U2�木本 丿｢�

48 ��s�� �d(��"� ���サクラ荘原 �6�8���Subgen.CenZS硲 冦曳ｲ�核 

49 涛�� �d"ﾕ&ﾄ��有機混黒色砂質土 ���ユウガオ属 �4X8ｨ怩�L呼物aγわsp. ���gｲ�果皮 

50 �� �d"ﾕ#�"�黄褐色混黒褐色粘質土 ���モモ �6�8���Pγu/舶Pe7SわaBatsch 冦曳ｲ�核 

51 ����� �d"ﾕC�"�黄色混黒色土 ���サクラ亜屈 �6�8���Subgen.ClenZS総 冦曳ｲ�核 

52 ��唐ﾓ��"� �d"ﾕC�"�有機質砂礫混黒色土 ���スモモ �6�8���Pγ鋤uS捌偽祝aLindley 冦曳ｲ�核 

53 �#��� �d"ﾕC�"� ���トチノキ �6x6�6ﾘ4ﾈ怩�AesculusfuγbillaめBlune 冦曳ｲ�堅果皮 

54 ��c"� �d2ﾔ��"�黒色土 ���モモ �6�8���Pγm郷Pe7諦aBatsch 冦曳ｲ�核 

55 �� �d2ﾔ#�2� �"�スモモ �6�8���Pγ鋤uSSa揚力laLindley 冦曳ｲ�核 

56 �� �d2ﾔ#�2� ���モモ? �6�8���PγZ//鵬Pe鳩わaBatsch 冦曳ｲ�核 

57 �� �d2ﾔ#�2� �"�サクラ亜屈 �6�8���Subgen.Cbm捌s 冦曳ｲ�核 

1 �4X8｢�ウリ科 �;�7Vﾘ*�ﾖX.ﾘ+R��草本 偃ﾘ���

2 �4�7ﾘ6ﾘ7�5�4ﾂ�ミズキ科 �6�｡maCγq擁y施WallichC.crisp山aHance 冦曳ｲ�核 

1 �5(8�4ﾒ�イネ科 肘dｸ,ｸ�h�h5��W7H.ﾘ�fﾘ+R��草本 ���｢�

1 佶�ｩ}胄�一 辻�木本 佶�｢�

1 �5H4�8�����バラ科 �7V&vV粭9�⑥･8ｻﾒ�木本 丿｢�

58 �� �d2ﾔ#�2� �#B�タデ属 �5�6X怩�Po魂や1mnSp. ���gｲ�痩架 

1 儻9k韶ﾘ侔�- 辻�一 偃ﾘ���

2 �8�6�8(7����キク科 �8,ｹ4�6&V6ｸ.ﾗ7���草本 偃ﾘ���

6 �6�5(7����ナデシコ科 �7FVﾈ,ｸ<�.ﾗ7���草本 偃ﾘ���

2 �486ﾈ怩�イネ科 背&�ﾖ匁V�R�草本 ���｢�

1 �4ｨ5�6�7����カタバミ科 ��ﾍ�/G7���草本 偃ﾘ���

173 �4�4ｸ5H怕�(7�8h怩�アカサ科orヒユ科 �6�踟����6V�V�$�ﾖ�&�霾ﾆ�6V�R�草本 偃ﾘ���

59 ��ッﾓ��2� �d2ﾔ#�B�黒色土 鳴�サクラ亜屈 �6�8���Subgen.Cl料tZS郷 冦曳ｲ�核 

60 �#�B� �d2ﾔ3�2�黒色粘質土 ���ユウガオ屈 �4X8ｨ怩�L昭鋤aγわsp. ���gｲ�繊維 

61 �� �d"ﾘ+Vﾆﾂ� �"�モモ �6�8���Pγu)硲j)eねicaBatsch 冦曳ｲ�核 

110 �5�6i���タテ科 ���8C��郵5趺7���草本 ���｢�

3 �4�4ｨ5X怕�(7�8h怩�アカザ科orヒユ科 �6�踟����6V�V�$�ﾖ�&�蹤��6V�R�草本 偃ﾘ���

63 �6�5(7袷ﾂ�ナデシコ科 �7FVﾉyｨ<�.ﾗ7���草本 偃ﾘ���

1 �4ｨ8�5�5H985h8x4R�ミカン科 物*�~6�ｸ�&ﾖ6刔ﾙu｣��ｸ,ｷ56坊"觚EｧV62��木本 偃ﾘ���

1 �7ﾘ8�怩�マメ科 繁zｩf�譏5���6�R�草本 偃ﾘ���

1 儻9k韶ﾘ���- 辻�- 偃ﾘ���

3 �4ｨ5�6�7霑ﾂ�カタバミ科 ��l�;�/G7���草本 偃ﾘ���

3 �486ﾈ怩�イネ科 背&�ﾖ匁V�R�草本 ���｢�

2 �5h5ﾈ怩�シソ科 犯�&��F�R�草本 兒ｨ悗�

5 丶�ﾈｦ��昆虫 辻�- 辻�

83 �4�4ｨ5H怕�(7�8h怩�アカサ科orヒユ科 �6�踟����6V�V�$�ﾖ�&�霾ﾆ�6V�R�草本 偃ﾘ���

1 �7ｨ5�8ｸ49���カヤツリグサ科 �66俚ｸｻﾕ7���草本 ���｢�
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第1節　植物遺体の同定

No。1　モモ核

No。7　オオムギ痩果

No。35　アブラナ科種子

直音　たか宣言者ハ「

No。2　スモモ核

No。11　キビ痩果

No。49　ユウガオ属果皮

No。22　節足類

No。13　ソバ痩果

No。19　キカラスウリ種子

No。39　イネ籾殻　　　No。39　ウリ種子

N○○46　イネ痩果　　　No。34　囲踊
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No。14　アサ種子

No。25　コムギ痩果

N○○42　シソ科分果

N○○20　ノブドウ種子



第5章　科学分析

第2節　花粉分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

長野県上水内郡飯綱町牟礼に所在する表町遺跡は、三登山山系の醤山北側の丘陵に位置する。調査地付近は、

東側、西側、南側の三方より緩やかに傾斜し、全体的に北側に向かう緩傾斜地となっている。本遺跡の発掘調査

の結果、 8mx 7mを呈する中世の貯水池SGO工をはじめとして、井戸跡、土境、炉址などが検出されている。

本報告では、中世および以降の古植生の検討を目的として、 SGOlの埋積物を対象に花粉分析を実施した。

上　試料

試料は、貯水池SGOlに設定された南北の土層断面より採取された土壌9点(試料的1-9)である。これら

の試料の観察では、いずれも黒色を呈する泥からなり、灰白色、褐一灰褐色泥の偽礫や砂の混入の程度が堆積物

によって異なる状況が確認できる。発掘調査時の記録に基づくと、上記した9試料は、肌1が褐粒多量混黒色土、

蝿2が褐粒少量混黒色土、恥.3が黒色土、恥4が暗黒色土、肌5が黄色土混暗黒色土、胸6が黄色ブロック混暗

黒色土、恥.7が有機質多量混暗黒色土、胸.8が黄色ブロック混暗黒色土、胸.9が黒色粘質土に相当する。試料の

採取位置を図1に示す。

2夢　分析方法

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、縮刷、重液(臭化亜鉛:比重2.3)よる有機物の分離、

フツ化水素酸による鉱物質の除去、アセトl)シス(無水酢酸9 :濃硫酸1の混合液)処理の順に物理・化学的処

理を施して花粉を濃集する。残潜をダ)セリンで封入してプレパラートを作成し、光学顕微鏡下でプレパラート

全面を走査し、出現する全ての種類(Taxa)について同定・計数する。

結果は、木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いたものをそれぞれ基数

として、百分率で出現率を算出し図示する。図表中で複数の種類を「-」で結んだものは、種類間の区別が困難

なものである。

3喜　結果

結果を図2、表1に示す。堆積物の時代観からみた、花粉化石の保存状態は普通である。分析残澄量は比較的

多いが、分析残淫の大部分が微粒炭であり、花粉・胞子化石はさほど多くない。そのため、通常よりも多くの残

淫を対象として検鏡を行った。

花粉化石群集は、全体的に類似するが、詳細にみると試料的7と試料的.8を境にして、 2分される。

堆積層下部に相当する4試料(試料的.4、 5、 8、 9)は、花粉・胞子化石全体に対して木本花粉の占める割

合が大きい。木本花粉ではトウヒ属の出現率が高く、木本花粉全体の50-60%を占める。次いでマツ属が20-

30%、モミ属、ツガ属がそれぞれ10%と続く。木本花粉の大部分が針葉樹であり、広葉樹はコナラ亜属やハンノ

キ属が産出するが、出現率は低率である。草本花粉もヨモギ属やイネ科、アカザ科などが産出するが、出現率は

低率である。
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第2節　花粉分析

堆積層中一上部に相当する5試料(試料肌1-3、 6、 7)は、全体に占める木本花粉の割合が減少し、草本

花粉の割合が増加する。木本花粉は、上記した4試料と同様にトウヒ属の出現率が商いが、その出現率は約40%

程度に減少し、代わってマツ属が30%以上を占める。また、コナラ属、ニレ属-ケヤキ属などの広葉樹花粉が漸

増するほか、試料的.2ではスギ属花粉の出現率が高い。草本花粉では、アカザ科の出現率が高く、イネ科、ソバ

属、ヨモギ属なども産出する。

栽培植物は、ソバ属とベニバナ属が産出する。ソバ属は、すべての試料から検出されるのに対し、ベニバナ属

は試料的.1-3、 6、 7からのみ検出される。また、イネ科花粉中には、イネ属花粉が少量確認されたが、保存

状態が悪くイネ属と判別し難いものはイネ科に含めたため、実際のイネ属花粉はもう少し多く含まれた可能性が

ある。なお、検出されたイネ科花粉中には、野生のイネ科花粉よりも1.5倍以上大きなものが少量確認されたた

め、他のイネ科とは別に計数した。大型のイネ科花粉は、コムギ、ハトムギ、トウモロコシなどの栽培植物由来

のものが多い(藤,1987)ことから、これらも栽培種に由来する可能性がある。大型のイネ科花粉の詳細な区分

は、中村(1980)によるイネ科花粉の表面模様による形態区を考慮した検討が必要である。ただし、今回の個体

は保存状態が悪く、検出数も少量であったことから、表面観察用の電子顕微鏡観察用試料の作成は困難であり、

細分には至らなかった。

4東　考察

貯水池SGOlの堆積層より採取された試料は、いずれも針葉樹のトウヒ属の出現率が高いという特徴を示した。

また、花粉化石群集は、花粉化石・胞子全体に占める木本花粉の割合およびトウヒ属とマツ属の消長から、 2分

された。

各試料で高い出現率を示したトウヒ属は、亜高山帯を構成する代表的な樹種であり、長野盆地周辺では志賀高

原など標高1,600m以上でみられる種類である。本遺跡は、標高は約525m付近に位置することから、落葉広葉樹

林が発達する冷温帯域にあると考えられ、このような針葉樹が周辺に発達するとは考えにくい。また、本遺跡北

側の矢筒山における植物調査においてもトウヒ属は発見されていない(川上ほか、 2007)。トウヒ属の中にはヒ

メバラモミやヤツガタケトウヒなど冷温帯に分布する樹種もあるが、八ヶ岳山麓や南アルプスなどに最終氷期の

遺存種として少数が隔離分布しているのみである。

本遺跡の西方、飯綱山の南東山麓に広がる飯綱高原には逆各地湿原があり、これまでの調査から約10万年以降

の植生変化が確認されている(富樫ほか、 1999)。逆谷地湿原は、本遺跡より約400mほど標高が高い地点にある

が、おなじ冷温帯域にある。この逆谷抱湿原を構成する堆積物(逆各地泥炭層)の上部泥炭層の花粉分析結果で

は、トウヒ属の出現率が高い試料は、暦年較正年代で9,000-9,400年以前に相当し、トウヒ属、次いでマツ属が

多い針葉樹花粉主体の組成を示し、広葉樹花粉や草本花粉がほとんど産出しないという特徴を示す(富樫ほか、

2004)。

本遺跡では、貯水池SGOlの調査時に、基底に泥炭層が確認されている。前述したトウヒ属の分布や逆谷泥炭

層の花粉分析結果を考慮すると、調査時に確認された泥炭層は最終氷期のものである可能性が高い。 SGOlの埋

積物は、おそらく泥炭層の二次堆積などの影響により針葉樹を主体とする組成を示した可能性が高く、古植生を

正確に反映していないと考えられる。これらの点を考慮し、 SGOl埋積物の花粉化石群集をみると、堆積層下部

に相当する4試料(試料的.4、 5、 8、 9)では、イネ属やソバ属などの栽培種が検出されていることから、当

時の周辺域での栽培が推定される。また、ヨモギ属などの草本花粉、ハンノキ属やコナラ亜属などの広葉樹花粉

も、当時の周辺植生に由来する可能性がある。
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図1 。 SGO「サンプル採取位置

草本花粉

0　　　　　　50　　　　　100%

木本花粉

出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数により不明花粉を

除く数を基数として百分率で算出した。 ●○は1 %未満を示す。

図2。花粉化石群集
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第2節　花粉分析

一方、堆積層中一上位の5試料(胸.1-3、 6、 7)では、草本花粉の割合が増加し、針葉樹のトウヒ属の出

現率の減少と、マツ属の増加という特徴を示した。上述した逆各地泥炭層では、花粉分析結果および微粒炭量の

変化から、中世は森林への火入れになどによる植生破壊の極大期、近世は火入れ行為の抑制と森林の回復、アカ

マツ林の拡大、植林によるスギ林の拡大が想定されている(富樫ほか、 2004)。また、古い写真や聞き取り等に

よる矢筒山の植生変遷調査(富樫,2007)によれば、明治期には森林がほとんど存在せずはげ山状態であり、大

正一昭和初期にかけて北側では森林が回復し、南側では大豆、ムギ、クワなどが栽培されていた。その後太平洋

戦争前後では畑地が極大を迎え、回復してきた北側の森林も燃料材として伐採された。戦後に入り、桑畑がリン

ゴ畑に転換されるなどしたが、高度経済成長期以降はこうした農地が放棄されるなどして森林面積が広がる-方、

下草刈りなどが行われなくなった結果、里山林の樹勢が衰えるようになったとされている。

したがって、貯水池SGOlの堆積層中一上位試料の花粉化石群集の特徴は、逆谷泥炭層の古代一近世および近

世以降の堆積物のマツ属とスギ属の消長に対応すると考えられる。遺跡周辺には草本類のアカザ科、ヨモギ属、

イネ科、オオバコ属などが生育する草地が広がっていたと推定され、イネやソバ属、ベニバナ属の栽培も示唆さ

れる。また、標高の近い野尻湖の花粉分析結果を考慮すれば、クルミ属、クマシテ属-アサダ属、カバノキ属、

ハンノキ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、ニレ属-ケヤキ属などの木本花粉は、周辺の自然度の高い山野など

に由来する可能性もある。
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第5章　科学分析

義士　花粉分析結果

分類群 倩驅�ﾂ�工厄1　　　　同職　　　　　飾3　　　　　甑　　　　　蝿5　　　　　恥6　　　　　Ⅳ　　　　　恥8　　　　〕ぬ9 

木本花粉 　モミ属 ��X������������X����������ﾔヨ����������#������������H����������3������������X�����������h�������������

ツガ属 ��H������������X�����������������������������������H����������#(����������#x����������#�����������#B�

トウヒ属 鼎�����������3H����������S����������c����������#8����������s�����������ch��������������������#b�

カラマツ属 ���

マツ属単維管束亜属 滴���������������������(������������8�����������H������������h������������8���������������������"�

マツ属複名鰭東亜属 嶋������������h������������������������������������������������������������������������������(������������

マツ属(不明) �#�����������3X����������S�����������C�����������3x����������C8����������S�����������C�����������3R�

スギ屈 �#�����������������������(���������������������8�������������������������x������������"�

マオウ属 ���

ヤマモモ属 ���

クルミ属 店����������������������������������������������������������������������������"�

クマシテ周一アサダ属 ������������8��������������������������������������������������������

ハシバミ属 �2�

カバノキ属 ������������8������������h������������h��������������������������(������������8������������

ハンノキ属 �(����������h��������������������������������x����������8����������(����������(���������2�

ブナ属 �8��������������������������������8������������8��������������������������"�

コナラ属コナラ亜属 �(�����������(������������������������8������������H������������x������������x������������(������������"�

クリ属 �"�

ニレ属-ケヤギ属 度������������������������������������������������8������������8������������8������������2�

アカメガシワ属 �"�

ウルシ属 ���

カエデ属 ���

トチノキ属 ���

シナノキ属 ������������������������������������������������������������������ﾔ��

ツツジ科 �(������������������������������������������������������������(��������������

ウコ半群 ���

スイカズラ属 ������������������������������������������������������������������"�

草本花粉 　イネ属? �(������������(������������8��������������������������������������(������������(�����������������������

イネ科(大型) ����������������������������

イネ科 �#h����������3�����������SH����������x����������(����������ﾔ�8����������#h����������#�����������B�

カヤツリグサ科 ������������8������������8�������������������������������������������������X������������������������"�

クワ科 ��������������������������(������������������������������������������������������������������H������������

サナユタデ節-ウナギツガミ節 店����������#��������������������������������������������X�������������

イタドリ節 迭�

タデ属 嶋����������������������������������������X������������H������������(������������R�

ソバ属 ��X����������������������#h������������8������������(�����������������������38�����������X������������r�

アカザ科 �#�����������s����������3x����������h����������H����������#�����������cH���������������������B�

ナデシコ科 塗��������WX������������������������������8�������B�

カラマツソウ属 ������������������������������������������

キンポウゲ科 ���

タケニグサ属 ���

アブラナ科 ������������H������������ﾔ�������������������������������������������������������(������������2�

ワレモコウ属 ���

バラ科 ����������������������������

マメ科 �(������������8�����������������������������������������������������������������

フウ日ソウ属 �8��������������������������

ヒルガオ属 ����������������������������������������

シソ科 ���

オオバコ属 ����

オミナエシ属 ��������������������������������������������������������������������������

ヨモギ属 ��������������(����������#h�������������������������8�����������������������#H���������������������

オナモミ属 澱�

ベニバナ属 ������������(������������X����������������������������������������(��������������

キク亜科 滴������������H������������(������������8��������������������������������������h������������H������������"�

タンポポ亜科 �8����������������������������������������������������������������������������r�

不明花粉 ������������(����������H���������������������(����������h����������#�����������8����������B�

シダ類胞子 　ヒカケノカズラ属 ������������������������������

ゼンマイ属 ���

他のシダ類胞子 �#Ch��������������������3����������#�������������������3(��������#������������ォ������������

合評 　木本花粉 ���x���������Ch��������#�h��������#c���������##����������滴���������度��������#�X��������#3B�

草本花粉 ������������#c���������#ベ����������38���������x����������c���������#�X����������sh����������Cb�

不明花粉 ������������(����������H���������������������(����������h����������#�����������8����������B�

シダ類胞子 �,ド����������������C��������#�����������������3(��������#����������ォ����������

総評(不坊を除く) 鼎S8��������S�H��������c3H��������C#(��������8ﾋh��������3店��������c�(��������3sX��������3モ�
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第2節　花粉分析

図版1　花粉化石
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あとがき

平成21年は久し振りに、 8ヶ月に及ぶ長期の発掘調査を経験した。飯綱町内の芋川氏館跡(第4次) ・表町・

願生寺跡の中・近世の3遺跡である。いずれも歴史考古学の分野であり、草月眠館跡や上田市塩田城跡の発掘調

査の経験はあるものの、決して得意とする分野ではない。加えて願生寺跡の調査が飛び込みで加わった。これは

横山かよ子さんに対応をお願いし、言わば2足のワラジを履くこととなったが、横山さんの努力と、芋川氏館

跡・表町遺跡の調査主任を勤めた原田勝美さんの協力もあって、無事責任をはたすことができた。特に、草月眠

館跡の掘跡、表町遺跡の貯水池や上水道関連の遺構など低湿地性遺構の調査では原田さんの土木に関する知識で

大いに助けられた。彼とは長野市内で何回かチームを組んで調査をした伸である。

発掘調査された中世の遺跡では歴史上著名な場合を除いては、伝承すら残さない場合が圧倒的に多い。広島県

草戸千軒町遺跡は30数年にわたる発掘調査で、芦田川の河底から掘り出された地方の港町で、江戸時代初期の記

録にあるものの実態は不明であったが、発掘によって伝承が証明され歴史の表舞台に登場した遺跡のひとつであ

る。表町遺跡も同様である。本文中でも再三にわたり、表町遺跡に係る「伝承」についてふれた。もとより、県

埋文センターの調査と本調査だけでは「伝承」を実証するには余りにも資料不足である。しかし、 「表町」に係

る「伝承」が単なる言い伝えではなく、飯綱町ひいては甲越の戦いという日本歴史上の出来事を解明するさまざ

まな史実が含まれていると云っても良く、その謎解きに表町遺跡は欠くことの出来ない遺跡であると断言しても

良い。

かように、矢筒城館跡を含む表町遺跡は信頼度の高い「伝承」を持ち、それだけにこれらの保存と今後の計画

的調査が進められ、新たな歴史像を明らかにする契機に本報告書が役立つならば、関係者のひとりとして望外の

喜びである。

報告書を作成するにあたって中・近世考古学研究者の層の薄さと、基本的事項でさえ未解明のままであること

を思い知った。そうした中で多くの諸氏、とりわけ陶磁器鑑定の市川隆之・田中暁穂、岩石鑑定の中村由亮の各

氏にはお世話になった。また先行して調査にあたった中野亮一氏や多数の研究者にも指導・助言や文献の供与を

受けた。

報告書の作成は発掘調査と同様に専門性が問われるし、時間がかかる。記録保存を前提とする以上、報告書の

内容もより、それにふさわしいものでなければならないと考える。それは遺跡の破壊を前提としているからであ

るとともに、残った遺跡の保存にも係るからである。

今回報告書の作成にあたり染付など陶磁器類の表現にあたり、かつての紙焼きの印刷技術を届いた。手間が掛

る上に印画紙も生産中止であるという中で労をとってくれた信毎書籍の小山義広氏にも感謝したい。今日の報告

書はデジタル化や合理化などにより、長短織り交ぜたもので、そこにはかつての図版に見られた鮮明さや手作り

の良さが失われつつあると感ずるのは私だけであろうか。

最後に、いつもながら、発掘調査から報告書の作成まで、背後から支えてくれた事務局の諸氏、実務を積極的

にこなしてくれたスタッフの皆さんにともども感謝申し上げる。

(笹津　浩)
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表4　表町遺跡(MOM)出土土器・陶磁器観察表(註)遺構名ローマ数字は居住域を示す

図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�出土地点 劍神��2�MB�ﾘb�類別・産地など 舒ﾘ霻�(型式) 形態など 倬隸｢�法置(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�Y5ｸﾝ�,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔剏� 径 �.｢�ﾆ��器 商 

1 ��#"�ⅢCAll �� ��須恵器 僭D2� 侘9�2�14.2 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�� �� ��

2 �3#2�ⅢBF4 �� ��ク �4�� �5��12.4 �� �4�� �� ��

3 ��#��ⅢBQ12 �� �#�R�ケ �4�� �4��12.0 澱���4.0 �4�� �� ��

4 ��#B�ⅢCA14 �� ��ケ �4�� �4�� 澱�"� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�����5ﾘﾆ�����.ｩYH�]9�Xﾈr�*ｸ��ﾊ俛�-ﾘ��h�*ｲ� �� ��

5 �����ⅢBS12 �� ��ケ 僭D"� �4�� ���紕� 儻H*�)�H��8ﾘ4�8ﾘ6�6���ﾊ俛�-ﾘﾗ隍IWB�Ib� ��1/4 ��

6 �3#B�ⅢBF4 �� ��黒色土器 僭B� ��b�12.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���>�lｨ5�6X7x8�7�4ｸ4ﾂ� 俛Xｨﾂ�1/6 ��

7 �3���ⅢBSll �� ��土師器 �5�� �4��12.4 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�� �%xｨﾂ�ク ��

8 �#�R�ⅢBQ12 �� ��黒色土器 �4�� �4�� 途�"� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���.ｩYH訷鰄5�5�8｢維b�����>��5�6X7x8�7�4ｸ4ﾂ�石英など少 �8ｨﾂ�1/5 ��

9 �#湯�ⅢBQll �� ��ク �4�� �4�� 迭�"� �8ﾘ4�8ﾘ6�6h����5ﾘﾆ������>��5�6X-h8��7�4ｸ4ﾂ�高温石英多 �9�(ｨﾂ�1/3 ��

10 ��ⅢBQ12 �� ��土師器 弌$"� �5��11.2 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��8�5(7x8�7�4ｸ4ﾈ��5�6R�7x8�7�4ｸ4ﾈ���>��8ﾘ4�8ﾘ6�6���自YH6��5��粘土良 俛Xｨﾂ� ��

11 �#途�ⅢBQll �� ��黒色土器 �5�� �4��12.8 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�>��8�5(�X5�6X7x8�7�4ｲ�4ﾂ�輝石など多 �8ｨﾂ�l/10 ��

12 �#唐�ク �� ��ク ��b� �4��10.6 �� �5��石英多 �4��l/8 ��

13 �3���ⅢBSll �� ��ク �5�� ��b� 途�"� �4��石英少 乖ﾂ�1/3 ��

14 �#sb�ⅢCBll �� ��〃 �4�� �4�� 迭紕� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��>��7�4ｸ4ﾂ� 冖�%y�)I"�ク ��

15 塔r�ⅢBQ14 �� ��灰紬陶器 �4��大原 2号窯 �4��18.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�� 丶II"�1/10 ��

16 塔R�ⅢCD12 �� ��〃 �4��光ケ丘 1号窯 �4�� 都"� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���-ｸ6�5���WH*�)�B� �4�� ��

17 涛�B�ⅢCAll �� ��ク 倅ﾔ"�ク �4�� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6h��ﾌ�6�5�� �5��1/12 ��

18 涛�R�ケ �� ��ク �4��大原 2号蕪 �4��12.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�� ��b�1/8 ��

19 ��ⅢBSll �� �����ク �5��黒笹 90号窯 �4�� �� �� ��1/18 ��

20 �����ⅢBQlO �� �3s��ク 偃姥IW"�猿投窯 �4�� 湯��� 弌�5ﾘﾆ�����5�5�8ｨ�+X��ﾊ俛�-ﾘ､B����Y<ﾉ�Xﾚﾒ�花崗岩片少 丶II"� ��

21 �3���ⅢBS12 �� ��土師器 偖�� �4�� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��石英など少 俛Xｨﾂ� ��

22 都��ⅢBR14 �� ��ク �4�� �4��31.2 �� �4��チャート雲母 　少 �� ��

23 �3�"�ⅢBR12 �� ��ク 傅ﾈﾅ頷�� �4�� 澱綯� �8ﾘ5�8ﾘ6�6���4ｨ4ﾉmｨ����5ﾘ鏈���石英など多 �9�H��� ��

24 涛R�ⅢBQll �� ��ケ �5�� �4�� 澱��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�����5ﾘ鏈����ｪ(��石英など少 �8､B�耳ｨﾂ� ��

25 �#s��ⅢCA12 �� ��ク ��b� �4�� 迭繧� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�����5ﾘﾆ���� ��H���1/2 ��

26 �����ⅢBF2 �� ��須恵器 偖�� �4�� ������ �8ﾘ4�8ﾘ6�6���5�5�4ﾈ��鏈�員ﾈ5�5�8ｨ*�� �8囗､B�1/5 �(i�"���

27 涛��工VE19 �� 鉄澱�ク �4�� �4�� �� 亂ｨ�8+�8ﾘ4�8ﾒ穐ｨ�8ﾚﾒ�� �8､B� ��

28 涛B�ⅢCA12 �� ��ク �4�� �4�� �� 亂ｨ�8+�8ﾘ4�8ﾘ��5�5�4ﾂ� ��(､B� ��

29 �3Cb�ⅢBしll �� ��土師器 �>ﾈﾅ"� 侘9Zﾒ� �� �5�6X6�5�胃x*"���GI�ｨﾘyYI>�lｨ,俶��<ｸﾚﾘ���>��7�4ｸ4ﾂ� �(8ｨﾂ� ��

30 ��ⅢBF4 �� 鉄�B�須恵質 偖�� �(i�"� �� �5�5�4ﾂ�硬質 儂�B� ��

31 ��3b�ⅢC　Z �� ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡA3 �4��8.8 釘綯�2.5 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���A �9N�B�1/3 ��

32 �#s��Z �� ��ク �4��ク �5��6.8 �2綯�2.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�ｉ��*"��C �(8ｨﾂ�1/2 ��

33 �#2�ク �� ��陶器　古瀬戸 �5i?｢�後期様式 �xｯ｢� 釘��� �5�5�8ｨ�+Xﾘ)�B維b���59gﾂ� 儂�B� ��

34 田3b�ク �� ��陶器　越中瀬戸 册8,h���塊� �� ���綯� �59IH��鏈�ｉIH,�+R��石英徴 �9N�B� ��

35 田�"�ケ �� ��陶器　肥前 傅ﾈ萪�端反形 儘�� �� 丶Hﾝr� �4��1/12 ��

36 塔b�ク �� ��磁器　染付 �4�� 儻9k�� �2紕� �:yk馮ﾂ� �� ��

37 涛�2�ⅢCAll �4�ﾂ�2 ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���工 ��10.4 �� 佰ｸ胸YH8�5(6�6���ｷ浦H岔��愛�5�5��8｢�C ��ﾈ､B�1/8 冓ｹlX�YW9���k��

38 �#���ⅢCB13 �5��ク ��ク �4��ク ��9.3 �� �4��A �僮"�1/6 �d4C�8,b��ｨﾘr�

39 �#���ク �5��ク ��ク �4��ⅡA2 ��10.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��C 俛Xｨﾂ�1/8 ��

40 �#s��ク �5��ク 塔��ク 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ク ��10.8 澱���3.2 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h��鏈���A 呻)I"�1/3 ��

41 �#c��ⅢCA12 �4��ク ��ク ���萪��4ｨ8�8�5��� ��10.8 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢��C ��ﾈ､B�1/8 ��

42 涛コ�ⅢCA14 �5��ク ��ケ �4��ⅡB4 ��6.8 澱���1.8 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢倩Y����L)m｢�B �(8､B�1/5 ��

43 �#コ�ⅢBT13 �4��〃 ��ケ 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ⅡA4 ��6.2 釘���2.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾈ5�5�8｢���A �僮"�完 ��

44 �#SR�ⅢCC14 �4��ク ��ク �4��ⅡD2 ��11.0 迭�"�3.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���C 俛Xｨﾂ�1/2 ��

45 �#CR�ⅢCBll �4��ケ �#B�〃 ���萪��4ｨ8�8�5���ク ��9.8 釘繧�2.0 �4��A 呻(齟�1/5 ��

46 �#c��ⅢCA12 �4��ク ��ケ �4��ク ��11.0 澱���3.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢倩Y���〃 ����ク ��

47 �#C��ⅢCC12 �4��ク ��ク �4��ⅡA2 ��10.4 澱���3.4 �8ﾘ4�8ﾘ6�6�員ﾈ7�4ｸ4ﾃ��ケ �4��l/3 ��

48 �#c2�ⅢCC13 �4��ク ��ク 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ケ ��10.4 澱綯�3.5 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���B �(8､B�1ノ均 ��

49 ���"�ⅢCC12 �4��〃 ��ク ���萪��4ｨ8�8�5���ク ��10.2 澱�"�3.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�)ｩD｢倩Y���A ��1/6 ��

50 �#Cb�ク �4��ク ��ク �4��〃 ��9.6 迭綯�3.0 �4��C 呻(ｨﾂ�ケ ��

51 �#S2�ク �4��ク ��ク �4��ク ��10.0 迭綯�2.6 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈����>�lｨ,俛YL��A 儂�B�1/3 ��

52 �#CB�ⅢCD12 �4��ク ��ク �4��ⅡDl ��13.2 唐���2.8 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h��.ｩYH訷鰄5�5�8ｨ��ﾙYL��ク �4��1/5 ��

53 �#cB�ⅢCC13 �4��ク ��ク �4��ク ��12.3 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�ク 呻)I"�ク ��

54 �#SB�ⅢCC14 �5��3 ��#B�ケ 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ク ��12.0 迭纈�2A �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾈ訷鰄5�5�8｢�ク 呻(ｨﾂ�完 ��

55 �#S"�ⅢCC12 �4��2 ��ク �5��ⅡA3 ��8.5 迭綯�2.6 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���〃 丶II"�完 ��

56 �#�"�ⅢCB13 �4��ケ ��ケ �4��ⅡA4 ��6.8 �2繧�2.0 �4��B 呻(ｨﾂ�1/4 ��

57 �#s2�ⅢCA13 �5��ク ��ク ���萪��4ｨ8�8�5���ケ ��6.9 釘���2.0 ��b�A 呻)I"�1/5 ��

58 �#sR�ⅢCB12 �4��3 �#�b�〃 �4�� �� �2繧� �8ﾘ5�8ﾘ6�6���ﾊ俛�-ﾘ6�6���鏈�員ﾉL)m｢�C �(8ｨﾂ�1/2 ��
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図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�出土地点 劍神��2�MB�ﾘb�類別・産地など 舒ﾘ霻�(型式) 形態など 倬隸｢�法量(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�X�)o(,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�屈位 劔剏� 径 �.｢�ﾆ��諸 島 

59 ��ⅢCB12 �4�ﾂ�3 ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���工 �� 迭�"� �8�5(6�6���ﾊ俛�-ﾘ6�5����.｢�4�5H4r�C �乖ﾂ�1/4 ��

60 �#C��ⅢCC12 �4��2 ��#��ケ 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��.ｩYItﾉ~r�7舒ﾒ�ⅡA4 ��6.0 �2絣�1.5 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈����oｸ伉�A ��七重● プロ 傲I�ﾈﾎ2��ｨﾔR�

61 �#sB�ⅢCA13 �4��ク ��ク 倅ﾒ��.ｩYItﾈﾔR�7舒ﾒ��ク ��5.6 �2綯�1.8 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���〃 呻)I"�1/3 傲I�ﾉ����ｨﾔR�

62 �#s��ⅢCA12 �4��3 ��〃 俘��� �� 途絣� �8ｷ"�5ﾉWH*�8ﾘ5�8ﾘ6�6���.ｩYH､�｢�5�5�8｢�ク 丶II"�1/4 ��

63 涛�b�ⅢCD12 �5��2 ��陶器　肥前 傅ﾈ萪�丸形 儘ふ"�13.8 �� 丶HﾞX���8囮|馮ﾂ�� �8､B�1/5 ��

64 ����ⅢCC12 �4��ク ���ク �4�� 儘�� �2�"� 丶Igﾂ��ﾉYH岔Kﾈ-ﾈ,R���5�5�8ｨ�+Xﾘ"��B� �8鑽�1/3 ��

65 鼎���ク �4��ク ��磁器　肥前染付 刧�� �R� 迭繧� 丶�ｩ�ﾙ�ﾈ��ﾊ俛�-ﾘ,�?��]��ﾈ�XｶX扞[b��IWIU)IH��?緯｢� ��ク �>�lｨﾝy{���52傅ﾘ�IWB�(R�

66 涛��ク �4��ク ��陶器　肥前 �4�� �bﾘur�11.8 �� �:yk馮ﾂ� �(8､B�1/10 ��

67 �3��ⅢCB12 �4��ク ����中国磁器　脊椎 倅ﾒ� ��d9��� 湯��� �?���ﾙ�ﾈ��%�[b� ��1/8 ��

68 �#r�ⅢCC14 �4��ク ��ク �4�� �4��12.2 �� 宙､��ﾙ�ﾈ�����H���>��?���ﾙ�ﾈ�Y�ﾙ�ﾂ� ��ク ��

69 涛���ⅢCA12 �4��ク ��中国青磁　髄泉窯 刧�� ��$2� �� �h椹[b� �� ��

70 ��ⅢCB12 �4��ク ��Cb�中国青磁龍泉窯 (?) 仂ｨ傚��� ��T9���自(b�13.4 �� ��密 僮(､B�1/12 ��

71 澱�ⅢCC13 �4��ク �����中国青磁 刧�� ��T8ﾎ2� 釘紕� ��ﾙ�ﾈ��ﾊ俛�-ﾘ,�5�5�987i[b閏h鬩W2�k竰� ��略存 ��

72 ��ⅢCB14 �4��ク �#��中国青磁　岡安窯 �4�� ��$2� �� �>�､�ｨ,仭儼�[b� �� ��

73 ��ⅢCAll �4��ク �#R�中国青磁 儖�]兌i��� ��T8ﾎ2� ��B綯� �� ��1/7 ��

74 涛�"�ⅢCA13 �5��ク ��中国昔磁　髄泉窯 �4�� ��42� �� �>y��]兌b� �� ��

75 鼎#2� �4��ク ��中国青磁 俤y�ﾉO�]��[i��� ��Y�b��ｳ�d8�� �� �� �� ��

76 ��b�ⅢCB12 �4��ク �#湯�ﾓ"�ク 俤y�ﾉ��]��[i���浦ﾘﾔﾂ�� ��T8ﾎ9Kﾂ� 湯��� 侈俛�-ﾘ,�h扞[h��ﾘ)�I?xﾝx,�+X����5ﾒ�5�5�8｢� ��2/3 ��

77 ���� �5��ク �#湯�ﾓ��〃 凩h扎萪� �4��11.6 �� �� ��1/8 ��

78 ��ⅢCAll �4��ク ����中国陶器 �5i?｢� ��Yib�ﾓ�d2�11.0 �� �595ｳ(��,ﾈ昤ｧﾈ*�浦H岔��-ﾈ,R�淡白色 ��ク ��

79 ��ⅢCA13 �4��ク 鼎��陶器　古瀬戸 �4��後期様式 儘葦｢�12.2 �� �59gﾂ�青味帯びた白 　灰 ��1/4 ��D8ﾎ8ｧr�

80 ��ⅢCAll �5��ク ��#��中国青磁 倅ﾒ� ��T2��� �� 儖�扞[b� �� ��

81 鼎3��ⅢCB13 �4��ク ��ク �4�� �4�� �� �4�� �� 塔�,i:�ｩ]�����

82 �#B�ⅢCA14 �4��ク ��陶器　古瀬戸 �5i?｢�後期様式 儘葦｢� 釘紕� 凩hﾘ)�H��5�5�8ｨ�+X��ｷ浦H岔%�自.ｩYB�k9gﾂ� ��1/3 ��

83 ���b�ク ��b�ク ��瓦質土器 况雨ｲ� �� ��"��� �.ｩYIL)mｨ���阯�ﾛｹ�ﾙ'YWI(R越8.ｨﾛｲ����.ｩYI>�lｨ婢+Ym｢�8葷ﾒ冑�mY)�+X*(���ｷ浦H,h,ﾉ�ｨﾘx4x7(4�5H4r�石英など少 ��1/4 �>�皷>x,i�ﾂ�ﾆ�}韜r�

84 �#b�ⅢCA13 �4��〃 ��中国白磁 倅ﾒ� ��T2� 湯��� 亶浦I(h匣-ﾈ,X,(*�ﾈ*��灰白 (黄色帯) ��1/5 伜�&餮9k��

85 �#R�ⅢCA14 �5��ク ��陶器　古瀬戸 �X萪�前期様式 �Xｯ｢�12.4 湯���3.2 丶H�"衣ﾉm���暗灰 �ｩKﾂ�%x囮8ﾒ�1/8 ��

86 ��#��ⅢCA13 �4��ク 田"�須恵器(須恵質) 况雨ｲ� �(i�"� �� ��ﾉYH､�ｨ5�5�4ﾈ,ﾈ+�4x7(6�6���ﾏｸ偐�8ﾘ4�8ﾘ6�6���>�lｩh�lX婢+Ym｣6ﾖﾒ�やや瓦質 ��(､B�1/16 ��

87 ��ⅢCC12 �4��ク 迭�須恵器　珠洲 ��ﾃﾘ,h������ ��� �� �5�5�4ﾂ��X泚jy7ラm｢����>��8h7(6�6��､�ｨ､H*�-H.��灰色 �� ��

88 ���S2�ⅢCC13 �4��ク ��ク 偖��Y-�� ��� �� �5�5�4ﾂ��X�9jy7���m｢����>��4x7(6��6��硬質 �� ��

89 ��ⅢCB12 �4��ケ ��CB�ク �4�� �b� �� �5�5�4ﾈ胸�兌b��X泚jy7��9m｢��ク ��(､B� ��

90 ��3"�ⅢCA13 �5��3 ��瓦質土器 兢�ｲ� �� �� �4�5H4x,ﾈ+�6�6�8�6�6�婢+Ym｢��8葷ﾒ悼m｢�石英など少 丶B� ��

91 ��3B�ケ �4��ク 鼎R�須恵器　珠洲 �4�� ��� �� ��ﾉYH岔Kﾂ愛�8�5(-h8�6�6�井r���娚�+Ymｩjy�ｨ���%�献2��ﾓ2綏6ﾓ�Y?ｨｯb�ﾋI�ﾉ�i%ｸ8�8ﾈ*���>�lｩh�mY)�+X*"�石英少 やや粗 �4�� ��

92 �3s��ⅢCA12 �4��2 ��須恵器 �-��X��� �� �� �5�5�4ﾈ��ｪｨ*ｸ�8+�ﾚﾘ���>��7x8�6�6��やや粗 ��(､B� ��

93 ���C"�ⅢCC12 �4��ク ��須恵器　珠洲 况雨ｲ� �R� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6����>��8ﾘ4�8ﾘ6�6�井r���娚�+YmｩFx�2�白粒徴 �5�� ��

94 ���Sr�ⅢCA13 �4��ケ ��須恵器 �5�� �� �� �X+Ym｣�%�犬�2綏8萪�����-ﾈ,XｦﾙDb�ﾖH����>��6�6���愛�5�5�8｢�器壁に白色層 石英粒少 �� ��

95 ��ⅢCC13 �4��ク 澱�須恵器　珠洲 偖�� ��� �� �5�5�4ﾂ��X泚jy7ラm｢����>��6�6���ﾖB���白粒少 �9(8ｨﾂ��>��丶B� ��

96 ���SR�ⅢCA13 �4��ク ��ク �4�� �R� �� �5�5�4ﾂ��X�9jy7��Y?｢忠>��9h,Hｾ��ﾚﾘ��自YH6�6���ﾖH��白粒微 ��(､B� ��

97 涛��ⅢCB12 �4��ク 鉄R�ケ ��b� �r� �� �5�5�4ﾂ��X�9jy7���m｢����>��9h,Hｾ��ﾚﾘ,ﾈ+�5�6X�X6�6�8�6�6��ク �4�� ��

98 �#s"�ⅢCA12 �5��ク ��瓦質土器 價ｲ� ��(20.4) �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾈﾆ�8�7H��ﾖH�� 丶B�l/12 ��

99 鉄��ⅢCC14 �5��ケ ��土師器 �>�皷>r�A2 ��26.0 �� 宙､�ﾏｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���ﾏｸ傀岔%ｲ�耳ﾇｩYH-h8�6�6�t(��ｷ浦H6�6�t���%ｹYB�-h8�6�6i[ﾙ%(���>�佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6��6����ﾉYH8h7(6�6�t��石英・雲母少 �8ｨﾂ�1/8 ��

100 鉄r�ク �5��ク ��ク �4��ク ��26色 �� 宙､�ﾏｸ傚YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t��Xｷ浦H6�6��t����>��6�6�t���決岔W9k��ク �4��1/10 ��

101 都��ⅢCC12 �4��`′ ��〃 �4��ク ��27.0 �#"���16.0 佰ｸ傚YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�И�ﾉYH岔Kﾂ愛��W9k竕>���9Kﾈ6�6�8�6�6�洩(��岔Kﾈﾏｲ�4�8ﾘ6�6��ク �4��1/3 ��

102 都r�ク �4��ク ��ク �4��ク ��26.0 �� 佰ｸ傚YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t����ﾉYI>�lｨ8ﾘ4��8ﾘ6�6�t���ｷ浦H､�ｩW9k��ク �4��1/8 ��

103 鉄b�ⅢCC14 �5��ク 塔��ク �4��ク ��25点 �� �?ｨﾆ�H8ﾘ4�8ﾘ6�6�З��ﾇｩYH8ﾘ5�8ﾘ6��6���ｷ浦H8h7(6�6�t����>�亶浦H6�6�t��?ｨﾆ�8ﾘ4�8ﾘ6�6�t��ク ��b�1/4 ��

工04 倡ｲ�ⅢCBユ2 �4��ク �#�b�ク �4��ク ��31.0 �#r�"�16.5 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6��.���愛�ﾇｩYHｩ(,��.h.�+��ﾈt(��愛��ﾉYH6�6�t��X�8詹+���ﾈ���>�俾浦H6�5��X4�5H4x���ﾉYH岑薰�ﾏｸ4�8ﾘ6�6����〃 �4��〃 ��
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図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�出土地点 劍神��2�MB�ﾘb�類別・産地など 舒ﾘ霻�(型式) 形態など 倬隸｢�法置(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�Y5ｸﾝ�,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔剏� 径 �.｢�ﾆ��器 高 

105 鼎2�ⅢCB14 �4�ﾂ�2 田��土師器 �>�皷>r�A2 �� �� 宙､�ﾏｸ傚YH8ﾘ4�8ﾘ6�6���>�皷5ﾉWH*��4�5H4x���>��4�5H4r�石英・雲母少 乖ﾂ� ��

106 鼎B�ⅢCC14 �4��ク 塔��ク �4��ク ��29.0 �� 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t����ﾉYH8h7(6�6��t���ﾇｩYH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t��ク 冖餒�ﾂ�1/8 ��

107 都��ⅢCB12 �4��ク ��ク ��b�ク ��26.2 �� 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���ｷ浦H4x7(6�6��t����>�俾浦H6�5��ク �4��1/6 ��

108 塔"�ⅢCC12 �4��ク ��ク �4��Al ��29.0 �� 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6��ク �4��1/10 �d4#�(,b��ｨﾘr�

109 鼎R�ⅢCC14 �4��ク ��ク �4��ク ��26.4 �� 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t(��ｷ浦I>�lｨ4ｨ4ﾂ�mｨt���､�ｨ4x7(6�6�t��ク ��1/5 �4C#X,i�｢��ｨ�B�ﾏｲ�

110 鉄B�ⅢCC13 ��b�ク ��ケ �4��ク �� �� 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���ｷ浦H4�5H4xt��〃 儂�ﾂ� ��

111 都R�ⅢCC12 ��b�ク ��ク �4�� �� �#"��� ��ﾉYH岔Kﾂ愛�6�6�8�6�5��R�>��6�5����8h7(6�6���.ｩYB愛�5�5�8｢�ク ��1/8 �*�.�*(,ﾔ��*��

112 鼎b�ⅢCB14 �5��ク ��ク �4�� �� �#ゅ�� ��ﾉYH岔Kﾈ8�5(-ﾈ+ﾘ,ﾘ6�6�8�6�6��〃 �9N�ﾂ�ク 僣�,�+R�

113 鼎��ⅢCC14 �4��ク ��ク �4�� �� �#R紕� ��ﾉYH岔Kﾂ愛�6�6�8�6�5���ﾜX岔&�8��5(6�5�岔Kﾈ自.ｩYB�>��8�5(6�5��亜�5ﾙy駅�*鋳�ク �(8ｨﾂ�ク ��

114 鉄"�ⅢCC13 �4��ク ��ク �4�� �� �#R��� �.ｩYB�>��4x7(6�6��ク ��b�〃 ��

115 ��3R�ⅢCB13 �4��ク ��ケ �5�� �� �#B��� 亶浦B�>��6�6�8�6�5����ﾈ自.ｩYB�>���8ﾘ4�8ﾘ6�6��*鋳緯X���ク �(9I"�ク ��

116 涛�"�ⅢCA12 �4t��5 ��ク ���萪��4ｨ8�8�5���工 ��10.8 �� 佰ｸ傚YH8�5(6�6����ﾉYH岔Kﾂ愛�訷鰓�5�5�8ｨ��+��ﾂ�C �丶B�1/10 ��

117 �#Sr�ⅢCC14 �4��ク ��ク 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ⅡA2 ��9.2 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��A �僮"�1/5 忠>�冩ｸ佇����9lｩH��

118 �#cR�ⅢCB14 �4��ク 涛2�ク ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡC2 ��9.3 迭縒�3.0 佰ｸ傚YH8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYH岔Kﾈ4x7(6��6���.ｩYH鏈�員ﾉL)m｢�C 砂粒徽 �(8ｨﾂ�l/10 ��

119 �#Sb�ⅢCC14 �4��4 ��C��ケ 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ⅡA4 ��6.8 �� ��B 砂粒微 呻(､B�1/2 忠>�冩ｸ伉�

120 ��ⅢCB13 �4��ク ��ク ���萪��4ｨ8�8�5��� �� �� �.ｩYH鏈�員ﾉL)m｢�B �(8ｨﾂ�1/3 ��

121 ��ⅢCB14 �4��ク 塔R�陶器　古瀬戸 �5hﾙ��後期様式 �xｯ｢�11.4 �� �58�(���ﾉYH岔Kﾂ愛�5�5�8ｨ�Y���� ��l/4 ��

122 ��途�ⅢCD13 �4��3 �3#"�土師器 �>�皷>r�A2 ��28.0 �� 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���ｷ浦B愛�4x7"�6�6�t����>��6�5�t��雲母・石英少 俛Xｨﾂ�1/8 ��

123 塔��ⅢCC12 �4��2 涛"�ク �4��ケ ��22.0 �� 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���ﾇｩYH8ﾘ4�8ﾘ6��6�t(���ﾉYH岔Kﾂ愛�6�6�t����>��6�6��t��ケ �4��1/4 ��

124 鉄R�ⅢCC14 �4��ク �"�ク �4��ク ��31.5 �� 佰ｸ胸YB愛�8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���ﾇｩYB愛��8ﾘ4�8ﾘ6�6�t(���ﾉYB愛�4x7(6�6�t(���ｷ浦B�>��6�5�t���ﾏｸ偐�>��8ﾘ4�8ﾘ6��6�t��ク 仆�ｨﾂ�1/8 ��

125 田B�ク �4��6 都��〃 �4��ク �� �� �>�lｨ4x7(4�5H4r�ケ 俛Xｨﾂ� ��

126 ��ⅢCB14 �4��4 ��Sb�須恵器　珠洲 傚�ﾘ�9(R�塊� �r� �� ��X泚jy7�?ｨ��>�lｨ5�6X7x8�6�6�� �丶B� ��

127 ��ⅢCA12 �4��3 ���2�ク �� �Rﾘub� �� ��X�9jy7��Ym｢�白粒少 �4�� 舒ﾙlｨ4ｸ8�5��峇�

128 �����ⅢCC14 �4��ク ��ク 傴YJｲ� �5�� ���繧� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���.ｩYH､�ｨ,俶yw�,�.h.��h�mXﾚﾘ��鏈��� ��)I"�1/4 ��

129 ��#r�ⅢCC13 �4��ク ��C��ク �4�� �r� ��B��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���婢+Ym｣ymｨ��.ｩYIL)m｢�石英緻 ��ﾈ､B�1/10 ��

130 ���"�ⅢCA13 �4��5 �#�"�ク �4�� �4�� ���繧� �4x7(6�6���婢+Y?｣ymｩo(ﾘy�ﾈ嶌��L)m｢�石英少 �9�ﾈ､B�l/5 ��

131 ��c��ⅢCC13 �4T��6 �3#b�土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡDl ��11.3 澱���3.3 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢���鏈���A 砂徽 冖鴆)I"�1/3 ��

132 ��s��ク �4��ク ��ク �4��ⅡD2 ��10.0 迭�"�3.0 倩Y����ﾙYL���8ﾘ4�8ﾘ6�6b�A 雲母徽 �4��ク ��

133 ��cR�ⅢCC12 �4��ケ �3c"�ケ �4��ク ��10.2 釘綯�2.7 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢���鏈���A 呻(､B�ク ��

134 ��sr�ⅢCB13 �4��〃 ��ク �4��ケ ��10.4 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢��ク 冖陏僮"�1/8 ��

135 ��迭�ⅢCC13 �4��5 ��ク �5��ⅡA2 ��10.8 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��B 儂�ﾂ�1/4 ��

136 ��澱�ク �4��6 ��ケ 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ⅡDl ��13.8 澱綯�3.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢���鏈�員ﾈ5�5�8｢�A ��l/5 ��

137 �#Cr�ⅢCC12 �4��5 ��ケ ���萪��4ｨ8�8�5���ケ �� 途��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���C ��1/4 ��

138 �#S��ク �5��6 ��ク �4��ⅡC3 ��7.6 澱���2.0 �4��A ��1/6 ��

139 �#S��ク �4��7 ��ク �5��ⅡA4 ��6.8 釘���2.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈����.ｩYI>�lｨ6�6��C �(8ｨﾂ�t王事 プロ 

140 ��cr�ⅢCC13 �4��6 �3#��ク �4��ク ��6.2 �2綯�1.8 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���B 雲母少 呻(ｨﾂ�ク ��

141 �#c��ク ��b�ク ��c��ケ �4��ク ��6.4 �"���3.0 �4��C �(8ｨﾂ�ク ��

142 �#c"�ク �4��ク ��ケ �4��ク ��6.6 �2繧�2.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���B �8ｨﾂ�1/5 ��

143 ��c��ⅢCC12 �4��7 鼎�B�ク 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ク ��5.6 �2�"�1.3 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�ｃ��C 儂�ﾂ�4/5 ��

144 ��cb�ⅢCB13 �4��6 ��ク �4�� �� 迭��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈��� �� ��

145 塔��ⅢCC12 �4��ケ ��ケ 價ｲ� ��(27.0) �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���?ｨﾆ�,仂ﾘ*�,僣��雲母・石英徽 �(8ｨﾂ�1/8 �4YJｲ���

146 ��ⅢCC13 �5��ク ��c��中国磁器　昔花 倅ﾒ� ��d9��� �� ���扞[b� �� ��

147 �#��ⅢCC12 �5��ク 鼎�2�陶器　瀬戸・美濃 �>�<8萪�大窯 �b�10.4 澱�"�2.0 �595ｸ��}h扎��ﾊ俛�-ﾙ(h匯gﾉHﾘ*ﾂ� ��1/5 俐X岔�r�

148 ��R�ⅢCC13 �4��7 �3�b�中国青磁 仂ｨ傚��� ��T9(b� 釘繧� 俘)�I>�,俘)�H,�+ｸ,�,I:��8苓�9gﾉHﾒ�*ﾈ��6x6�98�8,ﾉY8�WIIb� ��底部 ほぼ 存 �d4#�8,b��ｨﾘr�

149 釘�ⅢCB12 �4��b′ �3Sr�中国青磁　髄泉 �4�� ��T9��� 釘繧� �.ｩYHﾘ)�H*�.y>��I-ｸ,�+X��嚢��.�6��6��� �� ��
(?) 劍自�ﾂ�

150 ��ⅢCC13 �4��5 ��c2�土師器 �>�皷>r�A2 ��30.0 �� 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6��.����ﾉYB�>��8h7"�6�6��6�5�����愛�4x7(6�6�t���%ｹYB�-h8�6�6�[ﾙ%"�白粒少 中瓦質化 俛Xｨﾂ�1/16 丶�%�ｹZ��ﾒ�

151 鉄2�ク ��b�4 ��C��ク ��b�Al ��30.0 �� 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�依�)ｘt(��ﾇｩYH､��lｩ¥ﾙ+��ﾈt����ﾉYH､�ｨ�9YH8�5(�X6�6���X�ｨ耳���ｨ�｢�石英少 ��ﾈｨﾂ�1/8 亶浦H岔��.｢�YH,�ｨﾗ8+ﾒ�-1 劔劔メヘフケスリ①、下半エビナチ①、休 部内面ロクロナチ(回転遅速)①、黒 斑 俟H��凾ｽし底部形 態不明(平 底か) 

152 ���cR�ケ �4��6 ��ケ �4�� �� �#b紕� ��ﾉYH岔Kﾈ､�ｨ5�6X-h8�6�6���.ｩYIE2�7�/��x.��ｨﾘx6�6����>��8ﾘ4�8ﾘ6�6��白色粒少 ��1/12 ��

153 鼎��ク �4��ク ��s��ﾓ��ク �5��A2 ��29.8 �� 佰ｸ胸YB愛�8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���ﾇｩYH-h8��諍w�,ﾈ8ﾘ4�8ﾘ6�6ht(��ｷ浦H6�6�t���ﾏｲ�偐�>��8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���ｷ浦B�>��6�5��t���岔Kﾈﾏｸ4�8ﾘ6�6����石英・雲母徽 　硬質 俛Xｨﾂ�1/4 ��
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図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�出土地点 劍神��2�MB�ﾘb�類別・産地など 舒ﾘ霻�(型式) 形態など 倬隸｢�法量(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�Y5ｸﾝ�,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔剏� 径 �.｢�ﾆ��諸 島 

154 鉄��ⅢCC13 �4T��6 ��s��ﾓ"�土師器 �>�皷>r� �� �� 佰ｸ傚YH8ﾘ4�8ﾘ6�6���ﾇｩYHｩ(,�.h.�6��6���ｷ浦H6�6���皷YH8ﾘ4�8ﾘ6�6�,ﾈ+�B�WH*�6�6���?ｨﾆ�H7H8�6(6r�7x8�6��6���石英少 俛Xｨﾂ� ��

155 都b�ケ �4��ク ��ケ �4��A2 �� �� 佰ｸ胸YIE97儷(ｪｨ�8+���8ﾘ4�8ﾘ6�6��ﾂ�ﾆ�,ﾈ+�浦I�WH*�97�+ｸ*h��>�lｨ,ﾒ�4x7(4�5H4x��､�ｨ,ﾘｩ(,�.h.�6�6���?｢�ﾆ�%ｹYH-h8�,X6�6�[ﾙ%(,h+x.��石英・雲母微 �4�� ��

156 �#s��ⅢCA12 �4T��4 ��l′ 傅ﾈﾅ頷�� 侘9�2� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈��� �(8ｨﾂ� ��

157 ���r�ⅢCB12 �4��6 �3�R�須恵器　珠洲 况雨ｲ� �r�(34.0) �� 兢�ﾏｸ��8ﾘ4�8ﾘ6�6���婢+Ym｣������jy�｢�白粒徴 ��ﾈ､B�1/12 ��

158 ����ク �4��ケ �3�R�ﾓ��中国青磁 仂ｨ傚��� ��T9����ｹ�ﾂ�14A �� �8､I�hｼﾘ*�,��)|��h/���-�.�� ��1/8 ����"���

159 ��ク �4��ク �3�R�ﾓ"�陶器　古瀬戸 �IW"�中期様式 儘��XuXｯ｢� 澱紕� 丶IIH��.ｩYI�8,�+X��鏈��� �� ��

160 ��ⅢCA13 �4��5 塔B��S澱�須恵器　珠洲 册8/�ｴr���� ��� �� �ｹ��5�5�4ﾂ�>��5�6X7x8�6�6�� �� 傲H*�-�+�-ﾒ�

161 ��3��ⅢCB13 ��b�6 �#�2�〃 儼�Jｲ� ��b� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���婢+Ym｣冦｢�茶灰色 丶B� �%�ｹZ姥I(R�

162 ��ⅢCB12 ��b�ク �3���ク 俶ﾘ���ﾆ�b� ���Xu�� �� ��X泚jy7ラmｨ���>��5�6X7x8�6�6�� ��ﾈ､B� �>�lｩH�WI(R�

163 ���SB�ⅢCA13 �4��5 ��須恵器 偖�� 侘9�2� �� �5�5�4ﾈ���>��6�5�� �� ��

164 ��ⅢCA12 �4�ﾂ�2 ��cb�須恵器　珠洲 �4�� �R� �� �5�5�4ﾃ�Y?ｨ��9hｾ�ﾒ� ��ﾈ､B� ��

165 ���Sb�ⅢCB13 �4��ク ��須恵器 ��b� 侘9�2� �� �5�5�4ﾃ(顥}�,ﾉ�(､9Fr�断面チョコ レート色 �4�� 冉ｹzHﾆ�5�5��4ﾉm｢�

166 涛��ⅢCC13 �4��ク 澱�ク ��b� �4��32.0 �� 佰ｸ傀5�5�4ﾈ�8ﾘ4�8ﾘ6�6���Uﾉlｨ4ｸ8��5壱��ク �4��1/10 ��

167 �#cr�ⅢCB14 �4��5 ���"�土師器 刧�"� ��b� 迭��� 儻H*�)�B� �乖ﾂ� ��

168 �����ⅢBTll �4�b�ク 鼎�"�須恵器　珠洲 乘yfr� �h�Xur� �� �8ﾘ5�8ﾘ6�6���婢+Ym｣imｨ��h�mX��.ｩYH､��lｩ�8鉅鏈����L)m｢�白粒微 ��ﾈ､B�略存 ��

169 ���B�ⅢBT12 �4��ク �#3R�〃 �4�� ��� ��R��� �X+Ym｣������.ｩYH､�ｨ6�6��白粒少 やや軟質 ��1/8 ��

170 ���B�ⅢBTlO �4�"�2 鉄S��須恵器 價ｲ� �(i�"� �#b�"� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�t����ﾉYH岔Kﾈ5�6X5�5�8｢�t���8ﾘ4�8ﾘ��5ﾙ'��ﾈ���ﾈﾆ�舐�中央白色 丶B�ク ��

171 ���c��ⅢBSu �4��ク ��瓦質土器 �>�皷>r� �� �� ��ﾉYB愛��9Kﾈﾏｸ4�8ﾘ6�6���岔��4�5B�4x���>��6�6���､�ｩH��ﾙ|｢�石英少 ��ﾈ､B�1/10 �&ilｩ(h匯I"��b�

172 田sR�ⅢB工8 �4T��1a ��陶器　瀬戸・美濃 �%ｹKﾘ萪�大祭工 �� �� �� ��1/12 ��

173 田���ク �4��ク ��ク �4��ク �� �� �� ��ク ��

174 ��ク �4��ケ 鉄3��土師器 �>�皷>r�底部 �� �#���� 忠>��4x7(6�6��石英多 雲母徴 俛Xｨﾂ�1/10 ��

175 ��〃 �4��ク 鉄3��陶器　瀬戸・美濃 �%ｹKﾘ萪�大森工 ��11.0 �� �� ��1/12 ��

176 ��ク �4��ケ 鉄#��ク 亊ｸ萪�大窪Ⅱ �� �� ��暗灰 ��1/20 ��

177 ��〃 �4��ケ 鉄�b�中国磁器　昔花 倅ﾒ�底部 ��Yib�ﾓ�d9��� �� �8)��[h��椹[h��?��]��ﾈ���IWI-ｹHﾘ*ﾂ� �� ��

178 ��ⅢB工9 �4��々 鉄�R�中国青磁　離京窯 價ｲ�ク ��)���ﾓ�48ﾎ2� 澱紕� �.ｩYH��5ﾘ5�5�8ｨ�+R� ��1/6 ��)Jｸud$�"�,i�ｨﾘr�

179 ��ⅢB工8 �4��ク 鉄#R�中国青磁 刧�� ��Yib�ﾓ�d9��� �� 俤y�ﾉ��]兌b� �� ��

180 ��ケ �4��ク 鉄#B�ク �4�� �� �� �� ��1/18 ��

181 都���ケ �4��3e・6 ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡA2 ��9.6 �� �8ﾘ5�8ﾘ6�6���oｸ佶WIIb���A 儂�B�1/6 �9Yk鞴ﾒ���

182 途�ケ �4��ク ��ク �4��ⅡA3 ��8.2 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��〃 �(9I"�1/12 ��

183 ��ク �4��ク ��ク �4��ⅡA2 ��9A �� �5��ケ 呻)I"�1/6 ��

184 唐�l′ �4��ク ��ク �4�� �� 澱��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYH岔Kﾈ自.ｩYH5�5�8｢��*鋳�〃 ��1/4 ��

185 田澱�ク �4��ケ ��ク �4��ⅡA3 ��8.8 釘綯�2.1 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��ケ 呻)I"�1/8 ��

186 澱�ク �4��ク ��ク �4��ケ ��8.6 迭���2.1 �4��ク �5��1/10 ��

187 田途�ク �4��ク ��〃 �4�� �� 迭��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ﾛｹOy|｢�ケ 冖餒�ﾂ�1/5 ��

188 湯�ク �4��ク ��ケ ��b�ⅡB4 ��6.4 釘綯�1.7 �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYH岔Kﾈ訷鰄5�5�8｢�〃 儂�B� ��

189 迭�ク ��b�ク ��ク �4��ⅡA4 ��5.4 �2�"�1.7 �8ﾘ4�8ﾘ6�6b� �� ��

190 ��ケ �5��3c 鉄SR�中国青磁 倅ﾒ� ��49���14.0 �� �h扞[b� �� ��

191 ��ⅢB工9 �5��1b 鉄c��中国磁器　昔花 刧�� ��Yib�ﾓ�d9��� �� ��IWIgﾉHﾘ*ﾂ� �� ��

192 ��ⅢB工8 �4��3a 鉄Sr�陶器　瀬戸・美濃 �5i?｢�大窯工 ��11.8 �� �59gﾂ� �� ��

193 都�"�ケ �4��1a ��焼土片 �� �� �� �� �� ��

194 �3b�〃 �4��3e ��陶器　古瀬戸 兌ﾙ���後期様式 �xｯ｢� �� 忠>�丶Hﾝx��8ﾘ4�8ﾘ6�6�� ��1/12 ��

195 田迭�ⅢB工9 �5��ク ��土師器 �>�皷>r� �� �� 佰ｸ傚>�lｨ,�+��ﾂ��ﾄｒ� 俛X､B� ��

196 田�2�ⅢB工8 �4��ク ��ケ �4�� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�� �� ��

197 田釘�ク �4��ク ��ク �4�� �� �� ��b�石英・雲母微 �9hｸｨﾂ� ��

198 ��ⅢB工9 �4��1a 鉄S2�ク �4��A2 �� �� �?ｨﾆ�8ﾘ4�8ﾘ6�6��.���ｷ浦B愛�4x7(6��6�t����>��4x7(4�5H4x��6�6�8�6�5�t��石英・褐粒多 俛Xｨﾂ�1/12 ��

199 ��ク �4��〃 ��b�ク �5��ク �� �� 佰ｸ傀8ﾘ4�8ﾘ6�6���%ｹYH詹��5h88�ｸ7b�石英・雲母微 �� ��

200 ��c��ⅢB工8 ��b�3d 鉄c��ク �4��Al ��32.2 �� �?ｨﾆ�8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���ｷ浦H6�6���ｨ�����2�+�ﾚﾒ�高温石英多 �8ｨﾂ�1/6 ��

201 ��c��ﾓ"�ク �4��3c 鉄Sb�ク �4��A2 ��29.4 �#2���16.0 佰ｸ傀自.ｩYH8ﾘ4�8ﾘ6�6��5(6X諍w�����皷YI�WH*����>�佰ｸ傀自�ﾉYI(h肩,��5��ｸ8ｸ�9%�ｹZ��ﾉ�(��%��ﾙ|｢�石英・雲母多 俛Xｨﾂ�底部 欠 ��

202 ��c"�ク ��b�ケ ��b�ク �4��ケ ��26.0 �#����13.5 �8ﾘ4�8ﾘ6�6�t����ﾉYH6�6�t���ｷ浦H岔���愛�4ｨ4ﾉm｢�>��6�6�8�6�6���皷YI��WH*��ケ �8ｨﾂ�ク ��

203 ��c2�ケ �4��ク �4��ケ �5��ク ��22.4 �� 佰ｸ傚YH8ﾘ4�8ﾘ6�6��.����ﾉYH4�5H4x��4x7(6�6�t��ケ �4��1/5 ��

204 ����r�ⅢCF14 �4T�"�7 ��ク ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡA2 ��9.2 迭���2.7 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���B 冖險ﾂ�1/4 �d4C�8,b��ｨﾘr�

205 涛���ク �4��5 ��ク �4��〃 �� 釘綯� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾈ5�5�8｢�A 呻)I"�ク ��

206 涛���〃 �4��ク ��中国青磁 凩h扎萪� ��T8ﾎ9Kﾂ� �� 佰ｸ傚>�lｨ,凩h扞[b� ��1/10 ��

207 塔��〃 �4��4 ��灰翻陶器 刧��大原 2号窯 �� 唐絣� 侈俛�-ﾘ,偬H,ｸ鵫*ｸﾚﾘ��.ｩYH､�ｨ,��B��hｮy{�� ��1/6 �5ﾙw�ﾊR�

208 ��ク �4��5 ���B�土師器 �>�皷>r�A2 �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���皷YI5ﾉWB� �(8ｨﾂ� ��

209 �#�r�IVB16　SEO4 �4 鉄C2�ケ ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡC3 ��8.8 釘紕�5.2 �8�5(6�6���ﾊ俛�-ﾘ4x7(6�6���.ｩYB愛��ｪｨ�8+�ﾚﾘ*尼�C 高温石英 ・雲母少 �8囮I"�l/2 ��

-80-



図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�出土地点 劍神��2�MB�ﾘb�類別・産地など 舒ﾘ霻�(型式) 形態など 倬隸｢�法置(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�YIIo(,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔剏� . �.｢�ﾆ��器 高 

210 ��sR�工VB16 �4T�� ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡC3 ��8.0 �� �8�5(6�6���ﾊ俛�-ﾘ6�6��C 砂少 �%y(8ｨﾂ� ��

211 田ヲ�工UT13 �4Vﾄ��3 ��ク �4��ⅡA2 ��10.2 迭綯�2.3 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h��鏈����鶴�ﾉW9�ｲ�C 細砂徽 �8ｨﾂ�1/4 冑�lR���7�俯��

212 田���ク �4��4 ��ク �4��ⅡAl ��11.0 塗ｪ"�3.0 �8�5(6�6b����ｷ浦H5�5�8｢���　A チャート少 俛Xｨﾂ�1/8 舒ﾙlｩh�mR�

213 ��3r�ク �4��l 鉄唐�ク �>�皷>r�A2 ��26.4 �#����17.5 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6ht����ﾉYB愛�6�6��8�6�6�t��石英・雲母多 ��b�1/3 ��

214 都ビ�ⅢBH6 ���3b� ��ケ �4�� �� �� �� �� ��

215 都モ�ケ �4��埋土 ��ケ �4��A2 �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��石英・雲母少 丶ｩJﾘｨﾂ� ��

216 涛s��ⅢCD15 �4ｲ��cSr�ケ ��陶器 ���Jｲ� ��26.0 �� �>�lｩ+��ﾈ��59gﾈ��ﾖH��石英少 俛R�自(8ｨﾂ�1/10 ���7�(h匣､B��b�

217 涛sr�ク ��b�〃 ��須恵器　珠洲 ��b� ��� �� �8ﾘ5�8ﾘ6�6���ｮﾙl｢�>��4ｸ8�5壱�ｸ��.｢�YH-h8�6�6�� ��(､B�1/8 ��

218 都���ⅢBG7 �4$��ﾄ�_ｳR�ク ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡA3 ��8.6 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｮﾙlｩh�lR�A 冖��ﾈ､B�ク ��

219 涛s��ⅢCC15 �4ｲ��cc��ク ��須恵器 偖�� �� �� 佰ｸ傀ﾜH��ﾔｉ7Y�笘��齷�)gﾂ� �� ��

220 ��釘�ⅢBJlO �4ｲ��cc��ク ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡA2 ��10.6 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��A 冖鴆(ｨﾂ�1/5 ��

221 田��ⅢBR14 �4d��焼土 都2�ク �>�皷>r� �� �#"��� ��石英多 雲母徽 �(8ｨﾂ�1/8 ��

222 ��cB�ⅢBE4 ��經��埋土 ��ク ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡC3 ��8.0 釘綯�2.2 �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�B �4��1/2 ��

223 都ッ�ク �4��ク ��ク �4��工 ��8.4 �� �8�5(6�6���ｷ浦H4x7(6�6�� �丶B�l/8 �4$�ﾄ�_ｳB�/���.��

224 �##b�ⅢBD3 �4d�"�焼土 鉄���〃 �4��ⅡAl ��11.0 澱綯� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾉL)m｢�　A 高温石英少 呻(ｨﾂ�2/3 ��

225 都���ⅢBCl ����S��埋土 ��ケ �4�� �� �� �8�5(6�6R���雲母徽 儂�ﾂ�l/12 ��

226 �4��ⅢBQ14 ��經��ク ��ク �4�� �� 途�"� 侈俛�-ﾘ5�6X7x8�7�4ｸ4ﾈ��h�lR�A 冖鴆(ｨﾂ� ��

227 ��ッ�ⅢBD3 �4d��焼土 ��ケ �4��ⅡAl ��11.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��チャート少 冖�(8ｨﾂ�1/5 �4$�ﾄ�_ｳ"�*ｩ��.��

228 �3S2�ⅢBH3 �4d��ク ��ケ �5��ⅡDl ��11.5 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｷ浦H岔��訷鰄-h8�5�5��8｢�A �僮"�ク ��

229 都S��ク �4��ク ��〃 �4��〃 ��12.2 ��2.8 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��ク �4��ク ��

230 �33��ⅢBG3 �4��ク ��ク �4�� �� 迭��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���ク 冖餒�ﾂ�1/3 ��

231 �3S��ⅢBH2 �4��ク ��ク �4��ⅡA2 ��9.6 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��ク 冖餒�"�ク ��

232 �3S"�ク �4��ク ��〃 �4��ⅡA4 ��6.2 釘���1.8 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���ク �4��l/4 ��

233 ���ⅢBH3 �4��ク ��陶器　瀬戸・美濃 �%ｹKﾘ萪�大窯 儘��10.6 �� 丶H�"� ��l/8 ��

234 �"�ⅢBH2 �4��ク ��ク �5i?｢�ク �4��10.8 �� �59gﾂ� ��1/5 ��

235 都コ�ⅢBE4 ��經��埋土 ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡC3 ��72 ��2.3 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈����ｷ浦H岔��W9k��A 儂�B�1/5 ��

236 ��ⅢBD3 ��紊��ク 鉄C��須恵器　珠洲 偖�� ��� �� �� ��ﾈ､B� ��

237 ������ⅢBQ14 ���#��ク ��ク �4�� ��b� �� �� ��b� ��

238 ��ⅢBBl ����唐�〃 ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡB2 ��10.6 ��2.7 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾈ-h8茶�� ��1/8 ��

239 都���ⅢBDl �������ク ��ク �5�� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈����ﾊ俛�-ﾘ4�5H4r�高温石英徴 ��1/10 ��

240 都s"�ⅢBD4 ����#��ク ��須恵器　珠洲 况雨ｲ� �r� �� �X+Ym｣���-ﾈ,XｦﾙDh�Xﾔﾈ*"�白粒少 ��)I"� �4$�ﾄ�_ｳr�*ｩ��.��

241 塔2�ⅢB ���3���ク ��陶器　肥前 亊ｸ萪�Ⅱ ��11.0 �� 丶IIH��8ﾘ4�8ﾘ6�6�����5ﾘ5�5�8｢� ��1ノ伯 ��

242 ��ⅢBJ9 ��縱��ク 鉄���陶器　古瀬戸 �5i?｢�後期様式 �Xｯ｢�12.0 �� �59IB� 丶B�l/12 ��

243 ���s��ⅢBR14 ��經b�焼土 ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡA2 ��10.0 �� �8�5(6�6���ｷ浦H4x7(4�5H4r���B ��H���1/8 �4d�ｭi���

244 ��ⅢBOlO ���3��埋土 �3B�中国青磁 刧�� ��$2� �� �h扞[b� �� ��

245 �#3B�ⅢB工6 �4C#��ク ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5��� �� �� �8ﾘ5�8ﾘ6�6b�A �%xｨﾂ�1/12 ��

246 �#3"�ケ �4��ク ��ク 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ⅡA2 ��9.0 澱���2.3 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h��鏈���B �丶B�1/8 ��

247 �����ク �4��ク ��〃 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡC3 ��7.0 釘�"�2.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾉL)m｢�ク 乖ﾂ� ��

248 �#32�ク �4��ク ��ク �4��ⅡC4 ��6.6 釘���1.6 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���B 石英徽 �4�� ��

249 ��s2�ⅢBRll �4CC��ク ��ク �4��ⅡA2 ��10.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��A �丶B� ��

250 ��sB�ク �4��ク ��ク �4��〃 ��9.2 �� �4��ク �僮"�1/6 ��

251 ��s��ク �4��ケ ��ク �4��ⅡA3 ��7.2 �2�"�2.3 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���石英・流紋岩 　多 冖險ﾂ�1/2 �.ｩYI�ｨﾔR���Y�ｩ���

252 ��s"�ⅢBSll �4��ケ ��ク �4��ⅡC3 ��7.6 釘繧�2.0 �4��B �丶B�1/3 ��

253 涛#R�ⅢBRll �4��ク ��〃 �4��ⅡDl �� 度鈔� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���訷鰄5�5�8｢�A ��b�1/2 ��

254 涛���ク �4��ク ��瓦質土器 ��為｢� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6b� ��1/14 �>�lｩ%�ｹZ��WI(R�

255 涛���ク �4��ク ��須恵器　珠洲 偖�� ��� �� ��白粒少 �� ��

256 鼎Sb�ⅢBSll ��b�〃 ��灰翻陶器 偃姥IW"�光ケ丘 1号窯 �� �� �8*)�)|馮ﾂ� ��1/3 ��

257 ��ィ�ⅢBT12 �4CCB�ク ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡBl ��11.6 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｷ浦I>�lｨ6�6�8�7�4ｸ4ﾂ�B 石英徽 �8囗ｨﾂ�l/10 ��

258 �����ⅢBQlO ��b�ク ��ク �4��ⅡA3 ��7.0 ��纈�1.8 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���A 儂�B�1/6 ��

259 �#��ⅢBS12 ��b�ケ ��釘�陶器　古瀬戸 �X萪�前期様式 ��49���� 澱繧� 丶Hﾝr�%x囮|��b���鏈��� �9I(､B�1/4 ��

260 �##"�ク �4��ク ��土師器 �>�皷>r��� ��22.2 �� 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｷ浦H､�ｨ4x7(6��6���>�lｨ�9w(8ﾘ4�8ﾘ6�6���岔��6�6����%ｹYI[ﾙ%(��鶴�ﾉ|x､�ｩH�WI(R�白粒徽 �9(8ｨﾂ�1/10 ��

261 ��ⅢBQlO 中ﾂ�ク �##B�須恵器 偖�� 侘9�2� �� 宙､�[ﾘﾗ85�5�4ﾈ､H*�-H.ｉ>���(､9Fr�5�5�4ﾈ��6�6�� �(h甸��(鑽� ��

262 �3cB�ⅢBSll �4CC2�ク �����須恵器　珠洲 偖��9�� �b� �� �ｹ���9$��R��X�9jy7��Im｢���ﾛh��.��白色粒 ��ﾈ､B� ��

263 �##R�ⅢBTll �5��ク ��〃 �4�� 儘��XuR� �� ��X�ﾉ$��Y[h��I}隕倡�[b�白粒石英少 ��b� ��

264 �##B�ク �4��ケ ��迭�須恵器 偖�� 侘9�2� �� 兌ﾘﾗ85�5�4ﾂ�白色粒徽 丶B� ��

265 ���2� �4CCb�ケ ��黒色土器 僭B� ��b�13.2 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6����>��8�5(-h8�7�4ｸ4ﾈ��_ｨ��9[b�砂少 ��1/8 ��

266 涛C��ⅢBRlO �4CCr�ク ��土師器 偖�� �4�� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�石英他多 �9�H��� ��

ー81一



図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�出土地点 劍神��2�MB�ﾘb�類別・産地など 舒ﾘ霻�(型式) 形態など 倬隸｢�法畳(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�YIIo(,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔剏禔@底器 径径高 

267 ��ⅢBPll �4CCr�埋土 ��須恵器　珠洲 况雨ｲ� �� �� �� 丶II"� 况雨ｹ]�y駅��,ﾉ7Y���

268 �3�2�ⅢBSll �4Vﾆﾂ�ク �#���須恵器 僭D2� 兌ﾘ��ub�12.4 澱���3.1 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈����褸嶌从鶴�ﾈﾖH��石英徽 �8ｨﾂ�完 ��

269 �3�B�ク ��b�ク �3�2�黒色土器 僭B� �4��134 迭紕�4.5 �8�5(7�4ｸ4ﾈ��5�6X7x8�7�4ｸ4ﾈ��8ﾘ4�8ﾒ�6�6h��鏈���ク 做�ﾂ�1/2 ��

270 �##2�ⅢBT11 �5��ク 鼎�b�須恵器　珠洲 况雨ｲ� �R� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｪｨ�8+�ﾚﾘ���i?｣"ﾓ8�����ﾖH���ｴ9d�晴�H*�.��白粒徴 ��(ﾙR� ��

271 �3cR�ⅢCA12 �4CCr�ク ��ク ��X+�-ﾉ?����jr� �4�� �� �ｹ���9$��Y[c�Ymｨ��5�5�4ﾉYﾓ"紮8蒭ﾛb���.��8ｼy�X+�x*ｸ��自YH諍w�,�.h.��h�mR�黒色粒 ��ﾈ､B� 僥ｩ]�y駅�7R����

272 ��r�ⅢBTll �4��ク 鼎�b�中国青磁　龍泉窯 刧�� ��$2�ﾎ8ｧr� 澱紕� �5�5�8ｨ�+Xﾘ)�H��ﾘ)�I>��Ik9IH��柯截�[b� ��1/4 ��

273 ��ⅢBRll �4C3��ク ��Sr�中国昔白磁 僭餮"� ��42� �� �� �� ��

274 涛#2�ⅢBT12 �4CCR�ク ��土師器 刧�"� 兌ﾘ��u｢� 唐��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���WH*�)�H���>��5�6X7x8��7�4ｸ4ﾂ� �(8ｨﾂ�1/5 ��

275 涛#B�ⅢBSll �5��ク ��ク ��b� 兌ﾘ��u�� 釘��� �4�� �4��略存 ��

276 �����ⅢBT12 ��b�ケ ��須恵器 僭D2� 兌ﾘ��uR� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6b� ��1/14 ��

277 涛�b�ⅢBSll �4��ケ ��ケ �4�� 兌ﾘ��ub� 澱紕� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���瓦質 丶B�略存 ��

278 涛�R�〃 �4��ク ��ク �4�� �4�� 迭�2� �5��硬質 �9�(､B�ク ��

279 涛�B�ⅢCA12 �5��ク ��ク 仗�� �=驂xur� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��ク ��ﾈ､B�〃 ��

280 涛�2�ケ ����ク ��ケ ��b� �4�� �� �4��ク �8尨､B�ク ��

281 涛�r�ⅢBSu �4��ク ��ク 偖�� 兌ﾘ��� �� ��b�ク 俎�ﾙY�b� ��

282 涛"�ク ��b�〃 ��ク �5�� ��b� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｪｨ�8+�ﾚﾒ�ク ��ﾈ､B� �&ilｩ(h匯�B�閇�b�

283 ��ビ�ク �4��ク �#Cb�土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡBl ��14.0 ������4.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���､�ｨ岔��6�6���鏈����ﾊ��ﾙ�-ﾘ6�6b�A 石英徴 �%y(8ｨﾂ�1/3 ��

284 涛3��ⅢBRll �4��ク ��ク �4��ク �� 唐��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ﾊ俛�-ﾘ6�6���鏈�員ﾉL)m｢�B 硬質 �9N�ﾂ�1/4 ��

285 涛#��ク �4��ク ��ク �4��ⅡAl ��11.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6������ﾉYH岔Kﾈ4�5H4r� �4��1/12 ��

286 ��ヲ�ⅢBT12 �4��ク ��ク �4��ⅡB2 ��10.8 途綯�3.1 �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYH岔Kﾈ��ﾊ俛�-ﾘ6�6����鏈���B 硬質 �8囗､B�1/6 ��

287 涛#��ⅢBRll �4��ク ��ク �4��ⅡA2 ��9.8 迭紕�2.4 �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYH岔Kﾈ4x7(4�5H4x��ﾊ��ﾙ�-ﾘ,俛YL����.｢�4�5H4s��チャート微 軟質 呻(､B�1/3 ��

288 ���2�ⅢBSll �4��ク ��ク �5��ⅡB2 ��9.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾉL)m｢�A 石英徴 �9(8､B�1/8 ��

289 ���"�ク �4��ク ��ク ��b�ⅡB3 ��7.6 迭紕�1.6 �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYH岔Kﾈ5�5�8ｨ��ﾊ俛�-ﾒ�6�6���鏈�員ﾉL)m｢�A 白粒少 儂�B�1/4 ��

290 �3�r�ク �4��ク �#Cb�ケ �4��ⅡB2 �� 途��� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈����ﾊ俛�-ﾘ6�6��　B 白粒・チャー ト少 �(8､B�1/2 ��

291 ��モ�ⅢBTll �4��ク ��ク �4��ⅡBl ��12.4 唐紕�2.4 �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�5(6X諍w����鏈����ﾊ俛�-ﾒ�6�6��A �丶B�1/3 ��

292 �����ⅢBRll �4��〃 ��ク �4��ク ��11.4 途繧�2.9 �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYH岔Kﾈ4�5H4x��鏈������.｢丶�ﾈ,��,�,Hｪｨ�8+�ﾚﾒ�C 白粒少 �4��1/6 ��

293 �3�"�ⅢBSll �4��ク �#SB�ク �4��ⅡB3 ��8.4 澱綯�1.5 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ﾊ俛�-ﾘ6�6���鏈�員ﾉL)m｢��:��8冷��A 白粒徴 ��1/4 ��

294 涛#b�ケ �4��ケ ��ク �4�� �� 迭��� �8ﾘ5�8ﾘ6�6���ﾊ俛�-ﾘ6�6���:��8苓�8,ﾂ�ｪｨ�8+�ﾚﾘ��鏈���A �5��2/3 ��

295 �3"�ク �4��ク �#Cr�中国青磁 倅ﾒ� ��$8ﾎ9Kﾂ�10.4 �� �h扞[h��8ﾘ4�8ﾘ6�6�� ��1/10 ��

296 �3"�ク �4��ク �#cb�ク 刧�� �4�� �� �h扞[b� �� ��

297 涛#��ク �4��ク ��須恵器　珠洲 偖�畏ﾂ�� �Rﾘub� �� ��X�9jy7��Ymｨ��¥ﾙV�[b�白粒細砂少 ��ﾈ､B� ��

298 �#��ク �5��ク �#C��陶器　古瀬戸 �X萪�前期様式 �Xｯ｢� 途��� 丶Igﾈ��鏈��� ��1/4 ��

299 �3Sr�ⅢBRll ��b�ク ��須恵器　珠洲 偖�� �b� �� 俤yjxｵ��R�白粒少 ��ﾈ､B� ��

300 涛#"�ク �4��ク ��ク �� �Rﾘub� �� 俤yjyﾜ��X��ｮﾘ､�ｨ4ｸ8�5壱��ク �5�� ��

301 �3c��ⅢBT12 ��b�ク �#cB�〃 �-�� �R� �� 俤yjxｵ��R��9m｢舒ﾘ､�ｨ4ｸ8�5�ｸ��､B�*�-H.�� ��b� ��

302 涛2�ⅢBSll ��b�ク ��ク 儼�Jｲ� �b� �� 佰ｸ傚%ｹYIM(*ｸ�+X��婢+Ymｨｼ��ﾈ��ｪｨ�2�+�ﾚﾘ��6ｹjxﾖH�� �4�� ��

303 塔��ⅢBT12 �4��ク �#C"�ク �4�� ��b� �� 佰ｸ傚%ｹYIM(*ｸ�+X��婢+Y?｣x����ﾏｸ挟�YH8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｷ浦H4x7(6�6��白粒少 �4��1/10 ��

304 ��ⅢBRll �4��ク �#c2�瓦質土器 �4�� �� �� 兢�ﾏｸ8ﾙ%ｹYI_ｹ:ｨ��8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｷ浦B��>�､�4x7(6�6���婢+Ym｣xﾄ��石英少 丶B�1/8 ��

305 涛��ク �4��ク ��須恵器　珠洲 �5�� �R� �� �8ﾘ5�8ﾘ6�6���ｪｨ�8+�ﾚﾘ��鏈����(��,ﾉ�B��ｸ���>�冑�lR�白粒微 ��ﾈ､B�1/4 ��

306 涛#��ⅢBTll �4��ク ��ケ �4�� �b� �� �X+Ym｣��������X�9_ｸﾏﾂ�黒粒徴 �8､B� ��

307 涛b�ⅢBSu �4��ク ��瓦質土器 �4�� �� �� 舒ﾙlｨ*(-H+X��婢+Y?ｩ�X*"渥HｧSX葷ﾒ��ｮﾙlｨ8ﾘ4�8ﾘ6�6��白粒少 俛X､B� ��

308 涛R�ⅢBRll �4��ク ��〃 �4�� �� �� 佰ｸ傀8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｷ浦H4x7(6�6��4�5B�4r�X+Ym｣hﾄｃH葷ﾒ�� �8､B� ��

309 ��IUT13 儘�� ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡA2 ��10.6 澱���3.1 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈���A 冖�(9I"�1/2 ��

310 田sr�工US14 �4�� ��陶器　瀬戸・美濃 倅ﾒ�大窯 �b� �� 丶Igﾈ��愛�ｨﾉ�h/���-�+ﾘ､I�h�R�>��%r�囮|�� ��l/8 ��

311 鼎��工VA12 �4�� ��中国青磁 價ｲ� ��T9�ﾂ� �� 仂ｨ傀����]兌h耳ｭｸ6ﾘ7�5�5�8｢�IHﾏｨ*"��絣ﾓ�繙ﾘ萪�� �� ��

312 田��工UT12 �4�� 鉄ビ�土師器 �>�皷>r�A2 ��30.0 �� 俾浦I�WH*���4x7(6�6���8ﾘ4�8ﾘ6�6�t��ｷ浦H4x7(6�6�t��雲母少 冖鞏葵ﾂ�1/4 ��

313 田2�ケ �4�� 鉄ヲ�ク �5��ケ ��29.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���ｷ浦B�>��6�5�愛�4r�7(6�6�t��高温石英多 雲母少 �8ｨﾂ�l/5 ��

314 田R�工US13 �4�� ��ク �5�� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���､�ｨ6�6��石英多 俛Xｨﾂ�1/12 ��

315 ��工VA12 �5�� ��ク �4��A2 �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYH､�ｨ5�6X7x8�6�6��石英多 雲母徽 乖ﾂ�1/10 ��

316 田"�工UT12 �5�� ��〃 �4��ク ��27.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�t����ﾉYH8h7(6�6�t��石英多 �8ｨﾂ�1/4 ��

317 田r�工US14 �4�� ��ク �4��ク ��24.2 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���:ｩYH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t(��ｷ��YH､�ｨ4x7(6�6�t��雲母少 石英多 �乖ﾂ�1/7 ��

318 田��工UT12 �4�� ��ケ �5��ク �� �#��"� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｷ浦H､�ｨ4x7(6�6���>�l｢�8ﾘ4�8ﾘ6�6��6�5��雲母少 僣iV�ﾂ�1/8 �$ｩ&��

319 湯�ク �5�� 鉄モ�中国青磁 儁R� ��T9�ﾂ��� �� 刋�]兌b� 冖�%y|��l/12 ��b�

320 �#���工VD15 ��b� ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡA2 ��10.8 途紕�3.1 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢���鏈���B �8ｨﾂ�1/8 ��
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図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�出土地点 劍神��2�MB�ﾘb�類別・産地など 傚H霻�(型式) 形態など 倬隸｢�法置(c皿) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�Y5ｸﾝ�,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔剏� 径 �.｢�ﾆ��器 高 

321 �#���工VD17 儘�� ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡA2 ��10.6 澱繧�2.8 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢���鏈���B �9(8ｨﾂ�1/6 丿Y&��

322 �#�B�工VD20 �4�� 鉄C��ク ��b�ⅡAl ��ll.4 途紕�3.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�)ｩD｢���鏈�員ﾈ6�6��A 冖鴆(ｨﾂ�4/5 ��

323 �#�R�工VD17 �4�� ��ケ �4��ケ ��11.8 途繧�3.3 �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�)ｩD｢���鏈���B 冖餒�ﾂ�1/5 �$ｩ&��

324 ��湯�工VC16 �4�� ��ク 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��〃 ��10.6 迭綯�3.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h��oｸ伉�>�､��ク 冖鞏葵ﾂ�1/7 �4��

325 �#���工VC15 �4�� ��ク ���萪��4ｨ8�8�5��� ��11A �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�)ｩD｢��A �%y�(ｨﾂ�1/8 �4��

326 �#�R�工VD16 ��b� ��ク �4��ⅡA3 ��8.8 �� �5��ク 僣iV�B�1/12 �4��

327 �#�b�工VD17 �4�� ��ク 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ケ ��8.6 迭���2.8 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢����.｢�5�5�8ｨ���>���oｸ伉�ク �9N�ﾂ�1/5 ��

328 �#�r�〃 �4�� ��ク ���萪��4ｨ8�8�5���ク ��8.4 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢��ケ 俛Xｨﾂ�1/6 �$ｩ&��

329 �#���工VC15 �4�� 田���ケ �4��ⅡA4 ��6.2 �2紕�1.7 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢����>��6�6���鏈���B �8ｨﾂ�2/3 ��

330 ��唐�ク �4�� ��ケ �4��ⅡDl ��11.4 途紕�2.5 �8ﾘ4�8ﾘ6�6����>��6�6�8�4x7(6�6�����.｢倩Y�員ﾉL)m｢� �%x､Hｨﾂ�1/8 �$ｩ&��

331 �#�2�工VC16 �4�� ��ケ �4��ⅡC3 ��7.2 迭���1.9 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h��鏈�員ﾉL)m｢�A �%yN�ﾂ�1/4 ��

332 �#�B�工VE17 �4�� ��ク �4��ⅡA4 ��6.0 �2繧�1.8 �8ﾘ5�8ﾘ6�6h��鏈���ケ 冖鴆(ｨﾂ�1/5 ��
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420 ��ⅢB工5 �R� 鉄�2�ク �4��々 �xｯｩ�b� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���､Igﾂ� �9ｸ棹､B� ��

421 ��ⅢB工4 �4�� 鉄cr�陶器　瀬戸・美濃 亳X萪�天窓 �b� �� 亳X蒭��躡nﾈ魲����I)�h�"� 儂�B� ��

422 田sB�ⅢBJ5 �4�� ��ク �%ｹKﾘ萪�ケ 儘�� �� 丶I-ｲ委ｨ*"�� �8､B�1/6 ��

423 田c��ⅢBGl 儘�� ��陶器　肥前(?) 丼r� �� �� 丶IIB�處馮ﾂ�� �� ��

424 �3��ⅢBE2 �4�� ��陶器　瀬戸・美濃 �5i?｢�大熊 �� �� �58�"� �� ��

425 ��ⅢBG4 �R� 鉄S"�ク �4��ク �R� �� �4�� ��1/10 ��

426 田s��ⅢBGl 儘�� ��陶器　古瀬戸 �4��後期様式 �xｯ｢� �� �4�� ����ﾈ､B� ��

427 �2�ⅢBF6 �R� ��陶器　瀬戸・美濃 �4��大窯 儘�� 釘綯� �59-ｸ��5�5�8ｨ�+Xﾘ)�H������ 儂�B�1/4 ��

428 田c��ⅢBF5 �4�� ��陶器　肥前 亊ｸ萪� �R�12.0 �� 丶IIB� ��l/12 ��

429 涛�2�ⅢBP8 �b� ��ケ 傅ﾈ萪� �b� 釘紕� �5�5�8ｨ�+Xﾘ)�H�������ﾊ俛�-ﾙIIHﾘ*ﾂ�ﾛｹWI(X��､H�"�處飆B�� �8､B�1/4 ��

430 鼎"�ⅢB工5 �R� ��土師器 �>�皷>r�Al ��32.2 �� �?ｨﾆ�H耳ﾇｩYH8ﾘ4�8ﾘ6�6�t���ｷ浦H4r�7(6�6�t���%ｹYH-h8��Y[ﾙ%(t"�雲母・石英微 冖陏乖ﾂ� 僣�WI(X,�+R�

431 鼎��ケ �4�� ��ク ��b� �� �#"�"� 俚(ﾅ9>�lｨ8ﾘ4�8ﾘ6�6�*���.ｩYH,h,ﾉ�｢�ﾘyYH,俑ﾙ�X*�.���.ｩYHﾛｲ�ク �4��1/6 �4��

432 鼎r�ク �4�� ��ク ��b�A2 �� �#ゅ"� 佰ｸ胸YH8ﾘ5�8ﾘ6�6�t���､�ｨt�%ｹYH-b�8兌ﾙ%"�ク �8ｨﾂ�1/8 ��

433 ���#b�ⅢBO9 �b� ��ク �5��〃 �� �#b綯� 佰ｸ胸YH8ﾘ5�8ﾘ6�6�t���ｷ浦H4x7(6�6��t���?ｨﾆ��ｨ,�7x8儼�*ｹ+��ﾃ(ﾄｉ(b�7"��雲母・石英多 　硬質 �8､B�1/10 亂(�嶌��H��晳(ｹWI(R�

434 ��#b�ⅢBPlO �5�� ��須恵器　珠洲 况雨ｲ� �� ���綯� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���.ｩYIL)m｢� �� ��

435 ��工VD20 儘�� 鉄32�ク �4��Ⅵ �� �� �X+Ymｩ�ｸ*ﾙYﾘﾔﾈ��8ﾘ4�8ﾘ6�6���.ｩYI>��lｩh�lY)�+X*"� �� ��

436 �3s"�工VC15 �5�� ��ク �4��ク �� �� �X+Ym｣��mｨ��Yﾘﾔﾂ� �8､B� ��

437 都S��ⅢBJ7 �R� ��ク 偖�� �� �� �� �� ��

438 都s2�ⅢBH5 �4�� ��須恵器 �4�� 侘9�2� �� �5�5�4ﾂ� �� ��

439 都Sb�ⅢBJ5 ��b� ��土師器 價ｲ��� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ﾏｸ傚%ｹYI[ﾙ%(-h8�6�6��石英・雲母少 �(8ｨﾂ� 舒ﾙ¥y(h甸�､I�b�

440 �#ッ�ⅢBT13 �b�2 鉄��〃 ���萪��4ｨ8�8�5��� �� 途綯� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾉL)m｢�C ��1/4 ��

441 �3�R�ⅢBSll �4��ク ��ク ��b� �� 迭�"� ��A ��1/3 ��
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図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�出土地点 劍神��2�MB�ﾘb�類別・産地など 傚H霻�(型式) 形態など 倬隸｢�法量(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�Y5ｸﾝ�,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔剏� 径 �.｢�ﾆ��諸 島 

442 �3���ⅢBS12 �b�2 ��土師器 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ⅡA4 ��6.0 �2�"�1.7 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾈ5�5�8｢���　A (白色粒少) 儖ｩI"�耳顗ｨﾂ�4/5 ��

443 �#澱�ⅢBQll �4��ク ��〃 ���萪��4ｨ8�8�5��� ��11.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢��B �(8ｨﾂ�1/8 ��

444 �3���ⅢBRll �4��漆黒 ��ク �4��ⅡC2 ��9.6 迭紕�3.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h���ﾉYH岔Kﾈ4x7(6�6���ﾊ俛��-ﾘ4�5H4x���.｢倩Y���C ��ﾈ､B�l/4 ��

445 �3�2�ク ��b�2 �##"�ケ 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ⅡA3 ��7.2 釘紕�1.7 �8ﾘ4�8ﾘ6�6h��鏈�員ﾉL)mｨ��ﾊ俛�-ﾘ4�5B�4r�ク �(8ｨﾂ�1/2 ��

446 �#���ⅢBP12 ��b�ケ ��ク ���萪��4ｨ8�8�5��� ��8.8 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYI�ｨﾔR閲鋳�C (砂質) 呻(ｨﾂ�1/6 傲I�ﾈﾎ9�ｨﾔR�*��

他7 ������ⅢBR12 �4��ク ��ク ��b�ⅡC3 ��8.4 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYH岔Kﾈ6�6��C �(8､B�ク ��

448 �#ビ�ⅢBT12 �5��黒混 青灰 鉄b�ケ �4��ⅡB3 ��7.8 迭���1.5 �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾉL)mｨ��ﾊ俛�-ﾘ4�5B�4r�B 儂�B�1/2 ��

449 �3�b�ⅢBSll �4��2 ��ク �4�� �� 迭紕� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾉL)mｨ��ﾊ俛�-ﾘ4�5B�4r�A 呻)I"�ク ��

450 �#モ�ⅢBTll �4��4 �#s��ク �5�� ��7.4 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾉL)mｨ��ﾊ俛�-ﾘ4�5B�4r���ケ �丶B�1/3 ��

451 ������ⅢBT12 �5��2 ��ク �4�� �� 釘繧� 舒ﾙlｩh�lR�ケ �呻)�b�l/2 ��

452 �3CR�ⅢBしlO �R�ケ ��ケ �� �� �2紕� 儻H*�)�H��ｮﾙlｩh�lR�ク 儂�B�〃 ��

453 �#釘�ⅢBQll �b�ク ��ク �+~�)W"� �� 途繧� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���>�lｩI)7�ｸ�7茶��C 細砂少 冖鴆)I"�l/3 鼎�8,凩驃���ｸﾆ(ｮﾘ5"�78�ｳ��

454 �3��ⅢBPlO �4��ク ���"�中国青磁 �%ｹKﾙ��� ��T9(b�124 �� �� ��1/8 ��

455 ��ⅢBQlO �5��ク �3R�ク 仂ｨ傚��� �5�� �� �� ��1/10 ��

456 涛�"�ⅢBPlO �4��ク ��〃 凩h扎萪� ��T8ﾎ2� �� �� ��1/12 ��

457 涛�r�ⅢBT13 ��b�ク ��ク �%ｹKﾘ萪� �� �� �� ��1/10 ��

458 ��ⅢBT12 �4��ク 途�ケ 價ｲ� ��T9�ﾂ� �� �+ﾈﾏｸ傀��6I[b� �� ��

459 �����ⅢBR12 �4��ク ��須恵器　珠洲 况雨ｲ� �� ����"� 亶浦H岔��5�5�8ｨ��L)mｨ���>��X+Ymｨ���h�mX��.ｩYH､�ｨ自�ﾉYH岔Kﾉ%�ｹZ�� ��1/4 �7Y��,�5ﾙw��

460 ���3b�ⅢBR13 �4��ク ��ク �4�� �� 湯綯� 倩Y�員ﾉL)mｨ��ｷ浦H岔YH､�ｨ,亂ｨ�8+��ﾚﾒ� ��ク ��

461 ���2�ⅢBRll �4��3 �#3��ク �4�� ��� ��"�"� �X+Ym｣ふ冦ｨ���.｢儉)m｢��8鉅鏈�ｒ� ��ク ��

462 ���r�ⅢBQ12 �4��2 ��ク �4�� �� ������ �>�､�ｩh�mR�やや瓦質 白粒少 丶B�ク ��

463 ���"�ⅢBRn ��b�3 ��瓦質土器 �4�� ��26.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���%ｹYHｭｸ-ﾈ.���ﾏｹ�ﾉ>�M�*ﾂ�-ﾘ,凛x+��8*ｨ.���婢+Ym｣hﾄ���8��ｮﾒ�>�､�ｨﾙY�h�yﾒ�褐粒少 �&�,ﾒ�囗､B�1/10 ��

464 都"�ⅢBSll �4��2 ��土師器 �4�� ��27.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���%ｹYI_ｹ:ｨ��?ｨﾆ�x+��8*｢�.�,ﾙ>�j���婢+Ym｣盈ｨ��ｷ浦H､�ｨ4�5B�4r�流紋岩片 褐粒など多 �8ｨﾂ�1/8 ���7�(h匯�B�閇�b�

465 ��#��ⅢBR12 �5��3 ��瓦質土器 ��b� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ﾏｸ傚zx+��8*ｨ.�,ﾙ>�M��石英多 �丶B� ��

466 涛迭�ⅢBRll �5��ク ��須恵器　珠洲 �4�� �b� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ﾏｸ傚%ｹYI-ﾈ�8��ｪｨ�8+�ﾚﾒ� �丶B� ��

467 ���CB�ⅢBS11 �4��4 ��ク ���� �R� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���%ｹYI-ﾈ�8��婢+Y?ｨｼ��ﾈ���ｪｨ�8+�ﾚﾘ��]�ﾏｲ�白色粒少 硬質 �8尨､B�1/4 ��

468 ���R�ⅢBQ12 �4��2 ��ク �4�� �4��29.6 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���%ｹYI-ﾈ�8��婢+Ymｨ����犬�ｼ��ﾂ����ｪｨ�8+�ﾚﾒ�石英少 ��ﾈ､B�1/12 ��

469 ���cB�ク �4��ク ��ケ �4�� �bﾘur�21.0 �� �?ｨﾆ�%ｹ-ﾈ�8��5h8H�ｳx�ｨ��8ﾘ4�8ﾘ6�6��硬質 �8囗ｨﾂ� ��

470 ���b�ⅢBS12 �4��3 ��〃 �4�� �4��17.6 �� 佰ｸ傚%ｹYI_ｹ:ｨ��8ﾘ4�8ﾘ6�6�� ��(､B� ��

471 ���cb�ⅢBR13 ��b�ク ��土師器 �>�皷>r�Al �� �#R�"� 亶浦I(h犬愛�8h7(6�6��R�>��8ﾘ4�8ﾒ�6�6���岔Kﾂ愛�7x8�6�6��R�>��6�6�8��6�5��石英多 雲母徽 �8ｨﾂ�1/10 ��

472 ��3��ⅢBR12 �4��2 ��須恵器　珠洲 偖�� �r� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6����X*ﾘ�h,ﾈ訷ﾏｸ傀,X､�xｺﾒ�*(��%ｹYHｭｸ-ﾈ.�� ��ﾈ､B� ��

473 �����ⅢBT12 ��b�4 �#3b�ク �5�� ��10.0 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���>�lｨ諍w�,�.h.冑�lR� �4�� ��

474 ��3��ケ �4��2 ��土師器 �>�皷>r�Al ��34.0 �#B���20.0 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｷ浦B愛�8ﾘ4�8ﾒ�6�6��5�5�,ﾈ���>��6�6�8�6�6���ﾛｹ.｢�石英・白粒多、 雲母徽 乖ﾂ�1/3 倩霪�鳧�7��

475 ���#��ⅢBQ14 �4��ケ ��ク �4��ケ ��33.8 �� 佰ｸ胸YH8ﾘ5�8ﾘ6�6����ﾉYH8h7(4�5H4x�R�6�6��石英・雲母少 �8ｨﾂ�1/12 ��

476 田��ⅢBRll �4��ク ��ク �4�� �� �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYH､�ｨ-h8�6�6h�X4�5B�4r� �� ��

477 �#迭�ⅢBQ12 �4��ク ��ク 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ�� �� 迭�"� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢���鏈����oｸ伉�A �8ｨﾂ�1/2 ��

478 �#ヲ�ⅢBPll �5��ク ��ク �4�� �� 澱�"� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���鏈�員ﾉ+)�竕W9�駝笘��oｲ�伉� �9hｸ､B�l/4 ��

479 �#cb�ⅢCA14 ��b�ク ��ク �4��ⅡD �� 迭�"� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｷ浦H岔��訷鰄5�5�8ｨ��鏗��員ﾉL)mｨ��oｸ伉�石英 褐鉄鉱少 ��底部 完存 ��

480 都2�ⅢBS12 �4��ク ��〃 �>�皷>r� �� �� ��ﾉYH岔Kﾈ4x7(6�6���.ｩYH,h,ﾈｺｸ8�5"�7x8�6�6��石英多 雲母徽 �8ｨﾂ�1/12 ��

481 都��ⅢBSll �4��ク ��ク �4�� �� ��ゅB� ��ﾉYH8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｷ浦H自.ｩYI>�lｨ8ﾒ�4�8ﾘ6�6��雲母少 ��b�1/8 ��

482 �3S��ⅢBQlO ��b�3 �#c��須恵器　珠洲 �5�� �b� �� ��X泚jy7��Im｢�白粒少 硬質 ��(､B� ��

483 �3c��ⅢBT12 �4��4 鉄��ケ ��Xﾅ頷�� ��b� �� ��X泚jy7��ImｩKﾘ鳧ﾇh-ﾈ.ﾘ.�� ��b� ��

484 �3S��ⅢBS12 �5��ク ��ク 仂�� �R� �� ��X泚jy7��Im｢�白粒徽 �4�� ��

485 ���C��ⅢBS15 �4��3 ��ク ��b� �b� �� ��X泚jy7��9mｩKﾘ鳧ﾇh-ﾈ.ﾘ.���ｮﾙlｨ4ｲ�8�5�ｲ�ク ��b� ��

486 �3c2�ⅢBT12 �4��ク ��ク 俘ﾂ員��� �4�� �� ��X�9jy7��9mｨ胸�兌h鳧ﾇh-ﾈ.ﾘ.��硬質 �4�� ��

487 ���C��ⅢBPll �5��ク ��〃 偖�� 儘��X�RﾘuR� �� ��X泚jy7��Imｨ��､�ｨ､H*�-H.��ク �4�� ��

488 ��ⅢBQll �4��2 鼎��ケ �-�� �b� �� ��X�9jy7��Im｢�〃 俛X､B� ��

489 ���3��ク �4��3 ��須恵器 偖�� 侘9�2� �� ��硬質　気泡 俛Xｨﾂ� ��

490 �3cr�ⅢBS12 �4��ク ��須恵器　珠洲 �5�� ��� �� ��X�9jy7ラmｨ��ｷ浦I>�lｨ5�6X5�5�8｢�硬質　白粒徽 俛X､B� ��

491 ���C2�ⅢBSll �4��2 ��〃 倡yJｲ� �r� �� �%ｹYI_ｹ:ｨ��婢+Ym｢� ��ﾈ､B� ��

492 ���3��ⅢBNll �4��〃 ��ク �4�� �4�� �� �X+Ym｢� �4�� ��

493 ���#��ⅢBR12 �4��3 ��ク �4�� ��b� �� �5�� �4�� ��

494 ���3r�ⅢBQll ��b�2 ��須恵器 偖�� �5�� �� �5�5�4ﾈ�4x7(6�6��硬質　気泡 �8､B� ��

495 姪����ⅢBQ10 �4�B�埋土 ��須恵器　珠洲 俶ﾘ���ｲ� �ぺu�� �� ��ﾈﾅ8�9Kﾈ���9&�6�6��5�5�4ﾂ�R��X屬�&�X岑.����X�9jy7�m｢�白粒少 �8､B� ��

496 ���#��ⅢCD13 �b�3 ��土師器 ���萪��4ｨ8�8�5��� ��11.8 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢����ﾉYH岔Kﾈ､�ｨ8ﾒ�4�8ﾘ6�6��5�6X7x8�7�4ｸ4ﾂ�A 呻)I"�1/8 �4�ﾈ6x8ﾂ�986��
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図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�出土地点 劍神��2�MB�ﾘb�類別・産地など 舒ﾘ霻�(型式) 形態など 倬隸｢�法置(cm) 劔�ﾈﾆ��Y[ivﾈ�Xﾝyo(,�,x,ﾉ<�*R�胎土 ��i+"�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔剏� 径 �.｢�ﾆ��器 高 

497 �#S��ⅢCD13 �b�2 ��土師器 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ⅡDl ��11.4 �� 佰ｸ胸YH8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｷ浦IW9k��A 儂�ﾂ�1/10 ��

498 ������ⅢCB15 ��b�3 ��ケ ���萪��4ｨ8�8�5���ⅡA2 ��10.0 迭���3.0 �8ﾘ4�8ﾘ6�6����ﾉYH岔Kﾈ8h7(6�6���鏈����L)m｢�ク 丶ｩhｸｨﾂ�1/4 ��

499 �#c��ⅢCD13 �5��ク ��ク �4��ⅡA3 ��7.2 鼎B�2.1 �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢���鏈���ク 呻(齟�1/5 ��

500 �#S��ク �4��ク ��ク 倅ﾒ��9Yk鞴ﾒ��ク ��8.2 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6��)ｩD｢��C 俛Xｨﾂ�ク ��

501 鉄��ⅢCE14 ��b�2 �3r�ク �>�皷>r�Al ��26.6 �� �8ﾘ5�8ﾘ6�6�t���ｷ浦H5�6X4x7(6�6�t����?ｨﾆ�,俛YL���ﾏｸ傚>�lｨ,�(��,ﾈ賈�ﾂ�石英多 �(8ｨﾂ�1/8 ��

502 ��ⅢCC15 �4��3 ��須恵器　珠洲 �4YJｲ� ��� �� �X+Y?ｨ��ｿ����ﾘx嶌��ﾝyjr�硬質 ��ﾈ､B� ��

503 涛Cb�ⅢCA13 �4�� ��須恵器 刔ｲ� 侘9�2� �� 宙､�[ﾘﾗ85�5�4ﾈ���>���(､9Fr� �� �7Y��5ﾙw��

504 涛Cr�ク �4�� ��須恵器　珠洲 儼�Jｲ� �� �� �� �� �4��

505 �����ⅢBG6 �R� ��ク �5�� �� �� 兢�ﾏｸ��婢+Ymｨ��mｩ�IW9k�� ��ｸ､B� �4��

506 ��ⅢCB12 �b� ��土師器 �7�6ｨ6�8X4�� ��2.0 ��2.3 偃�,8*ﾘ,ｲ� �� ��

507 田s��工VB18 儘�� ��陶器　瀬戸・美濃 倅ﾒ� �� 迭綯� �59IH��ﾘ)�H5�5�8ｨ�+X��ﾘ�8�Xﾊ俛�-ﾒ�,�6x6X99�R�2�� �8､B�3/4 ��

508 ���2�ⅢCA13 �4�ﾂ�3 田��須恵器 儼�Jｲ� ��30.5 �� �8ﾘ4�8ﾘ6�6���ｪｨ�8+�ﾚﾒ�石英少 ��ﾈ､B�1/10 ��

(註) ・遺構名ローマ数字は居住域を示す。
・胎土　　　A ;灰白色で軟質・念人に粕製され砂粒をほとんど含まない

土師器皿　B;砂粒を含み硬質

C;ABに属さないもの

表5　表町遺跡出土石製品一覧表(小型石製杯は石鉢に含め加工痕不明品は除く)

遺構等 兌)�)I"�剪ヶﾚ 劔���Jｲ�凹石 劔$�����砥石 劔五輪塔 劔儉"�N��小 計 
上 �｢�小 ��2�下 傅ﾂ����B 傅ﾂ����B �2�小計 �4�.��4r�Yr�}b�火 ��R�地 傅ﾂ�

臼 ���計 ���臼 佗b�劍ﾇb�劔剽ﾖ 凩b�輪 佗b�

SHOl 湯�4 ��2�2 釘�6 迭�8 釘�12 ���3 ���1 迭�2 �2� �"�7 �2�52 

SEO7 �� �� �� �� �� �� �� �� �"�1 ��3 ��3 

SEO8 途�3 ����1 ��1 ��� ���1 �� �� ��7 �2�4 ���15 �2�31 

SGOl ��� ��� �� �� �� ��1 �� ��� �� �� ��2 

SXOl �� �� ���1 �� �� �� �� �� �� �� ��1 

小計 ��r�7 �#B�3 迭�8 澱�8 迭�13 ���4 ���1 澱�9 唐�5 �2�25 澱�89 

SEO2 迭�3 唐� �� �� �� �� �� �� �� �� ��8 

SEO3 ��1 ��� �� �� �� �� �� �� �� �� ��1 

SEO6 �"� �"� ���1 �� �� �� �� �� �� �� ��3 

SElO �"� �"� �� �� �� �� �� �� �� �� ��2 

SD45 �� �� �� ��2 ��2 �� ��1 ��� �� �� ��3 

小計 湯�4 ��2� ���1 ��2 ��2 �� ��1 ��� �� �� ��17 

居住域I �� �� ���1 �� ���1 ��� �� �� �� �� ��3 

居住域Ⅱ �� �� ���1 �� ���1 ��1 ��� �"� �� ���1 ��5 

居住域Ⅲ �� �� 着｢���(Z)1 着｢��� �� ���11 ��1 ��"� �� �� ��15 

小計 �� �� �2�3 ��� �"�2 �"�12 ���1 ��B� �� ���1 ��23 

計 �#b�11 �3r�3 湯�12 途�10 途�17 �2�16 �"�3 �#��9 唐�5 釘�26 澱�129 
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表6　表町遺跡(MOM)出土石製品観察表　仁　粉挽き臼・茶目・石鉢・凹石・砥石・叩石・円礫

図 番 号 �"�Z��MB�ﾘb�出土状況 劍�"�Z��kﾂ�型 式 俶2��b�zb�石 材 囘�'R�+(��ｶr��劔�ﾈﾆ��Y���ｸ,�,r�備考(調) 

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�屈位 劔�+xﾆ��短径 傚I8r�重量 

1 都r�ⅢCB12 �4�ﾂ�2 ��9I"� ���"�An己3 �3"��� �� ��9�ﾂ�?ｨﾆ��Y.ｩYIzx+��8*ｨ.浦Hﾈx��iZｨ柯��ﾞﾙ>S蔦��?ｨ��ｹ��ｸｸﾏｸﾔX8�6(7��8���8ｩ(�8苓ﾆ�鞍�"絣儁(*ｹm慰X自YHﾈx��_ｲ�ﾆ��ｸ+3V8蒭��+x.瑛ｩ.ｩYH6�688ｨ���Ilｨ5�6X6�688ｩNﾘ�H�� 

2 �33r�ク �4��ク �4�� ����〃 �3B��� 唐�2� 妬Zｨ柯��Hﾙz3�Imｩ��8��mｩzy+ﾈ+X��M(*ｹm慰R��ｸ+3R綏8萪儼ｹYB�ｭｸ-ﾈ.����8ｩ(�8ﾔR��ｸ+3Y+"�ｩYHﾆ�&6ﾘ,X�9YH,ﾓB綏8蒭,hﾔﾂ�*ｨ.���,(-��,XﾌY.����Ilｨ6�688､2�くぼみ商2.5 ふくみ高3.8 

3 ��湯� �4��3 �ｩm｢� �4��ク �3���� 茶偵"��2.4 兒ｨ枴W9k���+x.盈ｩYﾘﾔﾈ*(���Ilｨ6�688｢� 

4 ���b�ⅢCC12 �4��2 ��9I"� �4��ク �3���� �� ��9�ﾈ自YHﾈx��訷+�.ｨ��iZｨ柯��Yｹ>S�)mｨ���Ilｨ6�688､8*ﾘ-｢�-ﾙYH,izx+��8*ｨ.�6�688｢� 

5 �#���ⅢCB13 �4��3 �5�� �4��A皿d.1 �3"��� ��2繧�2.6 仍�ｸﾔX6�688ｨ��Z�*ﾘ-ｨ.維h��5ﾘ��Zｨ柯��Hﾙz9h�lX,�.h.�,ﾒ�くぼみ高　2.0 
とんと消滅し不明、挽き木孔長方形(長径2.5、深さ5」2c皿) �-8*ﾘ-ﾘⅸ��R紕�

6 ��唐�ク �4��2 �4�� ����And.3 �3B��� ������ 兒ｨ枴W9k���¥ｩz8ﾝx*ﾙ���#�盈ｨ-ﾈ,XｦﾙDh���9�ﾈ自YHﾈy�����Il｢�6�688､8��*ﾘ-ｨ-ﾙYH6�688ｨ���8ｩ(�8*��くぼみ商　2.5 

7 ���2��S�途�ⅢCC14 �4��2 (下部) �4�� ���"�ク �3"��� ��6.2 ��9�ﾈ�Y�Ilｨ岔%ｸﾈx��iZｨ柯��¥ｩz3imｨ決�8ｭHｧXﾔﾈ*ﾒ��絣ﾒ�B綏6ﾒ儻8+ﾈ.ｸ*(,Y_ｨ��8��*ﾘ-ｨ-ﾙYI)ｩDｨ,�6�688ｨ���94h�2�*�蓼ｧ�ﾆ����ｹ�ｸﾏｸ*�.���ﾜImｩzx,H*��2点接合 

8 �33��ⅢCB12 �4��4 �4�� ����ク �32�"� ����"�2.6 妬Zｨ柯*���¥ｩz3��mｩ��8���Ilｨ6�688､8��ｹ�ｸﾔSV6ﾘ��8�6(7��くぼみ高　2.8 
状、芯樺受 �-8*ﾘ-ﾘⅸ��2���

9 ��S��ⅢCC14 �5��3 (下部) ��b� �4��Andl �� �� ��9%ｹFｩ����+x.瑛ｩh�mY)�+X*ﾙ>X,�,yW9k���ｹ�ｸﾔX*�.����Il｢�6�688､2� 

10 ���r�ⅢCD13 �4��2 �4�� ����A皿d.3 辻�- 辻�ー 僥ｨﾄ��ﾘ*ﾘﾝyYIW9k���Yｹ>S盈ｨ���Ilｨﾝx*�*(6�688､2� 

11 �#�"�ⅢCB13 �4��3 �ｩm｢� ���"�ク �3�絣� 湯綯� 妬Zｨ柯��Yｹ>S冦ｨﾛh��.����Ilｨ6�688､8���8ｩ(ﾔX8�6(7��86�62�8ｨ�YL��X��+x.瑛ｨ�傀,i�Ilｨ岔YIH�WI(R�ふくみ高　2.6 

12 �#途�ⅢCB12 �4��2 �(9m｢� 凛ｨｪ��And.2 �#���� ��偵��7.9 ��9�ﾈ�Y�Ilｨ岔%ｸ�YM(*ｹm慰X,ﾈ自YHﾈx���Ilｨﾝx*�*(6�688､8��*ﾒ�-ｨ-ﾙYH6�688ｨ�Xｵ��X,h.�,�)ｩDｨ��iZｨ柯��Hﾙz8,ﾓh�Sx�S冦ｨ,R�ｦS(ｾh柯+�,(��mｩ¥�-�,兌俎8/�ﾈx*ﾘ.�,ﾈ.)+ﾈﾏ�,X�Z�+x.��くぼみ商　2.1 
109 �d4��"��(上白) 剪綾ﾙч�竰�劔など両目立てでいずれも丁寧挽き木孔方形2c皿、奥行き 3cmで弧状垂四角形文・3段、芯樺孔上部方形、下部円形タテ ハツリで上部は磨滅、すり面外周磨滅底部煤接熱。 �-8*ﾘ-ﾘﾘ#�"�

13 ����� �4��2 (下部) �(9m｢��ｩm｢�� ���"�A皿d3 �#����+r�.瑛｢��3b��茨2�*�ﾒ��33.0 (底径) ��R纈�8.5 假8*�ﾙYHﾈx��iZｨ柯��¥ｩz3rﾓ�?ｩV9�Xﾝx*�*ﾘｮ�i�ｸﾛh-ﾈ.ﾘ.���傀訷+�.ｨ���8ｩ(ﾔX6�688､8���9YCB綏6ﾙh�lR��9ｸﾆ����萪�YH�Y�Ilｩ)ｩDｨ,�5�6X6�688ｨ,ﾈ+�Ih���.ｩYH*�.x*(6�688｢�すり画商5.8 ふくみ高0.7 

14 �#���ⅢCB13 �4��3 �ｩm｢� 迭��ク �32�"� 湯�"� 妬Zｨ柯��Yｹ��-c�I?ｨ鳧ﾇh��.����傀,i�8ﾕﾈﾔX,ﾈ-ﾈ.ﾘ.永ｸﾋ�����8ｩ(ﾔX8�6(7��8�9YH鈴9ｸﾆ�,Yh�lX���Ilｨ6�688､9.ｩYH*��.x*(6�688ｨ�"�ふくみ商　2.1 

15 都��ⅢCC13 �4�� �(9m｢� ����And.1 �#����+r�.瑛｢��28.3 ��2���3.2 ��Ilｨ,ﾘ6�688ｨｵｩd�,Y>�M�*ﾈ-ﾘ,凛x+��8+�,ﾈ+��X*ｸ*ﾘ､�x����8*�ﾘﾏｸ傚%ｸ,ﾘ�(ﾆ���8ｩ�X��ﾜI+)��,Xﾋ8,ﾙ[ﾙ%(��瓜ｨ柯��Yｸﾖ��すり画商　3.0 
(下目) 劔30.0(受 け皿) 忠.ｨﾆ����9目で細かい。周縁部磨耗、芯樺孔上半は磨滅、下草は末 広がり、すり面底部に焼付渚 �-8*ﾘ-ﾘﾘ#�kﾂ�

16 �3Sb�ⅢCB13 �4T��4 ��i?｢� ���"�And.3 �#���� ��B���3.4 �*ﾘ-ｨ-ﾘ�9�ﾈ��M(*ｹm慰X,ﾃ)&���ﾈｧ�ﾆ�,ﾈ自YHﾈx��瓜ｨ柯��¥ｩz2�ﾝx*�*ﾘｭHｧXﾔﾈ*ﾙW8+ﾈ.ｸ*(ﾜImｩzx,H��H-cYm｢��繧ﾓ�綏8萪�,R�くぼみ商1.9 
(上白) 劔劔磨耗、芯樺孔周辺とくに著しい、くぼみ部・側面ナナメハツ リ(丁寧)疑うるし塗布、挽き木孔平面方形で奥行き4c皿 �-8*ﾘ-ﾘﾘ(���綯�

17 �3SB�ⅢCCll �4��ケ ��9I"� ����ク �3���� ��4.0 妬Zｨ柯��Yｹ>S�9mｨ���Ilｨﾝx*�*(6�6�8�6�688｢�X岑*ｨ.ｘ��M"�*ｹm慰Y_ｸﾆ�,X卻ﾗ8*ｳB綏6ﾘ��h�lX���8ｩ(�8ﾔY�ｸ+3"�&6ﾒﾈ*ﾘ-｢�-ﾙYH���Ilｨ自YIH�*�.��ふくみ高　2.8 

18 �3C2�ⅢCC12 �5��ク �4�� ���"�ク �32�"� 茶�B�"��9A ��9�ﾈ�Y.ｩYIzx+��8*ｨ.�ｩYHﾈx��iZｩ&8��¥ｩz3�9?ｨﾘ)mｩzx,H��.��,ﾈ*ﾘ-ｨ.維h��5ﾘ���Ilｨ6�688､8*ﾘ-ｨ-ﾙYH6�688ｨ�ﾜ��X��zr�+��8*ｨ.�6�6�8�6�688ｨ��訷+�.ｨ��ｹ�ｸﾔR�8�7H,�5�6X6�62�8｢��Y�8ｩ(�8ﾏｸﾔX��M(*ｹm慰X自YHﾈx�2�ふくみ商(2.5) 

19 �3#��ⅢCB13 �4��4 (上部) �4�� ����ク �3"繧� ��"絣�2.4 兒ｨ枴W9k���¥ｩz3�ymｨ-ﾈ,XｦﾙDhﾝx*�*ﾘｮ�i�ｸ��*ﾘ-ｨ-ﾙYI(i�2�,�-�*���%�肩,Y_ｨ��86�688ｨ���Ilｨﾝx*�*(6�688｢�9&��Y)｢�D｢����9�ﾈﾊIh��X訷+�.ｨ���8�X岔%ｹH��くぼみ高3.6 ふくみ高3.4 

20 ��cR�ⅢCC13 �4��4 �4�� ����ク �3"絣� �� 兒ｩ&9W9k���ﾞﾙi��ImｨｦﾙDh���Ilｨ5�6X��ｹ�ｸﾔX6�6�8�6�688ｨ���*ﾘ-ｨ-ﾙYH6�688ｨ�8ｩ�X��*ﾘ-ｨ-ﾘ�Xｹ�ｸﾔYH�WI(X��*ﾘ-ｨ-ﾙYH�2��ﾈ訷+�.ｨ��+x.瑛ｩh�lR� 

21 �3�R�ⅢCB13 �4��西井壁 崩落石 �4�� ���2�ク �3"��� �� 妬Zｩ&8��¥ｩz3�)mｨ��.�,ﾈ*ﾘ-ｨ.維h��.���*ﾘ-ｨ-ﾘ���Ilｨ6�688ｨ���ｹ�ｸﾔX��*ﾘ-ｨ-ﾙH�WI(R�くぼみ商　　2.0 

22 �3CR�ⅢCC12 �4��北壁 控穣 �4�� ����ク �3B��� ��3A 兒ｩ&9W9k���¥ｩz9_ｨ��8,XｭHｧXﾔﾈ*ﾘ��ﾖ�Yﾘﾔﾈ*"�"��ﾓ2綏8萪����.�,ﾈ*ﾘ-ｨ.���*ﾘ-ｨ-ﾙ)ｩDｨ,�6�688｢� 

23 �3#2�4T�"�ﾓB�ⅢCC13 ⅢCE14 �4T��4T�"�南井壁 用落石 �ｩm｢� ��ク �32��� ��"繧�16.2 妬Zｨ柯��¥ｩz3Xｾh枋��mｨ���ｾh枋��mｨﾛh��.���ｮ�i�ｸｺﾘ*(���Il｢�6�6�8�6�688ｨ��.ｩYH*�.x*(6�688ｨ���8ﾕﾈ�8ﾔX6�688ｨ�Yh�lX���岔YINﾙDﾘ��鶴WIIb�SEO8.SEO2-2接合 ふくみ商32 

24 �3C��ⅢCC13 �4T��4 �4�� ���2�ク �3R��� ��r綯�8.2 妬Zｩ&8��Hﾙz3�imｨ��自YH,偬IZ���ﾛh��.����Ilｨ5�6X6�688ｨ��.｢�YH*�.x*(6�688ｨ���8ｩ(�9h�lX��.ｩYIzx+��8*ｨ.羽���NﾙDﾒ�ふくみ高1.6 

25 �3湯�ク �4��粟井壁 崩落石 ��9I"� ����Andl �3"紕� 湯絣�2.2 兒ｩ&8�Y¥ｩz8諍w�,�.h.栄�lYW9k����Ilｨ5�6X6�688ｨ��*ﾘ-ｨ-ﾙYB�%�犬����+(,h,兩ｨ��8��*ﾘ-ｨ-ﾙYIzx+��8.�6�688､8,Y�ｩ�ﾂ�+��ﾈ嶌���9�ﾉYH訷+�.ｨ��NﾙDﾘ鶴WIN��"� 

26 �#迭�ⅢCB13 �4��3へ4 �ｩ����ｩmｨﾜB�y駅��� 俶ﾒ�ク �3�絣�30.0 ��B�"�20.5 �ｩmｨﾜIy駅�.ｩYH,h+x.瑛ｨ/��X*ｸ*ﾘ苓ﾆ�,�ｨ-�.����Ilｩ�R�+�x*ｸ��+x.瑛ｨ,�,ﾓiZｩ&8,ﾈ+x.盈ｨ,i�8ｩ(ﾔX��勦lｨ,ﾙﾜ��Xﾚﾒ�芯樺孔深さ5(未貫通) プロ 劔剌纒秤嘯ﾝ径19.0深さ5.5底部凹み径12.0深さ3.Oc皿、上面・ 側辺の一部に煤 

27 �� 着4t���3 ��9I"� ����And.3 �3���� ����"�2.0 兒ｩ&8�Y¥ｩz9�IW9k��)_ｨ��9Yﾘﾔﾂ��絣ﾓ"絣冑�lX��.�,ﾈ*ﾘ-ｨ.��くぼみ高　2.6 くぼみ部、立ち上がりナナメハツリ、上線駁打、側面ナナメ �-8*ﾘ-ﾘﾘ#�紕�
ハツリー部敲打、挽き木孔長方形(4×2.5)で深さ5c皿 着4�ﾉ>ﾈ��4t�*鋳�

28 �����ⅢCC12 �4�ﾂ�ク �ｩ���A 亂��Andl ���絣�8.6 �2���0.3 儉(�8齢$����8*(勣-ﾒ� 

29 鼎r�ⅢCB13 �4��2 �4��ケ �4��ク ���絣�3.8 釘繧�0.43 �&ilｩ�Hﾆ�,ﾈ齷�)����.ｩYI�X+�x*ｹ[ﾙ%"� 

30 ���"�ⅢCC14 �4��3 �4��ク ��b�And.3 ��"絣�11.0 ��2���0.88 ��I]9YIZｩ4�,�6�688ｨ��勣-ﾘ�8屮)l｢� 

31 ���ﾂ�ク �4��ク ��b�ク ��b�And.1 ��ゅ��12.3 途�"�1.83 �&ilｨ蓼ｧ�ﾆ�,ﾈ齷�.x���[ﾙ%)YH,兌ﾙlｨ苓ﾆ�,ﾉﾜ��X,�.h.�ｨ-ﾒ� 

32 ���b�ク �4��ク �4��〃 �4��A皿d3 �#����13.2 ����"�2.6 兌ﾙlｩ��霹�,ﾈ齷�(齢x�諍w����9l｣)Uﾉl｣�,ﾉ�8*(勣-ﾒ� 

33 ��#��ⅢCB13 �4��ク ��飩ｲ� ��ク ��22.6 �� ��IYH6�6�8�6�688ｨ��>�lｨ6�688ｨ�Yh�lR� 

34 都��ⅢCC13 �4��ク �4�� ��ク ��18.0 �� ��ﾉYH自�IYH6�6�8�6�688ｨ��>�lｩ)ｩDｨ,�6�688ｩ�IYI>�lｨ魲�WIMr宇ｨｴｸ,ﾈ,ﾈ+���B�� 

35 ��cB�〃 �4T��4 �4�� ��ク ��r�2�16.7 ��R�2�5.5 佰ｸ傀自�IYH6�6�8�6�688ｨ��>�lｨ6�688ｨ�Y8ｩ�R� 

36 ��ⅢCA12 �4�ﾂ�3 �7Y���A ��GT ����"�4.2 �����0.132 ��i%ｸ4�8ﾈ��Ilｨ諍w���&ilｩ_ｸﾆ���NﾙDﾘ��諍w�ﾚﾒ� 

37 ��sb�ⅢCA13 �4t��4 �4��ク ��ク 迭縒�2.0 ��綯�0.07 ��i%ｸ4�8ﾈ��Ilｨ諍w���&ilｩ_ｸﾆ���諍w�ﾚﾒ� 

38 �#C�� �4CCR� �ｩ���ク �"�2�And.1 途���6.5 釘���0.13 �ｩ<ｩ)�+X*(齷�.x�y駅�� 

39 ��ⅢBS11 ��b� �7Y���C ��And.3 ���綯�8.0 �2縒� 儉(�8齷�)��,�+x.�,h*)���hﾚﾒ� 

40 �#3��ク �4�� �ｩ���A 亂��And.1 ��2絣�13.0 澱���0.8 ��IlｩIﾙ�X,Y�ﾈﾆ����ｸ*(*ﾘ-ｨ-ﾘ��z�lｨ,�+R� 

41 �33��ⅢCB12 �4�ﾂ� ��b�B 中ﾂ�ク �32���27.8 ��B�"�15.0 俾��(ｼｩ����.ｩYHｵ��X+Y[ﾙ%(,h+x.���.ｩYH自:�8,�*�*�IWB�Ib� 
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図 番 号 �"�Z��MB�ﾘb�出土状況 劍�"�Z��kﾂ�型 式 俶2��b�zb�石 材 囘��B�6ﾘ��ｶr��劔�ﾈﾆ��Xｿﾉ�ｸ,�,r�備考(c皿) 

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�層位 劔�+xﾆ��短径 傚I8r�重畳 

42 都R�ⅢCC12 �4�ﾂ� �ｩ���B 亂��A皿d.3 ��s��14.8 途絣�2.1 �.ｩYI[ﾙ%(,ﾈ齷�.x�y駅�� 

43 塔��ⅢCB13 �5�� ��b�ク �5��ク ��s��14.3 途絣�2.3 ��$凉駅����Ilｨ6�688ｨ���Ilｨ自YIH���.ｩYIH��ﾙ|ｩWIMr� 

44 �#�r�ⅢCA12 �4�� �4��A ���"�And.1 ��R�"� 唐�2�1.2 ��8屮)lｨ,��ｸ*(*ﾘ-ｨ-ﾘ��齷�.$凉駅�� 

45 �#コ� �4�� �4��ク 亂��ク ��B���10.0 迭縒�0.9 儻9�霹�,一��(齢$凉駅�� 

46 �#ッ� �4�� �5��ク �4��ク ��2繧�12.2 迭繧�1.88 俾��(齢$凉駅����8�Y(�ﾉkﾃ����9lｨ鶴WIIb� 

47 �33B�ⅢCC12 �4�� ��b�B ��A皿d.2 ��sR�14.4 ���綯�3.5 �.ｩYI[ﾙ%(���ｸ*(賈YH,i(ﾘ*ﾉYH*�.x,�.���(ﾘ*ﾉYI�Ilｨ,i�駘ｨ�R� 
(醤山石) 劔佰ｸ胸YH�Y(ﾙYH�X賈YH��6�688ｨ�Yﾜ��Y�霹��

80 �4T�"�ﾓb��S�� �4T�"�1-4 ��9I"� �2��And.3 �3B��� ����"�7.0 妬Zｨ柯��ﾘI>S��mｨ��ﾛh-ﾈ.ﾘ.�,��ﾈﾘ�ﾜImｩzx,B���ｹ�ｸﾔX��.�,ﾂ�*ﾘ-ｨ.����8ｩ(�8ﾔR�&8萪儁(*ｹm慰X���Ilｨ6�688､8��*ﾘ-ｨ-ﾙYB�くぼみ高　2.0 
中心から縁にかけ2方向のハツリ、立ち上がりナナメハツ リ、ともに丁寧、端部手ずれ、破損後一部焼付蕃 �-8*ﾘ-ﾘﾘ(��2�"�

81 �4T�"�ﾓ�r� ��b�8-15 ��b� ���"�And.1 �3�綯� ����"� 妬Zｨ柯��¥ｩz3�-c��mｨ��.�,ﾈ*ﾘ-ｨ.維h��.���ｹ�ｸﾔX8�7H��M(*ｲ�m慰X6�688｢��ｸ+3R�66ﾒ����8ｩ(�8ﾔX6�688ｩ�ﾈﾆ���ｸ+3"�&8萪���Ilｨ6�688､8��*ﾘ-ｨ-ﾙYH6�688｢�くぼみ高3.1 ふくみ高2.6 

82 �4T�"� �4��1-4 �4�� ����And.3 �#偵"� ���繧� 兒ｨ枴W9k���Yｹ�8ｭHﾔﾈ*"��ﾓ&6ﾒ����Ilｨ�X*ﾘ-ｨ-ﾙlｨ,hｹ�ｸﾔXﾙR�くぼみ高　3.2 
色・塗彩(?)、ともにハツリ成形 �-8*ﾘ-ﾘﾘ(��2���

83 �4T�"� �4��ク �4�� ���2�ク 茶3����� ���繧�1.9 添Zｩ&8*���¥ｩz3��mｨ��Yﾘﾔﾈ��+y_ｸﾆ�,ﾉM(*ｹm慰R鞍�F6ﾘ���ｸ+2�くぼみ高　3.3 -7 劔劔劔6cm)側辺ハツリC �-8*ﾘ-ﾙ{ﾈ���cR�

84 �4T�"�ﾓ"� �4��々 �4�� ���"�ク �3"��� ��"���4.7 妬Zｨ柯��Yｹ>Sh-cymｨｭHｧXﾔﾈ*#�絣ﾓ&8蒭��mｩzy+ﾈ+X��%ｹYHﾈy������Ilｨ5�6X6�688｢�)&著��*ﾘ-ｨ-ﾙlｨ6�688ｨ���9e�8ﾜI+)����M"�*ｹm慰Y�ｸ+3V8蒭��¥ｨ,田�7�5ﾘ��+X+ﾘ�,俥ﾈ.�*�*��ふくみ南　32 

85 �4T�"� �5��ク �ｩm｢� ���2�And.2 (郷踏石) �3���� �� 妬Zｨ柯��Yｸﾖ���-c�)mｨﾛh-ﾈ.ﾘ.���諍w�,�.h.冑�lX��ﾜImｩzx,H���くぼみ高　2.9 -1 劔劔劔くぼみ部ハツリ、側面タテハツリ、芯樺受孔再調整、挽き木 �-8*ﾘ-ﾘﾘ(��(i�9YHﾈr�
・15 劔劔劔孔深さ5cm、別に成形途中のものあり ���,ﾈ+ﾘ-�,儻9k��

86 �4T�"� �5��ク �5�� �4��And3 茶3����� 茶ゅ2�� 妬Zｨ柯��Hﾙz3盈ｨﾛh��.���Yﾘﾔﾈ*"��ﾓ�綏8萪����Ilｨ5�6X6�688｢�.ｩ:��8苓�8,�*�.x*(6�688ｨ���8ｩ(ﾔX8�6(7��2�ふくみ商1.2 

87 �4T�"�ﾓ2��S�� �5��ク �5�� ���"�ク 茶#偵��� 茶偵���5.4 妬Zｩ&8��¥ｩz3盈ｨ��¥ｨ,冦ｨ,h腰,�.�%ｨ*)>X*ｨｻ8��*�.���Yｹ>Y(b�匯YHｦｹ�X,�.h.蔭�ｸ����Ilｨ5�6X6�688ｨ��.ｩlｩ[ﾙ%(*�.x*(6��688ｨ���8ｩ(ﾔX8�6(7��86�688ｨ���8ﾕﾉYIZｩh�lR� 

88 �� �4T�2� �5�� ����ク 辻�- �｢�- 妬Zｨ柯��¥ｩz3��mｨ��ｭｹ>X,Xﾛh��.���+x.瑛ｩ(h匯h�mR� 

89 鉄sb� �4T��6 ��9I"� �4��ク �� �� 兒ｨ枴W9k���Yｹi隴Hﾔﾈ*ﾘ*�,)W8ｴｹ�X��*ﾘ-ｨ-ﾘ�X+x.瑛ｨ6�688ｨ�R�Iﾙ�X���Ilｨ6�6�8�6�688ｨ���Ilｨ�9Kﾈ�8*�ﾘﾝx*�*)ﾜ��X�X6�62�8ｨ��岔YH6�6�8�6�688ｨ,h.�,�)ｩD｢� 

90 鉄cb� �4��3c �(9m｢� �4��And.3 茶#ゅ"��茨8*��萪��18.0 (すり 面) 途�"� 假8葮%ｹYHﾈx���Ilｨ�9Kﾈ�X�8*�ﾘﾝx*�*(6�688ｨ,ﾈ+�Ih��)｢�台径　23.5 
(下目) 劔劔寧)、下草・底面ナナメハツリ、再目立て、すり面底部煤多 

91 田�"�1UT13 �4Vﾄ��4 ��9I"� ���2�And.1 �#偵�� ��"��� 添Zｨ柯��¥ｩz3imｨ��Yﾘﾔﾂ��絣ﾓ"蔕8萪����8ｩ(�8ﾔX*�.���M(*ｹm慰R�ﾆ�"綏6ﾘ,X卻,佰ﾈ*�*(ｻx-ﾈ.��くぼみ高　2.8 

92 田�B� �4��5 �4�� ����ク �#��� 唐�"� 兒ｨ枴W9k���Yｸﾅ�Yﾘﾔﾂ�&8萪�.�,ﾈ*�*ﾘ.���f8.x-ﾘ抦+8*ﾘ+x.瑛｢�-�-ｩ[ﾙ%(,Y%ｹYIh�lX*ﾘ-ｨ-ﾙlｨ6�688ｨ�9�ﾉh�lR�くぼみ高　2.2 

93 田�"� �4$�2� �ｩ���B 亂��ク �#�繧�18.2 唐���12.8 儉(�8齷�)��,ﾈﾛh�9��,ﾈ-ﾙ�X+�x*ﾘ��(h匣,��8*(*ﾘ-ｨ-ﾙYH��� 掘方2 劔劔剳ｽ面円形、側辺下部から底部煤付着、襲自然画に刃先端の 

(P.302) 劔劔剄ｭ跡 

95 田���ⅢBD2 �4$�� �4��ク �4��ク �#��"�19.3 唐���3.2 ��.悪H,ﾈ*�.兌ﾙ%)YH/�.ｩYH,h+x.伜(ﾆ�,ﾈ齷�)��+浦H,��R� 掘方1 劔劔剏^の四部(旧)と隣接した小型の四部(新)からなる、被熱、 
(P.301) 劔劔剌ﾄ付薄 

96 ��ⅢBE4 ��經�� 冑���� �4��And.1 唐�"�8.0 ���2�42 儉(�8齷�)�������hﾚﾒ� 

97 鉄�r�ⅢBH6 �� ����ｹGB� ���2�And.3 茶R繧��4.0 茶B絣��90 ��ﾘﾔX�>齏�,ﾈ���(ｮ(/�5�5�8｢�6�688｢��ﾈﾆ���8�7B� 

98 �����ⅢCA12 �4�ﾂ� �7Y���A �ｩ%ｸﾈr�GT 茶�2絣��(2.1) 茶�絣��85 �&ilｩ+y_ｸﾆ���Ilｨ,俶yw�ﾚﾒ溢��X��犬們闌ｨ,俶yw�ﾚﾘ���9%ｸ5��8｢� 

99 涛R�ⅢCA13 �4�� �5��ク 几ﾉ%ｸﾈr�ク 茶���"��(3.5) 茶"���� �&ilｩ+y_ｸﾆ���Ilｨ,俶yw�ﾚﾘ���9%ｸ,�5�8ｨﾚﾒ� 

100 ��ⅢCA12 �4�� �5��B �4��ク 茶b縒��(3.2) 茶�縒��28 �&ilｩL(�8���9lｨ�YUﾉlｨ,h.�,�6ﾘ7靺ﾘ,h諍w�ﾚﾒ� 

101 �#��ⅢBT12 �b�2 �4��A �4��ク 茶b����(3.0) 茶"絣��70 �&ilｩ+y_ｸﾆ���Ilｨ,俶yw�ﾚﾒ溢闌｢����9%ｸ,僣�WI(R� 

102 ��ⅢCA14 �4��ケ �5��ケ �4��ク 茶R����(1.4) 茶"����26 �&ilｩ+y_ｸﾆ���Ilｨ,俶yw�ﾚﾒ溢闌｢�� 

103 鼎b�ⅢBT13 �4��ク ��b�ク �5��ク 茶2�"��(1.8) 茶�絣��15 �&ilｩ_ｸﾆ���9lｨ,俶yw�ﾚﾒ溢闌｢�� 

104 ��ヲ�ⅢBSll �4��ク �5��ク �5��ク 茶R繧��(4.2) 茶"����70 �&ilｩL(�8��Ilｨ,俶yw�ﾚﾒ� 

105 鉄�r�ⅢBM12 �4��ケ ��b�ク �ｩ%ｸﾈr�ク 茶ゅ"��(2.2) 茶"����90 �&ilｩ_ｸﾆ���Ilｨ,俶yw�ﾚﾘ���9%ｹﾜ��X,h5�8ｨ��(h匣岔H�WI(R� 

106 ��ⅢCA14 �4��ケ �4��ク �4��ク 茶r絣��(4.0) 茶�綯��98 �&ilｩ_ｸﾆ���Ilｨ,俶yw�ﾚﾒ��犬����9%ｸ4ﾈ8ｨ��+ｸ,ﾈ岔YH5�8｢� 

107 ��ィ�ⅢBS12 �4��ケ �4��ク �5��ク 茶R����(3.1) 茶�纈��70 �&ilｩ+y_ｸﾆ���9lｨ,俶yw�ﾚﾘ�Y���hﾚﾒ溢闌｢����9%ｸ4ﾈ8｢� 

108 ��コ�ⅢBT12 �4��ク �4��ク 几ﾉ%ｸﾈr�ク 茶b����(2.5) 茶�綯��34 �&ilｩ¥���Hﾆ���Ilｨ,俶yw�ﾚﾒ� 

109 ��#b�ⅢCC14 �4��ク �4��ク �4��ク 茶R�2��(2.5) 茶�繧��40 �&ilｨ4ｨ7ﾘ7ﾈ5(ﾆ���9lｨ,俶yw�ﾚﾘ���(ﾆ�YIZｩj(諍w�� 

110 ��ⅢCA12 �4��〃 �5��ク 几ﾈ�X岔%ｲ�ﾈr�ク 茶R�"��(2.8) 茶"���� �&ilｨ貶ｧ�ﾆ�*���9lｨ決�8,俶yw�ﾚﾘ���9lｨ,����hﾚﾒ� 

111 ��ⅢCA14 �4��ク �4��ク 佇y���ﾒ�ク 辻�- 辻� ��i%ｸ�S�]85�8ｨ��&ilｨ�UX�h鬨�8,ﾈﾔ粟�ﾒ� 

112 ��ⅢBG2 �R�ク �4��B 几ﾉ%ｸﾈr�ク 茶2�2��(3.1) 茶�綯��10 �&ilｩL(�8���I]8ﾊIh���Uﾉ�S)lｨ,俶yw�ﾚﾒ� 

113 ��ⅢBH8 �4��ク ��b�A �4��ク 茶2�2��(2.0) 茶�綯��19 �&ilｩ+y_ｸﾆ���Ilｨ,俶yw�ﾚﾘ��ｭｸ6ﾘ7��8ﾔ粟�ﾒ� 

114 �#ヲ�ⅢCA12 �4t�� ��$�� 佇x浚�A皿d.1 ��3.0 ��380 佇x�9YH/��*ｹ�9lｩh�mR�8ﾘ�ｸ8ｨ984���H��ﾙ|ｨ,儻I(X��NﾙDﾒ�/��8*�+ﾘ,ﾈ+�ｩ��� 

115 ��ⅢCC13 �4�ﾂ� �*ﾉtﾂ� 亂��Hf ��R絣�5.2 釘���450 俾��)5ﾙ��� 

116 ��ⅢBT12 �b�2 �4�� �4��A皿己l ��R���7.3 澱紕�98 俾��(齢$����9%ｹHﾙz8���i%ｸ薨�Xﾚﾒ� 

117 ��2�ⅢCC15 �4��ク �7Y���C ��9%ｸﾈr�Sa ����"�6.5 釘���600 的lｩ7Y�靺ﾒ域yw�ﾚﾒ����i%ｸ,冑�mXﾚﾘ*�.�� 

118 田�2�ⅢBF3 儘�� �*ﾉtﾂ� 亂��Qt-Dio ��"���7.0 迭���68 俾��(齢x����9%ｹ�I]8,�+ﾈﾗ8+X,HｨH.����i%ｸ,佝��Xﾚﾘ�Yh�.移ﾒ� 

119 都��ⅢBE2 ��b� 宙抦齢$鋳� �4��Tu(粗粒) �"���1.6 ��縒�4 舒ﾙlｩh�lR位Ih�*鋳� 

120 塔r�ク �4�� �4�� �4��チャート �"�"�1.9 ��縒�4 �5�� 

121 塔��〃 �4�� �4�� ��b�Sa 鳴絣�0.6 ���2�3 �4�� 

122 塔��ⅢCA13 �b� �4�� ��Hf 澱紕�2.0 �����27 �4�� 

123 �#���ⅢCB13 �4T��4 (上) �ｩm｢� ���"�A皿d.3 �32��� ��R���11A 添Zｩ&8��¥ｩz3�i?ｨ��ﾛh��.���+x.瑛ｨ8�7H,��ﾈﾆ����Ilｨ5�6X6�62�8｢�9&著��.ｩYH*�.x*)Hﾙz8���8ｩ(ﾔX�8�X岔&�,Y(i�9�ﾈ5�8ﾈ���2�&冑�lX��岔&兀IZｩ4�,�5�6Y_ｸﾏﾈ,冑�lX��.ｩYIH�� 

124 塔"�ⅢCC13 �4�ﾂ�2 �5�� ����ケ �32絣� ��B絣�5.2 妬Zｨ柯��Yｹ>S��?ｨ決�8ﾛh��.���+x.瑛ｨ､���mX���I]39&�6�62�8｢��8�Y�ﾈ5�6X��岑6�6�8�����8ｩ(ﾔY{ﾉ�H*�.y�ｨﾔX���9&�6�62�8､9h�mX��岔&�6�6�8�6�688ｩ.ｩYH*�.x*(6�688ｩh�mR� 

125 鉄コ�工VA13 儘��ケ �(9m｢� ����"�ク 茶3"���� �� 假8葮YH*ﾘ-ｨ-ﾘ6�688､8��zx+��8*ｨ.���ﾏｸ傚%ｹYH6�6�8�6�688｢� 
(下田) 劔劔手ずれ　側面ナナメハツリ、丁寧 

126 ��ⅢCB12 �4�ﾂ�ク �4�� ����Andl �32��� �� �*ﾘ-ｨ-ﾙYIzx+��8*ｨ.���%ｹYH6�6�8�6�688｢胃x*�*"����Ilｨ6��688｢維h嚢岑.委�ﾍﾒ���%ｹYH訷5�8ﾂ� 

127 ��ⅢCA13 �4��3 ��b� ����"�And.3 茶3ゅ��� �� �*ﾘ-ｨ-ﾙYH6�6�8�6�688ｨ��%ｹYH訷+�.ｨ���Ilｨ6�6�8�6�688ｨ��屬�YH8�5(6�688ｩ)ｩDｨ��Fｩ��,ﾈ+��WI(R��9l｢�� 

128 �#ビ�ⅢCB12 �4��ク ��飩ｲ� ����〃 茶3"����22.5 ��ゅ"�1.4 亶浦H6�6�8�5�5�8ｨ��>�YHｮﾙlｨ勦<ｨ*�.�*ｩgｹx�)ｩDｨ,�6�688｢� 
(片口) 劔劔片口大きく破狽 

(注)重畳の単位;図番号96-122はgであらわす。
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図 番 号 �"�Z��MB�ﾘb�出土状況 劍�"�Z��kﾂ�型 式 俶2��b�zb�石 材 囘�'R�6ﾘ��ｶr��劔�ﾈﾆ��Y���ｸ,�,r�備考(c皿) 

グリッド �(ﾕﾉkﾂ�屈位 劔�+xﾆ��短径 舒ﾘﾘ"�重畳 

129 塔b�ⅢCB13 �4�ﾂ�2 ��飩ｲ� 鳴��And3 �#r��� �� �>�､�ｨ,h.�6�6�8�6�688ｨ��ﾏｸ傚%ｹYH訷+�.ｨ��H�WI(R� 

130 ��Z �� �4�� �4��And.2 (郷路石) �#ゅ�� �� �>�､�ｨ,h.�6�6�8�6�688ｨ��%ｹYI)ｩDｨ,�6�688ｨ�X訷+�.｢� 

131 涛r�ⅢCC13 �4�ﾂ�2 ��飩ｲ� ��A皿d.3 �� �� �+y_ｸﾆ�]�ﾏｸ��?ｨﾆ�.h.愛�-i<ｸ�+8+�,I�(.因�+R�5�5�8｢���� 
(片口) 劔劔外面ハツリ、内面ナナメハツリ、作りラフ、破損のち媒付着 

105 �d4#�2�ク �5��茶目 �� �4�� �� ��芯樺孔を含む中央部分残、すり面細かいすり目磨耗、くぼ ��
(上白) 劔劔み部丁寧に成形 

SXOl 宙��屬�C���茶目 (下目) �� ��b� �� ��受皿部小片、丁寧な成形 ��

614 �d$�2�Ⅱ ��ケ �� �4�� �� ��ク ��

ⅢB工7 ��2 ��9I"� ��ク �� �� 傅ﾉ]�� 

SEO6 �X､I�b�7��ク �� �4�� �� ��被熱、焼付薄、小片 ��

Z �� �(9m｢��ｩm｢�� ��ク �� �� 假8葮�ﾈﾆ�)ｩDｨ��hy�I)�+X*ﾙH��9l｢� 

2接　五輪塔　(註)ハツリA;右下り、ハツ1)B;左下り、ハツ1)C;タテハツ1)

図 番 号 �"�Z��MB�ﾘb�グ リ ッ ド �"�ﾕﾂ�屈 位 �"�Z��kﾂ�型 式 俶2��b�石 材 囘���劔偬B��B��"�成形・属性 儖Xﾖﾂ�

縦(cm) 劍���6ﾒ��

a �"�C 烹�e 肪�

48 �33��ⅢCC12 �4�ﾂ�2 仭9Yy}b�A 俯X蓼�R�And.3 ��B�2�9.0 �#2�2�20.0 ��r纈� 途纈�空風輪とも側面ハツリC(丁寧)、頭頂部尖、底面楕円形で平坦 ��プロ 劔劔�6�688｢�

49 �3�"�ⅢCB12 �4��ク �4��ク �4��ケ ������7.8 ��ゅ��15.1 ��B縒� �2縒�空部頭部ハツリB、他はハツリA、底部は僅かに凹む器面一 部風化 ��

50 �33"�〃 �4��大型平石詳 �驀b�B �����ｩYB�ﾈr��ク ��r紕�8.0 ��11.4 �#2繧�21.5 ��"�"�屋根部ヨコハツリ、軒側面ハツリB、頂部ナナメ十ヨコハツリ、 底部ヨコハツリ 傚�ﾈﾃS(,hｺIK｢�

51 �33R�ⅢCC13 �4��ク �4��ク 亂��ク ��b���7.2 ��10.0 �#��2�17.7 唐紕�底部中央くぼみ(深さ2cm)、周辺左まわりにハツリ、頂部中央 に空風輪差込用柄穴2段に整形(深さ4c皿)、屋根・軒(側面)細 かいハツリA十B、屋根下部一軒上半研磨、屋根堀部は外反 ��

52 �332�ⅢCB12 �4��ク �4��ク �4��ク ��ゅ��10.2 ��11.5 �#"綯�20.7 ��B���屋根頂部ミガキ、屋根ハツリA十研磨(屋根下部)、側面ハツリ B、研磨2面、底部中央円形にくぼみ周辺ハツリ十研麿 ��

53 �#ィ�ⅢCB13 ��b�4(上部) �&雕ｲ� ��b�An己l ��b絣� ��33.6 �� �3"���底部あらいハツリ中央くぼむ、上面・側面縦方向の細かい 丁寧なハツリ ��

54 �#�2�ケ ��b�3 �4�� �4��And3 ��r��� ��28.5 �� �#R縒�底部のみあらい剥離で中央くぼむ、上辺及び側面は細かい丁 寧なハツリC十B ��

55 �3ッ�ⅢCB �4T��北井壁控積 �騁��A �4��ク ��R縒�5.2 ��8.7 �#偵r�26.5 ��"縱R�屋根中央に正方形の柄穴(深さ3c皿)、上辺・斜面ともにハツリ C、軒は3面ハツリA、1面のみB+研磨、底面は中央ハツリA円 ��
11・12 劔劔劔剏`にくぼませ周辺ハツリB、4隅研磨、直交したハツリ、軒商小 さく外傾 

56 �#�2�ⅢCB13 �4��西井壁有紀 ��b�ク �4��ク ��B絣�4.2 ��11.0 �#Xｪ"�26.4 ����"�屋根下端部僅かに反り軒高小さく屋根との接線は風化のた め不鮮明、屋根ハツリA、研磨痕部分的にあり、底面中央円形 にハツl)A十Bで凹ませ4隅研磨 ��

57 �3ィ�ⅢCB12 �4T��北井壁接穂 ��Y}b� �5��ク ��B繧� ��16.2 �#2���17.0 澱繧�上下両面ハツリ　側面2へ3段のタテハツリ ��

58 �3コ�ⅢCB 11・12 �4T��北井壁有紀 �4�� �5��And.1 ��偵R� ��18.2 �#b絣�17.2 ��b繧�上下両面ともにハツリ・戯打、側面ハツリC ��

59 �3c��ⅢCB12 �4T��西井壁際 仭9Yy}b�A �4��And.3 ��"綯�11.0 �#2綯�18.3 ��b��� 迭紊R�頭頂部僅かに尖るも欠損、空輸ハツリB、風幹ハツリA、- 部破損・磨耗、くびれ部ハツリでえぐる、底部僅かに平面形楕 円、全面に煤付着 ��

60 �3sb�ク �4�� �4��ク �4��ク ��B�"�8.0 �#"�"�17.0 ��R�"� 迭絣�空風輪ともに丁寧なハツリC、底部は平坦楕円形 ��

61 �3sR� �4��北井壁接穂 �4��ク �5��ク ��2���9.1 �#"���16.6 ��B繧� 釘縒�空輸頭部はハツリBで一部分研磨、下部から風輪はAでいず れも丁寧、底部ハツリで平坦とするが凹凸あり、頭頂部僅か に欠損 ��

62 �3S2�ⅢCC12 �4��ク �4��C �4��ケ ���縒�7.5 ��ゅ"�17.0 ��R繧� 迭�2�空輸部はハツリCで小さな凹凸あり、風給一部研磨、底部ヨコ ハツリ、球状で最大径は下位 ��

63 �3c��ⅢCB12 �5��西井壁崩落 �4��B �5��ク ������11.6 �#"綯�15.1 ��2縒� �2纉R�風空輸ハツリA、風拾くびれ部はヨコハツリでえぐる、底部 に方形の柄を削り出し(高さ3c皿)、頭頂部小さく欠損 ��

64 �3sr�ⅢCC13 �4��粟井壁崩落 �4��ク �4��ク �#2���14.6 唐絣�18.9 ��b縒� 途纉R�空輸頂部と側辺に6ヶ所の円形駁打痕、頭部ヨコ同下部と風 輪ハツリB側辺縦方向に帯状に研磨、頭頂部小さく欠韻、風 輪は細かいハツリ、底部に円錐状の掘り込み(径7.5深さ 3.5cm) ��

65 �3C��ケ �4��粟井壁崩落 �4��ク �4��ク ���紕�9.4 �#�繧�17.1 ��R��� 澱��R�丁寧なハツリ成形、くびれ部ヨコハツリ、他はハツリC、底部 には円錐形のくぼみ研磨(幅8.0深さ4.5c皿)、頭頂部に円形 の敲打痕、蝿64と同様頭頂部も含め凹石として転用か風拾軽 く研磨 ��

66 �3s��ⅢCC12 ��b�ク �驀b�A �4��〃 ��R�"�4.5 ��12.9 �3����29.0 ��2纈�上部はナナメ、屋根はハツリC、軒ハツリA十研麿、底面ヨコ ハツリ、屋根僅かに反る ��

67 �3cb�ⅢCB12 �4��西井壁石組 �4��〃 �4��And.3 ��B���4.1 ��11.5 �#r絣�26.1 ����3R�上部はハツリで中央凹む、屋根斜面は軒部分で僅かに反る、 全面に丁寧なハツリC、6ヶ所にわたり円形状の研磨痕、軒ハ ツリA十研磨、底部ナナメ十ヨコハツリに2条の深いノミ痕 ��

68 �3�"� �4��北井壁控穂 �4��ケ �5��And.3 (多孔 質) ��B���6.0 ��10.2 �#B絣�22.8 ����2�屋根ヨコハツリ堀部は研磨、軒ハツリB十研磨、上面、底部ハ ツリ ��

69 �3cr�ク ��b�西井壁崩落 ��Xｸｲ� �5��And3 ��偵"� ��14.2 �#R絣�15.6 ��R紕�中央部最大径上下面とも平坦、上面に丸ノミによるハツリ 痕、側面風化による剥がれ落ちが多くあり、側面ハツリC ��

70 �3CB�ⅢCC12 �4��北井壁控積 ��b� �4��ク ��r��� ��16.9 �#R絣�17.7 ���紕�上面ハツリ小さくくぼむ、側面ハツリC、底部ラフなヨコハツ リ ��

71 �3�2�ク �4��ク �4�� �5��A皿己l ��R��� ��14.0 �#����13.6 湯纈�上・下面ハツリ十駁打側面ハツリC、上端部僅かにえぐりを 入れる、大径やや下位上下面とも僅かにくぼみ平面形はと もに楕円形 ��

72 塔��ⅢCC13 �4�ﾂ�2 �7Y���C �5��ク �#B��� ��17.5 �� 迭�2�断面三角形転石の頂点を下に、広い面を正面として使用、平 行する10条と直交する刃先痕。 ��

73 �3���ⅢCB13 �4T��南井壁 �&驀b� �5��An己3 ��r絣� ��24.0 �� ��b�2�上面ややラフなナナメハツリー部分小さく破韻、底面細かい ヨコハツリ、側面ハツリC、断面台形 ��

94 ��ⅢBK9 �4C#�� ��b� ��ク �3���� ��30.0 �� ��側面及び上面ハツリ底部あらいハツリ断面形僅かに台 形状器商19.2cm ��
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3重　板碑(ハツリA-Cは五輪塔と同じ)

図 番 号 偃b��2�+��MB�ﾘb�器 畢 型 式 名 �>��出( 土層 状位 態) ��2�+r�法畳(cm、kg) 劔劔伜ﾒ��B�銘 の 有 無 ����ﾝ��成形・詩形などの屈性 儖Xﾖﾂ�

長さ 劔Yﾒ�佰｢�+2�長方形 区画 剌d 畳 

頭部 �89�r�盤台 �89�r�基台 剪ｷ 兀ﾒ�

74 �3C��板碑 �4T��粟井壁崩落4層 �3r縒�2.4 �#b絣�8.8 ��r�"�18.2 湯縒�24.2 ��B繧�9.6 �*ｲ�不明 ��襭�2�切り襲状頭頂部棟を軸に仕上げハツ リA十B、左帝都C、屋根返り、正面頭部・ 蓮台部A、塔身部B、側面B、左側面下部A ��9lｨｾh枴>�(h甸�覃�8+�6�688ｨ,ﾂ�
B2 �d4C�"�劔劔劍7Ie2�刮E側面上部の一部A、背面あらいハツリ のち上部右端A、他は辺にそってB、底部 は袈両側のみA、荒割のまま凹状 �,ﾈ+��*ﾘﾊIh�撃�屮s�-ﾈ,XｺI,｢�

75 �3C"�ク �4�ﾂ�ud4#�"�集有難中央3層 �3偵B�2.6 �#囲ﾒ�8.4 ��r���17.4 唐�"�25.7 ��B���9.7 �4��ク �4��頭頂部ハツリA十B、正面は頭部A、塔身 部はB,蓮台部はA、側面は左側面下部、 右側面上部はA、他の大部分はB、背面は 縁片にそってA十B、左下部にB、底辺は 左側A+B、右側B+A、背部底部は荒割り により生じた高鞍部を荒くハツリ底部 湾状にくぼませる ��

76 �3���ク �4��薬石群中央2層 �3�"�3.5 �#R紕�9.3 ��r絣�18.2 途絣�23.1 茶�ﾍﾓR��8.2 �4��ク �4��頭頂部ハツリB十B、正面頭部区画内B十 C、額A、左区画外B、右区画外、蓮台A、背 面上単A+B、下半B+A、底部中央凹み周 辺をB十A ��

77 �3�r�ク �5��集石器3層 �� ��8.1 ��r���18.2 途綯� ��B綯�5.6 �89�x�9YHﾈr�ク �4��正面区画部ハツリB区画外から基合 邦A、正面中央部分と蓮台部焼付薄(?) 両側面B、背面Bほぼ全面で平坦とする。 底部Cほぼ全面で中央堀くぼめる(ラ フ) ��

78 �3S��ク �4T��ud43�2�6c層 �� ��8.6 ��sB�17.9 湯��� ��B�"�5.4 �89�x�9YHﾈr��靼y�9lｩ(b�匣ﾋY�X,�.b�.�*ﾘ-ｨ-ﾒ���ﾘx悩�I]2�ﾈr�ク �4��正面塔身部・連合部ハツリB、側面B、下 部A、背面辺にそい左B、右Aラフ、底面 上側A、下左側C、右B、右端欠損で不明、 底面ほぼ全面に成形僅かにくぼませる 正面塔身から連合にかけ焼付薄、ただ し蓮台中央のくぼみは焼付着後 ��

79 �3c��ク �4��粟井壁崩落6d層 �3ゅR�2.1 �#r縒�8.7 ��r���18.0 唐�2�25.2 ��B�2�8.6 亂��不明 �5��頭頂部両側ともハツリA、正面頭部破損 不明、正面塔身B蓮台部左B右A・両側面 ともB、背面上半のみ縁辺りにそい左A、 右B、下草は荒割りのみ、底部、荒割りの みでくぼませ仕上げハツリなし ��

表7　表町遺跡出土銭貨観察表

図蝿 �)Z�B�遺物名 偬�7��&霎b�遺構 囘�|｢�b��偬I|｢���宇ｩ�鋳�初鋳年 偬�7�7��r�

縦 ���

1 ��C2�嘉祐元宝 �d4#�2�SHOl �#2�"�23.2 �2綯�北宋・嘉祐元年(1056年) 俛Y�i9ﾈ�7��

2 田��元豊通宝 �d43�B�〃 �#B�2�24.3 �"綯� 俛Y�iE8�7��

3 田B�元祐通宝 �d4��2�ク �� �"�2� 俛Y�i9ﾈ�7��

4 �3���永楽通宝 �d4#�2�ク �#R���25.0 釘��� ��

5 �3S��開元通宝 �d4#�"�SEO8 �#2���22.4 �2�"� 冲ﾈｴ�ﾚﾈﾙY�hﾛｸ�7��

6 ��不明 ��b�ケ �� ����� ��

7 �3�r�〃 �5��々 �#�繧�21.7 ��纈� 俛Y�i7��

8 ��s"�元祐通宝 �d4��"�SGOl �#R���24.9 �2�2� 冲ﾈｴ��ﾙ|ｨﾚﾈﾙY�i7��

9 ��c��皇宋通宝(?) �d4#�B�〃 �#2紕� 茶"����一部欠損 ��b�

10 �#cR�天聴通宝 �d%6ﾆﾂ�SD45 �#B���24.0 �"纈�北宋・天聴年間(1017年へ) �4CCYhI7��

11 �#s2ﾓ��皇宋通宝 �d%3�"�〃 �#B�"�24.3 �2絣�北宋・宝元2年(1039年) �4CCX���

12 �#s2ﾓ"�燦寧元宝 �4��〃 �#B�"�24.2 �2�"�北宋・燥寧元年(1068年) ��b�

13 �#s��宣和通宝 �d%&ﾄ��〃 �#B���24.1 �2���北宋・宣和元年 ��

14 �#cr�嘉泰通宝 �d%6ﾆﾂ�〃 �#B纈�24.7 釘�"�南宋・嘉泰元年(1201年-) �4CCYhI7��

15 鉄#��天聴通宝 �d(+Vﾄ��居住域Ⅱ �� 茶�����一部欠損　複数小片接合 乖ﾉ{�ﾚﾈﾙY�i7��

16 ��c"�皇宋通宝 �d%�ﾆﾂ�居住域Ⅲ �� 茶�����1/2弱欠損 乖ﾉ{�晳|ｨﾚﾈﾙY�i7��

17 鉄�B�元祐通宝 �d$s2�居住域Ⅱ �#B縒�24.5 �"絣�北宋・元祐元年(1086年)置部欠損 全面腐食 乖ﾉ{�ﾚﾈﾙY�i7忠��囮�i7鋳�

18 田�Rﾓ"�元豊通宝 �d$32�居住域工 �� 茶�����北宋・元豊元年(1078年) 傲I7俑ﾈﾙY�i7��

19 田���不明 �d$6ﾂ�ケ �� 茶�繧�� ��

20 鉄#2�燥寧元宝 �d$コ�居住域Ⅱ �#B���24.1 �"���北宋・燥寧元年(1068年) 乖ﾉ{�ﾚﾈﾙY�i7��

21 鉄ィ�元祐通宝 儘�C�2�居住域工 �#B綯�24.6 �"�"�北宋・元祐元年(1086年) ���hﾚﾈﾙY�i7����&韃)+ﾈ�2��

22 鉄3"�ク 儘�c���〃 �#B絣�23.6 �"���一部欠損 乖ﾉ{�ﾚﾈﾙY�i7��
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表8　表町遺跡出土木・竹製品観察表　(註) ○番号は樹種同定済　　口径には曲物底板径も含む

図 番 号 ����yﾒ�取 上 番 号 舒ﾒ�霻�遺 構 等 ��r�木 取 假r�法置(cm) 劔���ｲ�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

番 号 劔位 冦��m｢�種 佰ｸﾆ��底径 舒ﾘﾘ"�

1 涛��167 俯ﾘｮﾙ��SEO8 吐"� ��(15.0) 澱���(7.0) ��ﾈﾅ8�9Kﾉ¥��､�Y>��H��､�ｩ�I6閏ivﾂ姥9k笘��ﾘ)�H,ﾘ�X*ﾘ�b�,ﾈ鬨�8,丶�ﾒ�4/5 ��

2 涛�� �4��SGOl �2�板目 儘ﾉwH�� 釘紕� 佰ｸ胸YH,ﾘﾈy����ﾘ)�H,ﾘ8ﾘ4�8ﾘ5�5�8ｨ+ﾘ+Rﾈ､�Y>��H��ﾘ)�IW2�k韆9�h�9�IW9|r�l/4 ��

3 涛2�227 俯ﾘｮﾙ]��SD44 冑I7��ク �4��14.0 �� 丶�Y>��B�l/5 ��

4 涛b�269 �4��SD45 �4��ク �4�� �� 僥ｩ]�)5���>�､�X���ｨﾘx/�+X,�*(*ｩm稲h.�*�.x､�ｨ,�饉h/��(i�8,倬X鋹[b��I6ｘ��ｮﾘ顥W9k�� ��

5 涛R�241 俯ﾘｮﾙ��ク �4��ク �4�� 澱��� 舒ﾘﾆ�,ﾉ�9�ﾉvﾈﾟ(-ﾉW9k���ﾘ)�H,ﾘﾈy����>�､�ｨ,h.�ﾙX���ｮﾙ?r�1/4 土5�,ﾉFｩ]��
は3皿mと薄い �(内3点接合) 

6 ���R�409 冦�&�����SEll �� �4��15.3 迭�"�8.0 �>�､�ｨ,h.�ﾙY�h/�.h+x､�ｨｷ浦H,ﾉ(h匣,�5�5�8ｨ,�.h.���肩,ﾈ鈴[i����5�5�8ｨ+�+Xﾘ)�Hｷ浦H,ﾙ.ｩYH*�.x8ﾘ胸YH,�*��*�,I>�ｻｨ+X,Izx+��8*ｨ.俯ﾙ6�.�,ﾈﾚﾙ�YW9k��1/2 ���5�,ﾉFｩ]���>�I5��ｨﾘr��

⑦ �#釘ﾓB�580一(4) 俛儉"�閏yZ�.ｩL"��SEO6 宕��柾目 �4�5�6�8ﾘｿﾂ�23.5 �� 佰ｨ+3�絣ﾓ�纐6ﾘ,ﾉﾔy[ﾘ,��Ilｨ,ﾙ�X*(5�5�8ｨ,Y?�9h�,冦ｩ4"�ﾔX��ﾔS#�ﾌ(*ｩW8ｴｹ�X,僭ｩ'Y.ｩL)lｨ8H8ｨ4ｸ986�,�.h.�5�5��8｢� ��

(① �#S��590 兌yZ�.ｩL"�ク 当"�ケ �4��21.7 �� 佰ｨ+3���ﾓ�紮6ﾘ��mｩ4(ﾔX蓼9h����Ilｨ5�5�8ｨ��>�､�ｨ8H8ｨ4ｲ�986�,�.h.�5�5�8｢卯ﾉ����mｩ4(,Y�ｨﾘr�� ��

9 ��3��574 偬���IL"�ク 澱�ケ �7�6ﾘ4ﾂ� �� 兀ﾓb紮6ﾘ��ﾏｨ+32ﾓVﾖﾘ��[yZ鵜)YIZｨ*�� ��

10 �#Srﾓ"� �4��〃 �4��ク �5�� �� 佰ｨ+3&ﾖﾒ� ��

⑪ �#釘ﾓ2�580-(3) �4��〃 宕��ク �4�5�6�8ﾙ��� �� 兀ﾓb縋6ﾘ��ﾏｨ+3X蒭蒭,S)hx�,ｹ?�9h�,乘(鉅-�*�.���>�l｢�,儻8ｼ�9�,溢靼��ﾈ��[yZ��IL(,ﾈﾘx.ﾘ+兀H犬� ��

⑫ �#釘ﾓ��580-(1) 兌yZ��〃 �5��ク �4�5�6�8ﾙ�����IL"��7�6ﾘ4ﾉ����.ｩL"��(21.2) ��18.0 ��IL(,ﾘ7yKﾉhx,ﾃ)hx�,ｸ,Xﾘx.ﾘ+兀H,S9hx,h+XﾟyNx,ﾃ�縒ﾒ��纐6ﾙYﾘ,S�絣ﾓR蔕6ﾘ,ﾉ+x+8,X貶9h�,Y-H+hﾘx.ﾘ+�.���.ｩL"�,i�IL(,ﾙm�4(ﾍﾈ9h�,Xﾈｸﾘx��?ｨﾆ�%ｹYH,ﾘ自YIFｨ�2�完存 ��

13 �#Srﾓ�� 兌yZ��IL"�ク 澱�ク �7�6ﾘ4ﾂ� �� 兀ﾓ2縋6ﾘﾏｨ+3"ﾓ6ﾖﾙ>�lｨ�ﾗ8ﾘ��ﾈ*ｨ*�.偬H,ｸﾘx.ﾘ+��lｨ/��ﾖﾘ-�,yIh*ﾘ5�5�8ｨ���IL(ﾘx.ﾘ+冤ｨ,ﾉYH犬� ��

⑭ �#c2�258 佇�Z�.ｩL"�ⅢBQu ��ケ �7�6ﾘ4ﾉ���17.5 �� 佰ｨ+3���ﾓ��66ﾘ,Yﾔy[ﾘ��>�､�ｨ,h.�XY��*ｨﾈ8+X*ﾙm盈ｩ��佐�,��,�,H勦<ｨ*ｩ)�+X*)mｩ4(ﾔX,ﾘｦﾙDh,X*ｸ,�*"�1/2 ��

⑮ ��SR�355 兌yZ鵜"�ⅢCBll ��ク �4��18.0 �� 偬9m稲h.�,Xﾏｨ+3��&6ﾘ��>�､�ｨ,h.�,�5�5�8ｨﾚﾙW9k��1/3 ��

⑯ 鼎R� �4��SHOl �� �4�� �� 俶9�i+s#2綏6ﾒ餾ﾓ$�6ﾘﾏｨ+3��66ﾘ��Ih*)L(��{ﾉ%ｸｴh.ｨﾈx�2� ��

⑰ ��#r�327 兌�ｹ.ｩL"�SEO8 ⅢCC13 吐B�柾目 ��b�7.5 �� 佰ｨ+3�縋8蒭����m稲h.���mｩ4(ﾔX,ﾘ,�*(��>�lｩ�Ilｨ,h.�)ｩDｨ,��5�5�8ｨ��ﾅYlｨ,ﾘ.(.)�X*(5�5�8｢� ��

⑯ �#S2�296 兌yZ�.ｩL"�SEO8 ⅢBB13 �62�ケ �4�5�6�8ﾘｿﾂ�23.6 �� 佰ｨ+3�蔕6ﾘ�9m稲h.�,ﾉ�儉(ﾝ馼�ｩmｩ4(ﾔX,ﾘ��9h�ｬ��.x.ｨ.�*ｨ��+ｸ,ﾉ>��H9h�,ﾙ�X+���+iiH,ﾙ^8�8鳧,ﾈ9h�,h軛�.ﾘ.ｨ.��Ilｨ,ﾘ5�5�8ｩ>�､�ｨ8H8ｨ4ｸ986俑ﾒ� ��

19 ��#�� 兌�ｹ.ｩL"�SEO8 ⅢCC13 �4��ク �7�6ﾘ4ﾂ�7.5 �� 佰ｨ+3�綏6ﾘ����m稲h.���mｩ4(ﾔX,ﾘ,�*(��Uﾉlｨ,ﾘ鵫*�,�.h.�%��嶌��諍w�W�7�*ｨﾘ(*))�+X*(�8.�,�.h.俶yw�ﾚﾘ*ｨ*�.兀x峇�*ｩ)�+X*"� ��

⑳ ��#��330 �5��ク 吐B�ク �7�6ﾘ4ﾈｿﾂ�7.5 �� 佰ｨ+3�綏8蒭����m稲h.���mｩ4(ﾔX,ﾘ,�*(��>�lｩ�Ilｨｷ�-�(�ｨ,b�.�)ｩDｨ,�5�5�8ｨ,YUﾉlｨ,ﾉ�駘ｨ+x.兀IZｨ,倅8.�,�.h.���移ﾒ�*ｨ*�.�� ��

21 �����288 �4��SHOl ⅢCB13 �"�ク �7�6ﾘ4ﾂ�7.5 �� 佰ｨ+3�綏8蒭����m稲h.���mｩ4(ﾔX,ﾘ,�*(��>�lｩ�Ilｨｷ�-�Uﾉlｨ,b�.�)ｩDｨ,�5�5�8ｨ,YUﾉlｨ,仂ﾘ*�,�8H8ｨ4ｸ986�5�5�8ｨﾚﾘ*ｨｬ�.r�.ｨ.佛Ylｨ,ﾈ自YH,倅8.�,�.h.冑�lXﾚﾘ*ｨ*�.�� ��

22 ��#bﾓ"� 兌yZ��IL"�SHOl �2�ケ �4�� �� 兀ﾓ&6ﾘ��ﾏｨ+3�紮6ﾘ��自lｨ,�8H8ｨ4ｸ986�5�5�8ｨﾚﾘ,iW8ｴｹ�X,�� ��
ⅢCC13 劔劔�8*(�ﾗ8ﾘ��ﾈ*ｨ*�.��

23 ��S�� �4��SEO8 ��ク �4�� �� 佰ｨ+3FﾖﾙUﾉlｨ,滴��,ﾈ�ﾗ8ﾘ��ﾈ��>�lｨ,��)+ﾈﾘ��ﾈ/�,h.��,�*B� ��
ⅢCB13 

⑭ ��S"�401 �4��SGOl �.｢�〃 �7�6ﾘ4ﾉ��� �� 兀ﾓf8蒭��ﾏｨ+3&ﾘ蒭��mｩ4(ﾔS(9h�*�.����,ｹL(,ﾂﾙYH犬� ��

25 ��C��152 �4��SHOl (下層) ⅢCB13 �2�ク �7�6ﾘ4ﾂ� �� 佰ｨ+38蒭蒭���(�(ﾘ��ﾂ� 僥ｩ]��ﾙ�B�

26 �#C��SEO2 (41) 兌yZ��SEO2 ��2�ク �4��18.0 ��10 ��IL(,ﾉ�x,ﾈ�9�h,ﾓ"�8�8,S)�(��.ｩL(,ﾙ9ﾙm稲h.�,ﾉh�ｩ.｢�L)>�､�ｨ,ﾘ8H8ｨ4ｸ986�,ﾈ5�5�8ｨﾚﾘ*ｩ)�+X*)Uﾉlｨ,冩ｸ陌WB��(,�.h.俛Y�h/�.h+y�Ilｨ/�)ｩDｨ,�5�5�8ｨ,俶H�8+�,H*(.��mｩ4(ﾔX,ﾘ�貶9h�ｦﾙDh+8.ｨ.�*ｩW8ｼ�9�,�.�,ﾈ.�*�.運(�2�鳧,ﾉZ�.�ｭﾈ-ﾈ.ｨ.�.�,ﾈ,h輊.ﾘ.ｨ.�?�9h�,冦�4(*ｨ�8.�� ��

27 �#cB� 兌yZ��IL"�ク 唐�ク �4�� �� 兀ﾓF6ﾘ��ﾏｨ+3&ﾖﾘ��5H4�8�,ﾈｩ(鉅-�Y�X*ｨ*�.�� ��ﾈ揵Fｩ]��5��

28 ��3�� 兌yZ��IL"�〃・ ��R�ク �4�� �� 兀ﾓF6ﾘ��ﾏｨ+3&ﾖﾘ��耳9h�,�5H4�8�,ﾈｩ(鉅-�*ｨ*�.兌�ｲ�,ﾉ�IL)YH肩,ﾈ自YH*�� ��ﾈ揵Fｩ]�Y5��

29 ��Cb� �4��ク ��2�ケ �5�� �� 兀ﾓ66ﾘ��ﾏｨ+3&ﾖﾘ��Uﾉlｨ,丿倡��8,ﾈ謌���Uﾉlｨ,�,ﾙ�)+ﾈ,畏���ﾂ� ��ﾈ揵Fｩ]�#�5��

30 �#SB� �4��ク �5��ケ �4�� �� 佰ｨ+3&ﾖﾒ� ��ﾈ揵Fｩ]�#�5��

31 �#C�� ��b�ケ �5��ク �4�� �� 兀ﾓI+(��ﾏｨ+3&ﾖﾒ� ��

32 �#SR� �4��ク �4��ク �4�� �� 佰ｨ+36ﾖﾘ��mｩ4(ﾔX*ｨ*�.�.ｩYH肩,ﾉ�IL"� ��ﾈ揵Fｩ]�95��

⑬ �#cb�251 兌�ｹ.ｩL"�SD45 冑I7��ク �5�4ﾘｿﾈ5�4ﾒ�11.2 �� 佰ｨ+3��66ﾘ��Uﾉlｨ,ﾙ)ｩDｨ,域H�8+�,X､��H,��ｩ��+X+ﾙ¥�ﾗ8ﾘ���ﾈ*ｨ*�.儷ﾉlｨ,ﾙ�X*(5�5�8ｨ覃�8+��l/5 ��

⑭ �#s��272-(2) 册��8��ﾔ鰻��ク �4��ク �7�6ﾘ4ﾉ��� �� 俶9�i+s�"繙6ﾘ��Yﾓ�綰6ﾘ��ﾏｨ+3�蔕6ﾘ��&ilｨ,ﾙ��霹����i%ｸ/������8,�5�5�8ｨ�+X���9�iYI(h匣,冦ｩ4(�9%ｸ��.｢� ��

⑬ ��3"� 傅ﾉKｸﾆ�m��2�SD45 倡i�i7��板目 �4�5�6�8ﾙ��� �� �+x+3r蔕6ﾘ��Yﾓ2繙6ﾘ��ﾏｨ+3�紮6ﾘ���9_ｸﾆ�,Xｧ�/�ｿxｭｸ�8,�5�� ��ⅢBSll 劔劍5�8ｩx�,h+X���8*�.x.(.#��,冦ｩ4(*ｨ*�.���w�7)W9k��

36 涛B�233 倚xｩ"�SD坐 冑I7�� �� �� �� ��

37 �4��々 �4��ケ �4�� �� �� �� ��

38 鼎�� �5��SD44 ⅢCB13 �2�桜皮 �� �� �?��,俶9�h��ﾈ�Z畏x.ﾘ+倡�-��,ﾉe��,ﾈ�9,8*�� ��

39 ��#bﾓ�� 册��8��ﾔ鰻��SHOl �4��柾目 ���� �� �+x+3�f6ﾘ��Yﾓ�綏6ﾘ��ﾏｨ+3�縋6ﾘ��&ilｨ-�-ｨ賈]8ﾆ���%�ｸ+8.｢� ��
ⅢCC13 劔劍+ﾙYIZｨ*ｨ*�.���w�7)W9k����i%ｸ5�5�8｢�

40 ��#R�324 冦����SEO8 ⅢCC13 吐2�枝材 儻9k�� �� �+x+3f6ﾘ��苓ﾆ�Yﾓ"綏6ﾘﾛxﾙ餾H/�.(.(ﾝx*ﾘ+Y�i%ｹYH.h.��"�8,�,亶H+84ｨ7ﾘ7ﾈ5(�8,�ﾈ.���.異�-ﾘ/�鰄+�ﾙ��,ﾉ%ｹYB�,天ﾖﾘ-�,x,ﾉ<ｸ*ｸ�+X5�5�8ｨ+8.ｨ.�� ��

④ ��3��352 冦��ｸﾟ｢�SEO8 ⅢCC12 迭� �7ﾘ69��� �� ��9+s�偵x�XﾟｩYI+x+3R繆��Yﾓ"綛�Y[�+x+3�B���YYﾓ��&6ﾘ/�ﾇh.��ﾟｩYH,ﾘｮ�,S�縋6ﾙ�i%ｹYH,S��&6ﾘ,h���,傅ﾉ8�,YIh*ﾘ5�5��8ｨｭｸ*ﾘ覃�8+���Uﾉlｨ,ﾙ[ﾙ%)Uﾉlｨ,ﾘ.(.(ｭｸ-ﾘ/���-�,H*(.��[�H,ﾘｮ�*�.y�i%ｹYH,�*�*�ﾘ*�,俤x*ﾘ5�5�8ｨ+�+Xｧ�,ﾘｦR�lｨ/�lｨ竧.域H�8+�+Y&ilｨ,ﾙ����8���i%ｹYIYﾓ�縋8蒭/�ﾇh.�� ��
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図 番 号 ����yﾒ�MB�ﾘb�取 上 番 号 舒ﾒ�霻�遺 構 等 仭ﾂ�犬�木 畢 假r�法置(cm) 劍ｿﾉ�ｲ�残 存 率 儖Xﾖﾂ�

木 目 偃ﾒ�口径 �.ｨﾆ��器高 

42 �#S��408-(2) 俯ﾘｮﾒ�*曳竰�SEll 冑I7��柾目 �7�6ﾘ4ﾂ�38.5 �� 舒ﾘﾏｨ,ﾙ(i�9�9YC�綏6ﾒ靠ｸ胸YH,ﾈｮ�,S�蔕6ﾘﾏｸ傚%ｹYH,R��綏6ﾘ,X*�.儷ﾉlｨ,ﾘ8ﾘ4�8ﾘﾚﾙ�X/�ﾋ�)�,俶8+Ylﾙvﾈ/��8��+X+ﾘ.�,ﾈ*��(傀,ﾉzx+��8*ｨ.�,ﾘｮﾘﾏｨ*｣��2ﾓ�紮8蒭,iW8ｼ�B�,Xｼﾘ*�,丶�x���ﾉYﾘ,ﾓ�縋6ﾘ��Uﾉlｨ/�ﾙX�6�.���z�lｨ,ﾙ.ｩl｢�8H8ｨ4ｸ986�,Y(h匣*�.x傀,佰ﾈ*�*(5�5�8ｸ�)W8ｴｹ�Y_ｸﾏﾈ,ﾂ�ﾘ��ﾈ*ｨｻ8��ｬ�.x.ｨ��勦<ｨ*ｩ�ﾘ*(�)%ｹYH,ﾙ.ｩYH,ﾉ[ﾙ�H.h.�8ﾒ�4�8ﾘ5�5�8ｨ+ﾘ+X,Xｼﾘ*�,俛X�6�.�+8.ｨ,H*(.�.ｩYH,倅�9b���6ﾘ肩,ﾉ�ｨﾔX*ｨ*�.�(9h�,ﾙUﾉlｨ-ﾈ,Xｭ�,ｨ+Ym���,XﾈｩhB�-�+X+ｸ,ﾈ�8*�.x�/�,ｨ.��1/3 ��

④ ����390一(2) 冓�5�9YHﾝ��SD47 �4��ケ �5(6�8���� �� �+x+3C�6ﾘ�YYﾓ�B綺+(�Xﾏｨ+3B蔕8葮%ｹYH,ﾂﾙ%ｸ,ﾘﾌｨ�8,��ﾔ��Kﾙ��,ﾉ%ｹYH,ﾙ�ﾈ.ｨ,SCX,i:�ｨﾌY�ﾈ,X*�.�*ｩ�ｨﾘx,ﾘ�x�,�*"��)�h�9�H*ｨ敢*ﾘ��ﾔ移ﾙW9k���4CCx,佛x.ﾘ.冓�5�8,ﾉ�IL"� ��

⑭ 迭�402-(2) 乖H.鵜(ﾝ��〃 �4��縫取板目 �6x6ﾈ8ｨ5)��� �� 儷ﾉlｨ,ﾙ[ﾘｨｨ,域H�8+�,X*�.�*ｨ5�5�8ｨｾ�ﾙ�Xﾊ�.x.ｨ+��ﾘ*ﾘ,ﾂ��ﾈﾘ�*ｨ*�.���z�lｨ,ﾘ勦<ｨ*ｩ)�+X*ﾙ%ｹlｨ,ﾈ自%ｸ,ﾘｭｸ-ﾘ/���-��+ﾘ5�5�8ｨ��ﾔ���Kﾙ���H,ﾙ�ﾈ.ｨ,�.h.佇y��� ��
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1　黒色粘質土(SD29埋土)

2　褐色粒少景況黄黒色土

3　炭少量焼土粒多量混黒褐色土

4　黄色粒微量混黒色土

5　焼土粒多量混黒色土

6　炭焼土粒微量混黒褐色土

7　黒色糖質土ブロック状(ぼろぼろ)

8　黄色細粒少量漉黒褐色土

9　黄色ブロック少量混黒褐色土

10炭少置混恩褐色土(やや砂質)
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11　黄色細粒多量混鼎褐色土

12　黒色土ブロック状(ぼろぼろ)

13　黄色粒多量混黒褐色土

14　鼎褐色糖質土

15　黒色土(硬い)

16　黄色細粒多豊混黒褐色土(がさつく)

17　焼土(非常に硬い) SFO6

18　黄色粒少量混愚褐色土

19　黄色粒微量混黒褐色粘質土

20　黄色粘質土
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第13図　表町遺跡発掘図(1) (1二100) (破線囲みは粘土ブロック)
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第14図　表町遺跡発掘図(2) (1 : 100)
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第15図　表町遺跡発掘図(3) (1二100)
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第19図　土坑SK1656へ1660・ 1666 (1二40)

H二524.30m
A’　　　1焼土混黒色土　　　　　7　娩土黒色土黄色土混赤褐色土(しまり良い)

2　費色砂黄土　　　　　　　　8　姥土黒色土黄色土龍赤褐色土(ややしまり良い)

3　姥土少量混黙褐色土　　　　9　焼土赤褐色土

4　焼土多量混恩褐色土　　　10焼土茶褐色土

5　黒褐色土(灰混じり)　　11黄色雑貨土混黒色土

6　嬢土ブロック　　　　　　　12照色土

第20図　炉床SFO「 (1二40)
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第24図　集石SHO「遺物出土状況図(1 :40)土器・陶磁器1‥8、 1‥6　石製品1‥24、 1‥16、 l‥6　金属製品1‥4
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SEO6　遺物出土状況
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第31図　素掘り井戸SEO6遺物出土状況(1 :50)土器・陶磁器l:8、 1:6　石製品l‥12　木製品1‥12、 1‥8、 1:4
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報告書抄録

書名 表町遺跡

副書名 平成21年主要地方道(県道)長野荒瀬原線町道表町取付け道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

シリーズ名

編著者名 笹津浩 原因勝美 イゆP義男

編集機関 飯綱町教育委員会

所在地 〒389-1293 長野県上水内郡鮒浦町大字牟礼2795-1 TBL026-253-2511 

発行年月日 2014(平成26)年3月31日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 (日本測地系)

芸品覧主主商蔀 78 36・ 1380 20090713 900rrl 道路建設

安静盆器 説請菅突草卒乱 44' 14' -20091116 

草吉野 50" 7" 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

狩猟場 縄文時代 陥し穴
縄文土器(中期後半)

石斧・石鍛

掘立柱建物、炉床 須恵器・土師器・灰粕陶器 上水施設と居住域

素掘り井戸 輸入陶磁器 各種井戸跡

上水道施設 青磁白磁青白磁(梅;瓶・水注) 工房跡

貯水池・石組井戸 青花・天目 威信財と類似品

溝・木製桝・貯水施設 国産陶磁器 (13-19世紀) 梅瓶水注和鏡

集石 古瀬戸瀬戸美濃肥前越中瀬戸 鞍緒還し管

表町遺跡
肥溜 珠測・瓦質土器(播鉢) 天目(中国産)・青花

集落 古代~近世
土師器皿(カワラケ・燈明皿他) 茶臼香炉風巨など

香炉風呂 貯水池祭杷

粉挽臼茶白石鉢凹石砥石 三援の短刀

叩石五輪塔

板碑(善光寺平型)

銭貨和鏡鞍緒通し管短刀刀子

羽口鉄棒漆器曲物甑板

四乳ソリ建築材など

矢筒城(山城)の南側台地に城下「表町」があり、甲越の戦いと用水の悪さから、近世初めに今の牟礼の地に移住して牟礼宿が

要約
成立したという伝承が、発掘調査の成果とその分析で現実味を帯びて来た。「表町」廃町の事自のひとつに飲料水の確保問題が

あるが、検出された上水施設とその変遷はそれを示している。「町」の構成は鍛冶工房などごく一部を明らかになしえた。また、

山城と一体となる以前の先行する居館が調査地周辺にあり、 14世紀後半代に存在していた可能性など新たな課題も生まれて来た。
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